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　　　　１．








　見渡す限りの風景が、吹雪ふぶきに覆おおわれていた。


　天も地も関係ない。目もく前ぜんには、吹ふき荒あれる風と雪せつ片ぺんがあるだけ。かろうじて見える夜の闇やみだけが前方に進むべき空間があることを示し唆さするが、それすらも確たしかなものではない。


　夜と白はく銀ぎんの世界を、ただただ、進む。


　うなりを上げているはずの風の音も、身を切るような冷気も、いつしか認にん識しきできなくなっていた。


　音があるのは感じるのだが、とらえられない。


　理解できない。


　ほおに当たる風も雪も、吹雪のなかにあるという事実を教えるだけのもの。


　吹きすさぶ風と雪のなかにいながら、痛いたいのか冷たいのか、寒さを忌き避ひしたいのか気持ちいいのか、自分はそれをどんなふうに感じているのかわからない。


　わかるのは、ただ、自分が吹雪のなかにいる、ということ──


　──前に進んでいる、ということ。


　腰に結ゆわえられ手を添そえている（握にぎっている、という感かん触しよくは消えていた）綱つなはこの朦もう朧ろうとした世界のなかで確たしかに触さわれるものであり、頼たよれる存在であり、それにうながされるままに、進む。前へと。


「セラ、だいじょうぶ？　……生きてる？」


　前方から、声が聞こえた。


　からかうような響ひびきのなかに、こちらを案じるやさしさがあり、──激はげしく風が吹ふき荒あれているなかであるにもかかわらず、その声はくっきりと耳に届いて、少女──セラはまるで眠ねむりから覚めたかのように、身体からだを震ふるわせ、唇くちびるをなめる。凍こおりついた水分により唇の皮が剝はがれないよう──同じ失敗を繰くり返かえさないよう。


　ほおからなにかがぱきぱきとひび割われ剝がれ落ちていく感触は、汗の凍ってしまったものか。


　どれほど寒くても汗はかき、冷気に触ふれた汗はたちまち凍りつく。


　唇を舌で湿しめしつつ、すぼめたりゆがめたり、口の周囲をむにむにと動かしたのち、セラは答えた。


「……あたし、は、だいじょうぶ。それより、ラケル、の、ほう、は、眠たくない？」


「おれも、だいじょうぶ。……それより、もうすぐ、みたいだから」


「…………え？」


　目の前にマントをまとった人ひと影かげ、自分より頭三つほど高い、そびえるような影が現れるのを、ぼんやりと、他ひ人と事ごとのようにセラは見ていた。


　相手はフードを目ま深ぶかにかぶり、陰いん影えいに自分の顔を隠かくしている。


　マントの下からうろこに覆おおわれた手が伸のびて、自分の両手を包んできても、セラはなされるままでいた。


　温あたたかい──というか、熱あつい？


　緑のうろこに覆われた二つの大きな手のひらが、厚い手袋の上からセラの手を、指を、もみほぐす。


　痛いたがゆい、しかし心地いい感触に陶とう然ぜんとして、しばらく味わい、ようやくセラの、凍りついたように鈍にぶくなっていた頭が動き出す。


　──手を、握られている？


「……えええと？　あの、ラケル、その」


「ごめん。もうちょっと、我が慢まんして」


　ごめんってなによ、あたしは別にいやがってなんか──でも口には出さず、セラはなされるままでいる。半はん人じん半はん鱗りん、冷たいはずのラケルの手が、なぜこんなにも温かいのだろうと思いつつ。


　やがて。


「うん。……こんなところかな」


　指をもんでいた手が離はなれていき、手袋をしているにもかかわらず、セラは寒さを感じた。


　思わずラケルの指を追いかけた手に、なにかが握にぎらされる。


　──温あたたかい──


　──カイロ？


「ちょっと？　ラケル？　これはラケルのほうが」


「おれはだいじょうぶ。まだたくさん持ってきているから。それより、両手で握って、手を温めておいたほうがいい。──そろそろ、だから。気をつけて？」


「……そちらこそ、眠ねむっちゃわないでよ？」


　軽い口調でいいながら、あらためて、少女は理解する。


　そうだ、かじかんだ手では戦えない。


　自分はここに、戦せん闘とうをしに来たのだと。








　強ごう盗とう団だんの隠かくれ家がは、吹雪ふぶきの終わらぬ広大な原げん野や──『吹雪ふぶき野の』のなかにひっそり建たっていた。


　セラとラケル──フードをかぶりマントをまとった大小二つのそっくりな影かげは、とくに用心することもなく、雪の荒あれるなか、その建たて物ものに向かっていく。


　かなり近づいてようやく、小屋の様子が見えてくる。


　二ふた部へ屋やほどが連つらなった一階建てのその建物は、屋根が雪の重みでゆがみ、毎夜やむことなき強風に片側に傾かたむきかけていて、いわゆる平行四辺形。横長のせいか妙みように安定している倒たおれかけた小屋の様子に、唐とう突とつに、ラケル──二つの影のうち大きいほう──は、『ピサの斜しや塔とう』を思い出した。


　実際に目にしたことはないが、『イタリア』にある『ピサの斜塔』とかいう建物は（こちらは縦たてに長いわけだが）もう何百年も傾き続けているらしい。


　にもかかわらず完全に倒とう壊かいしてしまわないのは、ちゃんとお金をかけて『管かん理り』されているからだろう。その塔を愛し、倒したくない、と願う人たちがきちんと世話をしているからこそ、建て直されるでも壊こわされるでもなく傾いたままでいられるのだろう。


　しかし目もく前ぜんにある建物には、愛情、といったものは感じられない。


　雪に対する補ほ強きようも工く夫ふうもされてなく、ただ建てられ、そのまま放ほう置ちされている感じ──


　──おそらく、建てられたのはそれほど前ではないだろう。


　古びて見えるのは激はげしい風ふう雪せつによる傷いたみのためで、つい最近造られたのだろう。住むためではなくこの近きん辺ぺんで強盗を働くための、一時しのぎの隠れ家として。


　ここにいるのはおそらく、住むための家、生活のための家、というものを知らない連中。


　宿やど屋やあるいはだれかの家に押し入るかして寝しん所じよを求め、その世話と管理は他人にまかせて自分の家は持たない連中。


　だからこそ。


　──激はげしい吹雪ふぶきに傾かたむいて、変に安定しながら滅ほろびを待っている存在。


　こちらがわざわざ手を下さずとも、いずれ自じ壊かいするだろう、とラケルは思った。


　こうしたものはほうっておいてもいつかは、その性質ゆえ、みずから崩ほう壊かいして落ちる。


　問題は、建たて物ものが崩くずれるとき、なかにいるのが連中だけではない、ということだ。


　この手のやからは多くの場合、巻まき添ぞえを求める。


　自分だけが滅びることをよしとせず、周囲に道みち連づれを求める。


　そしていま、実際に、このいまにも崩れそうなおんぼろ小屋のなかにいるのは連中だけではない。


　二つの影かげは、小屋をぐるりと一ひと回まわりして建物の様子を確かく認にんした。


　上から見れば長方形、正面から見ると上じよう辺へんのくぼんだ平行四辺形の小屋には正面と裏うら手てに一つずつ出入り口がある。窓まどはなく、いくつか見える覗のぞき口はすべて内から閉められており、声や物音はおろか明かりのひとつも漏もれていない。もっともそれは用心のためというよりは、室内の熱ねつを逃にがさないためだろうが、とにかく、一見しただけではだれもいないかいても寝ねているとしか思えない。


　それほどに人の気配がない。


　が──


「ちょっと？　ラケル？　……まさか、寝てる？」


「いや？　寝てないよ？　だいじょうぶ」


　あわてて目を開き、思し案あんするのをやめると、ラケルは自身の言葉を証明するかのように、傍かたわらに立つ少女に目いっぱい開いた目を向けた。


　人間のものとは明らかに違う縦たて割われの瞳どう孔こうを見せられ、しかし怖おじることなく怒おこったようにこちらを見上げつつ、少女──セラはフードを下ろし、そのままマントを脱ぬぐとラケルに向かって差し出す。


　マントの下から現れたのは、水兵服のような襟えりのついた恰かつ好こう。


　年のころは十代半ば（とはいってもこの世界ではだれでもそうだが）。長い髪かみを両サイドで三つ編あみにおろし、前髪はきれいにそろえ、水兵服も合わさっておしとやかな女学生風。白いラインの入った紺こん襟えりを結むすぶスカーフは今日は青色。ジーンズのようなボトムスは両サイドの腰のあたりにファスナースリットが入っていて（最近はファスナーがお気に入りらしい）、ボディにはところどころに鎖くさりと碇いかりを模もしたアクセサリーがぶらさがり、かちゃかちゃ音を立てている。腰にはポシェット、手足の先にはそれぞれ毛皮の厚いグローブとブーツをつけており、首から下に肌の露ろ出しゆつしている部分はない。


　なお、頭部には水兵帽をななめにかぶり、右目には大きめのアイパッチがつけられているのだが、服ふく装そうはどれだけ変えようとそのアイパッチだけは変わることはない。


　それはアクセサリーではなく、彼女の『ペルソナ』なのだから。


　──水兵セーラー服、だから、セラ、って名前にしたんだろうなぁ。


　アイパッチ以外は初めて見る防寒仕し様ようの恰かつ好こうだったが、襟えりとスカーフに水兵服の雰ふん囲い気きを感じ、セラのマントを受け取りつつふとそんなことを考えて、ラケルは目を細めた。


　じっ、とラケルを見上げていたセラはその動作を目ざとく見つけたか──なにしろこのラケルという男はただでさえ表情が読みにくい──すぐに声を荒あらげた。


「ちょっと！　なに笑ってんのよ！　似合ってないっていいたいわけ！　悪かったわね！」


「そんなことないよ。笑ってないって。別に。……ちょっと眠ねむたくなっただけ」


「うそ！　絶対笑ってた！　ていうか寝ねるな！」


「うわ、わかった。わかってるってば。ごめんごめん」


　おなかをどすどすついてくるセラにあわてて謝あやまると、ラケルは積つもった雪と一緒にマントのフードをばさっと下ろす。


　現れたのは、深い緑のうろこに覆おおわれた、トカゲの頭部。


　ヘビのようなトカゲのような、爬は虫ちゆう類るいの顔。


　大小そろわぬ硬かたいうろこに包まれた自分の頭をつるりと撫なでて、ラケルは白くならない息を吐はき、いう。


「寒いと眠たくなるんだよね。どうしても。変へん温おん性せいのさが？　でもだいじょうぶ。カイロたくさん持ってきたから。眠ったりはしないから、さ」


「……お願いだから、しっかりしてよね？」


　ハァ、とこちらは真白い息を吐くと、セラは雪の積もりはじめた三つ編あみ髪がみを後ろに払はらい、小屋を見やった。


「それで？　どう？　わかる？」


「待って」


　蜥蜴類ラケルタの顔を持った男は目を閉じた。


　視し覚かくを封ふうじると、目と鼻のあいだにある二に対ついのピットオルガン──赤せき外がい線せんを感かん知ちする、主にヘビ類が持つ器き官かん、ただしラケルのはさらに多た機き能のう──で部屋のなかを『観みる』。二対四つのラケル自慢のピット器官は視覚とほとんど遜そん色しよくなく、建たて物もののなかを立体的に『見せて』くれる。壁かべも仕切りもものともせずに。


「……うわぁ、火が邪じや魔ま……こちらの部屋に六人。向こう側の部屋にも、一人。この体温──眠っているみたい──起きているのが六人と別室で寝ているのが一人──この寝ているのが、ミュージィかな」


「魔ま法ほう使つかいは？」


「この扉とびらから一番向こう側、奥にいる。──暖だん炉ろがあって、そこに一番近いやつ。魔法使いはこいつだけかな。……ああ、あと、こいつ、右みぎ利ききみたい。発はつ放ぽう紋もんは右手にある」


「右手ね。わかった。よし！」


　敵てきは六人、起きていて、そのうち魔ま法ほう使つかいは一人。店長さんだけ別の部屋。たぶん。


　こぶしを握にぎって気合を入れると、暗記するためかラケルから伝えられた情報を口こう内ないに繰くり返かえしつつ、セラは腰につけていたポシェットを開いた。


　カードを取り出し選んでいるセラに、ラケルはたずねる。


「スキルは？　なにでいくの？」


「そうね。……『キノコ食い』は必ひつ須すとして、『剛ごう体たい』……ううん、やっぱり、『アクセラレータ』、かな？」


「へぇ。てことは、スロット三つになったんだ？」


「うん。いってなかったっけ。あたし最近、レベル５に上がったの」


「うわ、レベル５でもう三つ目が？　優ゆう秀しゆうだなぁ」


「さぼらず鍛たん錬れんしているからね」


　話しつつ、セラはカードを二枚選んだ。


　最後にもう一枚、ポシェットの別の箇か所しよから『棒ぼうから伸のびる鎖くさりにつながれたとげつき鉄てつ球きゆう』の描えがかれたカードを取り出すと、その三枚は別に分け、残りの束たばをしまいつつ、そういえば、とラケルを見上げた。


「聞いたことなかったけど、ラケルのレベルは？」


「え？　……ええと、おれのは……その……」


「……いいたくないなら別に、いいけど」


　ラケルの秘ひ密みつ主義はわかっているから、とため息をつくと、セラは自分の身体からだを見下ろした。


　しばらく考える素そ振ぶりを見せたのち、腰をひねり、ズボンの側面、腰のあたりについているファスナーの金具を摑つかみ、一気に太もものなかほどまで下ろす。深いファスナースリットからのぞいた腰と太ももに、それまでじっとセラの動作をながめていたラケルはあわてて視し線せんをそらす。急なラケルの動作にセラの動きも一いつ瞬しゆん止まるが、しかしほおをわずかに赤くしただけでセラはことさら肌を隠かくそうとはせず、ぎこちない動作で、右ももにカードを一枚、立てるよう、押し当てた。


　カードが触ふれた瞬間、素す肌はだに光の線が走り、たちまちカードが消きえ失うせる。


　肌に吸すいこまれるように。


　同じようにして残り二枚のカードも太ももに吸いこませると、セラはジジジとファスナーを引き上げた。


　奇き妙みような間まののち。


　そのまま、ラケルの顔を見ず、小屋のほうをながめながら、セラはいった。


「……え、ええと、……そ、それじゃあ、……作戦を確かく認にんするね？」


「う、うん！」


「まず、あたしがこの扉とびらを蹴け破やぶって、飛びこむ。んで、他ほかの五人には目もくれずに魔ま法ほう使つかいに飛びかかり、魔法を撃うたれる前にやっつける。魔法使いさえ倒たおせばあとは烏う合ごうの衆しゆうだと思うから、逃にげるならそのまま、向かってくるならこれまたあたしがぶちのめす」


　いいねぇ、とラケルはうなずく。


「……で？　作戦は？」


「ちょっと？　いまの聞いてなかったの？」


「……」


「そして、全部終わったらあたし倒れちゃうだろうから、そしたらラケルはあたしと店長さんを介かい抱ほうして、火の番をしつつ一ひと晩ばん過ごす。で、朝になったらみんなで帰ってハッピーエンド。……お願いだから、寒いからって寝ねちゃわないでよ？　こんな吹雪ふぶきのなか、火のないなかで寝ちゃったら、トカゲのラケルは冬とう眠みんですんでも、あたしと店長さんはそのまま凍とう死ししちゃうんだからね？」


「わかってるってば。まかせて？　ほら、いまだってちゃんと起きているし」


「……本当に、だいじょうぶかなぁ。……いまいち頼たよりないなぁ」


「そちらの作戦よりはましかと」


「なにかいった？」


「いえ」


　ブンブン首を振ふるラケルに、はぁ、と大きくため息をつくと、セラはポシェットから親指大の赤いキノコを取り出し、口のなかに放ほうりこんだ。


　口もとを手で隠かくしてくちゃくちゃやりつつ、ふと、ラケルを見上げる。


　ごくっ、と嚥えん下かする音。


「……あのさ、ラケルは『キノコ食い』、持ってないの？　これって共通スキルでしょ？　赤キノコなら余分にあるから」


「あいにく、おれは怪かい物ぶつ系だから。怪物系にはカードスロットが生まれないんだ。固こ有ゆうスキルだけで。だからお構かまいなく。お気持ちだけでじゅうぶんです」


「……なんか、不安だなぁ……」


　だんだんと、セラの顔が上気してくる。


　雪に負けないくらいに白かったほおが、どんどん赤みを増ましてくる。


　赤キノコの名は『ハイアップ』、通つう常じようは毒キノコだが（食べると腹ふく痛つうと笑い上じよう戸ごに襲おそわれる）、『キノコ食い』のスキルがあればそれは素す敵てきなドラッグにかわる。身体からだ中じゆうが温あたたまり、脳のう内ない麻ま薬やくの分ぶん泌ぴを促うながし基き礎そ能のう力りよくが一割近くアップする。多少の痛いたみは感じなくなり、そしてなによりテンションが上がる。いわゆる『ハイな気分』にしてくれるそれは、寒さ対策のみならず、初心者レベルの戦士にとって必ひつ須すのアイテム──とくに、初めてだれかを殺そうなんて思うときには。


　指に、手に、身体からだの動作に異常がないか確かく認にんしている、セラに。


　気がつくと、ラケルは話しかけていた。


「あのさ、セラ」


「ん？」


「セラって、まだ、……『殺した』ことは、ないん、だよね」


「うん」


「……だいじょうぶ？」


　おずおずとしたラケルの質問に、セラは笑い声を上げた。


「……なにが？　なにが『だいじょうぶ？』なのかわからないけど、殺せるか？　って聞いているなら答えはＹＥＳ、だいじょうぶ、よ。ぜんぜん平気。いままでは、そうする必要がなかった、ってだけで、あたしは戦士、なんだから。世界の厳きびしさはわかっているつもり。……まぁ、必要もないのに無理して『殺す』つもりもないけどね。……別に、あんなやつら、死んだっていいとは思うけど」


「うん。おれもそう思う」


　同意を示したラケルに、セラは矢や継つぎ早ばやに言葉を継ついでいく。


「でしょ？　だよね、そうよ。うん。ラケルだってそう思うでしょ？　あんなやつら、……もし、もしも、その、六人、が、店長さんに、その、なんていうか、……女性、的に、ひどいこと、していたら、あたし、そんな必要なくても殺しちゃうかも。そうなったら、あたし、自分、とめられないかも。キノコも食べちゃったし、勢いきおいで。……でも別に、そうしたところでそんな自分を責せめる気ないから。ここには法も警けい察さつもないんだし、それに……


　……でもまぁ、だいじょうぶよね？　あたしたち、すぐ追いかけてきたんだから。そんな時間なかっただろうし。きっと」


「……ミュージィなら、だいじょうぶだよ」


　ラケルは笑っているように見えるよう、爬は虫ちゆう類るいの顎あごをぐいとゆがませた。


　セラに向かって『微笑ほほえみ』かける。


「ミュージィなら、だいじょうぶ。あいつ、あれでけっこうタフなヒトだし、たぶんこの強ごう盗とう団だん、クリエイターとしてのミュージィに目をつけたんだろうから。傷きずつけるようなことはしてないよ。むしろご機き嫌げんとって、お姫さまみたいに扱あつかっているんじゃない？」


「……そうだよね。うん」


　言葉が止まり、風の音が耳に際きわ立だつ。


　──沈ちん黙もくは、最悪の状じよう況きようを考えさせる。


　人間は、必ずしも理性に則のつとって行動しているわけではなく、そして、ミュージィは美人でスタイルもいい。男なら──ときには女でも──ふるいつきたくなるほどに。


　それはすてきな長所だが、美点はときに弱点ともなる。


　強い武器になることもあれば、悲ひ劇げきをもたらす呼よび水みずともなる。


　もちろん、ラケルはミュージィが強い人間であることを知っている。なにしろ彼女とは長い付き合いなのだから。ミュージィはタフ、強ごう盗とう程度になにをされようともびくともしない。生きている限り、きっと笑って立ち直る。だが、セラは違うだろう。心に傷きずを負うだろうし、そのときは、きっと、自分も──


「はっきりいっていいんだよ、セラ」


　笑えみに見える表情をつくったまま、ラケルはぽつりと、いった。


「もしも、ミュージィがまわされていたら、そいつら全員、──殺す、って」


　ラケルの顔を見上げている、セラからの返事はなかった。








　キノコが効きき出だすのを待つあいだ。


「……ラケルと店長さんって、恋人同士だったんだよね？」


　待たい機き用の穴を掘ほっていたラケルは、突とつ然ぜんのセラからの質問に、うっ、と声を漏もらしそうになり、それでもなるべく平へい静せいに、うなずいた。


「うん、まぁ。……ミュージィに聞いた？」


「ううん。ごめん。カマかけた。……やっぱり、そうだったんだ」


「うわ」


　やはり、寒さが能のう力りよくを低下させているらしい──がくり、と落ちこんだラケルの様子を知ってか知らずか、視し線せんを強ごう盗とう団だんの隠かくれ家がの扉とびらに向けたまま、セラは、続ける。


「どうして、別れたの？　あ、もちろん、話したくないんだったらいいんだけど──」


「ううん。いいよ。ていうか、正確にいうと、恋人同士、っていうのとはちょっと違ったんだ。ほら、ミュージィってやさしいだろ？」


「ちょっとシニカルなとこあるけどね」


「まあね。……でもやさしくて、……こんな、トカゲだかヘビだかみたいな顔したおれにもやさしくて、そんな人、こちらの世界じゃ貴き重ちようだから、そのやさしさに甘えちゃったんだ。……でも、やっぱり、それって間違っているなぁ、って、……だから、別れた」


「……いまも、好き？」


「もちろん！　恋人じゃなくたって、大事な人には変わりないよ」


「変へん温おん動物のくせにこんな雪のなかにまで、がんばって来られるぐらいに？」


「え？」


　ううん、なんでもない、と首を振ふるセラ。


　表情のうかがえない少女の様子、感情の読めない声に、気がつくと三つ編あみを垂たらした後頭部に見入っていて、鼻先から積つもった雪を振ふり落としつつ、ラケルは聞いた。


「……セラは？」


「え？　あ、あたし？」


　はじけるように、セラはラケルの顔を見上げる。


　びっくりしたようなセラとしっかり目を合わせ、ラケルはうなずいた。


「うん。セラ。セラはどうして、こんな危険を冒おかしてまで、ミュージィを助けようとしてくれるの？」


「……ああ、そっちね。……それは、だって、店長さんは雇やとい主ぬしだし、なによりもあたしの不ふ手て際ぎわじゃない。戦士のくせに、ちゃんと契けい約やくした用よう心じん棒ぼうなのに、雇こ用よう主を守れなかった、なんて」


「……それがここで生命を懸かける理由？」


　──朝も待たずに町を飛び出し、二人──というよりほとんど一人っきりで戦おうとする理由？　死ぬかもしれない危険を引き受けた、理由？


　ラケルの視し線せんに、セラはかすかにほおを赤くして、目をそらした。


　それに、といいにくそうに言葉をつむぐ。


「……それに、店長さんは、友だちだし。ラケルほどの付き合いはないけど、あたしだってミュージィ店長、友だちだって思っているから。……もう、そんなのどうでもいいでしょう？　こういうときにはこうする、これが当たり前なんだから！　助けたいものは助けたい、ただそれだけ！　恥はずかしいこといわせない！」


「恥ずかしいことなんかじゃないって。ぜんぜん」


「バカにしてる？」


「してないってば、本当に、──すごいと、思う」


「はいはい。もうやめて。……あ、キノコ、効きいてきた、かな？」


　話は終わり、といわんばかりに手を振ると、セラは大きく息を吸すい、ついで白い息を吐はき出だし、右手を軽く握にぎった。


　握った手をひゅっ、と振った、次の瞬しゆん間かん、その手は武器を持っている。


　握られた柄つかと、柄の先から伸のびる銀色の鎖くさり──その鎖の終しゆう着ちやく点てんは、とげつき鉄てつ球きゆう──セラがポシェットから取り出したカードに描えがかれていた絵と同じもの。


　俗ぞく称しようモーニングスター。


『明けの明星モーニングスター』の呼び名を持つ、戦士としてのセラの武器。


　もっとも、通つう常じようのモーニングスターはロッドと鉄球を短い鎖がつないでいるだけなのだが、セラのそれは鎖が長く、さらに約四メートル強伸びる。


　鉄球に目玉が浮き上がり、ぱち、ぱちとまたたいて、セラが手に持ちキスすると、うれしそうにとげを出したり引っこめたり──


　もちろん、その無ぶ骨こつなとげでセラの手のひらを傷きずつけるようなことはしない。


　それは自分の意思を持つ、生命の宿やどる存在だから。


　生きた武器の『飼かいならし』、それは戦士系の持つ固こ有ゆうスキルのひとつ。


　もっとも、どこまで飼いならせるかは戦士としての才能ではなくその人間の人となりであり、そして戦士としてはどうにも甘いように思えるセラがこれまで致ち命めいの傷を負うこともなくやってこられたのは、武器を見事に飼いならせているからなのだろう、とラケルは思っている。セラ、という人間の、その性格、人となり、というやつで、武器をしっかり飼いならせているからこそなのだと。


　実際セラの持つ武器は、低レベルのわりに見事に生育している。


　こちらの世界に長くいる、ラケルが感心してしまうくらいに。


　つまりラケルから見れば甘すぎる彼女の生き方も、ある意味正解なのかもしれない。


　こんな世界においてさえ。


　セラは鉄てつ球きゆうにほお擦ずりしていたが、ふと──ラケルに見られているのに気づいたか──びしっと固まり、心持ち顔を赤くしてこほん、とのどを鳴らすと、ラケルに向き直った。


「……さ、さて、それじゃあ、あたしは行くけれど、いい？　ちゃんと隠かくれていてよ？　ラケルの出番は戦いが終わったあとなんだから。しっかり隠れて、目を覚ましていて。……お願いだから、人ひと質じちになったりなんてしないでよ？　んで寝ねないでよ？　きちんと隠れているんだよ？」


「はいママ。ぼく、いいこにしています」


「……とにかく、お願いね？　そんなに待たせないから。たぶん三分以内に終わるから」


　その時間は、余よ裕ゆうではなく、リミット。


　はっきりいってしまえば、奇き襲しゆうしながら三分以上もかかるようなら、まずセラに勝ち目はない。


　それはお互いわかっていて、だからラケルは笑った。


「三分以内？　わ、すごい自信だ。この程度、カップラーメン前ですか？」


「……いいね、それ。……ラーメン、前」


　なにがおかしかったのか、セラは肩を抱かかえて寒さをアピールして見せたあと、くすり、と笑った。


　その表情、キノコが効きき出だしテンションが急上昇しているのだろう、奇き妙みような熱ねつ気きに浮いた瞳ひとみに、突とつ然ぜん胸が締しめつけられるような思いがして、ラケルは小屋の扉とびらに向かったセラに、ほとんど叫さけぶように呼びかけた。


「セラ！」


「え？　なに？　もう」


　振ふり返かえったセラに、吹雪ふぶきに負けないよう大きく声を張はり上あげる。


「お願いだから、気をつけて！　──それと……」


「……それと？」


「……さっきの話の、続きだけど……」


「さっきの話？」


　一いつ瞬しゆん迷まよい、躊ちゆう躇ちよして、しかしラケルははっきり、いった。


「……必要があろうがあるまいが、魔ま法ほう使つかいは『殺した』ほうがいい。──躊躇しないで、殺して、セラ。お願い、だから」


「……」


「……いや、そりゃ、殺さないに越こしたことはないよ。けど、でも、魔法使いは基本的にずるいから。とくにこんな強ごう盗とう団だんの頭とう目もくは。だから、殺すのは悪いことだけど、でも、身の安全を第一に、考えて──」


「ね。ラケル。見て見て？」


　もどってきたセラが、自分のペルソナアイパツチを指差した。


　え、とラケルが見る間まに、表面の模も様ようがぐりぐり動き出す。


　めまぐるしく色を変え、複ふく雑ざつな文もん様ようを描えがき、やがて、秩ちつ序じよのあるなにかをつむぎはじめる──


　通常のアクセサリーではない、半ば『内オ力ド』でできている『ペルソナ』だからこその芸げい当とう。


　文字に見える模様を生み出したところで、変化は、終わった。


　浮かび上がったのは、『必』という文字。


　アイパッチに『必』と読める模様を浮かび上がらせ、少女は笑う、ほがらかに。


「どう？」


「どう、って、……ええと、なかなか器用だ──わ？」


『必』ってどういう意味だろう──文字を見ようとトカゲの顔を近づけたとたん、ぐい、と首のところをつかまれて、ラケルは無理やりかがめさせられた。


　同時に、セラが背せ伸のびする。


　なんだなんだと混乱するのも気にとめず、つま先立ったセラはラケルの首もとに顔を寄よせ、くっついたかと思ったら次の瞬間手を離はなし、笑いながら扉とびらに向かって走り出す。


「じゃあ、行くから！　待っててね！」


「あ、セラ──」


　なんだったんだとあっけにとられ、一いつ拍ぱく遅おくれでラケルは気づいた。


　もしかして──うろこのせいでよくわからなかったけど──いま、自分は、キスされたのか？


　キノコが効きいていたようだから、もしかしたら、そうかもしれない。


　ハイになって、セラったら、キスしてきたのかもしれない。


　……まあそれは、単なる親愛を表わすためのもの──セラには頼たよりないと思われているようだから──とくに深い意味のない、ペット相手にするようなたわいないものだろうけど。でも、なんでこんなタイミングで？　こちらが心配しすぎているような感じだったから、安心させるため、とか？


　……ああ、あとで殴なぐられるんだろうなぁ。照てれ隠かくしの代わりに。


　すぐそばでありながら、たちまち吹雪ふぶきにかすんでいく、セラの小さな、姿。


　ラケルは突とつ然ぜん、胸が張はり裂さけそうになるのを覚えた。


　そして自分に問いかける。いまいった自分の言葉、それを本当に、自分はしてほしいのだろうかと。いくらこんな世界とはいえ、たったいまキスしてくれた彼女に、まだ『手の汚よごれていない』彼女に、自分は本当に『人を殺して』ほしいのか？　彼女を人殺しになんて──でも、それで生き残るチャンスが少しでも、増ふえるなら──


　自分で自分の気持ちがわからない。


　ただ、確たしかに、間違いなくいえることは、彼女に生きていてほしいと思っていること。


　殺されてほしくない、ということ。


『この世界』では、生き残るために相手と殺し合わなければならない、そういう状じよう況きようが多々起こりうる。


　そういうとき、こちらがどんなに善ぜん人にんだろうが非がなかろうが相手が容よう赦しやしてくれるはずもなく、わずかな油断が隙すきをつくり、ちょっとした甘さが命取りになる。


　だからこそ、『ここ』では敵てきを躊ちゆう躇ちよなく殺せることが望ましい。


　それがたとえ子供であれ、善人であれ。


　だから敵を、ためらわず、殺してほしい──


　でもできれば、殺しなど経験しないでほしい。


　友だちだというだけで、生命を懸かけてミュージィを助けようとしているセラ、だからこそ。


　言葉だけでなく実際に、いま、身の危険も顧かえりみずミュージィを助けようとし、かつてはラケルも助けてくれた、そんなやさしい彼女だからこそ──


　吹雪に紛まぎれてかすかに、扉とびらを破やぶる音が聞こえ。


　セラの姿が、建たて物もの内へと消えた。


　ラケルは息を吐はき、フードをかぶりなおすと、ふところから包みを取り出した。


　包みのなかから現れたのは、血を思わせるような赤せき色しよくの石。


　それをごくりと嚥えん下かして、動き出す。


　やるべきことを考えつつ──そして自分に問いかけつつ。


　──自分はいったい、セラにどうしてほしいのだろう。


　これからも生きていけるよう、殺せるほどに強くなってほしいのか、それともまだ血に汚よごれていない、いまのままでいてほしいのか。


　はたして自分はどうしたいのか──








　　　　２．








　扉とびらを破やぶり、吹雪ふぶきから、暖だん気きのなかへと飛びこんでいく──


　──この世界に飛びこむシフトするとき、セラは声を『聞く』ことがある。





（──世界はクリアを待っている──）





　自分だけではないらしい、ラケルも店長さんも、この世界に来る者みんなが耳にしているという言葉。


　どういう意味かはわからない。


　もっとも、──世界はクリアを待っている──そのためにどうすればいいかはわかる。言葉ではなく身体からだでわかる。戦えばいい。最後まで。生きている限り戦えばいい。


『戦う』イコール『相手を殺すこと』、だとはセラは思っていない。


『戦う』というのは、相手を倒たおすことではない。


　そんなの甘い考え方かもしれないが、敵てきと見なしたものを完かん膚ぷなきまで打うち砕くだくことが、本当に勝利といえるだろうか？　──いいや、『戦う』ということは、目標を見み据すえてそれを超こえることだとセラは考える。『戦う』とは、困こん難なんを乗のり越こえさらなる先を目指すことであり、勝利とは、困難に出会ってもなおあきらめない自分でい続けられることなのだと。


　自分はこの世界に『戦士系』で生まれてきたからその手段が戦せん闘とうっぽくなっているだけで、『戦う』ということ自体には戦士も魔ま法ほう使つかいもクリエイターもハウスオーナーも、怪かい物ぶつだって関係ない。


　みんなが自分の手段で戦い、──そして『世界』はクリアを待っている。


　だから、『戦う』。勝利するため。


　この強ごう盗とう団だんを壊かい滅めつさせるためじゃない。友だちを助けるためだけじゃない。


　友だちを助け出し、──こんな世界でも、友だちを助けるのは当たり前、といえる自分でい続けるために。自分をゆがめてしまわないために──


　木製の扉を蹴け破やぶって屋おく内ないに入り（壁かべが雪の重みでゆがんでいるためか扉はしっかりしたものではなく、簡かん単たんに蹴破れた）、敵の姿を確かく認にん、同時にスキル『アクセラレータ』を起き動どう、脳のう内ない伝でん達たつが加か速そくして目に映うつる全すべてがスローモーション状じよう態たいになる。


　目に入った敵は四人、ならば視し野や外がいに二人いるのだろうが首を回して確認はしない。


　思し考こうが加速しているだけで身体からだの速さは変わっていないのだから無む駄だな動作は極きよく力りよく避さける。人じん身しん略りやく取しゆの成功祝いわいに酒さか盛もりでもしていたらしく、目に映うつった男たちはみんな杯さかずきを片手にびっくりしている。一人の男の杯のなかから液体がゆっくり宙ちゆうにあふれ出て、一人の男の唇くちびるが、のろのろ動く。閉じて開いて、唇の間につばが糸を引く。なにかしゃべっているらしいが、思考速度が加速しているいまの状態では聞き終わるまでなんといったか理解できない（聞き終わっても理解できないことも多々。これがアクセラレータの欠点のひとつ）。


　視し界かいに映った男たちは全員獣じゆう皮ひ──頭部や脚きやく部ぶや尻尾しつぽ等、なにを材料に使ったかわかる部分を残してある──でつくった皮製クロースアーマーをまとっていたが、一人だけ、毛皮をアーマーではなくローブ仕し様ようでまとっていた。


　その男は、部屋の奥、暖だん炉ろのそばにいた。


　四本の脚あしの残った毛皮のローブを身にまとい、テーブルに魔ま法ほう用の杖つえと濡ぬれた靴くつ下した、そして汚きたない裸の足を載のせ、顔の上半分を狼おおかみらしき動物のマスクペルソナで覆おおっている。


　──あの男が、魔法使い職しよくだ。


　ラケルの言葉のとおりだ。


　魔法使い目指してのろい身体を走り出させつつ、突とつ然ぜん、加速した思考がセラにラケルを思い出させる。先ほど唇で味わったあの冷たい、でも見かけと違ってさらさらとした感かん触しよく──思った以上に肌はだ触ざわりのいい──ああそうだ、キスしちゃったんだ首くび筋すじに。本当はほっぺたにしようとしたのだがトカゲの口は横まで裂さけているため躊ちゆう躇ちよして（つまり唇はだめだよなぁ、と）首筋にしてしまった──わぁでも首筋のほうがエッチじゃない？　なんであんなことしてしまったんだろう。でもあのときは、あたしを心配してくれるラケルがなんだかかわいくて、いとおしく思えて、抑おさえられなかったんだ自分自身が──赤キノコの作用のせいで。赤いキノコの酩めい酊てい感かんと『アクセラレータ』の思考加速がセラに取りとめのないことを考えさせる。トカゲ相手にこんなこと、あたしは変へん態たいなのだろうか。でも、たとえ怪物系リザードマンでもラケルはとってもいい人だし、そこらのバカよりずっといい男だし、戦えなくて寒さに弱い、にもかかわらずあたしに同行してくれたし、まあそれはあたしのためじゃなくって『元』恋人の店長さんのためだろうけど、……やっぱりラケル、いまでも店長さんのこと好きなのかなぁ？　どっちから別れたのかな……二人はどこまでいってたのかな？　外見はともかくラケルだって本当は、普通の人間、オトコノコだし、あたしの足に照てれていたし、やっぱり……いや、だいたい、そもそもラケルの気持ちがどうだかわからないし、まだ店長さんに未み練れんあるかもしれないし、でも、もしも気持ちがあるのなら、もしかして、いやでもまさか、でももしかして──


「！」


　魔法使いが手を伸のばすのが見えた瞬しゆん間かん、セラの思し考こうが集中し、赤いキノコが生み出した高いテンションはすべて戦せん闘とう用に移い行こうした。


　ゆっくりと、柄つかを握にぎるセラの右手が前方に振ふられ。


　そしてこれまたゆっくりと、鎖くさりによって引ひっ張ぱられたとげつきの鉄てつ球きゆうが魔ま法ほう使つかいめがけて移動を開始する。


　同時に魔法使いの右手が光り、赤い光こう弾だんがこちらに向かって飛んだ。


　普段ならそれは一いつ瞬しゆんだが、『アクセラレータ』状じよう態たいでは赤い熱球ヒートボールがこちらに向かってくるのがはっきりと見え、とはいえそのスピードはスローとなった時間のなかでもけっこう速く、セラが飛ばした鉄球などとはくらべものにもならないくらいで、本来なら、頭はともかく身体からだはスローでしか動けない自分の動きで避さけられるような速さではなかった。


　が、相手の腕が向けられるのを見た瞬間に動き出していたおかげで最初の一発はぎりぎりなんとかかわせる。『Ｂ系魔法』は『発はつ放ぽう紋もん』のある腕を伸のばしきらなければ放はなてないため、腕をよく見て撃うたれる前に動けさえすれば回かい避ひできないことはない。


　そして、最初の一発さえ避けられれば、続く二発目、三発目をかわすことなど造ぞう作さもない。


　先に動けたということは、先手を取ったということだから。


　当てる、というより目くらましのためだろう、次々と放たれる赤い球きゆう弾だんをかわしつつ、しかし魔法使いの左手がのろのろと動き出すのをセラはしっかり把は握あくしていた。


　敵てきの左手の行く先は、テーブルの上に置いてある魔法使い用の杖つえ──魔ま力りよくを補ほ給きゆうするのみならず、スペルカードをセットしたり発はつ放ぽう口こうの代わりにできる魔法使いの固こ有ゆう武ぶ装そう。


　それを悟さとった瞬間セラの意い思しとロッド部分のわずかな動作が柄つかから鎖を伝わり鉄球部分へと届き、瞬時にモーニングスターの行く先が魔法使いの杖に向かって変へん更こうされる。のろのろと伸びる魔法使いの左手の先にあるものに、ゆっくりと、とげとげ鉄球・うーにゃんが迫せまる。あえて狙ねらう必要はない。方向さえ指し示じしてやれば、正せい確かくに狙わなくとも生きている武器は主人の意を汲くみみずからそこに向かってくれるから。


　生き物だから、生きているから、心をこめれば、応こたえてくれる──


　戦士職の常つねとして、セラも自分の武器に『うーにゃん』という名前をつけていた。


　とげの生えた鉄球の様子がうにに似ているから、うーにゃん──そう名づけ、世話し、整せい備びし、大事に飼かいならしてきた。


　魔法使いにとって杖は魔法の増幅器ブースター、自分を補ほ助じよするための単なる道具だが、戦士にとって武器は文字どおり生命を宿やどす無む二にの存在、パートナー。


　生み、慣らし、育て、慈いつくしむべき自分の分身。


　これまでもセラはうーにゃんを恃たのみ、信じ、生命を預あずけ、そしてうーにゃんも、その信しん頼らいに応えてくれてきた。


　いまもまた。


　鉄球は見事に魔法使いの左手より早く杖へと届き、木製のそれを打うち砕くだいた。


　スローモーションの世界のなかで、木製の杖とそれを乗せていたテーブルがゆっくりと、宙ちゆうに木こっ端ぱと破は裂れつする。


　ゆっくりと四し散さんしていく木もく片へんたちに、魔ま法ほう使つかいの顔がじわじわゆがむ。


　そして右手がゆるゆると、セラへと向けられはじめる。


　さぁ、はたして撃うつのは『Ｂブレツト系』か『Ｆフオグ系』か──


　向かってくる敵てきに対してはＦ系魔法でカウンター、というのが魔法使いの定じよう石せきだが、そのどちらもセラには関係ない。


　セラは柄つかを後方に引き、テーブルを壊こわした鉄てつ球きゆうを手もとにもどす動作を開始した。


　と同時に右足を力いっぱい蹴けり上あげる──


　──その瞬しゆん間かん。


　セラは、スキル『アクセラレータ』が自分になじんだのを感じた。


　──ああ、これが『なじむ』というやつか。


　これでもう、スキル『アクセラレータ』にカードを使う必要はない。


『アクセラレータ』は、あたし自身のスキルになった。


『なじむ』までには時間がかかるが（発はつ動どう回数も必要だが、系列の相性もあり、たとえば『アクセラレータ』自体は戦士系ならばレベルアップで覚えることもあるスキルなので戦士なら比ひ較かく的てき『なじみ』やすい）、いったん『なじんだ』スキルはカードなしでも使用できるようになり、自分でもそのスキルを封ふうじたカードをつくれるようになる。


　──ああ、そうか、これが『なじむ』という感覚か。


　話には聞いていたが、スキルが『なじむ』のを感じたのは初めてで、セラは戦せん闘とうの最さい中ちゆうであるにもかかわらず、大きな満足感を覚えた。


　一方で、のんびりと蹴り上げられた右足の先が向かうのは、うーにゃんを手もとに引きもどしつつある鎖くさり。


　右足を宙に上げ、向けられた魔法使いの手から逃のがれるために床に向かって倒たおれこみつつ、スローダウンした時間のなか、セラの右足はついに鎖を蹴りつけた。


　ゆっくりと、鎖はセラと鉄球の間にくの字を描えがき、蹴りによって移動の向きを変えられたモーニングスターが向かうのは──


（──やった！）


　次の瞬間、魔法使いの手から放はなたれた赤い光の弾たまは、セラではなく天井に当たり瓦が礫れきの雨をつくった。


　引きもどされる途中で軌き道どうを変えたモーニングスターが見事魔法使いの右腕に当たり、放たれる瞬間だった魔法の方向をそらし、ついで腕そのものを破は壊かいしたのだ。


　魔法使いの顔が、ゆがみ、その口が大きく開いていく。


　それに遅おくれて、人形のごとくに曲がりはじめた右手から血しぶきが上がる。宙ちゆうに静かに、じょじょに、じょじょに、ゆっくりとした時間のなかを、ゆるゆると。


　利きき腕うで──『発はつ放ぽう紋もん』のある腕が傷きずつけられれば、もはや魔法は使えない。


　どれほど魔ま力りよくが残っていようと。『発はつ放ぽう紋もん』を直さない限りは。


　──ゆっくりと、床に崩くずれ落ちていく魔法使いを視し界かいにとらえ、自分も倒たおれた体たい勢せいのまま、知らず安あん堵どの息を吐はき。


　──同時に、スキル『アクセラレータ』が解かい除じよされた。








　　　　◆








　魔法使いを無力化したことで集中が切れ、『アクセラレータ』を解除してしまったことに一いつ瞬しゆん狼ろう狽ばいしたが、セラはすぐに立ち上がった。


　慣なれた手つきでポシェットから新たなカード──『剛ごう体たい』のスキルカードを取り出すと、素す肌はだの露ろ出しゆつした部分を探し、結局あごの下へと差し入れる。


　すぐに『アクセラレータ』のカードが飛び出してきて、新たなカードがのどから体内に吸すいこまれて消える。


　カードを差し入れたのと同じ手で『アクセラレータ』のカードを受け取り、ポシェットの中に落とすと、鉄てつ球きゆうを引き寄せ左手のひらに乗せ臨りん戦せん態たい勢せいのまま、焦あせる気持ちを抑おさえて、セラは魔法使いに近づいた。


　片腕を損そん傷しようした魔法使いは、見る限り、気絶していた。


　意い識しきを失ってはいるようだが、胸は規則正しく上下している。


　死んではいない──ただ失しつ神しんしているだけ。


　柄つかを振ふって、倒れた魔法使いの耳もとに鉄球を打ちこんでみるが、動かない。


　目を覚ます様子もない。


　──たとえ目が覚めたとしても、発放紋のある右手が破は壊かいされている以上、もはや魔法は使えないはず。


　ラケルは魔法使いに用心するよういっていたが、いっそ殺すよういっていたが、いまのこいつは完全に無力化していて、魔法使いとはとてもいえない──


　ならば、こいつについてはもう、考えなくてもいいだろう。


　セラは大きく息を吐くと、はやる気を抑え、周囲を見渡した。


　他ほかの五人はセラを囲むようにして立ち、いちおう手に手に武器を持っていたが、あまりに急な事の推すい移いになにが起きているのか理解できていないのだろう（実際、戦せん闘とうを開始してからここまで一分ほどもかかっていない）、ただただあっけにとられた顔をしてこちらを見ている。


　残ざん党とうの顔を順々にながめ、明らかに戦意を喪そう失しつしている様子に戦いの終わりを確かく信しんし、とたん疲ひ労ろうを意識してしまう。


　肉体的なものだけではなく、極きよく度どの集中とスキル起き動どうによる『内オ力ド』の消しよう耗もうからの精神的な疲つかれ。


　いつもならこの程度、まったく平気のはずなのだが──毎日これ以上に身体からだを動かしているはずなのだが──実戦の緊きん張ちよう感かんはやはり消耗度が違うのか、一分ほど動いただけなのに全身が鉛なまりのように重く、その場にへたりこみたくなる。


　それでもそれを表に出さず──戦せん闘とうはまだ終わっていない──厳きびしい目つきで周囲を睥へい睨げいしたのち、セラはりん、とした声で、告つげた。


「さぁ、だれかかかってくるやつがいる？」


　答えがない虚こ空くうに向かい、声を張はり上あげる。


「あんたらのやり口はわかっている。まず魔ま法ほう使つかいの魔法を使って眠ねむらせて、そしてこせこせ盗ぬすみを働く──その程度。でも、もう魔法使いはいない。あたしが、あなたたちの魔法使いを、倒たおした。──どうするの？　五人がかりであたしと戦う？　楽ばかりしてろくな育成もしていないんだろうけど、やる気があるなら受けて立つわよ？　戦士職しよくとして！」


　答える者はいない。


　動き出す者も。


　向こうは五人、こちらは一人でしかも女──戦う気でいるのだろうか？


　いいや、おそらく違うだろう。


　ただ、どうすればいいのかわからないだけ。


　戦うべきか逃にげるべきか、それすらも決められないで、ただただ戸と惑まどっているだけ。


　強引なリーダーに率ひきいられているパーティーは、リーダーがいなくなるとなにもできなくなることが多い──セラはそっと、ため息をつく。


　情けないやつらだとは思うが、まぁ無理もないだろう。


　結局のところ、──自分だってそうだけど、こいつらもペルソナで隠かくしたその正し体たはまだ子供でしかないのだから。


　決めかねている五人の男たちに、セラは助け舟を出した。


「あたしは、友だちが無事にもどればそれでいい。戦う気がないのなら、ここからすぐに消えてくれる？　──ああこら！　そっちじゃないでしょう？」


　モーニングスターが飛んでいき、動き出した男の足もとにめりこんだ。


「──そっちには、あたしの友だちが寝ねている部屋がある。わかってる。人ひと質じちを取ろうとしたって無む駄だよ。あんたらが出て行くのは──」


　手を振ふってモーニングスターを引きもどし、決けつ然ぜんとして、雪が吹ふきこむ壊こわれた戸口をセラは見やった。


「あちら側、でしょ？」


　ふてくされたような声が上がった。


「──この雪のなか、出て行けというのか？」


「この雪のなか、来させたのはそっちでしょう？　あたしたちが来られたなら、あんたらだって出て行けるわよ。今夜は『流る転てん』も穏おだやかだしね！」


「……あたしたち？」


「……とにかく、どうするか、早く決めて。……まぁ、逃にげるんだとしたら、『赤の樹じゆ海かい』方面に向かうのはやめたほうがいいと思うけどね。たとえあたしは許しても、仲間たちまで許してくれるとは限らないから」


　──まだ他ほかに仲間がいる、と思わせる言葉が決心させたのか。


　ようやく、五つの影かげが動き出した。


　ちくしょう、とか、覚えていろよ、なんて言葉が聞こえたが、セラは気にしなかった。


　こいつらが吹雪ふぶきを抜けられるかどうか、なんてこともどうでもいい。知ったことじゃない。


　気になったのは、ラケルはちゃんと起きて隠かくれているだろうか、ということだったが──まさかこいつらと鉢はち合あわせしたりしないでしょうね？　──思し考こうがうまくまわらない。


　戦いの緊きん張ちようが解とけてしまったことで、身体からだは完全に、戦せん闘とう継けい続ぞくを拒きよ否ひしている。


　疲ひ労ろうを意い識しきしながら、思う。


　──ああ、やっぱりいまのあたしでは、一度に一回の戦闘で精いっぱいみたい。


　ラケルはちゃんと、起きているだろうか。


　きちんと隠れて、逃げるこいつらをやり過ごしてくれるだろうか。


　ああ、早くラケルを呼びたい。ラケルさえ来てくれれば、あとはラケルにまかせればいい──魔ま法ほう使つかいをふん縛じばり（結局殺さなかったけど、ラケルもこいつも文句をつけたりはしないはず）、店長さんとあたしを介かい抱ほうし、暖だん炉ろの火を強くして──


　キノコの効こう果かが切れたせいか、身体からだが冷えはじめている。


　壊こわれた扉とびらから雪と風と冷気が吹ふきこみ部屋の温度を下げている。


　……そうだ、まずは扉を直さなきゃ。壊さなければよかったなぁ。


　早く火に当たりたい、全身毛布にくるまりたい──


　──気がつくと、男たちは消えていた。


　男たちがもどってくる可能性など考えられず、セラは、手近な椅い子すに座りこむ。


　よし、これでラケルを呼べる。


　冷えた身体を温あたためられる──


　片手でポシェットからヘビ笛ぶえを取り出そうとしつつ、一いつ瞬しゆん、マントで自分をくるんで抱だきしめてくれるラケルの姿が脳のう裏りに浮かび、セラは思わずにへへ、と笑った。


　たぶん、ラケルは想そう像ぞうどおりのことをしてくれるだろう。


　マントで抱きしめてくれるだろう。


（まぁ、それだけだろうけど──）


　想そう像ぞうしただけで幸せな気分になって、セラは爬は虫ちゆう類るいにしか聞こえないというヘビ笛ぶえを吹ふこうとした。


　そのとき、太ももにちくっと痛いたみが走り──


　まだカードにもどさずひざの上に乗せたままだった『うーにゃん』が、そのとげでももをつついて警けい告こくしているのに気づき、はっ、と魔ま法ほう使つかいが倒たおれている床に顔を向けた瞬しゆん間かん。


　霧フオグが顔に吹きつけられた。


　ついで、だみ声を聞く──





「──油断、したな。クソ女。これが、おれの、奥の手だ」





　──唐とう突とつに強い眠ねむ気けに襲おそわれて。


　戦せん慄りつとともに理解する。


　──しまった、これは睡すい眠みん魔法、──でもどうして、どうやって──


「知らないなら教えてやるよ。魔法使い系のスキルカードには、口を『発はつ放ぽう口こう』にするやつがあるのさ。右腕を囮おとりにこいつを使う、これがおれの切り札よ」


　──魔法を、口から？


　……ああ、しまった……これは……


「……う、……わ……ちく、しょ……」


　獣じゆう面めんのペルソナの下から霧を吐はき出だしている、ゆがんだ口もとをにらみつつ──


（──ああ、うそ、……ラケル、店長、さん──）


　謝あやまる間まもなく。


　次の瞬間、敵てきの笑っている前で、セラの意い識しきは闇やみへと落ち、消えて。


　穏おだやかな寝ね息いきだけが、残された。








　　　　３．








　少女がどたり、と床に倒れ、完全な睡眠状じよう態たいに入ったのを確かく認にんし、狼おおかみを模もしたペルソナをかぶった魔法使い、Ｊ・Ｓ──最初のうちはミスター・スリープと名乗っていたが、名乗ることで切り札の魔法を教えるのはどうもよろしくない、ということに気づいてＪ・Ｓに変えた（ちなみにＪは彼の『真ま名な』の頭かしら文も字じ）──はため息をつき、座りこんだ。


　──ちくしょう、このクソ女、よくも、よくもおれの杖つえと右腕を──


　屈くつ辱じよくと怒いかりに身を震ふるわせつつ、しかし魔法使い職しよくらしく、冷れい静せいに、考える。


　この女は、あたしたち、といっていた。


　ということは、他ほかに仲間がいるのだろうか。


　だとしたらぐずぐずしてはいられない──右腕の無事な部分──露ろ出しゆつした肌から『睡すい眠みん魔ま法ほう』のスペルカードを取り出し、代わりに片手で苦労しながらふところから取り出した『回復魔法』のスペルカードを差しこむと、Ｊ・Ｓは破は壊かいされた右腕めがけ、口からぶはぁと霧きりを吐はき出だした。


　心地のよい温あたたかさが、右腕から全身へと満ちる。


　回復魔法を帯びた霧が、ゆるゆると、体内の気の流れに乗って、右腕の傷きずを癒いやしていく──


　吸きゆう気きと交こう互ごにはぁぁ、と霧を吐き出しつつ、Ｊ・Ｓは考えをまとめはじめた。


　──こいつに仲間がいるというのは、本当か？


　確たしかに、雪の絶えないこの『吹雪ふぶき野の』に一人で乗りこんでくるはずがない（そもそもどうしてここがわかった？）。遭そう難なんを防ぐためにもだれか仲間を連つれてくるはず。


　……しかし、事前に調べた限りでは、あの町にはこいつ以外の戦士職しよくはいなかった。


　だいたい、戦える仲間がいるならなんでこいつが一人で乗りこんでくる？　魔法使いがいるとわかっている場所に？　そういう場所に、戦士が一人で飛びこんでくるはずがない。なのに一人だということは、たとえ仲間がいるにしろ、そいつはあくまで遭難しないための要員、非ひ戦せん闘とう員いん、戦うスキルを持たないやつだということ──


　ならばたとえどれだけ仲間を連れていようとも、このＪ・Ｓが恐れることはなにもない。


　なのにあのバカどもら、あっさり逃にげ出だしやがって。


　Ｊ・Ｓは、にやり、と口もとをゆがめた。


　──まぁいい。おかげで今回の獲え物ものはおれが独ひとり占じめ。しかも……


　ふつふつと笑いがこみ上げる。


　結局のところ、こいつもおれには勝てなかった。


　鉄てつ球きゆう、という武器には確かに虚きよをつかれたし、魔法をよける動どう体たい視し力りよくもたいしたものだったが（まぁ、加か速そく系のスキルを使っていたのだろうが）、それでも勝利したのはおれだった。


　だからこれは、おれの、もの。


　この女は、けっこういい。


　いや、かなり、いい。


　いい女が自分から、商品になりに来てくれた。


　この顔立ちなら、かなりいい商品になる。もしかしたらあのミュージィとかいうクリエイターと同じくらいの値がつくかもしれないし、さらになによりいい点は、あのミュージィというクリエイターはその固こ有ゆう才能スキルを求めているやつにしか売りつけられないが、こちらの女はだれ相手でも──当然自分にとっても──有用な『商品』になるということ。


　指を握にぎり、伸のばし、暖だん炉ろに向かって試しの熱ねつ気き魔法を放はなち、右腕が完全に治ち癒ゆしたのを確かく認にんすると、Ｊ・Ｓは、少女の顔に手を伸のばした。


　少女のペルソナ──右目を隠かくした、『必』と描かいてあるように見えるアイパッチ──を外はずそうとして。


　聞こえてきた物音にぎょっとして、戸口に目をやり、立ち上がる。


　吹ふきこんでくる雪に紛まぎれてよく見えないが──


「……そこにいるのは、だれだ？」


　手下がもどってきたのか？　それともこいつの仲間か？


　しばらくして、答えが返った。


「……その人の、ペルソナに、手を出すな」


　声と一緒に、ゆっくりと、人ひと影かげがこちらに歩いてくる──


　フード付きマントに身を包んだ長身の人影は、人間ではなく、トカゲを思わせる爬は虫ちゆう類るいの頭を持っていた。


　フードからのぞいた顔に、その造ぞう作さに、思わず目を見開き、Ｊ・Ｓは笑い出す。


「なんだ？　おまえのその頭？　それはフルフェイス型のペルソナか？　それとも最初からそうなのか？」


　答えを返さぬ人影に、こみ上げる笑いを隠そうとせず、Ｊ・Ｓは声を上げた。


「そうか、おまえ、怪かい物ぶつ系──リザードマンか！　そういうのもいるっていうのは聞いていたが──憐あわれだな！　妙みように人間に近いぶん、完全なモンスターよりよっぽどグロテスクじゃねえか！　……なるほどな。そういうことか。なんでこの隠かくれ家ががわかったのか不ふ思し議ぎだったが、ひょっとしておまえのスキルか？　そういう固有器官スキルがあるのか？　『野生の勘かん』とか、『獣けものの本ほん能のう』みたいな──おまえらは人間よりも、獣に近いそうだからな。知ってるぞ！　見かけに引きずられるんだろう？」


　……大きな身体からだが、ぐらりと揺ゆれて。


　トカゲ男がひざをついた。


　Ｊ・Ｓは、せせら笑う。


「ああそうだ。知っているとも。おまえら怪物系は特とく殊しゆなスキルを持つ反面、外見に、肉体に大きく引きずられる。見たところ爬虫類系なおまえは、当とう然ぜん変へん温おん動物ライク、寒い場所だと動けなくなるってわけだ。まぁ半はん人じんなぶん、完全に変温ってことはないだろうが……よくもここまで来られたな？　それも限げん界かいのようだが」


　足もとの少女を見下ろし、再びトカゲ男に視し線せんをもどし、あざ笑う。


「あのクリエイターか？　それともこの女のためか？　惚ほれてんのか？　トカゲのくせに。報むくわれない恋してんなあ」


「……そんなん、じゃ、……ない」


「確たしかにこの世界じゃ、おまえのような怪物系はつらいよな。なんなら、おまえもおれの客になるか？　払はらうもん払ってくれるなら、おれは客のえり好ごのみなんかしない。……お代は高くつくけどな？　……ああそうだ、客はおまえだけじゃない。モテない自分にかわいい子を売ってくれってなやつはいくらでもいる。こいつもきっと、高く売れる」


　Ｊ・Ｓはしゃがみこみ、再び少女のペルソナに、指をかけた。


「……やめろ。……それは、ルール違い反はんだ」


　かすれがすれに声を出しつつ、床に手をつき、トカゲ男はなんとか立ち上がろうとする。


　が、身体からだが動かず、力が足らず、そのまま床に倒たおれこむ。


　その様子をおもしろそうにながめたのち、ゆっくりと、見せつけるように少女の顔からアイパッチをむしり取ると、その顔をじぃっと見つめてＪ・Ｓはわざとらしいため息をついた。


「うんうん。やっぱりかわいい。こりゃあいい。まさに『夢に出てくる』ような子だ。そしてペルソナを外はずした素す顔がおを見たおれは、文字どおり『夢から覚めても』この顔を覚えていられるってわけだ。ぜひとも向こうの世界でも、お知り合いになりたいものだな」


「……おま……え……」


「『真ま名な』はなんていうんだろうな、きっとかわいい名前だろうな？　まあ、そいつを聞き出すのも男の楽しみってやつだ。知ってるか？　モテるには、まめになること。住所、氏名に年齢、電話番号、忘れちゃいけない誕生日……おいおいどうした、目をつぶるなよ。くやしいのか？　それとも眠ねむたさに勝てないか？　ここで冬とう眠みんしたいってんなら、いいぜ？　おれは邪じや魔ましない。そこでぐっすり眠るがいいさ。……おまえが寝ねている隣となりで、おれはこいつを楽しんでやる」


　少女のほおを撫なでまわす、血まみれの手に、床に倒れこんだまま、トカゲ男は腕を伸のばす。


　マントから現れた腕は長く、うろこに包まれ、五本の指には太い鉤かぎ爪づめ。


　しかし眠り続ける少女には、届かない。


　泣くような声がしぼり出される。


「……ちくしょう……頼たのむ、……頼むから、やめて……くれ」


「いいからもう、眠っとけ。どうせおまえにゃ届かぬ花だ」


「……頼む、……おれにできることなら、なんでもする、だから……」


「恨うらむんなら、弱い自分を恨めよ。それともこの、世界をな」


「どうし……ても……おまえ……」


「悪あく夢むってな、そういうもんだろ？　思いどおりにゃいかないもんだ。いいからもう寝ろ、どうせ夢だし──そうだ、眠って、『夢の世界』で助けてやれよ。おまえの大事なこの子をな。おお、われながらうまいことをいう」


　自分の言葉にふん、と笑い、Ｊ・Ｓはトカゲ男の見ている前で、少女に覆おおいかぶさった。


　トカゲ男がさらになにかをいったが、しかしＪ・Ｓにはその言葉は聞こえず、聞こうともせず、もはや無む視しして、水兵セーラー服をびりりと引ひき裂さく。胸むなもとをあらわにしつつ、頭のなかでこれからについて計画を立てる──まずはキス。なにをするにもまずはキス。征せい服ふくのはじめはキスからだ。胸を覆おおった下着をながめ、舌なめずり、そっと、ペルソナを外はずした少女の顔に唇くちびるを、近づけていき──





　宙ちゆうを、舞まった。





　気がつくと、Ｊ・Ｓは小屋の壁かべを突つき破やぶり、雪せつ原げんを飛んでいた。


　すさまじい加か速そくとともに地面に墜つい落らくし、体内であばらの折れる音を聞く。


　地面に落ちても勢いきおいは止まらず、雪面をそのままごろごろ転ころがり滑すべる。なにが起きたかもわからずにただただ凍こおった地面を転がり続け、雪を散ちらして滑り続け、なにかにぶつかりようやく止まり、そこで初めて愕がく然ぜんとして──


　──い、いったい、なにがあった？


　必死に思し考こうをまとめつつ、口からあふれた血で雪原を赤く染そめながら、Ｊ・Ｓは身体からだを起こし、滑かつ落らくを止めてくれた固いなにかに寄よりかかり、自分の身体を見下ろした。


　胸から赤く汚よごれた骨が突き出し、両足がありえない方向に曲がっている。


　わき腹には小屋の壁だった木もく片へんが突つき刺ささり、辺あたりに朱しゆを散らした血液はすでに凍りはじめている。


　一歩間違えれば死んでいただろう、重じゆう傷しよう──


　いいや、それはまだいい。


　致ち命めい的てきなのは、魔ま法ほう使つかいにとって一番大事な利きき手てが、右腕が、肩の部分から消えてなくなっているということ──


　──なにがあった？


『無む痛つう』のスキルを装そう備びしていなければ、痛いたみでショック死していただろう──Ｊ・Ｓは自身のカードスロットに、スペルカード以外に『無痛』と『霧きり吐はく口』の二つのスキルカードを装備していた。これは右腕を囮おとりにして相手の油断を誘さそい、口からの魔法でしとめるためであり、そのために右腕を傷きずつけられてもひるまないためであり（まぁ、できるだけ痛い目には遭あいたくない、という性格的なものもあったが。というかそれが本当の理由だったが）、そしてその『無痛』スキルのおかげでショック死しないですんでいた。もちろん痛みがあろうがなかろうが致命傷に変わりはないが、『内オ力ド』さえある限り、即そく死ししなければ魔法で傷は回復できるのだから、深しん刻こくなダメージにはならない。


　しかし、失ったパーツはさすがに生えてはこない。


　生やせるような魔法は知らない。


　新たなパーツを買い求めることはできなくもないが、それにはかなりの金オドと時間がかかる──


　いったいなにが起きたのかわからないまま、痛いたむ左手をのどに当て、回復魔ま法ほうの霧きりを吐はきつつ、とりあえず自分の右手を求めてＪ・Ｓは周囲を見渡した。


　しかしＪ・Ｓのもぎ取られた右腕は、少なくとも見えるところには転ころがっていなかった。


　代わりに見つけたのは──


「──ひ！」


　──三つの死体。


　すでに半分ほど雪に埋うもれているのは、つい先ほどまで生きていた、Ｊ・Ｓの仲間たち。


　ひぃっと身体からだをのけぞらせ、嗚お咽えつのような声を漏もらし、そしてようやくＪ・Ｓは、自分が寄よりかかっているのがなにかに気づく。


　転がるＪ・Ｓの身体からだを止めてくれたのは、固い岩などというものではなく、死体。


　雪に埋もれて青く凍こおりかけている、彼のかつての仲間二人がからまり合ってできたもの。


　荒あらい呼こ吸きゆうを繰くり返かえし、Ｊ・Ｓは、必死になって死体から距きよ離りをとろうとする。


　──な、な、いったい、なにが──





「──探しているのは、これか？」





　朦もう朧ろうとしだした意い識しきのなか、Ｊ・Ｓは、人ひと影かげがこちらに歩いてくるのを見た。


　激はげしい吹雪ふぶきをものともせずに、──Ｊ・Ｓの右腕を片手に持って、トカゲ男が歩いてくる。


　Ｊ・Ｓの唇くちびるから、血とともに言葉があふれ出る。


「……バ、バカな？　……なんで、動い……て……？」


　立ち止まり、Ｊ・Ｓをまるで犬の糞ふんでも見ているように見下ろすと、トカゲ面はため息をつき、口を開いた。


「あんたのその口みたいに、おれにも奥の手があるんだよ。ちょっとした、切り札が。……おっと、動かないほうがいい。どうせ無む駄だな努力だよ。『睡すい眠みん魔法』のカードはさっき『回復魔法』と入れ替えていたよな？　『熱ねつ気き魔法』は、弾Ｂ丸系であれ霧Ｆで系あれおれには効きかない。……あんた、レベルはいくつかな？　他ほかにもスペルカードを入れてあるかもしれないけど、どちらにせよ、どんな魔法より先におれの手はあんたに届く。……雪んなかで冷えて凍こごえたトカゲヤロウとは思えないほど、とってもとっても、素早くな。だから、無駄に、動くなって」


「……お、おまえ、おれを、だまして……？」


　トカゲ男は、表現豊かに肩をすくめた。


「だましたなんて人聞き悪いな。まぁ、『演じて』いたわけだけど？」


「な、なんで？」


「……一いち撃げきでやれるチャンスがほしかったのと、……あと……」


　トカゲ顔にしては表情豊かに、ばつが悪そうに首を振ふり、続ける。


「……知っておきたかったんだ。あんたがどんなやつか。その人間性を。性格を。人となりっていうやつを。……良心が痛いたまないように。──まぁ正直いっちゃうと、あんたがどんなやつだろうと殺すつもりだったんだけどね。なにしろあんた、……平へい然ぜんと、ペルソナ取っちゃうやつだから」


「……ま、待て」


　近づいてくるトカゲ男に、折れた足を動かし仲間の死体を押しのけて、Ｊ・Ｓはあとずさる。


「待て、待って……聞いてくれ。取、引、だ。か、金なら……女、でも」


　言葉とともに、ごぼり、と真まっ赤かな鮮せん血けつがのどから口へとのぼりあふれる。


　鼻び腔こうから血の香りが抜けて、初めてＪ・Ｓは、意い識しきした。


　死が、迫せまっているのを。


　男はＪ・Ｓの口から出た言葉も吐と血けつも無視し、言葉を続けた。


「……見た感じ、ミュージィは、なにもされていなかった。そのことについては礼をいっとく。ありがとう」


「……じゃ、あ」


「でも、セラのペルソナをあんな簡かん単たんに取るようなやつなら、きっと、ミュージィのペルソナも取って素す顔がおを見ている。そうだろう？　──だったらわかってくれるよね？　たとえおれの友だちに手を出していなくても、あんたがなにもしていなくても、ミュージィとセラ、おれの仲間の素顔を見ている、あんたを、あんたらを、生かしておくわけにはいかないことは。さっきいってた、人買いみたいな仕事をしているやつならちゃんとわかってくれるよね？」


　──おれと『同じ側』にいる、あんたなら──


　……しばらくの、沈ちん黙もくののち。


　Ｊ・Ｓは力なく、首を振ふった。


　観かん念ねんしたかのように、笑い、血に濁にごった言葉を吐はく。


「……好きに、しやがれ」


「ありがとう」


「……どうせ、おれは、死なない。ああそうだ、死なないんだ。たとえいま殺されても、明日あしたの朝には目が覚めて、何事もなかったみたいに学校に行っているんだ」


「……そうだね。そのとおりだ」


　だから、平気だ。なにをしたって。お互いに。


　トカゲ男は爬は虫ちゆう類るいの顔に笑えみを浮かべると、手を伸のばし、Ｊ・Ｓの頭を摑つかんで軽々と、持ち上げた。


　腕を失い、足を折り、糸の切れた人形のようにぶら下がる、Ｊ・Ｓの顔をのぞきこむ。


「……ミュージィになにもしていなかったことに免めんじて、一いつ瞬しゆんで終わらせてやる」


　ふてくされたような笑い八割、二割の怯おびえを表情にして、Ｊ・Ｓが、血にむせつつ、いった。


「……は！　かっこ、つけるな。おまえ、だって、おれと、同じだ。人殺しの、怪かい物ぶつだ」


「うん」


「たとえ女を助けたって、いいかっこして見せたって、おまえが怪物なのは、変わらない。変わらないんだ。おまえはずっと、この世界では怪物で、女を助けたところでそれは結局、変わらないんだ。どんなにかっこつけたところで、結局おまえは怪物で──偽ぎ善ぜん者しやだ！」


「でも、おれは、こうしたいんだ。だから──恨うらむなら、弱い自分を恨んでよ？　……それともこの、『世界』を、だっけ？」


　──Ｊ・Ｓの、目から涙がほとばしる。


　泣きながら、必死でわめく。血に濡ぬれた声をしぼり出す──


「……おれは死なない！　死なないんだ！　たとえここで殺されたって、明日あしたの朝には『向こうの世界』で目が覚めて、結局なにも変わらないんだ！　そうだ、おれは、決して、死ぬわけじゃない──」


「……そうだね。そのとおりだ。……でも……」


　トカゲ男の目が、閉じる。


　下のまぶたが、持ち上がって。


　閉じた目は、笑っているように『にっこり』として──





「あんたは、二度と、『夢』を見ることは、ないよ」





　がきっ、と音がして、トカゲ顔の下した顎あごが外はずれ。


　大きく赤い口が開いた。


　そして、勢いきおいよく閉じた。





　──一いつ瞬しゆんの熱あつさはやがて、雪のなか、冷たさへと変わっていった。








　　　　４．








　死体を片付け──帰るときセラに見つからないように──終えると、ラケルは小屋にもどった。


「あれ？」


　暖だん炉ろが轟ごう々ごうと燃もえ、その前に毛布の山が一つ。


　毛布から出ている頭は二つ。


　一つは、いまだ寝ているらしきセラ。


　もう一つは、黒い前まえ髪がみの下、目からひたいまでを覆おおい隠かくすように巻まかれた包ほう帯たいのペルソナを持つ少女、ミュージィのもの。目が隠れているために──ちなみにペルソナには目を隠すタイプも多々あるが、厳げん密みつには『物質』ではないためか視し覚やの邪じや魔まにはまったくならず、また、首から上にある限り『素す顔がおを隠す』効こう果かは発はつ揮きされるため、本当に顔を隠す必要はなく、つまりどういうことかというと、目を隠しているのはミュージィの趣しゆ味み──表情がわからず、だからラケルはそっと、二人に近づいた。


　毛布のわずかな隙すき間まから裸の肩がのぞいているのに気づいてあわてて視線をそむけ、それ以上近づくのをやめ、おそるおそる、ささやくように声をかける。


「……ミュージィ、起きてる？　寝ねてる？」


　包帯の下方で唇くちびるが、笑えみをつくり、答えが返った。


「起きてます。寒さのあまり目が覚めました」


「またベタなことやってるなぁ」


「しかたないじゃないですか。雪のなかで遭そう難なんしたときの対たい処しよ法ほうなんて、これぐらいしか知りませんし。……だいたい、ひどいんじゃありません？　女の子二人ほっといて、行ってしまうなんて」


　毛布に隠して身体からだを起こし、すねたようにいうミュージィに、苦にが笑わらいして答えるラケル。


「ごめんごめん。ごめんてば。ちょっと、後始末をね」


「……六人？」


「うん。六人とも。もう危険はない。それより、いちおう聞いておくけど、だいじょうぶだった？　怪け我がはない？　ひどいこととかされてない？」


「ええ。だいじょうぶです。丁てい寧ねいに扱あつかってくださいましたから。むしろ、いい骨休めになりました」


「……これだもんなぁ」


　はぁ、とため息をついたラケルに、それより、と声が飛ぶ。


「とにかく、話はあとです。帰って早々すいませんが、そこの扉とびら、直せませんか？」


「え？」


「そこが開いているせいで、部屋が暖あたたまらないんです。壁かべのほうはなんとかふさぎましたが、扉のほうはとても無理で、──薪まきは足りませんし、セラさんは起きてくれませんし、このままじゃ本当に、朝を待たずに凍とう死し、ですね」


「いや、でも、おれ、本当に、もう、ダメ。眠ねむたくて……」


「だったらせめて、その戸口に立って寝ねてください。扉の代わりに。それでなんとかもつでしょう」


「うわー」


「朝になったら起こしてさしあげますから。お願いしますね。ラケル。……ああ、それとも？」艶つやを含んだ笑えみが浮かんで、「……なんならラケル自身が、わたしたちを温あたためてくださいますか？」


「わーい、そりゃいい。そのあとで怒ったセラに殺されちゃうんだ。やーめーてそういうの」


「怒らないかもしれませんよ？　緊きん急きゆう措そ置ちですし、それに」


「はいはいわかったわかった。もういいよ。どうせ冷れい血けつ動物ですから。暖だんの取り合いは恒こう温おん動物にまかせて、しがないトカゲは戸トの陰カゲにいます」


　ミュージィと目を合わせずに話を終わらせ、肩をすくめると、しぶしぶ、といった感じの演技をしつつ、ラケルは戸口に向かい、マントを使って隙すき間まをふさぎ、そのまま直立、マントを押さえる重石となった。


　厚手の布を通して背中に雪が積つもっていくのを感じ、冷たさが早さつ速そく睡すい魔まを呼び起こす。


　ああ、ようやく眠れる──


　これまで我が慢まんしていたぶん、気が抜けたぶん、眠気に包まれるのが早い。


　そのまま『にっこり』目をつぶったラケルに、ミュージィの、独ひとり言ごとのような声が聞こえた。


「──いったい、なにを考えているんですか」


「……え？」


「どう考えても、あなたは朝まで待つべきでした。いくらあなたでも……雪のなかで遭そう難なんしたら、どうするつもりだったんですか？　だいたい、これでは偶ぐう然ぜん襲おそわれたのかどうかの裏も取れません。本当になにを考えて──」


「……セラが飛び出しちゃったんだ。急がなきゃって。急がないと、ミュズがひどいことされるかもって」


「……」


「……いいこ、だよね。セラ。後あと先さき考えてないけど。無む鉄てつ砲ぽうだけど。ミュズのこと、友だちだってさ。こんなおれらのこと」


「……いいからとっとと寝ねてください。火はわたしが見ていますから」


　ミュージィは毛布をかぶりなおして、そのなかに沈しずみこんだ。


「はいはい。──じゃあ、よろしくね。おやすみ──」


　沈ちん黙もくで返したミュージィに、仲良くならんでくっついている二つの頭に、ラケルは心中微笑ほほえみ、思う。


『だからこそ』と。


　だからこそ、ミュズはセラを雇やとってあげた。


　──だからこそ、こんな雪のなか、自分はセラについてきた。


　あれほど忠ちゆう告こくしたのに、結局セラは殺さなかった。そういう人、だからこそ──


　──ありがとう、という声が、聞こえたような気がして。


　眠ねむりに入る寸前まで、ラケルはセラと、そして強ごう盗とう団だんのリーダーについて考えていた。


　助けたいと思う相手と、殺してもいいと思える存在について。


　セラの選せん択たくと自分の選択──選択を迫せまる世界と、そしてこの世界での生き方について──このくそったれな世界に、ついて。


　いったいぜんたい、この『世界』はなんなのか。


　おれたちはなぜ、ここに来させられるのか。


　おれたちは、ここでなにをするべきなのか、なにを求められているのか。


　向けるべき相手のない問いに、返る答えはひとつだけ──





　──世界はクリアを待っている──
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「おい。……転校生。寝ねているのか？」





　──肩を揺ゆすられ、赤あか松まつ祐ゆう樹きは目を覚ました。





　あれ？　確たしか自分は雪を背中に立っていて──一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのかわからず、身体からだを起こして周囲を見渡し、そしてようやくここが夢ではなく現実世界──高校の教室であることを、自分が机に突つっ伏ぷし寝ていたことを、悟さとる。


　ああそうだ、今日は早めに学校に来て、そのまま眠ねむって──


「おい？　転校生。だいじょうぶか？」


「ああ。うん。だいじょうぶ。寝ぼけてたみたいだ」


「やっぱり寝てたのか。どうしたんだよ。こんなに朝早く」


「用事があったんだけどね。ちょっと失敗して、しかたないから不ふ貞て寝ねしてた」


　祐樹は笑い、クラスメイトに向かっていたずらっぽくいった。


「……夢のなかで、六人も人を殺しちゃったよ」


「……そういうことは、いくら夢でもいわないほうがいいんじゃないか？　ええと……」


「そうだね」


　微び妙みように引いているクラスメイトに笑ってうなずき、自己紹介。


「赤松祐樹」


「ああそうそう。赤松だっけ。ごめんごめん」


「ところできみは──君きみ島じまくん、だっけ？　……どうしたの？　こんな朝早く」


「おれはこれから部活の朝練。あと、別に、君島でいいよ」


「ん。よろしく」


　起こしてくれたクラスメイトとたわいのない会話を交わし、見送って、祐樹はあらためて席に座りなおし、窓から校庭を見下ろした。


　祐樹の席は窓まど際ぎわ。校門が見え、校庭を見渡せる位置にある。


　その席に座って窓から外を見ていれば、登校してくる生徒をながめることができる。


　ふぅ、と息を吐はき。


　時間を確かめ、カバンから文庫を取り出しながめつつ、祐樹は待つ。


　時間が経たつにつれ、だんだんと、登校してくる生徒が多くなる──


　やがて。


　待っていた人物が現れた。


　祐ゆう樹きは窓に寄りかかり、文庫を読んでいるふりをしながら校庭を歩く少女の姿をながめる。


　二階の窓から見下ろしているわけだから、当然向こうはこちらに気づかない。


　見られていることはもちろん、自分を『知っている』存在がいることさえ知らないだろう。


　しかし祐樹は『彼女』を知っている。


　彼女の、アイパッチ型のペルソナを外はずした素す顔がおとその『真ま名な』──本名を。


　そして、遠くからながめているため少女の表情の確たしかなところはわからないが、それでも彼女の機き嫌げんがいいのがわかる。うれしそうな顔をしている、その理由──どうして彼女が楽しそうに、なにかいいことがあったみたいに、喜ぶ気持ちを抑おさえきれない様子でいるのかということも。


『こちら』と『向こうの世界』では、どういう具合に時間がつながっているのかいまだにわかっていないけれども。


　おそらく彼女はあのあと目覚めて、事件が解決したのを知ったのだろう（ミュージィと交こう互ごに火の番についただろうから）。すべてがうまくいったことを知り、安あん堵ど感かんに包まれ再び眠り、『シフト』──こちらにもどってきたのだろう。


　祐樹は内心、ほっとする。


　シフトにはいくつか法則があって、『こちら』であれ『向こう』であれ、寝ねれば必ずシフトできるというわけではない。


　とくに、自発的でない無理やりな睡すい眠みん状じよう態たいでは、シフトできないことのほうが多い。


　だから、敵てきの魔ま法ほう攻こう撃げきによる強制的な擬ぎ似じ睡眠でシフトすることはまず、めったにない。


　それでも、祐樹は不安だった。


　──もしも彼女が、あの魔法使いに眠ねむらされた時点でシフトしていたら？


　そのときは、彼女はしばらく苦しむことになっただろう。ミュージィが助かったことも、みんな無事で事件が終わったということも知らず、あのクソヤロウに眠らされ、眠った身体からだにひどいことをされているかもしれず、それどころか眠ったまま殺されてしまい、もう二度とあの世界に行けなくなるのではないか、自分の油断のせいでみんながひどい目に遭あわされているんじゃないか、なんて不安にさいなまれていたかもしれない。夜になり、ベッドに入るそのときまで──いいや、下へ手たすればそこでも『安眠』できず、身体と心が本当に疲つかれて気絶するような眠りを得られるときまで、何日も何週間も、長い夜を苦しみ続けることになっていたかもしれない。


　そのつらさが、わかるから。


　身体で覚えているから。


　祐樹はふう、と息を吐はくと、満足感に浸ひたりつつ、上機嫌そうな彼女の姿を見送った。


　……本当に、よかった。苦しむことにならなくて。


　あんなにうれしそうにしている、彼女の姿が見られて。


　これでこそ、朝早く起きて学校に来た甲か斐いがあったというものだ──
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　彼女が見えなくなるまで見送ったのち、祐ゆう樹きは大きく息を吐はき、うん、と伸のびをした。


　机に突つっ伏ぷし、ふと、昨夜の魔ま法ほう使つかいを思う。


　あいつも今ごろ、どこかで登校している最さい中ちゆうだろうか。


『向こうの世界』でのことを、そこで殺されてしまったことを、まだ覚えているだろうか──


　いいや、起きたときにはもう忘れているだろう。


　思い出すこともないだろう。


　まるでそんな世界など、最初からなかったみたいに。


「おはよう」


「──おはよう」


　だんだん周囲が騒さわがしくなる。


　人が教室に満ちはじめる。


　──あるいはこのなかにも、いるのかもしれない。


　真ま名なを秘ひめ、ペルソナで素す顔がおを隠かくして向こうの世界を生きているやつが。


　向こうで泣き、笑い、怒り、そして平へい然ぜんと人を誘ゆう拐かいしたりしていながら、なに食わぬ顔して登校しているやつが。このなかにいるのかもしれない。自分やセラと同じように、『シフト』している人間が──


　そうやって夢のなか、また一日を生いき延のびて。


　いったい、あの世界はなんなのか──





（──世界はクリアを待っている──）





　担任教師が、扉とびらを開けて入ってきた。


　祐樹は顔を上げ、文庫を机のなかにしまった。


　チャイムが鳴って──





　──今日きようもまた夢から覚めて、現実の一日がはじまった。
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　センジュ、という名前がいわゆる千せん手じゆ観かん音のんから取られたものだとすれば、ずいぶん名前負けしているなぁ、とラケルは思った。


　少なくとも目の前にいる（そして余裕で微笑ほほえんでいる）魔ま法ほう使つかいには、左に一本右に三本、合計四本の手しかなかった。もっとも、千手観音像だって実際に手が千本もあるわけではないそうだから（なんでも本当の腕が二本、人をすくうための腕が四十本あり、その四十本がそれぞれ二十五本分の働きをするらしい）、この魔法使いも四本の手が千本分もの働きをする、とでもいっているつもりなのかもしれない。あるいは『旅はまだはじまったばかり』で、これからどんどん増ふやしていくつもりなのかも──だとしたらずいぶん大変な道のりだなぁとラケルは思う。できれば応おう援えんしてやりたい、完成したらどんなふうになるのだろうか見てみたい気もするが（でもなるべく一緒に歩きたくはないなぁ）、残念ながらその機き会かいはありそうになかったし、あえてつくるつもりもなかった。


　魔法使い職しよくセンジュはラケルの異い形ぎよう──トカゲ姿に驚おどろいた様子もなく、ゆったりとくつろいで、ワイングラスを唇くちびるに運んでいる。


　どうせ向こうの世界では未成年のくせにワインの味などわかるはずもなかろうなのにキザったらしいことはなはだしいが、ため息を嚙かみ殺しつつ、ラケルは我が慢まんして待つ。貴族のような装よそおいをして派手な半面型のペルソナをつけた魔ま法ほう使つかいがふざけた演技を終わらせるのを。


　ようやくワイングラスを口もとから遠ざけると、センジュはラケルをながめ、いった。


「……まずは、ほめておこう。侵しん入にゆう者しや。ここから見させてもらったが、なかなかの活かつ躍やくぶりだったよ」


　言葉とともに、三本ある──正せい確かくには、肘ひじから三さん肢しに分かれている──右手のひとつが宙ちゆうに向けられ、手のひらの発はつ放ぽう紋もんからぷしゅうと霧きりが噴ふん出しゆつされる。


　魔法の霧はやがてスクリーンとなり、破は壊かい行こう為いに荒あらされた家か屋おくの様子を映うつし出だした。


　それは、この部屋にたどり着くまでにラケルが通り抜けてきた道のりの険けわしさを示すもの。


　豪ごう奢しやな壁かべはひび割われ飾かざられていた天井は落ち、ラケルの爪つめに視し力りよくを奪うばわれた魔法使いの手下たち（全部で八人、全員半人前の戦士職しよく）が血だらけになっていまだ転げまわっているのが見える。


　だがそれ以上の情報をラケルはこの霧に見る。


　──どうやら、吹き出ている霧の様子から察するに、こいつの魔力は『水みず属ぞく性せい』らしい。


『水属性』魔力はどうにもラケルと相性が悪い。


　さらにいうなら、遠えん視し魔法はなかなかレベルの高いスペル──


　余分な二本の右手は、ただの飾りではないということか。


　センジュはこぶしを握にぎるようにして霧のスクリーンを消すと、上等な革かわ張ばりの椅い子すに深く腰こし掛かけたままラケルを見やり、いった。


「ああ。きみの戦いぶりは、ここからじっくり見させてもらった。なまなかな刃やいばなど通らぬうろこ、人間離ばなれした反はん射しや神しん経けいと怪かい力りきは確たしかにたいしたものだが、……それだけのようだな」


「それだけでも、じゅうぶんすごいと思うんだけど？」


「ああ。確かに。刀にたとえるなら、きみはなかなかのワザモノを持っているようだ。……だが、どれほどの名刀だろうと、刀は結局刀でしかない。そうだろう？」


　気取った笑えみを浮かべると、魔法使いは傍かたわらに控ひかえる少女にグラスを向けた。


　少女はセンジュのそばに寄よると、ワイングラスに両手をかざした。


　と、見るや、たちまちグラスに赤い液体が満ちる。


　どうやらワインを創つくれるクリエイターらしい少女の姿に、ラケルは思わず視し線せんをそらす。


　そんなラケルをふふん、と笑うと、センジュはワインを一口飲んで、ふと気がついたように誘さそいの言葉を口にした。


「……ああ失礼。きみも飲むかい？」


「いや。おれは未成年だし」


「野や暮ぼなことを。きみも知っているだろう？　この世界に未成年でない者はいないし、それをとがめる者もいない。……まぁ、たまに、私のことを悪人と呼び断だん罪ざいしようとしてくるやからもいるにはいるが、……まったく、わかっていないバカどもだよ。現実のルールの適てき用ようされない、いや、ルールそのものが存在しないこの世界で、私がどんな罪を犯おかせるというのか？　罪とは、ルールがあって初めて生まれるものなのだから。そうだろう？」


　ラケルは答えず、周囲を見渡した。


　侵しん入にゆうする前から驚おどろかされた辺へん鄙ぴな山奥には似つかわしくない大だい豪ごう邸ていは、どれほどハウスオーナーやクリエイターたちを酷こく使ししたのか、内ない装そうも実に立派なもの。床には絨じゆう毯たんが敷しかれ、壁かべにはいちいち彫ちよう刻こくがなされ、ところどころに大理石の置物や、だれが描かいたか抽ちゆう象しよう画がまで飾かざられている。


　しかしやっぱり、一番目をひくのはこの部屋の奥にあるものだろう。


　中世風に仕立てられた部屋は奥のほうから三分の一ほどが鉄てつ格ごう子しで区切られており、鉄格子の向こうには部屋のなかでありながら──ハウスオーナーがいるのだろう──草木が息い吹ぶく庭がある。芝生しばふの上には少女が三人、鉄格子から離はなれるように固まって座り不安そうにこちらを見ているのだが、少女たちは全員その身になにもつけていない。


　──腕輪と足輪と首輪以外は。


　ちなみに魔ま法ほう使つかいが傍かたわらにはべらせているワインクリエイターの少女も三人と同様、ほとんど全ぜん裸らで立たされている。


　ペルソナすらも外はずされて。


　この魔法使いの犠ぎ牲せい者しや、たち。


　ワインの少女と一いつ瞬しゆん目が合い、ラケルは、頭が冷えていくのを感じた。


　ラケルの視し線せんに気づいたのだろう、ゆがんだ笑えみを浮かべてセンジュは椅い子すを回転させ（雰ふん囲い気きより快かい適てきさを優ゆう先せんしたのか、貴族風な部屋に似つかわしくない革かわ張ばりの回転椅子だった）、鉄格子の向こうの庭に向き直った。


「どうだ？　なかなかおもしろい趣しゆ向こうだろう？　私がみずから厳げん選せんし、とらえてきたペットたちだ。ほらおまえら。客人を楽しませてやれ」


「いい！　いらん！　やーめーてそういうの。だいたいおれはあんたの客人じゃないし」


　おずおずとからみはじめた少女たちの姿に、ラケルは急いで手を振ふった。


　嘲ちよう笑しようを浮かべてたずねるセンジュ。


「ではやはり、このいきなりの訪問の目的は、私と争うことなのか？」


「ああ！　そうだよ。なんだ？　訪問販売とでも思ったか？　おまえをめためたぶん殴なぐれるような楽しみがなけりゃ、だれが好んでこんな山奥になんか来るもんか！」


「ほほう。ではきみは──」


「あのさ！　いつまでそんなしゃべり方、続ける気？　もういいかげんやめてくれよ」


「……なんだと？」


　ラケルははぁ、と大きくため息をつく。


「だからさ、……あんたがおれを未成年だって知っているように、おれもあんたが中学生か高校生、ここじゃ手が四本あっても現実世界じゃ二本しかない普通のガキなのはわかってる。──だからさ、お願いだから、かゆくなるようなことはやめて普通に話してくれよ。気持ち悪い」


「……本当に野や暮ぼなやつだな……」


　センジュ、と名乗る魔ま法ほう使つかいは明らかに気分を害がいしたようで、しばらくラケルをにらんでいたが、ごほん、とわざとらしくのどを鳴らすと、グラスをテーブルに置き、笑顔をつくった。


「……しょせんは辺へん境きようの野や卑ひな怪かい物ぶつ、といったところか。侵しん入にゆう者しや」


「あああああ。まだ続けるんだそのゲーム」


「楽しいからな。私にとってこの役は。……女どもの前だし」


「……なるほど。いまさらやめられませんか」


　そうだな、そういうものだな、とうなずくラケルにセンジュは問う。


「では、いちおう聞いておこう。なぜいきなり現れて、私と戦おうとする？　金か？　恨うらみか？　まさか正義感などとはいうまいな？」


「あいにくそのどれでもありませんですよ。魔法使いさま。……敬けい具ぐ？」


「……まぁ聞け。……恨みではないよな？　きみの宝や女を奪うばった覚えはないし、……きみみたいなやつは一度見たら忘れるはずがない」


「みなさんそういってくださいます。わたくし目立つたちだから」


　トカゲのあぎとをくわっと開き、半蜥蜴人ラケルは笑顔をつくった。


　ピンクの口こう内ないと青色の舌、凄そう絶ぜつな爬は虫ちゆうの笑顔に思わずたじろぎ、動どう揺ようを押おし隠かくすようにしてごほん、と咳せきをしあらためて座りなおすと、センジュは言葉を続けた。


「ならば金か？　だれかに頼たのまれたか、それとも私の首に賞金でもかかったか？　ならばどうだ、ドルでも円でもオッドでも、私がその三倍出そう」


「……ほう」


「なんならここで雇やとってやってもいい。それならこの先、決して食いっぱぐれることはないぞ。どうだ？」


「……おれを、雇って？」


　思わず聞き返したラケルに脈みやくありと見たか、ああ、とセンジュは自信たっぷりに、うなずく。


「そうだ。私の一番の悩みは、いい部下のいないことでな。……そのことは、ここにあっさり到とう達たつできたきみにもわかることだろう？　とにかく部下が使えないやつばかりだ。その点きみは生意気だが、有ゆう能のうそうだ。どうだ？　考えてみないか？」にやり、と唇くちびるをゆがませる。「こちらの世界は現実の世界とは違い、なんでもやりたい放題だ。うまく立ち回れば、金も女も権力も、なんだって手にすることができる。贅ぜい沢たくだってなんだって、好き放ほう題だいにさせてやろう──どうだ？　きみみたいな怪かい物ぶつ系には、こんなチャンスはそうそうないぞ？」


　……このおれを、雇う？


　──考えこむふりをしたのち。


　ラケルはぺろりと舌を出し、首を振ふった。


「やっぱり魔ま法ほう使つかいは、卑ひ怯きようで臆おく病びよう者ものだな」


「……なん、だと？」


　目をむいたセンジュに、あざけるように言葉を続ける。


「部下が使えない？　そりゃそうだ。どうせ初心者ばっかり狩かってきたんだろ？　バカらしい。見下した懐かい柔じゆう策さくなんてだれが聞くかよ。……いまさら、逃のがれようとは思わないでくださいよ？　魔法使いさま。あんた、なんでもやりたい放題、いまここでぶっ飛ばされてもしかたない、それだけのことはしてきたんでしょ？　いまさら逃にげたりするなって。わー、女の子の前でみっともない」


　いってしまってからしまったと思う。……ちょっと挑ちよう発はつしすぎたろうか。ここで警けい戒かい心しんを抱いだかせて逃げられては元も子もない──だが、胸のうちに湧わいたなにかが言葉を胸にとどまらせない。ひどいことでもいってやりたい──だれだって、裸の子を見りゃ興こう奮ふんしちゃうもんだろう？


「なんでここに来たかって？　お教えしましょうセンジュさま。あなたのようなキザな三流魔法使いは、低レベルの戦士職しよくとか右も左もわからないような初心者ばっかり狩っていい気になっている、小さな弱虫だからスよ。そんな羽虫みたいなやつはだれだって、うざくてつぶしたくなるでしょう？　だからおれはここに来たんだこのゲジゲジのゲスヤロウ。──もしもし？　聞いてます？」


　センジュは顔を引きつらせるでもなく、興きよう味み深ぶかげな表情を浮かべたまま、沈ちん黙もくしていた。


　しばらくラケルの瞳ひとみを見つめたのち。


　納なつ得とくしたようにうなずき、口を開く。


「……まずは、ほめておこう。侵しん入にゆう者しや。しばらく見させてもらったが、なかなかの戦いぶりだったよ」


「……それ、さっきも聞いたような」


「なまくらの刃やいばなど跳はね返かえすうろこ、文字どおり人間の域いきを超こえた反はん射しや神しん経けいとその怪かい力りきは確たしかにたいしたものだ。怪物よ。そのへんのろくに鍛たん錬れんもしない戦士職や実戦を学ぼうとしない魔法使い職では確かに勝てはしないだろうな。……それで、なんだ？　雑ざ魚このような戦士どもや卵にすらなっていない魔法使いを倒たおしていい気になってしまったか？　よかろう。だったら相手をしてやろう──本物の『魔法使い』がな」


　椅い子すを引き、三本の右手を持った魔法使い職、センジュは立ち上がった。


　背後を振ふり返かえり、鉄てつ格ごう子しの向こうに座った少女たちに、笑いかける。


「そういえばおまえたちには、『お仕置き』以外で私の魔ま法ほうを見せたことはなかったな。そこで見ていろ。私が戦うところを。私がどれだけの力を持っているかを──」


「きゃー！　すてき！　……いいのか？　かっこ悪いとこ見せることになるぞ？」


　ふん、とラケルの言葉を鼻息で散ちらし、センジュはラケルと向き合った。


　ひょい、と後ろに飛んで距きよ離りをとったラケルの動作にうなずいて、口を開く。


「少しは心得ているようだが……話の続きをしてやろう、トカゲ男」


「話の続き？」


「強さを刀にたとえるなら、きみはなかなかのワザモノを持っているようだ。……だがな、どれほどの名刀だろうと、刀は結局刀でしかない。何百万もするような上じよう業わざ物ものを持とうとも、二十ドルでお釣つりがくるような拳けん銃じゆうの使い手に負ける──それが魔法を使える者と使えない者の差なのだ」


　ラケルは同意のしるしにうなずいた。拳銃が二十ドルって、こいつ現実世界では国こく籍せきどこだと思いつつ。


　こっそりと、小さな声で、つぶやく。


「……おれもそう、いったんだけどな……」


「……なに？」


「いや、なんでもないこっちの話。さぁさぁ、ありがたいお話が終わりましたなら、早速はじめましょうか、魔法使いさま」


　機き嫌げんを損そこねてしまったか、一いつ瞬しゆん顔をしかめ、しかしすぐに気取った表情を取りもどすと、センジュはいつの間まにか左手に持っていたカードを右の二の腕、素す肌はだの上に押し当てた。


　カードの触ふれた部分を起点に、右腕に光の線が走り──


「わっ！」


　すべて発はつ放ぽう紋もんがある三つの手のひらがこちらに向けられ止まった瞬間、ラケルはその場を横とびに飛んだ。


　間かん一いつ髪ぱつで青白い光こう弾だんが脇わきをかすめる。


　狙ねらいを定められないよう動き続けつつ、ちくしょう、とラケルは心中悪あく態たいをつく。──なるほど、手だけじゃなく、発はつ放ぽう口こうまで増やしているのかよ、さすがに三つの手同時に魔法を撃うつのは無理らしいが──そういうスキルもあるにはあるが、レアなスキルなのでこのへんの低レベル魔法使いが持っているはずがない、というかそう信じたい──発放口が三つもあるとさすがにどれから撃たれてくるのか判別できない。避さけるべき射しや線せんを読みにくい。視し力りよくの弱いトカゲの瞳ひとみではとくに。しかも──


　ラケルにひょいひょいよけられるのを気にする様子もなく、どんどんと青い光弾を撃ち続けているセンジュ。


　そして、青い光弾がぶつかる先は──


「私の得意は水みず属ぞく性せいの魔ま法ほうなんだよトカゲくん」


　どんどんどん、とほとんど狙ねらいを定めず魔法を撃うちつつ、センジュは笑った。


「いいのか？　そんな悠ゆう長ちように逃にげていて。ほらほら、部屋がどんどん凍こおっていくぞ？　爬は虫ちゆう類るいの属性を持ち、温度が低いと動けなくなるリザードマンが、はたしてどこまで耐たえられるかな？」


　次々と放はなたれる『氷ひよう結けつ魔法』の弾たまは、ぶつかったものをどんどん凍とう結けつさせていく。


　部屋の空気に、ひんやりとしたものが混ざりはじめる。


『氷結魔法』自体にはそれほどの威い力りよくは感じられないが、そのぶん数を撃てるのだろう。手て数かずで部屋を冷やすことを優ゆう先せんさせているというなら、魔力切れは期待できない。この調子で部屋の温度を下げ続けられたら、どう考えてもこちらが動けなくなるのが先、勝負は早目に仕し掛かけなければならない──


　いまさらながら、ラケルは自身の『切り札』を持ってこなかったことを悔くやんだ。


　ラケルの力のおおもとともいえるひたいの『ろ頂ちよう眼がん』を封ふう印いんしてきたことを、心の底から後こう悔かいした。


　──ああ、こんなことなら横おう着ちやくせずに、ちゃんと下調べしておけばよかった。


　一番近いとこ、なんて理由で決めなきゃよかった。


　……別に死ぬのはどーでもいーけど、こんなんで殺されるのはバカらしいなぁ……つってもいいとこ冬とう眠みんさせられるぐらいだろうけど……


（──やっぱり、かっこ悪いのはいやだよな。夢のなか、くらいは……）


　なんでこんな山奥まで来て、死ぬ気で魔法使いと戦うことになったのだろう。


　──ぶっちゃけた話、自分でもよくわからない。


　ただ、気づいたら──トカゲの反はん射しや神しん経けいだけでセンジュの魔法光弾を避さけつつ、ラケルは無む意い識しきに、こんな状じよう況きようになった理由、寝ねて『シフト』する前の出来事を思い出していた。








　　　　２．








「──ちょっと、頼たのみがあるんだけどな……」


　昼休み。学校の屋上。


　隣となりに座って学食で買ってきたおにぎりの包みを広げつつ、日ひ野の鷹たか生おがためらいながら（正せい確かくには、わざとらしく躊ちゆう躇ちよを装よそおいながら）そう切り出してきたので、赤あか松まつ祐ゆう樹きは腰を浮かして逃にげかけた。


　この男が殊しゆ勝しような態たい度どで話しかけてきたときは、これはもう、絶対に、厄やつ介かい事ごとに巻きこまれることになる。


　知り合ってまだひと月の仲だが、そのことはもうじゅうにぶんに学習している。この男にはもう何度も何度も何度も何度も何回も困らせられている。だから祐ゆう樹きは鷹たか生おに対して、こんなやつコエツボに落ちればいいのにと思っている。もっともコエツボに落ちたところでこの男はそれを恥はじ入いりもせず「助けてくれ～」なんていって人を引きずりこもうとしてくるだろうからやっぱり落ちなければいい、とこの男のためを思ってではなく心からそう祈るのだが、しかしこの日ひ野の鷹生という男は興きよう味みを持つとコエツボにでもなんにでも近づいていって結局落ちるのだから始末に負えない。


　このひと月で何回ぐらい、胆きもの冷える思いをさせられたことか。


　とにかく面めん倒どう事ごとにはかかわりたくない──ならば最初からこの男を避さけて会わなければいいのだが、そもそもクラスが違うのだからわざわざ昼休みにここに来なければすむことなのだが、しかし祐樹はちょっと肌寒く寂さびしいこの屋上という場所が気に入っていて、だいたいこの男に会いたくないからといって自分が気に入った場所を譲ゆずるのは負けたような気がしてしゃくで、だからしかたなく、結局毎日毎日昼休み、屋上で『結果的に』鷹生と一緒に昼食をとっていた。ほとんど意地を張るようにして。


　それにしても、最近転校してきたばかりの祐樹はともかくこの鷹生という男、中学のころは水泳かなんかで人気者だったらしいが（なんでも、事故に遭あうまではオリンピックとか目指していたらしい。本当かどうか確たしかめてないが。祐樹には想そう像ぞうもつかない世界だが──）、どうして同じクラスのやつらと一緒におらず、こんな屋上に来るのか──


「おーい？　赤あか松まつ？」


「ん？　ああ、なにかいったか？」


「だからぁ。落ち着いてまず座れ。これからかわいくいいなおすからおれの頼たのみを聞いてくれ」


「かわいくいいなおしたりなんかしたらおまえとはもう口を利きかない。妙みような前置きはやめろ。わかったわかった。……いったいなんだよ今回は」


「おお話が早いな。じゃ、早さつ速そく本ほん題だいに入るけど、……実は、『向こうの世界』で──むぅ？」


「バカ！」


　あわてて手を伸のばし、よく通る大きな声でしゃべりだした鷹生の口を押さえ、周囲を見渡しながら、祐樹は小声で怒ど鳴なった。


　春ながら、まだ屋上は肌寒く、人ひと影かげはほとんど見えないが、しかし遠くにちらほら姿が見える──


「おまえなぁ……何回いったらわかるんだよ！　だれが聞いているかわからないから、大きな声で『向こうの世界』とか、いうな！」


「……だいじょうぶだよ。あそこまでは聞こえないって。だいたい、聞こえたってなんのことだかわからないだろうし──」


「そう思って油断していたから、おれのはおまえにばれたんだろうが！」


　──現在この学校には、祐ゆう樹きの知る限り、『向こうの世界』のことを知っている者が祐樹以外に三人いる。


　一人は、『向こう』で『セラ』と名乗っている少女。


　とある事情から、祐樹は彼女を知っているが、彼女は祐樹が『ラケル』であることはもちろん、赤あか松まつ祐樹という存在自体を知らない。


　もう一人は以前からの（転校してくる前からの）知り合いであり、『向こうの世界』自体は知っているが『シフト』することはできない存在。


　そして残った一人が日ひ野の鷹たか生お。


　祐樹の不注意のせいで不幸にも知り合うことになってしまったこの男は、祐樹が『向こう』で『ラケル』と名乗っていることこそ知らないが、祐樹が『シフト』できることは知っている。さらに、鷹生自身も寝ねるつど『シフト』してしまう『向こうの世界』の住人であり、ある意味、現在祐樹ラケルの正体に最も近い、危険な存在となっている。


　そのせいで、頼たのまれ事ごとを断ことわりにくいわけだが──


　大きくふう、と息を吐はき、鷹生は肩をすくめた。


「本当におまえは心配性だな。いいじゃん別にばれたって。どんどん仲間が増ふえていけば、きっと楽しいぜ？」


「……おまえはぜんぜんわかってないよ。ペルソナの下の素す顔がおを見られ、『真ま名な』を知られるというのがどういうことなのか」


　能のう天てん気きな鷹生の言葉に大きくため息をつき、祐樹は小声で話を続ける。


「じゃあ、危き機き感かんのない新人ルーキーに、ひとつ、有名な話をしてやる。これは実話だぞ？　心して聞けよ？　……かつて向こうには、『骸がい我が意い王おう』なんて名乗るとんでもないやつがいた」


「がいがいお？　そりゃ確たしかにとんでもないな」


「そうだな、とんでもないな。だからいちいちチャチャを入れるな。ええと、ネーミングセンスもすさまじいけど、とにかくすごく強いやつでな、しかもその強さを鼻にかけ、みずから覇は王おうを名乗って好き勝手やっていた。女でも宝でもほしければ奪うばう。他人のものでも平気で。もうむちゃくちゃな、とにかく勝手な、ひどいやつだったんだけど、とにかくこれが強かった。だれもが眉まゆをひそめながらも、止めることができなかった。強さが桁けた違ちがいすぎて──


　ところがある日、そいつは、死んだ──殺された。


　恋人を奪われた男に復ふく讐しゆうされて。


　でも、たいして強くもなかったその男はどうやって、『骸我意王』を殺せたのか？」


「……なんでだ？　って、話の筋から考えれば……」


　考えこんだ鷹生に、そう、とうなずく祐樹。


「そう。答えは簡かん単たん。その男は恋人を通じて、油断していた『骸がい我が意い王おう』の『素す顔がお』と『真ま名な』を調べ上げたんだ。そして──現実──つまり、こちらの世界で、刺した。向こうの世界では無む敵てきの覇は王おう『骸我意王』も、こちらの世界じゃその正体はただの中学生、あっさり……殺された。この現実の世界で。その結果、向こうの世界の『骸我意王』も死んでしまい、男はこの世界で罪つみをかぶった代わりに、恋人を助け出すことができた」


「……」


「うそだと思うなら、古ふる株かぶを見つけて聞いてみろよ。『都みやこ』の事件だったから、向こうの世界の古株はたいてい知っていると思う。……未成年だったから、実名報道はされなかったけど、こっちでもちゃんと新聞に載のったし」


　へぇ、と鷹たか生おは息を吐はき、聞く。


「……ちなみに、その、刺した男は？」


「ああ、確たしか、……いまも裁さい判ばん？　中かな。『向こうの世界』じゃずっと前だけど、『こちらの世界』じゃそれほど昔の話じゃないから。……とにかく、こんなふうに、真名や素顔を知られるとろくでもないことになるんだ。だからおれたちは、『こちら』と『あちら』にしっかり境きよう界かい線せんを引かなきゃならない。夢と現実をつなげちゃうような、『素顔』と『真名』を知られるようなことは極きよく力りよく避さけなきゃいけないんだ。それがルールだ。わかるな？」


「……ああ」


「よし。とにかくそういうことだから、おれはおまえに『向こう』の名前を教えないし、おまえのことも知りたいとは思わない。だからおまえもおれのことを知ろうとするな。自分のことを教えるのもダメ。本当なら、こうして話しているのだってやばいんだ。だから、──この鉄てつ則そくを守れないなら、おれはもうおまえと会わないからな？　この場所を譲ゆずるのはしゃくだが、しかたない、徹てつ底てい的てきにおまえを避けて、無視して、口も利きかない。頼たのみ事ごとなんかそれこそ死んでもお断ことわり──」


「わかった。わかったってば。わかりました。気をつけるよ」


　──はいはい、といった感じに手を振ふる鷹生にむかついて、気がつくと、祐ゆう樹きはその言葉を口にしていた。


「……だいたい、よく考えてみろよ」


「え？」


「本当に──知りたいの？　知られたいわけ？　おれが人を殺してたり──自分が人殺しだっていうことを。……わかってる？　こちらでは普通の高校生でも、向こうではおれたちは人を殺しているんだぜ？　──向こうはそういう世界なんだぜ？　なのに──本当に、知り合いたいのか？　そういう──」


「……」


　鷹生は押おし黙だまり、顔をそむけた。


　そして祐ゆう樹きは、鷹たか生おが新人ルーキーであることを──つい最近『戦士の洗せん礼れい』を受けたばかりだったことを思い出し、自分の言葉を後こう悔かいする。


　だからついつい、うつむきつつ、軽い口調でフォローするようなことをいってしまう。


「……ま、まぁ、人殺しっていっても、こちらと違って向こうの世界じゃ、本当に死ぬわけじゃないけどな。ただ、向こうの世界にいられなくなるってだけで、本当に死ぬわけじゃないから、演技っていうか、Ｒ．Ｐ．Ｇ、本当の意味での殺しってわけじゃ──」





「……それって言いい訳わけ？　それとも本気でそう思うのか？」





　──祐樹は顔を上げ、鷹生を見た。


　鷹生もしっかり視し線せんを合わせて、こちらを見ている。


　言い訳なのか。


　本気でそう思うのか。


　そしてどちらが正しいのか。


　しばらく考え、祐樹は答える。


「どちらでも、いいよ。……たとえそのどちらにしても、結局のところ──いつの間まにか、慣なれているから」


　それを言い訳にすることにも、本気でそう思うことにも。


　しばらく二人は黙だまっていた。


　やがて、鷹生が口を開く。


「……なぁ赤あか松まつ、おまえも聞いたことあるだろ？　寝ねて、シフトするとき、『世界はクリアを待っている』とかなんとかいう言葉」


「……まぁ」


「知ってるか？　なんか、うわさによると、いつか向こうの世界に、『魔ま王おう』が現れるんだそうだ。そして『勇ゆう者しや』が現れ、『勇者』がその『魔王』を倒たおしたとき、世界はクリアされるとか」


「……いちおう、聞いたことは、あるよ。……根こん拠きよのない、都市伝説みたいな話だけど。ていうかなんかできすぎだって思うけど。ほとんどゲームの世界っつうか」


　ゲーム、という言葉に、鷹生は唇くちびるをゆがめ、自じ嘲ちよう的てきな笑えみを浮かべた。


「まぁな。でもさ、あんな、ゲームみたいな世界だし、そういうのもありじゃねぇ？　……ていうかやっぱり、男なら『勇者』を目指さなきゃ」


「……」


「……なんてのは、うちのリーダーの影えい響きようもあるかもしれないけどな？　おれを拾ひろってくれたパーティーは、みんなでそれを目指しているから。本気で。『勇者』のパーティーになるんだって」


「お熱あついことで」


「まぁ、……高校生にもなってなにいってんだって話だけどさ」


　鷹たか生おはそこで言葉を止めて、自分の手のひらを見た。


　確かく認にんするように、つぶやく。


「……おれもその、一員を、目指すんだ」


「……」


「……おれなんて、勇ゆう者しやなんてがらじゃなくても、せめてその手伝いぐらいはするんだ。……それだけが、唯ゆい一いつ、……してやれることなんだと、思う。……少なくとも、おれにとっては。自己満足かもしれないけれど……」


「……ひゅーひゅー。かっこいいー」


「……サインがほしけりゃいまのうちだぜ。『勇者』の一員になってからじゃあ高いぞ？」


　あはは、笑う鷹生のその表情に、──祐ゆう樹きは胸が疼うずくのを覚える。


　かすかな痛いたみはおそらく、嫉しつ妬と。


　そして、羨せん望ぼう。


　ためらいなく恥はずかしげなく、仲間と一緒に勇者を目指す、なんてこといえる、心──


（……まぁ、だからって本当に、勇者になれるとは限らないけどな──）


　心のなかで悪あく態たいをつくと、祐樹は黙だまって昼食に取とり掛かかった。


　鷹生もすでにおにぎりを持ち、ぱくついている。


　パンを口もとに運びつつ、ふう、と祐樹は重苦しく思う。──こんな雰ふん囲い気きになっちゃって、これじゃあ頼たのまれ事ごとなんて、むちゃくちゃ断ことわりにくいじゃねぇか。今度こそきっぱりと断ってやろうと思ったのに──


　もしかしたら、と祐樹は淡あわい期待を抱いだいたが、あいにくと、食事に夢中になりつつも鷹生は『頼み事』を忘れはしなかった。
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　食事を早々に切り上げると、鷹生は早さつ速そく話し出した。


「それでな、頼みがあんだけど」


「おれまだ食ってる最さい中ちゆうだけど？」


「いいよ別に。気にするな。おれはそれぐらいでおまえがマナー知らずだとは思わないから。で、だ。ええと……まず。


　……戦士職しよくが魔ま法ほう使つかい職と戦うときに、知っておくべきことを、教えてくれ」


　唐とう突とつな、思いもかけない方角からの質問に、祐ゆう樹きはまじまじと鷹たか生おをながめた。


「……へぇ？　そりゃまた基き礎そ中の基礎だなぁ、おまえのその、『勇ゆう者しや』を目指す面々の人たちは教えてくれないの？」


「……まぁ、な。ちょっと、都つ合ごうが……」


　微び妙みような口調でお茶を濁にごした鷹生をいぶかしく思いつつ、祐樹はお茶を口に含み、パンをのどの奥へと流しこんだ。


「……ん。じゃあまずは基本中の基本から。まず、おれたちは向こうにシフトすると、『内ない力りよく』という力を使えるようになる」


『内力』──それは向こうの世界だけで使える、体内によって生成されるエネルギー。


　現実世界ではありえない、向こうの世界の根こん幹かんを成なすもののひとつ。


「ああ。いわゆる『気』だろ？」


「……そうだな、マンガでよくある『気』みたいなものだとイメージすればわかりやすい。向こうの世界では体内に『内力』が存在するようになり、また、『カードスロット』と呼ばれる『内力』で形成された器き官かん？　が生まれる。──ちなみに、魔ま法ほう使つかい職しよくも戦士職も、種族が人間なら初期状態ではカードスロットは二つあり、レベルが上がると増ふえていく。このカードスロットに『内力』でできた『カード』を差しこみ、体内の『内力』を消しよう費ひすることで、おれたちはカードに応じたさまざまな能のう力りよくを使える。戦士系は武器に生命を与えて育て、クリエイター系は物質を創そう造ぞうし、ハウスオーナー系は土地に属ぞく性せいを与えて固定する。そして、この『内力』を魔ま力りよくに変えて魔法を使う、それがいわゆる魔法使い系、あるいは魔ま法ほう士し系という」


「ふむふむ」


「んで、次は魔法士職の基本。戦士が武器をカード化したウェポンカードを使えるように、魔法使いは魔法をカード化したもの──スペルカードを使うことができる。スペルカードはスキルカードと同じようなもので、素す肌はだにカードを当てることで装そう着ちやくする。──ただし、これが大事なところなんだが、スペルカードは普通のカードと違ってカードスロットを使わず、スロットの数だけ装着できるんだ。つまり、カードスロットを二つ持っている魔法使い系は、二枚のスキルカードに加え二枚のスペルカードを装着できるってこと」


「ずるいな」


「そうだな。ずるいな。あと、スペルカードはスキルカードと同じように、『なじむ』。属性が合っているスペルほど『なじみ』やすく、いったん身体からだに覚えこませたスペルカードは、『なじみ』で覚えたスキルと同じようにカードがなくても使える。だからカードスロットが二つしかないからって、魔法を二種類しか使えないとは限らない──ここまではいいか？」


「ああ」


　じゃあ、と祐樹は手をたたいてパンかすを払はらうと、右手のひらを鷹生に見せた。


「ではレッスン２。魔法使いには、必ず片手に──基本的には利きき腕うでの手のひらに『発はつ放ぽう口こう』または『発はつ放ぽう紋もん』と呼ばれるものがあり、そこから魔ま法ほうを放はなつ。『杖つえ』を発放紋の代わりにしたり、発放紋の場所を変えたりするスキルもあるけれど、基本的には、利き腕の手のひらに、一つ。そして、一度に放てる魔法も一つ──それはどれだけスペルカードを装そう着ちやくしていようが、『なじみ』で覚えていようが関係ない。違う魔法を使うためには『切り替え』ないといけなくて、それには若じやつ干かんの時間を要する。とくに、『なじみ』で覚えたスペルは設せつ定ていしたキーワードによる『詠えい唱しよう』が必要で、あと、ここで重要なところは──


　魔法には二種、顕けん現げんの系統がある。知っているか？」


「系統──Ｂ系とかＦ系ってやつか？」


　そう、と祐ゆう樹きはうなずいた。


「……ああ、……正せい確かくにはもう一種あって、大別すると三つの系統に分けられる。Ｂ系とＦ系、そしてＳ系。


　Ｂ系とは弾丸ブレツト系、魔力を弾だん丸がんのように圧あつ縮しゆくして撃うち出だす魔法。凄すごい速度で撃ち出されるし消しよう費ひ魔力も少ない、魔法使いの主となる攻こう撃げき方法。もっともＢ系魔法は腕全体を使って魔力を加か速そくさせるから、腕をピン、と伸のばしていなければ放てない。だから魔法使いの腕に注意していれば、レベルによっては避さけられないこともない。


　次に、Ｆ系すなわち霧フオグ系魔法は、魔力を霧きり状じようにして放ほう出しゆつするもの。こちらはすぐに拡かく散さんしたり、魔力の消費も激はげしいけれど、加速は必要ないから腕を伸ばさずとも使えるという利点があるし、また霧のため手もとにとどめておきやすい。だから魔法使いは、Ｆ系魔法は回復とか防ぼう御ぎよに使うことが多い」


「なるほど。……で、Ｓ系ってのは？　それは初めて聞くけど？」


　鷹たか生おの問いに、祐樹はううん、と言葉を濁にごした。


「……Ｓは、種シードのＳ、Ｓ系魔法っていうのは、魔力を超圧縮して『種』をつくり、それを地面に植えたりなべに入れたり人形に埋うめこんだりして使う魔法なんだけど……


　こちらはまぁ、あまり考える必要はない。


　Ｓ系魔法は魔力も時間も大量に消費するから使いにくいし、そもそもそのへんの魔法使いに使えるような魔法じゃないから。Ｓ系魔法だけは、それ個別の対策が必要で、……怪かい物ぶつ系なら、低レベルでも似たようなのを使えるやつもいるだろうけど……魔法使いが相手なら、とにかく、いまは考えなくていい」


「……まぁ、確たしかに聞いたことなかったけど」


「……あと、魔力にも属ぞく性せいとかあるけど、そのへんも無視していい。とにかくここで重要なのは、魔ま法ほうはＢ系とＦ系、あとたまにＳ系に使い分けられるということ。何枚カードを装そう着ちやくしていようと、発はつ放ぽう口こうは一つ、一度に使えるスペルカードは一枚だけ、ただし一枚のスペルカードは、最大三種に使い分けられる。たとえば『熱ねつ気き魔法』のスペルカード一枚で、熱ヒート球ボールを弾だん丸がんとして撃うち出だしたり、熱あつい霧きりをつくり出したりできる。ここまではいいな？」


「おう。ついていってるぜ」


「では、いよいよレッスン３、以上を踏ふまえて、戦い方の基本だが、まず、系統による魔ま法ほうの違いと見分け方を念頭において──ああ、そうそう。これが一番大事なトコだけど──


　おまえぐらいのレベルの戦士が魔法使いと戦うときは、絶対に一対一になるな。最低でも、二以上対一の形をつくれ。まずはそこからはじめること」


「あーあーあー。そこなんだけど」


　鷹たか生おは急いで手を振ふって、祐ゆう樹きの言葉を止めた。


　いいところで止められて、実はけっこう説明好きな祐樹は思わず鷹生をにらむ。


「……なんだよ」


　不ふ機き嫌げんそうなまなざしに苦にが笑わらいを浮かべて、鷹生は、いった。


「いやね、そこのところなんだけど、仲間なしっつうか、……一対一タイマンで戦うときのコツをね、なんか、知りたいんだけど……」


「それはまず無理。一対一の真まっ向こう勝負なら、戦士はまず魔法使いには勝てないね」


　──あっさりばっさり切り捨ててから。


　あっけにとられた表情を浮かべ、祐樹は鷹生の顔を見た。


　祐樹の視し線せんに、いや、さすが、お目が高い！　と自分の頭を軽くたたくと、明るく鷹生は、笑った。


「おお、その顔、予想がついたかもしれないけれど──まぁ、そういうこと。実はおれ……ぶっちゃけるとな、魔法使いとタイマンすることになっちまったんだ」


　祐樹は息を、呑のみこんだ。
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　聞こえた言葉が信じられず、祐樹はしばらくまじまじと、鷹生の顔を見つめていた。


　おずおずと、きまり悪げに口を開く鷹生。


「……つまり、そういうことで、──それでな、なんつーか、事情があって、仲間にも、いえなくて、だから、ここはぜひ向こうの世界の大おお古ふる株かぶ、頼たよれる先輩であるところの赤あか松まつ祐樹先生に助じよ言げんを乞こい願おうと……」


「うわぁここにアホウがいる」


　祐樹はなるたけやさしげなまなざしをつくって鷹生の肩をつかみ、がくがく揺ゆする。


「いいか、日ひ野の。なにはともあれおまえはまず下に降りて、顔を洗って鏡を見てこい。そして、いいか？　ここからが大事なとこだ。鏡をのぞいたら、そこに映うつっているのがアホウの顔だ。これからはそれを見るたびアホウとはなにか思い出して教きよう訓くんにしろ」


「えらいいわれようだなぁ。……で？」


　祐ゆう樹きはなにも答えず手を離はなし、腕を組み。


　しばらく考えたのち、はぁ、と息を吐はく。


　うんざりした表情で鷹たか生おを見、投げやりにいう。


「……当てようか？」


「え？」


「こういうことだろ？　ある日、おまえが呑のん気きに歩いていたら、女にひどいことをしている魔ま法ほう使つかいがいた」


「そうなんだよ！　そいつ本当にひどいやつで、女の子を半はん裸らにして首には鎖くさりなんかつけてもう──」


「それで、正義感あふれる勇ゆう者しやを目指す戦士職しよくのおまえはそいつにつっかかり、さらに挑ちよう発はつされちゃって、気がつくとその子のためにタイマンすることになったんだ。だろう？」


「……まるで見ていたみたいだな」


「見ていなくてもだいたいわかるよ。……おまえ、それ、『センペ狩がり』に引っかかったんだ」


「……センペ狩り？」


「ああ。おまえみたいな戦士のぺーぺーにわざとけんかを売らせること」


　はああ、と長く大きく息を吐き、祐樹は続ける。


「あのな、おまえみたいなペーペーの戦士なんてのは、魔法使いにとっておいしいカモでしかないんだよ。『初心者狩り』より効こう率りつよく経けい験けん値ちを稼かせげるし。だから魔法使いは女とか宝物とかを囮おとりにして、挑発し、けんかを売らせて一対一の勝負に持ちこむ。低レベル同士の一対一なら魔法使い職が戦士職に負けることなんて、まずありえないから、安全かつ楽しく狩れるってぇわけだ。安全にレベルを上げられ、スペルもなじませられる、そのためのいけにえ──売られたけんかを買った、ってことにすれば、世間に対して名めい分ぶんも立つからな。……おまえな、その女はアレだよ、囮。そしておまえはアレだ、チョウチンアンコウ？　あの魚の頭の光ったやつに、見事に引き寄せられたエサのアホウ」


「……いやまぁ、おれも、そうだろうとは思ったんだけどな。……で？」


「で？　って、おまえなぁ……」


　祐樹はやれやれと頭を振ふり、告つげた。


「この場合取れる手は、ひとつしかない」


「どうすればいい？」


「ばっくれろ」


「それはできない」


「うわぁやっぱりアホウがいる。あのなぁ……」


　いいかける祐ゆう樹きを手で制し、あのさ、と鷹たか生おは話し出す。


「……そりゃあ、確たしかに、おれはセンペ狩がりってのに引っかけられたのかもしれないし、その子は囮おとりだったのかもしれないけれど、でもさ、その子がひどいことをされているのは本当なんだよ。おまえ、まるで見ていたように状じよう況きようを当ててみせたけど、でも、見てない。あの子の顔を。あの子がひどいことされていたのは、いまだってそいつにひどい目に遭あわされ続けているっていうのは、それは確かに本当なんだ」


「……へーえ。それで？」


「でな、おれも少し調べたんだけど、その魔ま法ほう使つかい、本当に卑ひ怯きようなやつでな。名前は」


「いい！　いい！　おまえ周辺の固こ有ゆう名めい詞しなんか聞きたくない！　やーめーてやーめーてやーめーて」


「わかったわかった。とにかくその魔法使い、卑怯なくせに『瞬間移動テレポート』なんていうすごい魔法を持っていてな。弱いやつとばっかり戦って、ちょっとでも強そうなやつやパーティーが来るとすぐに逃にげ出だすんだ。うちのリーダーも何回も勝負を挑いどんでいるみたいなんだけど、そのたび『瞬間移動』で逃げられて、いまのところ手の打ちようがない」


「……」


「でも、だから、これはきっと、チャンスなんだよ。タイマンなら逃げないだろうし、そういうひどいやつをやっつけて、女の子とか助けられるチャンス……」


　思いつめた顔をしてそうつぶやいた鷹生を、祐樹はせせら笑った。


「はいはいはいはい。ご立派ご立派。さすがは勇ゆう者しやを目指すお方だ」


「おれ、けっこうマジなんだけど」


「ええ、ええ。けっこうなことでございますよ。だがな、そういうセリフは実力のともなうやつがいうもんだ。最初から勝ち目のないやつがいくらかっこつけたって、そんなの迷めい惑わくな自己満足でしかねぇよ。バーカ」


「でも、勝ち目がないとは限らないだろ？　おまえは知らないけどな、おれの武器はすごいんだぜ？　おれの剣は（ここで鷹生が名前をいおうとしたのを祐樹はあわてて止めた）……とにかく、リーダーもなかなかってほめてくれたし。……そりゃ、厳きびしい戦いになるだろうけど、ま、自分でいうのもなんだけど、おれってたぶん、ルーキーのなかでは強いほうだから、他ほかのペーペーの戦士職しよくよりは可能性、あると思うし……」


「──その自信が命取りになるわけだ。戦士って、多いよな、自信過か剰じようで死ぬやつが」


　祐樹は首を振ふり、鼻を鳴らして、笑った。


　むう、と口をへの字に結んだ鷹生をあざけるように、言葉を続ける。


「でもな、結局のところ、おまえがどれほどの武器を持ってたって関係ないんだ。いいか？　魔法は銃じゆうにたとえられる。実際、戦士対魔法使いの戦いは、刀で銃に戦いを挑むようなものなんだ。わかるか？　どんなに優すぐれた刀とう剣けん使いも、拳けん銃じゆう相手にまともに戦えば負ける。近づく前にどかんでおしまい。……レベルが上がって、それなりのスキルを使えるようになれば話はぜんぜん変わってくるけど、おまえぐらいのレベルの戦士じゃまず、勝てない」


「そこをなんとか」


「なるか！」


　ふう、と大きく息を吐はき、祐ゆう樹きは鷹たか生おをにらみつけた。


　しばらく視し線せんを合わせていたが、やがて鷹生は顔をそむけ、ため息をついた。


　聞かせるように、大きく。


「……ああもう……だったら、……どうしようかなぁ。どうすりゃいいんだ……」


　ううん、と咳せき払ばらいして、祐樹はなるたけ穏おだやかに、しかし真しん剣けんに、告つげる。


「……いいから、逃にげろよ」


「……」


「別にそれは、恥はじじゃない。大事なのは生き抜くことで、笑われるべきは逃げたことじゃなく、バカげた行こう為いを選んだことだ。……いいじゃん。いま生いき延のびれば、もっと強くなれて、そのときはきっと助けられるよ。……おまえは勇ゆう者しやを目指すんだろう？」


「……」


「いいじゃんか。これから強くなって、そのとき別の子を助ければ。──ひどいことをいっているか？　だがな、これが現実だ。いま戦えば、きっとおまえは負ける。殺される。そりゃ、本当に殺されるわけじゃないけど、もう『向こうの世界』には行けなくなって、おまえの向こうでの生命は悪い魔法使いの経けい験けん値ちになるだけで、結局その子も助けられないんだぞ？　将来助けられる子も、助けられなくなるんだぞ？　よく考えればわかるだろ！　どうするのが正しいのか、なんて」


「それは本当に正しいのか？　なにに照てらして決めつけてんだ？」


　鷹生の強い口調に、祐樹は口ごもり、鷹生を見つめた。


　鷹生は顔をそむけて、視線を遠く、屋上にたむろしている後輩たちの人ひと影かげにさまよわせたまま、独ひとり言ごとのように、いった。


「……勇者を目指すおれだから、ここはぐっとこらえて、恥はずかしいけど、ちょっとくさい話をしちゃおう。


　──おれ、小学校のころ、友だちがカツアゲされているのを見たことあるんだ」


「……は？」


「小学校のころのおれって、これがもうかわいらしくもみんなに頼たよられるガキ大だい将しようだったんだけど、あのとき見た高校生は本当に、大きかったな。気がつくと、いまはおれが高校生だけど、とにかく、あのころの高校生って、大きかった。クマみたいで、別世界の人種みたいで、怖こわかった。普段はいばりくさってえらそうにしているおれなのに、高校生が怖くって、友だちがカツアゲされているのを見ながらなにもできなかった。ただ、隠かくれて見ているだけで、あとから友だちに話を聞かされたときなんか、知らないふりして『うわー大変だったねふうん』なんていってたよ。


　なんでかな、他ほかにもいっぱいいろいろなことあったはずなのに、楽しいことだってあったはずなのに、小学生のころっていうと、まずこの記き憶おくが浮かぶんだ。


　……思い出そうとしなくても、ときどき思い出したように、疼うずく。


　なんか、『記憶のとげ』みたいになっちゃっているんだよ、これ」


「……別にそんなの、おまえだけじゃねぇよ。大なり小なり、だれだって持っているもんだろ？　だれだってそういうのと付き合って生きていくんだ。バカ」


　突つき放はなすような祐ゆう樹きの言葉に、鷹たか生おは笑って同意する。


「まぁそうだな。だれでも持ってる……だけど、大事なのはここだ。その『記憶のとげ』を抜くチャンスって、だれにでも、いつでもめぐってくるわけじゃない。って思わねぇ？」


「……」


「おれさ、なんていうか、『ビビ！』ってきちゃったんだよ。その魔ま法ほう使つかいと、ひどい目に遭あっている女の子見たとき。理由はわからないけれど、それはどうでもいいけど、とにかく思っちゃったんだ。この魔法使いを倒たおしてこの子を助けられれば、あのとき刺さった『とげ』が、抜ける。友だちが困っているのを見捨てた自分、ただ隠かくれて見ていた自分、あのときの自分を、──そう、克こく服ふくできるっていうか、『クリア』できるって」


　自分でいいながら、正せい鵠こくを射いたり、とばかりに鷹生はうなずく。


「……うん。そうだな。ゲーム的にいうところの、『クリア』。……あのときの自分を、あのときに刺さったとげを、『クリア』することができる──そう思っちゃったんだ。


　世界がクリアを待っているんだとしても、おれがまず超こえるべきは、これだ。


　──あの魔法使いこそいまのおれにとっての『魔ま王おう』で、あいつを倒すことが、おれにとっての『クリア』なんだ」


「……」


「んで、これってさ、逆にいえば、ここでまたあの子を見捨てたら、さらにでっかいとげが刺さっちゃうような気がしねぇ？　あんな子供のころのことすらいまだに引きずっているおれのガラスのハートに、これ以上とげが刺さったら、おれもうおかしくなっちゃうよ。いつか、助ける？　いや、違う。いまこそチャンスで、このチャンスを逃のがすなら、きっといつかのそのときも、おれはまた、言いい訳わけをして逃にげるんだ。


　──だから、……今度は、逃げたりはしない。絶対に」


　強い口調は、そのまま意志を表わしている。


　冗じよう談だんめかしていっていても、そこには真しん摯しな思いと力がある。


　しばらく考え、祐樹は聞いた。


「……それで死んでも、いいんだな？　後こう悔かいは、しないんだな？」


「そんなことはわからねぇよ。でもま、死んだら後こう悔かいはできないし、生きてたらやっぱりするんじゃね？」


「……」


「でもまぁ、こっちの世界じゃ難むずかしいけど、向こうの世界はやりやすいよな。生命を懸かけたりするのって」


「……本当に死ぬわけじゃ、ないからか？　そんなの」


「いや、それもそうだけど、向こうには家族もいないし、学校付き合いとか世間体みたいなもんもない、基本的に自分だけのアレだし。余計なこと考えなくっていいだろ？　なんていうか、まるで、その、そのための……、……とにかく、それでさ、生命を懸けるべきときに、生命を懸けられるんなら、おれはバカだといわれても、やっぱり自分をほめてやりたい」


「自分自分て、クリアとか、さっきから聞いてりゃ結局全部、自分だけの都つ合ごうじゃん」


「最初からそういってるさぁー」


　沈ちん黙もく。


（──生命を懸けるべきときに、生命を懸けられるんなら──）


　ひゅう、と冷たい風が吹ふく。


　校舎のほうで昼休みの終わりを告つげる予よ鈴れいが鳴って、二人は立ち上がる。


　うん、とのびをした鷹たか生おの横顔を見て、祐ゆう樹きはふう、と息を吐はき、しかたなさげに、いった。


「……とりあえず、話の続きは放課後だ」


「お？　んじゃあ、やっぱりなんか考えてくれる？」


「知らねぇよ、ていうかやっぱりってなんなんだ。なんでおまえはそんなに人を当てにするんだ。だいたい、えんえん話を聞かされたけど、おれの意見は『やっぱり』ぜんぜん変わらねぇ。おまえは逃にげるべきだと思う」


「まあ、なあ」


「……でも、ま、おまえの生命の使い方なんておれには関係ないし。……ていうか、ここで逃げて助かられるよりも、戦って向こうで死んでくれたほうが、おれにはむしろ、好都合？」


「……もしもし？」


「とにかく、続きは放課後。それまでにもう一度よく考えてみろ。本当はどうすることが正しいのか。なにを無む駄だにしようとしているか。自分がいかにどれほど計り知れなく間違っているか──」


「間違っているのは確かく定ていなのかよ。……はいはい。わかった。わかったよ」


　んじゃ放課後、と立ち上がり、鷹生は場を去りかけた。


　しかし途中で振ふり返かえり。


　照てれたように笑顔をつくり、口を開く。


「あのさ、眠ねむってる間にシフトするんだから、向こうは結局、……夢の世界、なんだよな」


「……どちらかといえば悪あく夢むだけどな」


「まぁでもやっぱり、きっと、これはチャンスなんだよ。だからさ。いろいろきつかったりもするけれど、おれは、自分が『シフト』できるっていう、このチャンスを無む駄だにはしたくない」


「……」


「現実のおれはさ、まぁ正直、別にたいした特とく徴ちようもない普通の高校生だけど、ヤクザが来たらとっとと逃にげ出だすだろうけど、せめて夢のなかでぐらいは、理想の自分でいたいじゃん？


　……やっぱり、かっこ悪いのはいやだよな。夢のなか、くらいは……」


　押おし黙だまったままの祐ゆう樹きに、じゃあな、よろしく、と手を振ふると。


　にやり、と笑ってきびすを返し、鷹たか生おは扉とびらの向こうに消えた。


　鷹生の背中を見送って、祐樹はため息をつく。


　──いっていることは立派なのかもしれないが、現実問題、鷹生レベルの戦士職しよくではまず、勝ち目はない。


　そして祐樹はやっぱり思うのだ。


　死んでしまえば意味がない、と。


　しばらく考え、もう一度、盛大に、まるでだれかに聞かせるかのように、ため息をつくと。


　祐樹は屋上をあとにして、歩き出した。


　自分の教室ではなく、保健室へと向かって。


　知り合いでもある養よう護ご教きよう諭ゆの了りよう解かいを得て、ベッドに横になる。


　目をつぶり、自分の体温がどんどん下がる様子をイメージする。そのへんの新人ならともかく、祐樹にとって自発的なシフトなど造ぞう作さもないこと──長年の修しゆう練れんの甲か斐いあって、たちまち睡すい魔まが襲おそってくる。意い識しきがどんどん遠くなり──


　──やがて『シフト』のときを迎むかえる。


　聞こえてくるのは、意味のわからない例の声──





　──世界はクリアを待っている──








　　　　５．








　部屋はもう八割方が、氷ひよう結けつ魔ま法ほうの霜しもに覆おおわれていた。


　室温の低下にともなって、身体からだの動きが鈍にぶくなりだす。意識に睡すい魔まが混ざりはじめる。


　このままでは、やばい。


　冬とう眠みん状じよう態たいに入ってしまえば、もはや自力では起きられない。


　身体からだが動かなくなる前に、勝負を挑いどまなければ──


　次々と撃うち出だされてくる氷ひよう結けつ弾だんをトカゲの反はん射しや神しん経けいでなんとかかわしつつ、ラケルはぎゅ、とこぶしを握にぎった。


　ふと、セラのことを思い出す。


　あの『吹雪ふぶき野の』で敵てきに向かって突とつ入にゆうしたとき、セラもこんな感じだったのだろうか。


　いくら不ふ意いをつけたとはいえ、戦士が一人で魔ま法ほう使つかいに向かっていくなんて一発博打ばくち、大変な緊きん張ちようだったはず。


　──あのときセラも、確たしかに生命を懸かけていた。


　ミュージィのときだけではない。自分を助けてくれたときも、決して簡かん単たんではなかったはずだ。危険を覚かく悟ごしていたはずだ。それでも彼女は、来てくれた──


「！」


　バランスを取るため伸のばした尻尾しつぽに、氷結弾がかすった。


　急激な温度の低下に、尻尾が霜しもに包まれる。


　響ひびくセンジュの笑い声──


「ほらほらどうした！　そろそろ疲つかれてきたか！」


　……いいだろう。そろそろ攻こう撃げきしてやる。


　尻尾を振ふって、凍こおりついた水すい蒸じよう気きを振り払はらうと、ラケルは走りつつ、マントを右手に巻まきつけた。


　たっぷり空気を含んで凍りにくくしたマントなら、一いち撃げきぐらいは受け止められる。


　相も変わらず狙ねらいもつけず、あたかも無む尽じん蔵ぞうであるかのように氷結弾を撃ち続けるセンジュの視し線せんを目でとらえ、身体を右に傾かたむかせ──


「──うお？」驚おどろいたようなセンジュのうめき。


　センジュまでの距きよ離り、ラケルの足で、約四跳ちよう躍やく。


　右に行く、と見せかけて、ラケルは大きく左前方へと飛び出す──これでまず、一跳躍。


　ラケルのフェイントに引っかかり見当違いの方角に弾たまを撃ち出したセンジュは、あわててピンと伸ばした手のひらをこちらに向ける──そのときにはすでにラケルはもう一跳躍進んでいた。


　紋もん章しようのような発はつ放ぽう口こうがこちらにぴたりと向けられ、魔法の弾が撃ち出された瞬しゆん間かん、ラケルはマントでくるんだ右手を振って自分を守る。


　どんどん伝わる衝しよう撃げきと冷気。


　マントが一気に重たくなり、マントでカバーしきれなかった腹や足が凍りつく。


　それでもラケルは動きを止めず、ついに三つ目の跳躍を終える。


　次でいよいよ攻撃射しや程てい内──


「ちっ！」センジュの舌打ち。


　この距きよ離りまで近ちか寄よられては魔ま法ほう弾だんでは迎げい撃げきできない、と判断したのだろう、後ろに飛びつつ、センジュの右手が、曲がった。


　手のひらの発はつ放ぽう口こうからＦ系魔法──魔法の霧きりが噴ふん出しゆつされる。


　自分の身を守るように、センジュはラケルと自分の間に霧の幕まくを張はる。


　向かってくる敵てきに対してはＦ系魔法による迎撃、それが魔法使いの定じよう石せきであり、確たしかに大きく広がる霧の幕は、突つっこんでいってしまえば避さけて避けられるものではないが──


　前のめり、突っこんでいくと見せかけて、ラケルはピン、と尻尾しつぽを伸のばし、重い右手をブン、と振ふって身体からだ全体を回転させた。


　その際さい左手はマントの端はしを握にぎりしめ、右と左に張られたマントは羽のように空気をはらむ。


　激はげしい回転によって張られたマントはうちわのように空気を押し出し、風をつくり、噴出を続ける魔法の霧は、扇おうぎにあおがれたようにセンジュのほうへと吹ふき返かえされて──


「──くぅ？」センジュがうめいた。


（──やった！）


　魔法の霧を身体に受けて、センジュの胸からびききと硬かたい音が鳴る。その衝しよう撃げきに、センジュの右手から霧の噴出が止まったその瞬しゆん間かん、ラケルはセンジュのふところに飛びこみ、力いっぱい左の鉤かぎ爪づめを伸ばした。


　凍こおりついているはずの、相手の胸へと向かって──





「！」





　肉がつぶれ骨が折れる、湿った音が響ひびいた。


　硬いうろこに包まれた、ラケルの身体の、なかで。


　ラケルは呆ぼう然ぜんと、つぶれた自分の左手を見る。


　見るも無む残ざんな鉤爪たちの名残なごりを見、自分の腕をそんな有あり様さまに変えたセンジュの、なんともなっていない胸を見る。ラケルの血に汚よごれながらも、裂さけ目めのひとつもできていない豪ごう奢しやな貴族風の胸むなもとを──


「あいにくだが、私の勝ちのようだな。トカゲ男くん」


　センジュはゆがんだ笑えみを浮かべて、その場に立たち尽つくしているラケルの前に進み出ると、腰から短剣を抜いた。


　が。


　それをラケルではなく、自分の胸に切りつける。


　次の瞬間、柔やわらかい布でできているはずの服はカキンと音を立て、逆に短剣の刃が欠けてこぼれた。


　目を見開いたラケルにふん、と鼻息を浴びせ、センジュは笑う。


「きみが霧きりを吹ふき飛ばしたことにより、私の身体からだが凍こおりついたと思ったのだろう？　だが残念だったな。いま、私が使ったのは氷ひよう結けつ魔ま法ほうの霧ではない」


　こんこん、と胸むなもとをたたいて音を立て、告つげる。


「これは凝ぎよう鉄てつ魔法だよ。自分に使えば防ぼう御ぎよとなり、相手に使えば足止めとなる。なんだ？　私の魔法が氷結魔法だけだと思ったか？　いくら私でも、そんなレベルで魔法使いを名乗ったりはしない」


「──いったい、いつ、氷結魔法から『切り替え』た？」


　うなるようなラケルの問いに、三本の右手の一本が上がる。


「観かん察さつ眼がんが足りなかったな。全部の腕を使っているように見せかけたが、きみに氷結魔法を放はなっていたのはこの手だけ──


　知らないか？


　魔法使い系には、おのれの杖つえにスペルカードをセットする固こ有ゆうスキルがある。それを使えば、杖を持ち替えるだけで『切り替え』なくともセットしてある魔法を使える」


「……つまり、その手は」


「ああ、そうだ。この手は正しくは手ではなく、手に『改造』した『杖』だ。この手以外の二本には、それぞれ凝鉄魔法と解かい呪じゆ魔法をセットしてある。この『杖』を使い分けることで、私は瞬時に三種の魔法を切り替えられるのだ。この切り札で、私は生き抜いてきたのさ。……おっと、そろそろきつくなってきた」


　右手──『杖』の一本が動き出し、霧を噴ふき出だした。


　霧に触ふれたセンジュの服が、たちまち柔やわらかさを取りもどす。


　元にもどったことを示すかのように、服を引ひっ張ぱりにこやかに笑うと、センジュはラケルの身体をどん、とついた。


　足が力なく曲がり、ぴきぴき、と音を立てながら、ラケルはその場にしりもちをつく。


　先ほど行おこなった無理な突とつ進しんのせいで、マントで守れなかった部分に霜しもが張りつき、冷え切って、力が、出ない。


　座りこんでしまったラケルに、センジュは笑いかけ、いった。


「残念だったな、トカゲ男。きみはよく魔法を避さけたし、魔法の霧を吹き飛ばす、なんて荒あら業わざをもしてのけた。その才さい覚かくはほめてやる。……だが、しょせんはその程度だよ。それでは真の魔法使いには、勝てない」


「……」


「ああそうだ。戦士が魔法使いと戦うには、ただひたすら魔法弾だんをよけ、なんとか近づき魔力消しよう費ひの激しいＦ系魔法を使わせたり、あるいは魔法発はつ動どうの隙すきを狙ねらうか魔力そのものが底をつくのを待つしかない。


　だがな、戦士風ふ情ぜいが考えつくようなこと、魔ま法ほう使つかいに考えつかないと思うのか？


　なんの対策も立てられない、なんて思うのか？


　だからきみらはいいカモでしかないのだ。


　おれのこの三本の手は、戦士は決して魔法使いに勝てないことの証明なのさ──」


　──センジュの高こう説せつを、右から左に聞き流しつつ。


　ラケルはマントに包まれたままの、凍こおりにくい空気にくるんで守っていた右手をそっと、動かしてみた。


　──よし、まだしばらくは、動く。


　身体からだもなんとか動かせる。


　もっともその時間は、どんどんと少なくなってきているが──


　──さぁ、きた。このときが。


　なぜかはわからないけれど、生命を懸かけなければいけなくなってしまった状じよう況きよう。


　セラや、あの鷹たか生おのように、生命を懸けるべき瞬しゆん間かん──


「おい？　聞いているのか？」


　センジュの言葉に、ラケルは意い識しきをそちらに向けた。


「え？　なんて？」


　明らかに憤ふん慨がいした様子で、しかし次の瞬間にはそれを押おし隠かくし、にこやかな笑えみを浮かべて、センジュは告つげた。


「……だから、きみに最後のチャンスをくれてやろうというのだ。どうだ？　私の部下にならないか？　今度こそ、きみも考え直しただろう？」


　あらためて、ラケルはセンジュの瞳ひとみを見つめる。


　やさしく微笑ほほえんでいるようで、その実じつぜんぜん笑っていない、冷たい瞳。


　舌でにおいをとらえてみるまでもない。明らかにうそをついている。


　ただ、こちらから命いのち乞ごいの言葉を引き出しあざ笑うために、こんな誘さそいをかけている。最初の勧かん誘ゆうのように、こちらをだまして優ゆう位いに立つための、プライドや尊そん厳げんを奪うばい取とり、あざ笑うためだけの、裏切りを前ぜん提ていとした言葉──


　こいつらはいつだって、相手をだますことばかり、考えている。


　だから──


「……ひとつ、聞いてもいいか？」


「なんだ？」


「この世界は、あんたにとっての、なんだ？」


　センジュはぽかん、と口を開け、ついで笑い出した。


　笑いながら言葉を発する。その吐と息いきに含まれる臭しゆう気き、身体から発せられる汗等のいろんなにおいをぺろりと二ふた股またの舌で受け取って、ラケルは悟さとる。このセンジュという魔法使いが本当のことをいっているのを。真実そう思っているのを。


　センジュは笑いながらいった。


「この世界はな、私のストレス発散場よ。受験の疲れや学校、家でのプレッシャーを解消してくれる、好き勝手になんでもできるフラストレーション発散の場さ」


　センジュの言葉をその身に浴びて、ラケルはふう、と目をつぶった。


　下から持ち上がったまぶたはまるで『にっこり』しているようで、そんな表情を顔に乗せつつラケルは思う。


　セラも、ミュズも、よく知らないけどたぶん鷹たか生おだって、『この世界』を真しん剣けんに、生きている。


　なのにこんなことをいう、こういう相手にぴったりな言葉のは──


「……『不ふ俱ぐ戴たい天てん』」


「……なに？」


「あいにくだけど、あんたに雇やとわれる気はないっスよ、魔ま法ほう使つかいさま。あんたの部下になるなんて、殺されたってお断ことわりだぁ」


　望んだ返事を聞けなかったことで、魔法使いの顔からにやけた笑えみが消えた。


　もはや怒いかりと憤いきどおりを隠かくそうともせず表情をゆがめ、ふところからカードを出し、右の二の腕に、当てる。


　右手に光のラインが走って、肌からカードが押し出され、新たなカードが吸すいこまれていく。


　氷ひよう結けつ魔ま法ほうだか凝ぎよう鉄てつ魔法だかのスペルカードを、別のカードに替かえたのだろう。


「ならば、死ね。おれの最強魔法──『融ゆう解かい魔法』を食らい、つまらんプライドを抱かかえてこの世界から、溶とけ消きえろ」


　右手のひらがゆっくりと、ラケルに向かって動き出す。


　──さぁて、生命を懸かけようか。


　ラケルはのろのろと身体からだを動かし、マントに包まれた右手をセンジュに向けて動かした。


　ゆっくりと、少しずつ、マントがほどけて落ちていく。


　だんだんあらわになっていく、自分に向けられた右手を、センジュは怪け訝げんにながめて──


　そして。


　ラケルは右手に巻いていた、マントを剝ぎ取った。


　ラケルの右手が、右手のひらが、あらわになって──





「！」





　そこに描えがかれているものを目にした瞬しゆん間かん、センジュの取とり澄すました顔がおもしろいほどゆがんだのを、ラケルははっきり見ていた。


　ほとんどパニックを起こしたように、ラケルに向けていた右手を曲げて、違う手のひらで自分の周囲に魔ま法ほうの霧きりを吐はき出だすセンジュのさまを。


　思いっきり動どう揺ようし、恐きよう怖ふにその表情をひきつらせていくところを。


　いつまでもその顔を、その行く末を見届けていたい気持ちになったが、残念ながらその機き会かいはなさそうだったし、あえてつくるつもりもなかった。だからラケルは次の瞬しゆん間かん渾こん身しんの力を足にこめ、センジュの噴ふき出ださせた魔法の霧（おそらく解かい呪じゆ魔法の霧だろう、魔法を防ぼう御ぎよしようと思ったのだろうから）を突つっ切きり立ち上がる。くわっと開いた赤いあぎとをセンジュの右肩に文字どおり、食いこませ、魔法を放はなつ利きき腕うでを封ふうじ、がばっ、と全身でセンジュの身体からだに覆おおいかぶさる。


　押おし倒たおし、抱だきしめる。


　爬は虫ちゆう類るいにとっては火傷やけどを負うほどの高温であるはずの人の体温がむしろ気持ちよく、心地よく、少しずつ、冷え固まったラケルの身体を解ときほぐしていく──


　──ああ、体温って、温あたたかいってすばらしい──


　とはいえ右肩を食いちぎってしまった以上、この体温もそう長くは持たないだろう。


　ラケルは血まみれになったあぎとを放はなし、センジュの顔をのぞきこんだ。


　おそらく『無む痛つう』──合ごう理り好ずきな低レベル魔法使いに大人気のスキル──を使っているのだろう、センジュは右肩を失いながらも気を失うことなく、蒼そう白はくな顔をこちらに向けている。


　目を見開き、ぽかんと口を開けたまま。なにが起きたかわからぬ風ふ情ぜいで。


　ラケルは口から自分のものでない血を落としつつ、つぶやくように、いった。


「一つ──悪い魔法使いは、いつだって人をだまそうとする。


　そのぶん、逆にだまされることに敏びん感かんで、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいりやすく、ちょっと引っかければすぐにだまされたと思いこんでくれるだろう」


「……な？」


「二つ──悪い魔法使いは戦士を見み下くだし、弱い戦士とばかり戦い、カモっている。


　──逆にいうなら、魔法使いはその強さを知っているぶん、同じ魔法使いを恐おそれているだろう」


「……な、なにを……」


「三つ──以上の理由により、悪い魔法使いに対しては、実はこちらは戦士ではなく魔法使いでした！　なんてふりしてだまし、隙すきをつくのが効果的であると思われる──


　以上、シミュレーション、終了。


　これならレベルの低いあのバカにだって使えるだろう。……まぁ、勝率は低いだろうけど──そこまでは知ったこっちゃない。おれがしてやれるのはここまでだ」


「……きさ、ま、は……」


「クリアした、といい換かえるかな。見事に『クリア』──ありがとう。おかげで自信がついたよ。……いやまぁ本当に、あいつが死のうが生きようが、知ったこっちゃないんだけどね？」


「……ま、さか、……そんな……それだけの……」


「いったろ？　金でも恨うらみでも正義感でもなんでもないって。……ああクソ、そんな目で見るな。寒いんだよもう、ちくしょう！」


　まぶたを閉じて、『にっこり』とした顔をつくると。


　ラケルは暖だんを取るように、センジュの身体からだを抱だきしめた。


　遠えん慮りよなどせず。力いっぱい。


　いたるところから聞こえだす、骨がぽきぽきはじけていく音──


　──なんでわざわざ危険を冒おかし、こんなことをしたのか、自分でもよくわからない。


　ただ少なくとも、自分は自分にできるだけのことをした。


　それがただの、自己満足に過ぎないとしても──


（「……やっぱり、かっこ悪いのはいやだよな。夢のなか、くらいは……」）


　──別に、あいつのことなどどうでもいいんだけどなぁ。……ていうか、死んでくれたほうが、危険が消えていいんだけれど──


　ふと、まだ檻おりに入ったままの少女たちを思い出す。


　だいじょうぶだろう、外にも一人いたから、彼女が助けることだろう。


　どうせ自分は、しばらくは、動けない──


　トカゲの、あるいはヘビの本ほん能のうに命じられるままに。ぽきぽきとはじける音を聞きながら。


　激はげしい睡すい魔まに呑のみこまれつつ、完全に温あたたかさがなくなるまで、ラケルはずっとそうやっていた。


　満足げに、『にっこり』とした表情を浮かべたまま──
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「おーい。赤あか松まつ。起ーきーろ」


　のんびりとして腹立たしくもある男の声に、ラケルはううん、と目を開けて、次の瞬しゆん間かん目を見開き、見み慣なれぬ天井に驚おどろいた。


　あれ？　ここはどこ？


　いつもの部屋でも、小屋でもない──？


　身体からだを起こして周囲を見渡し、白いシーツを手に取って、ラケル──祐ゆう樹きは意い識しきをはっきりさせていく。ええと、そうだ、確たしか昼休み鷹たか生おに話を聞いたあと、保健室で寝ねて『シフト』して、センジュとかいう魔ま法ほう使つかいをやっつけて、でも部屋が冷え切っていて動けなくなって、冬とう眠みん寸前までいったとき、センジュにとらえられていた女の子たちが、助けてくれて、暖だんを取らせてくれて──


　どうやらそのまま眠ねむって、こちらにもどってきたらしい。


　向こうの世界では丸二日ほどをろくに寝ないで過ごしたわけだが、こちらではまだ三時間も経たってない。相も変わらず、こちらと向こうの時間のつながりはわからない。もっともだからこそ、『こういう芸げい当とう』ができるわけだが──とはいえ『流る転てん』を呼ぶ可能性があるのでめったやたらには使えない危険な手段だが──無事にやりたいことを成なし遂とげて、思ったとおりにこちらにもどってこられたことに、ほっとして、ふと祐樹はつい寸前まで一緒にいた女の子たちに思いを馳はせた。


　トカゲ男なんて怖こわかっただろうに、怪あやしくて気持ち悪かっただろうに、あの子たち、ひどい目に遭あってきたくせに、それでも自分を助けてくれた。


　たとえ魔法使いを倒たおしたラケルの行動に恩を感じていたとしても、実際にそれを返そうとする人間が、いったい世界にどれくらいいる？


　……まぁ、あの状じよう況きようでは彼女たちには、ラケルの他ほかに頼たよれる相手がいなかった、というだけのことかもしれないが──


　あんな世界でも、それでもやさしい人がいるなら、やっぱり他人のために戦う『勇ゆう者しや』というのは必要なのかもしれないと、ラケルのときにやさしくしてもらったのは久しぶりだった祐樹は大きな感かん激げきの余よ韻いんに浸ひたりつつ、思う。


　なにしろ死を（ていうか冬眠を）覚かく悟ごしていたわけで、それを助けてもらえたわけで。とにかく、今度向こうに『シフト』したら、絶対に、絶対にあの子たちにはお礼をしないと。やさしくしてくれたことを後こう悔かいなんかさせないように。そうだ、あの屋や敷しきをあげて──


「……おーい、赤あか松まつちゃん」


「わ？」


　目の前でひらひらされた手に、のけぞるほどびっくりし、祐ゆう樹きはようやく自分が鷹たか生おの声に起こされたことを思い出した。


「な、なんだよ日ひ野の。……いきなり」


「いきなりって……まったく。ようやくもどってきたか。つうかおまえ、学校で向こうに『シフト』してたのか？」


「いいや。ただ寝ねていただけだよ。だれかさんのせいで頭が痛いたくてな。……ていうか、もう放課後なわけ？」


「……おまえいつから寝てたんだ」


　ハンガーにかけていた制服を取り、着替え、養よう護ご教きよう諭ゆに挨あい拶さつすると、祐樹は鷹生とともに保健室を出た。


　廊下にだれもいないのを確かく認にんし、鷹生が早さつ速そく話しかけてくる。


「で？　なんかいい作戦、思いついたか？」


「……おまえなぁ。少しは自分で考えたのか？」


「似たようなことはしてみた」


「……ほう？」


「おれの考えは休むのに似ているそうだから」


「……………………妙ひようにひねって答えるなバカ。考えこんでしまったじゃないか。……とにかく、下へ手たに生死のかかった悩みを持ちこんでくるなよ。少しは自分でどうにかしろよ。下手になにか助言して、それが失敗したらこっちが後あと味あじ悪いだろ？」


「……ああ。それは悪いと思うけど。まぁ、気にするなよ。おれも気にしないから」


「そういってもらえると、……ぜんぜん助からんわ。少しは気にしてくれよ」


「いや本当に気にするなって。おれも気にしないから」


　だからいつでもいってくれ、といわんばかりに鷹生は笑う。


　確たしかに、こちらが同じことをしても、鷹生はまったく気にも留とめずに、助けようとしてくれるのだろう。


　それこそ命を懸かけてでも。


　祐樹は向き直り、鷹生の目を見つめ、たずねた。


「──おまえの心は、決まったのか？」


「もちろん」


「……やっぱり、決心は変わらない？」


「おう。悪いな。で、そっちは？　なんか思いついてくれた？」


　わくわくした鷹生の様子に、祐樹は大きく、わざとらしくため息をつく。


　しかたないなぁ、と。


　……まぁ、わかっていたことだけど。予想どおりなんだけど──


　脳のう天てん気きに聞いてくる鷹たか生おの顔から視し線せんを外はずし、やれやれ、と祐ゆう樹きは口を開く。


「……いっておくが、期待するなよ。いちおう考えるだけは考えたけど、あくまで机き上じようの空くう論ろん、頭のなかでの話だから。うまくいくかはわからない、ていうか結局おまえまかせなやり方だからな」


「それでいいって。ほしいのは糸口なんだから。で、どんな作戦？」


「なんていうか、魔ま法ほう使つかい職しよくの弱点じゃなくて、悪人の性格をつく作戦、とでもいうか……」


「いいねぇいいねぇ因いん果ががめぐるって感じ？　で？　具体的にはそれってどんな？」


　ああもういちいち合いの手を入れるな、と前置きをして、祐樹は話をはじめた。


　わざわざ向こうで試してきた作戦を、生命を懸かけたシミュレーションを、そっけなく、ただ思いついただけだとでもいうように。


「いいか？　昼休みにもいったけど、Ｂ系魔法を放はなつときには腕を伸のばす。これは非常にわかりやすい。そのことを踏ふまえて、まず覚えてもらうのは──」




　



[image: ]


[image: ]








　　　　１．








　常に雪舞まう『吹雪ふぶき野の』の南方──『流る転てん』している世界においてはあくまで『基本的に』でしかないが──に、見上げてもてっぺんの見えない高い木々が巨人のように生おい茂しげり境きよう界かい線せんをつくっているところがあって、そこから先が『赤の樹じゆ海かい』と呼ばれる土地だった。


　すぐそばで雪が舞っているにもかかわらず、境界を一歩越こえればたちまち世界は様変わりして、熱ねつ帯たい雨う林りんの様よう相そうを呈ていする。


　上方は巨木の枝葉が日光をさえぎり下部はいつでも薄うす暗ぐらく、にもかかわらず雑ざつ多たな草が育って奥の見えないそのさまは森というよりトンネルのなかに踏ふみこむような感じだが、繁はん殖しよく力りよくのすさまじい茂みを搔かき分わけなんとか進むと、しばらくして幹に生えている苔こけが光りだし、人の手でつくられた道に出る。──たとえどこから入ってどの道に出たとしても、その道なりに進むとすべての道はやがてひとつに合流し、看板やら標ひよう識しきやらが雑多にならぶゴミ捨て場のような休きゆう憩けい所じよ、『赤のオアシス』へとたどり着く。異様な風景さえ見み慣なれればそこはなかなか快かい適てきな場所で、運が良ければそこで二人の『管理人』、あるいは他ほかの旅人や商売人や配達人と会うことができ、交こう換かん話ばなしに花を咲かせることも可能だが、運が悪ければ話し相手は気味の悪い『捨てられ人形』しかおらず、訪問者はすぐにも立ち去りたくなることだろう。


　それはともかく、『赤のオアシス』にたどり着けたら、次は標ひよう識しき探しを開始する。


　ここに立てられた標識は成長の激はげしい植物に押し動かされて常に同じ場所にはないので、いちいち探しなおさなければならない。管理人さえいれば（そして彼女らに気に入られれば）見つけることは難むずかしくないが、いない場合は苦戦を強しいられるだろう。しかし、だからといって標識にかまわず進むと、目的地はもちろんこの場所にすらもどってこられないこともある──『流る転てん』の力で成長変化をいまだ続けて定まらない、『赤の樹じゆ海かい』とはそういう場所。


　もちろん、どんなところにも例外やら抜け道やらはあるが。


　とにかく、そうやって、数多あまた立てられている標識のうちのひとつをようやく見つけて『磁石』でチェックし、その針の指す方角へと道なりに、あるいは道のないなかを進んでいくと、やがて森がひらけた場所へと出、『オーク横よこ町ちよう』と描かかれたかわいい門を見ることができる。


『オーク横町』という名前はついているが、別にどこかの町の横町ではない。


　町、というには小さいが、村、と呼ぶのは抵てい抗こうがある──その妥だ協きようとしてつけられたのが横町という名めい称しよう（響ひびきもなんかかわいいし）。


　門を抜けるとまず目につくのは小さな噴ふん水すいと、噴水を囲む石いし畳だたみ。


　噴水には座るところが設もうけられ、小さな金色のコップが二つ置かれている。


　噴水から離はなれたところには欧おう風ふうの大きな屋や敷しきがあり、そこにこの町の町長が住む。


　噴水をはさんだ屋敷の反対側には、木造の日本風長なが屋やが二軒けんあって、町の住人が集まり暮くらしを営いとなんでいる。


　右手に屋敷、左手に長屋をながめつつ噴水を越こえて歩いていくと、やがて見えてくるのは店てん舗ぽの連つらなるアーケード。


　そして、さまざまな店をながめつつ水よけの屋根のついた石の小道を先に進めば、道の窮きわまりでこの町一番の憩いこいの場、小こ間ま物もの屋や兼けんバー兼宿やど屋や、『ミュージィの店』を見つけられるだろう。


『オーク横町』は、男十五女二十、計三十五名という、こぢんまりしたコミュニティー。


　ちなみにそのうちカップルなのは十二組。


　町長の名はオラナクド・『ブッタ』・ブヒケルト。


　もっとも彼は自分の名前を気に入っていないようで、たまに改名してはしばらくすると元の名前にもどしてしまう──一説に、気に食わない名前なのだが惚ほれた女につけられたため捨てられないでいるのだ、とか。だから町の住人たちは、そのやさしげな顔と恰かつ幅ぷくのいい体格、そしてだいたい人間ときどき半豚の『ワーピッグ』であることから彼を親しみをこめて『ブッタ町長』と呼んでいる。


『ブッタ町長』は『穀こく物もつの育つ土地』を生み出すハウスオーナーで、その能力スキルを駆く使しして樹じゆ海かいに町をつくった。


　そのスローガンは『ここから世界に芸術を！』。


　そのためか、この町には芸術家気取りの変人が多い。


　しかもそのほとんどがハウスオーナーとクリエイターで、戦士職しよくは一人しかいない。


　その戦士職こそ町の新入り・セラであり、彼女は『ミュージィの店』で用よう心じん棒ぼうをやっている。


　もっともその腕前を披ひ露ろうする機会などこんな辺へん境きようではそうそうないが。


『ミュージィの店』の裏手に回ると、まず石を積つみ上あげた壁かべが目に入る。


　見ただけではわからないが、その壁は地中深くにまで食いこんでおり、裏には呪じゆ印いんが描えがかれていて、なおこの呪印は町の四し方ほう四よ隅すみにもあって、樹じゆ海かいの侵しん食しよくを食い止めるのと同時に『町はここまで』という区切りを表わす。ここを越こえるとあとは森の領りよう域いきで、ここから先は自分の責任でどうぞ、という安全と危険の境界線──『吹雪ふぶき野の』と『赤の樹海』の境界のように、一歩越えれば世界が変わることになる。


　それでも、そんな区分など気にせずに『ミュージィの店』の裏の壁を──境界を越え、さらに歩いていくと、再び──といっても『オーク横よこ町ちよう』ほどではないが──小さくひらけた場所に出る。


　そこにあるのは、ちょろちょろと流れる小さな、水みず溜たまりのような川と、小川に臨のぞむようにして、どん、と置かれた大きくなめらかな岩と、その岩に寄よりかかるようにして建たてられた小屋。


　他ほかの場所が高い樹木の生育しているうっそうとした密みつ林りんであるのにくらべ、この場所だけは明らかに自然の様よう相そうが違う。まるで異なる森のなかに迷まよいこんでしまったかのよう──それも当然、この場所だけは『赤の樹海』に属ぞくするものではなく、『赤の樹海』を保たもつ『効こう果か』とも『横町』を構成する『能のう力りよく』とも異なるオーナーのスキルによって生み出されているものなのだから。


　そのオーナーこそ怪かい物ぶつ系、リザードマン・ラケル。


　怪物系は基本的に、『巣テリトリー』をつくるためのハウスオーナースキルを持つ。


　ハウスオーナースキルとはハウスオーナー系が主に使用するスキルで、『流る転てん』によってあっさり変化してしまうこの世界の土地に、さまざまな属ぞく性せいを与え『固定』し変化しないようにする力。ハウスオーナースキルによって『固定』されていない土地は、『流転』に襲おそわれるとあっという間まに変化するため──それこそがこちらが『夢の世界』であるという証あかしだという──こちらの世界で暮くらすためにはハウスオーナーの力が必ひつ須すであり、たとえば『吹雪野』や『赤の樹海』も、かつてそこに棲すんでいた怪物系のハウスオーナースキルによって属性とともに固定されているからこそ、『流転』あふれるこちらの世界で『吹雪野』や『赤の樹海』として存在し続けられる（もっとも現在はオーナーがいないため、力の効果は残っているが完全には『固定』されておらず、『流転』の影えい響きようを受けやすい）。


　そうした怪物系と同じように、ラケルもまたハウスオーナースキルを持つ。


　だが、本ほん職しよくのハウスオーナーと違ってスキルの制せい御ぎよができないため、町に住むことはできない。長く住めばその土地を、『自分の巣』へと侵しん食しよくしてしまうから。だからラケルは、『オーク横よこ町ちよう』の一員でありながら町のなかには住まず、ひとり離はなれた森のなかに巣をつくり、ひっそりと、しかしそれなりに、快かい適てきに、暮くらしている。


　いま一番のお気に入りは、天気のいい日、熱あつくなった岩の上に寝ね転ころがっての日光浴。


　ただただぼうっと、地ち熱ねつと風と日光と、川の流れを感じていること。


　およそ現役高校生らしくない枯かれた時間の楽しみ方だが、そもそも娯ご楽らくそのものが少ないこちらの世界で、しかも怪かい物ぶつ系が平和的にできることといったら結局、自分の巣でぼうっとしていることぐらいしかない。それにラケルは本当に、この時間を楽しんでいる。なによりもこの時間を至し上じようのものだと思うし、そう考える自分のことも気に入っている。


　──大きなしあわせなんていらない。たぶん自分は、しあわせが大きすぎると落ち着かなくなるたちだから。


　しあわせなんてもらえるのなら、ささやかでいい。


　受け取ることに罪ざい悪あく感かんのいらないような、ほんのちっぽけな、もので──


　──風向きが変わり、微び風ふうがにおいを運んでくる。


　うつぶせに、岩の上に大の字になっていたラケルはトカゲのような顔を上げ、口こう蓋がいの隙すき間まから先せん端たんの割われた舌を伸のばしてにおいをとらえ、つぶっていた目を開けた。


　身体からだを起こして川の向こう、森の暗がりを見、たずねる。


「どうしたの？　セラ。そんなところで。こっちに来たら」


　しばらくして、がさがさという音とともに、茂しげみから人ひと影かげが現れる。


　セラ。


　かちゃかちゃとアクセサリーを鳴らしながらやってくる。今日きようは水色の襟えりに白いライン、黄色いスカーフに半ズボン、ところどころに大小さまざまなファスナーのついた、薄うすい色調がいかにも涼すずしげな水兵セーラー服姿。


　髪かみは後ろで三つ編あみに垂たらし、前髪はきれいにそろえてあって、その顔はどこか和風の姫さま的な雰ふん囲い気きのある──だが顔の大きなアイパッチが印象を大きく変えている──『眼がん帯たい型ペルソナ』を右目につけた少女、セラはえへへ、とはにかみながら、小さな川をひょい、と飛とび越こえラケルが乗っている岩のほうへとやってきた。


　ちなみにアイパッチにはセラが『内ない力りよく』で変化を与えたのだろう、『晴』という文字が描かかれており（『内力』が生み出す物質であるペルソナだからこそできる芸げい当とう、とはいえ簡かん単たんにできることではない）、その器用さに、ラケルはこっそり嘆たん息そくした。


「こんにちは、ラケル」


「うん。……どうしたの？　なんかかしこまっちゃって」


　手を伸のばし、セラが岩に登ってくるのを手伝いながらたずねたラケルに、セラはええと、と視し線せんをそらした。


「いや、なんか、……ぽかぽかしているところ、邪じや魔ましちゃ悪いかなって」


「……別に、邪魔だなんて思わないけど？」


　妙みように視線を合わそうとしないセラを怪け訝げんに思い、ふと、いまの自分の恰かつ好こうに思い当たり、ラケルは思わずぷ、と笑う。


「……いま、笑った？」


「笑ってない笑ってない！　やめてやめてうーにゃん出すのは！　ええとね、気になるのかな、と思って。おれが裸なの」


　顔を赤くして、セラはぶんぶん首を振ふった。


「べ、別に、ハンドバッグじゃあるまいし、爬は虫ちゆう類るいの身体からだなんか見たってぜんぜんどうとも思わないわよ！　自じ意い識しき過か剰じようなんじゃない！」


「だよねえ。革かわ製品じゃなくてよかった」


「……だいたいラケルこそ、裸は恥はずかしくないの？」


「おれ？　おれはだって、怪かい物ぶつ系だし、そもそも裸で『生まれて』きたから。逆に、服着ているほうが落ち着かないよ。……セラもそうでしょ？　水兵服姿でこっちに『生まれて』きたから、水兵服的な要素がないと落ち着かない。襟えりとかスカーフとか帽子とか──違う？」


「……まぁ。そうね。確たしかに」


「やっぱりここは、『夢の世界』だからかな、こちらの世界じゃ外見って大きいからね。ほら、修しゆ行ぎようをしてない戦士なんかは本当にだらしない恰好をしたやつばかりだし、だれかの部下になって同じような服ふく装そうさせられているやつらは──『ダイスの六人』とかそうだったっけ──なんか個性もなくなるし、この前……ずうっと昔、右手が三本もある魔ま法ほう使つかいと会ったけど、そいつ本当に、その外見と同じくらいヤバイ性格だったし──」


「そういえば魔法使い系って、肉体改造している人、けっこういるね」


「戦士にとって肉体は鍛きたえるものだけど、魔法使いは身体なんて魔法を撃うつためのものでしかない、と考えているやつ多いから。そういうやつは、それが有ゆう益えきだと思えば平気で身体を改造する。腕を長く伸のばしたり、関節増ふやしたり、手そのものを継つぎ足たしたり──とくに悪あく党とうチックなやつらは、平気でおぞましい外見になる。まぁ、外見が性格を変えるのか、そういう性格だから外見もすごくなるのかわからないけれど、っていうか、別に必ず『外見イコール本質』になると決まっているわけじゃないけど、……とにかく、正しい自分でいたいならきちんとした恰好をしていたほうがいいし、ヤバイ外見の人には近ちか寄よらないのが吉だよ、こっちも向こうの世界も──」


　──はぁ、とセラはため息をついた。


　感かん嘆たんか、それとも呆あきれたように首を振る。


「……本当に、ラケルってそういうことよく知っているよね」


「……いや、まぁ……」


「この世界に興きよう味みないようなくせに、この世界のことよく知っていて……ときどき、ラケルってどういう人かわからない」


　じっ、とラケルの瞳ひとみを見つめる、セラ。


　思わず視し線せんをそらしたラケルに、くすり、と笑い、冗じよう談だんっぽくいう。


「だったらラケルも外見みたく、トカゲみたいな性格の人？」


「……いやいやいや。トカゲの性格ってわからないけど、確たしかに外見に引きずられたりもするけど、おれはいたって健けん全ぜんですよ？　身だしなみは整ととのえているし、身体からだも改造してないし、ホント健全宿やどれとばかり、こちらに来たときそのままの姿を清せい潔けつに、保たもっている──どうですこのきれいなうろこ！」


　ほれほれ、と腕を曲げたり伸のばしたり、マッチョなポーズを決めてみせるラケルに、その光が映はえる深緑色のうろこに、セラは苦笑しうなずいた。


「うんうん。確かにきれいだよね」


「でしょ？　……ううむ。そう考えるとやっぱり、名は体を表わすというか、うん、外見は心の鏡というか……おれってやっぱり、すてき？」


「それはいいすぎ」


　くすっと笑い声を立てると、セラはごろりとラケルの隣となりに、寝ね転ころがった。


　ちらりと見えたおへそにあわてて視線をそらし、森のほうに視線をやって、ふと、ラケルは考える。自分の外見の、ことを。


　どんなに清潔にしても、きれいにしていても、うろこはうろこ。自分の外見は、半はん人じん半トカゲの異い形ぎよう。人間にはとても見えない、怪かい物ぶつの姿。それは否定できない。


　──セラが、つぶやくように、いった。


「……だったら、なにも着ていないのがデフォルトの姿なんだったら、いつもの服を着ているラケルは、本当の、ラケルじゃないの？」


　しばらく考え、ラケルは答えた。


「……確かに、自分を隠かくしているかもね」


　──服もマントも自分にとっては、醜みにくいトカゲの姿を隠す、そのためだけのものだから。


　ラケルはそっと視線をもどし、出ているおへそはなるべく無視してセラをながめる。


　水兵服がよく似合う、かわいい女の子。


　へそのないトカゲ男じゃとても釣つり合あわない。


　目をつぶって寝転んでいるその姿──いったいなにを考えこんでいるのだろう。いまの会話についてだろうか。……やっぱり、服を着てないほうがいい、なんていわないほうがよかったか？　ヘンタイ、とか思っているかも──あるいはそれとも、いつもなにかを隠している、信用ならないやつだとか。油断のできない危険な外見をした、裸の好きなトカゲだとか。そう、確たしかに自分はセラに対して、たくさん隠かくし事ごとをしてる──


「「──あのさ……」」


　──二人の声が、重なった。


「「なに？」」


　またハモり、二人で顔を見合わせ、笑った、そのとき──


　──第三者の声が、響ひびいた。





「──転ころがり落ちろ！」





　樹じゆ海かいに突とつ然ぜん響いた知らない声に、ぎょっと目を見開いたセラを、ラケルはどんと突つき飛とばした。


　ごろごろと転がり岩の陰かげへと落ちていくセラ──その姿を視し界かいの端はしで確かめて、飛ひ来らいしてきたものを見る。


　それは直径五センチメートルほどの球体。


　しかしただの球ではなく、導どう火か線せんらしきものがついていて、その先せん端たんがぱちぱちと火花を出していて──


　──爆ばく弾だん？


　確かめるのを待つまでもなく、ラケルは両手で頭部を守りつつ、後方へとジャンプする。次の瞬しゆん間かんすさまじい爆発音が轟とどろいて、全身が大気の震しん動どうに揺ゆれる。生まれはじけた爆風に勢いきおいづけられ地面に背中から落ちて、さらに数回転がって、──そこでようやく真っ白になっていた思し考こう活かつ動どうが、もどり──


　──しまった！


　いまの声は──攻こう撃げきは、おれとセラを引ひき離はなすためか！


　急いで立ち上がり、セラの様子を確かめる。


　が、岩の向こう側に落ちてしまったセラの姿は見えず、代わりに二つ、先ほどと同じような爆薬の玉が飛んでくるのが見えた。


　いちおう顔を守って、爆弾なんて関係ない、とばかりに前に突き進もうとした瞬間、いつの間まに投げられたのだろう、足もとで爆発が起こる。


　すさまじい爆音、爆風を、今度は避さけようもなくまともに食らい、ラケルは爆ばく礫れきを浴びて大きく後方に吹ふき飛ばされる。さらに続いた二つの爆音に、震動に、敏びん感かんな全身のうろこが悲鳴を上げる──


（──やばい！）


　聴ちよう覚かくがキン、と麻ま痺ひしてしまい、──さらに致ち命めい的てきなのは、あたりに立ちこめる火薬のきなくさい臭におい。


　おかげで、こちらの世界では初めての嗅かぎ慣なれない強い臭いに嗅きゆう覚かくが飽ほう和わ状じよう態たい、敵てきの臭いを見つけられない。


　聴ちよう覚かく、嗅（味み）覚を封ふうじられれば、動くものには敏びん感かんなのだが遠くを見るには適てきしていないラケルの目では敵の姿はとらえられず、さらにいうならそもそもこの敵は、怪かい物ぶつ系であるラケルに気づかれないように（もちろん、ラケル自身が油断していた、というのもあるが）風かざ下しもから近づいてきている──


　──こいつ、戦い慣れている！


　男の声が、聞こえた。


「……さすがに、頑がん丈じようやな」


　が、全身ががんがんと震ふるえている状態では、音の出しゆつ所しよが判はん別べつできない。


　立ち上がりつつ、どこにいるかもわからない敵に向かって、ラケルは問いかけた。


「……お、おまえ……いきなり、何者だ？」


「いきなりだったんは勘かん弁べんしてな。しょーがないやん、まともにやったら勝ち目はないし。……おれは戦士系でも、魔ま法ほう使つかい系でもないねんからな」


「……なに？」


「ああクソ、いまんで二千オッドが水の泡あわや。わかるか？　二千オッド、おれんところの円えん価かに直せば二万円！　ああもったいな。しかも、下へ手たしたらあと二千オッド分がパーになる。いってること、わかるか？　わかるなら、おれにあと二千オッドも使わすなや」


「……おまえ、クリエイターか？」


「ああそうや。しかしただのクリエイターやない。──『爆ばく弾だん』を生み出すスキルを持つ、創つくれて売れて戦える無敵のクリエイターさまや！」


『オド』──オードあるいはオッドともいい、戦士は『気』、魔法使いは『魔力』とも呼ぶ──とは、クリエイター、ハウスオーナー、戦士も魔法使いも怪物系も関係なく、こちらの世界の住人すべてが持っている力──『内ない力りよく』の別べつ称しよう。


　こちらの世界の住人は、『内力』によって生き、『内力』を消しよう費ひしてスキルを使う。


　さらに、『内力』はこの世界において金銭の代わりともなる。


　この世界の住人は、『内力』を練ねり上あげカードに変えて相手に与えることができる。だから、たとえば食べ物がほしいとき、戦士や魔法使いは自分の『内力』をカードに変えてクリエイターに与え、食事を『創そう造ぞう』してもらう。家や服も同様に──基本的に、この世界では『内力』を宿やどらせたカードによって売買契けい約やくが成なり立たつ。とはいえ、これはある意味自分の生命力を削けずっているわけであり、状じよう況きようによっては危険であるため（『内力』を使い果たすと動けなくなり、回復魔法も効きかなくなり、最悪死に到いたる）、現在は『都みやこ』が中心となって発行している『円』や『ドル』、『ゴールド』などの貨か幣へいや物品インゴツトを併へい用ようしているコミュニティーも多い。


　そして、この『内ない力りよく』をもっとも多た彩さいに使いこなすのが、クリエイターと呼ばれる系統。


　クリエイター系はもっとも使えるスキルカードが多く、また、『内力』を『物質』に変える固こ有ゆうスキルを持つ。戦士職しよくも魔法使いもハウスオーナーも、自分が覚えたスキルを『カード』にすることはできても物質そのものを生み出すことはできない（あくまで基本的に、であり、例外はあるが）。戦せん闘とうこそ得意ではないが多種類のスキルカードを使いこなし、さらに『創そう造ぞう』することもできる、それがクリエイターの特色。したがって。


　戦えるクリエイターというのは、ときに恐おそるべき敵てきとなる。


　がさ、と草木の揺ゆれる音がした。


　川の向こう、遠くに人ひと影かげが現れたのが見える。


　ラケルの視し力りよくでは、顔まで判はん別べつできないが──


　平へい坦たんな、男の、声。


「さぁ、そこなお嬢じようさん。こっちに来るんや。急いで、でもあわてず、騒さわがず、ゆっくりな」


　な、とそちらをにらみつけた瞬しゆん間かん、鋭するどい声が浴びせられる。


「おっと！　われは動くなや。いうたやろ？　おれにあと二千オッドも使わすな、て」


「てめ……！」


　岩の陰かげから、人影が、立ち上がった。


　セラ。


　とくに怪け我がした様子もなく、立ち上がり、現れた男をにらみつけている。


　そんなセラを見もせずに、ただただラケルから視線を離はなさず男は、告つげた。


「ほら、あんたは急いで……われは動かんでええからな。動くなや、そのまんまやで……」


　よく見ると、男はその手に銃じゆう型のスリングショットパチンコを握にぎっていた。


　先ほど攻こう撃げきしてきたのは、それか。


　では、いまそれに仕し掛かけられているのが二千オッドの『内力』がこめられた『爆ばく弾だん』か──


（……あんな程度の爆発なんて、不ふ意いをつかれなければいくらでもいなせるが……）


　しかし、もしもあいつが標ひよう的てきを、こちらからセラに変えたら？


　うろこに包まれた自分はともかく、柔やわらかい肌を持つセラは？


　……それに……


（──戦うのか？　ここで？　──セラが見ているその前で？）


（セラに、なにも知らないセラに、戦うところを──怪かい物ぶつなところを見せるのか？）


　セラは知らない。自分が戦えるということを。本当は強いということを。


　──知られたくない──


　逡しゆん巡じゆんしている間に、セラは歩き出していた。


　堂々と、男のいる場所に向かって。


「セラ！」


「動くな！」


　──セラが、振ふり返かえった。


　にこっと笑い、唇くちびるが言葉をかたちづくる。声にはせずに、動きだけで──





　──だいじょうぶ。心配しないで。ラケル。


　──あなたのことは、あたしが守ってあげるから──





　ラケルに背を向け、再び歩き出すセラ。


『爆ばく弾だん』をつくり出すという危険なスキルを持つ、クリエイターのもとへと。


　──ラケルは、自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。


　思う。


　やっぱり、おれは外見どおりの冷れい血けつ人間なんだなと。


　この期ごに及およんでも結局は、自分のことしか考えていない。


　セラはおれを守るため、あいつのいいなりになっているっていうのに。


　おれを弱いと信じていて、そんなおれを守るために。


　戦士だから。戦えるから。戦えないと思っている、怪かい物ぶつのおれを助けるために──


　──最低だ、おれは。


　ラケルは笑い、息を吐はき、内オ力ドを全身にめぐらせた。


　ひたいに力を集めて、原始の名残なごりたる透とう明めいのうろこ、その奥にある第三の目、『ろ頂ちよう眼がん』を発はつ動どうさせる。身体からだに力がみなぎっていくのを感じ、セラと出会ってからの、これまでの日々を振り返りつつ──


　セラが男に、爆弾を投げつけられないであろう距きよ離りに入った瞬しゆん間かん。


　ためらわず、ラケルは跳とび出だした。








　　　　２．








　後うしろ手でに『うーにゃん』を構え、そっと、セラは男を観かん察さつした。


『爆弾』を投げつけてきたクリエイターは、顔をゴーグル──おそらくペルソナなのだろう──で隠かくし、ポケットのたくさんついたベストを着ていた。


　張はり詰つめた表情で歩いてきたセラに、なぜだろう、明らかにほっとした様子を見せている。


　いったいなんのつもりなのか──


「な、あんた、このへんに『オーク横よこ町ちよう』てあるの知ってるか？」


「……ええ。だから？」


「よし。ならええか。一いち目もく散さんに、そっちに向かえ。助けを求めるんや。だいじょうぶ、あの怪かい物ぶつは、なんとかおれが足止めするから。ええな？」


「──え？」


　セラは思わず、動きを止めた。


　いま、この人、なんて、いった？


　怪け訝げんな表情を浮かべたセラをどうとらえたか、男は不ふ敵てきな笑えみを浮かべる。


「心配すんな。いま、あそこにはごっついヒトがいてるはずや。だからきっと助けてくれる。……それに、おれもけっこう強いしな。スロットはまだ二つやけど、レベルも９までいってるし──だから絶対、持ちこたえる。──ていうか、おれのスキル的に、他人を気にする余よ裕ゆうがないんや。だから、行って。おれの爆弾に巻まきこまれんで」


「ちょ、ちょっと待って。あんた──」


「いいから！　行け！　行って助けを──、っく──うわ！」


　背後に強風を感じた。


　同時に手のひらからちくんとした痛いたみが走り、髪かみを宙ちゆうに乱みだしつつ、セラは左手に乗せていた『うーにゃん』を見た。


　そして驚おどろく。


『うーにゃん』が、激はげしくとげを出したり入れたり、緊きん張ちようしている。怯おびえている。


　でもいったい、なににそんな──


「！」


　顔に激しい突とつ風ぷうを受け、セラは思わず目を閉じた。


　あわてて目をかばいつつ、まぶたを開き、そして見る。


　目の前に、いきなり壁かべができているのを。


　男と自分を隔へだてるように、うろこで覆おおわれた壁があるのを。


　見覚えのあるはずのそれの、圧あつ倒とう的てきな存在感に、大気がぴりぴり震ふるえているような錯さつ覚かくさえ起こす──


　──それは、背中。


　二メートルを超こす長身の、よく知っているはずの、背びれと羽の名残なごりのある、大きな尻尾しつぽへと続く、背中──


（……ラ、ラケル？）


　怪物の太い尻尾がヘビのように動き、身体からだに巻きつき、セラを空中に持ち上げた。


「……う、わ」


　怪物の姿を前にして、ゴーグルをつけた男の口から、ため息のような声が、漏もれる。


　金かな縛しばりにでもあったかのように、顔面を蒼そう白はくにして、震えつつ、しかし動けずに──


　──感情のうかがえない目でそれを見下ろして。


『怪かい物ぶつ』は、ぐぐぐ、と鉤かぎ爪づめのついた腕を、引ひき絞しぼった。


　いまにも放はなたれんとする、弓につがえられた矢のように──


（──違う、ダメ、ラケル！）


　そうだ、これは、怪物じゃなくて、ラケル──


「──ダメ！」


　強こわ張ばる身体からだに活を入れ、セラは腕を伸のばした。


　宙ちゆうに浮いた状じよう態たいのまま、震ふるえる両手でラケルの首を摑つかもうとする。抱だきこもうとする。首くび筋すじに触ふれたとたん、指に鋭えい痛つうが走って驚おどろく。しっとりしてそれでいてさらさらしていたはずのラケルのうろこはいまやそれぞれ立ち上がり、鋭えい利りな刃物のようになっていて、厚い手袋はあっさりと裂さけ、白い肌が露ろ出しゆつする。血がにじむ。


　それでもセラは、指が、腕が傷きずつくのもかまわずに、ラケルの首を抱きこみ、叫さけんだ。


「ダメ！　ラケル！　その人は、違う！」


　ゆっくりとこちらを向いた、ああ、あの、金色の眼めは、縦たてに裂さけた瞳どう孔こうは、本当にラケルのものなのか──


（──こんなラケル、知らない！）





「──その人は勘かん違ちがいして、あたしを助けようとしてくれたの！」





「「……え？」」





　男とラケルから、同時に声が上がった。








　　　　３．








　──夕日が空を朱しゆに染そめるなか。


「なんや、おれの勘違いか」


　ゴーグル型のペルソナをひたいにずらし、すまんかったな、と頭を下げたクリエイター──ロックと名乗った──に、ラケルはいやいやいやと首を振ふった。


「いいよいいよ。その手の勘違いには慣なれているから。たいした被ひ害がいもなかったし。……逆に、なんか余よ計けいなオド、使わせちゃったみたいで」


「いやいやいや、本当に、おれがすまんかった。いきなり確たしかめもせずに──」


　深く頭を下げるロックにぶんぶん手を振ふって見せつつ、正直そちらに心はなく、ラケルは横目にこっそりセラの様子をうかがった。


　セラはロックから借りた霧吹きスプレー（なかに回復魔ま法ほうが詰つめこんである、『都みやこ』の『新商品』らしい。魔法使いでなくとも魔法が使える──もちろん限定的にだろうが──そういうものがあることを、ラケルは知らなかった）を吹ふきかけ、ラケルのうろこで傷きずついた手を癒いやしている最さい中ちゆう。


　なんか微び妙みように無表情──セラの顔がこちらを向いて、ラケルはあわてて視し線せんをそらし、ロックをほめた。


「いや、でも本当にえらいよ、あんた。ロックさん？　とにかく、見ず知らずの女の子を、いきなり助けよう、なんてできるのは、ホント、こんな世界で──」


「いやそれは……まぁ、男やし？」


「そういい切れるところがまたえらい！」


「そうよね。男だったら戦わないとね。弱いんだったらともかく、戦えるのに戦わないなんて、最低」


　ロックにスプレーを返し、話に入ってきたセラに、ラケルはたちまちしどろもどろに。


「いや、さ、セ、セラ……あの」


「ラケル、本当は強かったんだね。あたし、知らなかったよ。……バカみたい」


「いや、あの、そんな……」


「そういえば、あんたは戦士職しよくなんやな」


「──そうよ。悪い？　女の戦士が珍めずらしい？」


　嚙かみつくようなセラの口調に、ロックはあわてて首を振った。


「いやいやいや？　ただ、大変やろなと思ってな。『オーク横よこ町ちよう』って、戦えるんのは一人しかいない、って聞いとったから」


「あたしもそう思ってたけど、どうも違うみたいよ？」


　とげとげしいセラの口調に、ロックはどうしたことだとでもいうようにラケルを見るが、もちろんラケルには答えようがない。


　だからラケルはロックの視線に気づかないようなふりして先頭に立ち、「さぁ、こっち」と案内役を務つとめながら考える。


　──ああ、やっぱりセラは怒っている。


　この怒いかりは、はたして自分が隠かくし事ごとをしていたことに対する怒りだろうか？


　──それならいい。それなら別にかまわない。


　それが単なる怒りだったら、ひたすら謝あやまればすむ。と思う。


　だがもしも、セラのこの怒りの底にあるのが怒りではなく、本当は本当に怪かい物ぶつだったラケルに対する恐きよう怖ふとか、嫌けん悪おとか、そういうものの裏返しだったりしたら──さっき片へん鱗りんとはいえ見せてしまった力に──ほとんど見せずにすんだにせよ──恐おそれをなしているのなら──


　……すぐにそのことを考えてしまう自分が、本当に、情けない──


「──ちょっと、ラケル？」


「ひ？」


　どん、と後ろから蹴けられ、ラケルはびくっと飛び上がった。


　そんなラケルを気にせずに、セラはぶっきらぼうに、いった。


「方角が『磁石』と違うよ？　道を外はずれているんじゃない？」


「……いや、あの、……ほら、お客さんは、正門から入ってもらわないと」


「……ああそうか。気づかなかった。ごめんね！」


「……い、いえ、そんな、こちらこそ、ご、ごめんなさい……」


　そんな二人をおもしろそうにながめ、たずねるロック。


「なんや、仲ええなぁ……ってまさか、そういう関係？　恋人同士？」


「ちち違うよ！　おれは怪かい物ぶつ系だよ？　まさか！　彼女はただの、お友だち！　ね！」


「………………そうね。ただの友だち、よね。っていっても初対面ってぐらい、本当はぜんぜんよく知らない仲、なんだけどね！」


「あ、あの、セラ……」


「……へー」


　ニヤニヤと笑うロックという男の顔がおもしろくなく、ラケルは先に立って歩き出す。


　ちくしょう、なんだこのヤロウ、と心のなかで悪あく態たいをつきつつ──


　そうだ、だいたい、このロックというやつはいったい何者なのだろう。


　どこから来たのか、なにしに来たのか、なんで迷まよっていたのか。


　──こいつさえ迷ったりしなければ──


　問いたださなければならないことはたくさんあるのだが、だめだ、頭がそれどころじゃない。びっくりするほど怒っているセラに対して、思った以上にうろたえている自分に気づき、ラケルはこそっと息を吐はく。


　──だめだ、まともに思し考こうできない。


　いま考えられるのは、ただただセラの怒いかりに耐たえて早く町にたどり着き、ミュージィに助けを求めること、のみ。


　──そうだ、ミュージィならきっと、セラをうまくなだめてくれる。


　……セラが本当に、隠かくし事ごとに怒っているだけ、だったなら。


　でももしも、そうじゃなかったとしたら──


　ラケルが考えこんでいる間も会話は続いていたらしく、唐とう突とつに、ロックの声が耳に入った。


「……じゃあ、いまはフリーなん？」


「フリーって、……まぁね。そんな、交際相手を見つけるひまなんてないわよ。毎日修しゆ行ぎようづけなんだから」


「……んじゃあ、好きなやつとかも？」


「いないってば。そんなひまないっていっているの！　この町の人、ほとんど相手いるし──もう！　ほっといて！　初対面なのにずうずうしいわよ！　あんた！」


「初対面やからやんか。こんなかわいい子にチェック入れんでどうすんの。なぁ？」


　その、なぁ？　はおれに向けてのなぁ？　なのか？　──無視してラケルは歩き続ける。


　ふう、とロックは息を吐はいた。


「でもえらいな、まだレベル低そうなのに、──モーニングスター？　そこまで得え物もの育てられて。自じ律りつしている武器なんて、おれのまわりでも珍めずらしで。本当にまじめに修しゆ行ぎようしているんやな」


「まあね。強くなりたいから」


「……もしかして、あんたも、アレ？　勇ゆう者しやになって世界をクリアしょ、とか思っているくちなん？」


　え？　と一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような声がして、笑い声が続いた。


「……ああ、聞いたことある。勇者が魔ま王おうを倒たおしたら、世界がクリアされる、とかいうやつね。まぁ……それもいいけど、どうかな。……でも、あんたも人のことかわいいとかいいながら、失礼ね。女の子に聞くんなら、勇者とかの前に、『お姫さま』、じゃないの？」


「へぇ？」ロックの声に続いて、


「ええ？」ラケルも思わず声を上げ、振ふり返かえり、セラを見た。


　二人の反応をどう思ったか、なによ、と憮ぶ然ぜんとした表情になるセラ。


「なぁに？　あたしがお姫さまの話をするのがそんなに変？」


　ラケルは急いで首を振った。


「い、いや、そうじゃなくてさ、……どうしてここで、お姫さまが出てくるのかな、って……」


「だって、『魔王』ときて、『勇者』がいるなら、次は『お姫さま』でしょう？　じゃなけりゃ勇者はなんのために戦うの？」


「……魔王を倒して世界を平和に、じゃダメなんか？」


　ロックの問いを、セラはあっさり否定する。


「……ダメ。勇者はお姫さまのために戦うの」


「ダメなんか？　その理由は？」


「だって世界のためなんて、絶対に、だれかを泣かしちゃうんだから。魔王を倒すため、なんていうのも目的を見失っている感じだし。──別にそういう考えだって、結果的には偉えらいんだろうし、そういう人たちはきっと偉いヒトなんだろうけど──英雄？　みたいな？　──でも勇者って、文字どおり、勇気のある者、でしょう？　だったらさ、世界平和、魔王討とう伐ばつ、女の子を守ること──どれが一番、『勇気』って言葉が似合ってる？」


「強しいていうなら、魔王討伐……」


「えー、魔王討伐に必要なのって、『勇気』とかより『強さ』とかじゃない？　世界平和だって、勇気より似合う言葉がありそうだし。……もちろん、どれにも『勇気』はいるんだろうけれど、あたしはやっぱり、女の子を守ること、これが一番『勇気』って言葉に似合ってると思う。だからやっぱり、『勇ゆう者しや』は『お姫さま』のために戦わなきゃ。強さとか使命とか関係なく、精いっぱいの勇気で、世界のためでも、魔ま王おうを倒たおすためでもなく、女の子を助けるために、ね？」


　黙だまりこんだままのラケルとロックに、セラはわれに返ったような表情を浮かべ、言葉を切り、そっぽを向いた。


「……悪かったわね。勇者とお姫さま、なんて、女の子っぽい考え方だって思っているんでしょ」


　いやいや、とロックは唇くちびるを曲げる。


「いや、まぁ、……実際あんた、女の子やし？」


「なによ、その笑い方。……だいたい、勘かん違ちがいしないでよ？　あたしは別に、『お姫さま』になりたいなんて思ってないんだから。あたしはだれかに守られなければならないような人間にはなりたくないし、だから毎日がんばって修しゆ行ぎようしているんだから！」


「いや別に、守られるのは悪いことやないで？」


　なぁ？　とロックがラケルに話を振ふって、ラケルは意い識しきを思し考こうから現実へともどし、セラが怖こわい顔をしてにらんでいることに気づいてあわてて首を振り前を向く。


　心のどこかに、引っかかるものを感じつつ。


（──『勇者』と、『魔王』と、──『お姫さま』──？）


　再び歩き出したラケルの後ろで、ロックとセラの会話は続く。


「いやでもなんか、あんたにはお姫さまって、うん。なんかぴったりな気ぃするで」


「……ケンカ売ってる？」


「いやいやホント。いまの話とか、さっきからの、あの、ラケルさんに対する態度とか……うん。あんたホントに、お姫さまっぽいわ。……いや、ホント、魅み力りよく的てきって意味やって。だから無言で鉄てつ球きゆう振り回さんで──


　……つうか、なぁ。さっきも聞いたけど、あんたいま、フリーなんやろ？」


「ええ。だから？」


「だったらどう？　今晩おれとエッチせぇへん？　──うわ！」


　重いなにかが地面にめりこむ音と、ラケルがのどを鳴らした音、はたしてどちらが先だったのか。


　──数すう刻こくの沈ちん黙もくののち。


　ふざけるな！　と少女の怒ど号ごうが樹じゆ海かいに響ひびいた。


「い、い、いきなりなにをいい出すかと思ったら、──バカじゃないの！　なんのつもりよ！」


「だから、今晩の誘さそいなんやけど」


「こ、今晩の誘いって！　あんたほんとにバカなの！　バカにしてるの！　やっぱりバカにしているんでしょ！」


「……ええと、もしかしてあんた、処しよ女じよ？　──ってちゃう！　ちゃうって！　わかった撤てつ回かい、そのとげとげのん引っこめて！　ええとな、あんた、そのペルソナの下はカトリックとかイスラム教とか、そういう人？」


「違うわよ！　違うけど、それがなによ！　なんか悪い！」


　へえ、とロックは薄うすら笑いを浮かべ、つぶやいた。


「いや、やっぱりお姫さまやと思ってな。いまどき希き少しようなお姫さま」


　ふうふうと、セラが呼こ吸きゆうを整ととのえているのを背中で聞きながら、ラケルはもはや『お姫さま』のことも忘れて呆ぼう然ぜんとしていた。


　こいつ、いきなり、なにいってんだ？


　もしかして、現実世界ではイタリアとか、そういう国のヒトなのか？　向こうの国の人々は積せつ極きよく的てきだっていうし──いや本当かどうか知らないけれど──


　セラを怒らせていることに気づいているのかいないのか、聞こえてくるロックの声はまったく悪びれていない。


「でもな、かわいい女の子と会って、しかもその子がフリーやったら、エッチしたい、あわよくば付き合いたいって思うんはこれ当然やん？」


「……じゅ、順番が逆じゃない？」


「いやいや、身体からだの相性て大事やし。……てか、向こうじゃなくってこちらの世界の話やで？　あくまで『夢』のなかでの──それともあんた、夢のなかの人間と向こうでも付き合えるとか思ってる？　乙女おとめチックなんはええけど、それはちょっと危ないなぁ」


「お、乙……別に、そんな夢、持ってない、けど……」


　セラはしばらく、うなっていた。


　やがて、余よ裕ゆうを取りもどしたかのような落ち着いた声が聞こえてくる。


「……た、確たしかに、こちらの世界では、『そういうこと』を平気でしている子がたくさんいるのは知っているわ。現実世界に影えい響きようないから、とか、妊にん娠しんとかしないみたいだから、って、その……」


「そういうことって、セックスのこと？　口にすんの、恥はずかしい？」


「べ、別に、平気だけど？　……セッ、とにかく、ね、あいにくあたしはそういうヒトたちとは違うの。そういうのみっともないって思うから。だから、あんたがいままでどういう相手と付き合ってたかは知らないけれど、あたしをそういう軽い子たちと一緒にしないでくれる？」


「……そのいいぐさは、どうやろうな」


　背中から聞こえるロックの声は、微び妙みように低くなっていた。


　ロックはいま、どんな表情をしているのだろう、戸と惑まどったようなセラの声。


「な、なによ」


「……高いところから見下ろして、やっぱりお姫さんは違うな。だが聞けや。この世界でエッチするのがそんないわれないかんことか？　いきなりこんな世界に連つれてこられて、まだガキなんに、いつ死んでもおかしくないような世界にひとりっきりでほっぽり出されて、そんな世界で他人のぬくもりを求めることが、そんなに悪いことなんか？」


「……それは」


「あんたはええな。戦士系として生まれてきとるし、実際戦士職しよくとしてがんばれてるし、……このあたりは治安もよさそうやし、環境に恵まれて。でもな、戦う力を持たないでこっちに『シフト』するやつもおる。暴力が横行しているエリアから出ることのできんやつもおる。そんなところで、それでもどうにかやっていかなならんくて、親も兄弟も、戸こ籍せきすらない、確たしかなものがなにもない世界の夜をひとりで過ごす、そんな気持ちがわかるか？　寂さびしさとか、無力さとかの、本当の怖こわさをあんたは知っとるいうんか？」


「……」


「あんたさっき、勇ゆう者しやがどうの話してたな。女の子を守るため、とか。そうや、おれもな、まだガキやけど、この世界に来るようになって思った。人はやっぱり、自分のためとかよりも、好きな子とか、だれかのためにがんばりたいんや。ひとりはつらいから、だれかと一緒に、だれかのために──そのだれかがいるからこそ、こんな、明日あしたには殺されているかもしれない世界、次の瞬しゆん間かんにはひどい目に遭あわされているかもしれん怖い世界でも、がんばって生きていこうと思えるんや。そしてな、その『だれか』というのを教えてくれるんが『ぬくもり』なのとちゃうんか。抽ちゆう象しよう的てきやない、生きたぬくもりをこの手に抱だきしめられるからこそ、人はがんばれるんちゃうんか！」


「……」


「──ていうかおれらの年ごろやったら、男でも女でもエロエロばっか考えてんのが当然ちゃうんか！　エロスん機き会かいを探してて、そのチャンスがあったら逃のがさずトライするのが当然っちゅうもんちゃうんかぁ！」


「……………………………………………………は？」


「まぁ、とにかく、そういうわけで。わかってもらえたんやったら、ぜひとも今夜、考えてほしいねんけどな」


　奇き妙みような沈ちん黙もくが、場に降りた。


　その雰ふん囲い気きが気に食わず、とはいえ口をはさめるようなこともなく、いったい二人はどんな顔しているのだろう、とくにセラの顔を見たくて、でも振ふり返かえることもできず、ラケルは歩き続ける。


　しばらくして、セラの声。


「……と、とにかく、ごめんなさい」


「あらら」


「……その、確たしかに、あたしがいいすぎた。……かも。……けど、やっぱり、別に、そういうことをするのがどうとかじゃないけど、……やっぱり、あたし……」


「うんうん。わかる。わかるで。やっぱ、初めては怖こわいもんやしな。踏ふみ切きるんには勢いきおいいるよな。ごめんな、雰ふん囲い気きつくれんで。でもおれ、自信あるから。な？」


　セラの口調が、呆あきれたようなものに変わった。


「……いや、だから……だいたいね、あたしたち、まだ会ったばかりよ？」


「初対面だからやりやすい、ってのもあるやろ？　別にこれからどうなろうってわけでもないし。いやその可か能のう性せいは否定せんけど、ダメだったとき後くされないし。難むずかしいこと考えんでも、『現実での初体験』の、『予行演習』やと思えばええんや。──知っとるやろけど、こちらでなにしようとも、それはあくまでこちらの世界だけ──現実の身体からだに影えい響きようはないから」


「……それは……知っているけど」


「そう、こっちでなにしても本当のあんたは処しよ女じよのまま。やったら、いまフリーなんやったら、断ことわる理由はないやろ？　やってみよ？　夢ンなかくらい……おれみたいのんは生理的に受けつけん、とかやったらしゃあないけど」


「……あんたみたいな性格の人、嫌きらい」


「いや、そこは……そう、これからよく知り合っていくとして……な？　難しいこと考えんと、一回、試ためしに一回、だまされたと思って、な！」


　こいつは本当に、おれと同じ人間だろうか、それともこれが『男らしい』ということなのか？　──信じられないロックの食い下がりようを半ば畏い怖ふして背中で聞きつつ、ラケルはただただ、歩き続ける。まるでまったく話が聞こえていないかのように。


　──振ふり返かえらずに。


　ときおり、セラの視し線せんを感じるような気もするが、気のせいかもしれないし、そもそも見ているからってどうすればいい？　いったいおれになにができる？　だいたい──なんでセラだって、びしっと断るか──いや断っているか──うーにゃんをたたきつけるかしないんだ？　でっかく一発殴なぐってやれば、そいつも口を閉じるだろう？


　先ほどのロックの弁べん舌ぜつに気け圧おされたか、口調こそもどってはいるが、セラにはどうも元気がない。


「……もしかして、さっき、あたしを助けようとしたのもそれが目的？」


「違う、とはいわんけど？　──男やし。でもおれ、助ける前にそんなんいった？　そんな条件、出してへんやろ？　ていうかアレこそあんたンいう勇ゆう者しやっぽくない？」


「……」


「チャンスはあくまでお互いのチャンス。無理じいとか、ごり押しはせん。ぶっちゃけ、そこまで飢うえてるわけでもないし、本当にダメなんやったらあきらめる」


「だったら、あきらめて」


「……でもな、女の『ダメ』は複ふく雑ざつやから、そう簡かん単たんにはあきらめん。……おれ、本当に、あんたのこと抱だきたいと思うから。これって、すごい出会いかもしれんから。向こうの世界はともかく、こちらの世界ではそう簡単にはあきらめたりせん」


「……無む駄だ、だと、思うけど」


「おれな、『都みやこ』の近くで、ちょっとしたデートクラブの用よう心じん棒ぼうもやっているんや。……ああ、別に変なクラブやないで。売ばい春しゆん宿やどとかやない、この世界をがんばっていくための、パートナー探しのお手伝いをするクラブや」


「……」


「だからな、知ってる。いい人──いわば、『運命の人』に出会うのが、どんなに大変なことか。そして、『運命の人』とめぐり合えるってんのがどんなにしあわせなことか。それだけでどれだけ力強くこの世界をやっていけるか──とても大切な、しあわせなことなのに、ちょっと素す直なおになれへんからってみんなどれだけの出会いを無駄にしているか。だからおれは、出会いは絶対無駄にしたくない」


「……」


「そしてな、……そこに来るお客さん、男も女もよう見てるから、知ってる。女も男も、見た目とか、表面的な言葉だけではわからへん。心には複雑な綾あやがあって、だれも簡単には素直になれへんのや。──ん、おれのゴーグルやあんたのアイパッチみたいに、みんなペルソナで自分を隠かくしとる。だからおれは、簡単に決めつけたりはせん。あんたが本当にダメだってわかるまでは、──口く説どくで。口説きまくるで。この出会いを無駄にせんために。──つうか、いやほんと、こんなチャンスを逃のがせるかい。こんなかわいい子を前にして──」


　な？　とロックの声がこちらにかかるのを、ラケルは無視して先を急ぐ。大おお股またの足を、さらに早足にして。


「おおい、そんなに急がんでも──とにかく、な？　ちょっと考えてみてくれへん？」


「……あたしは──」


　速く、速く、もっと速く、この会話を終わらせるためにも──


（……あ！）


　まだまだ遠くだったが、ようやく『目印』を目にすることができ、ラケルは安あん堵どのため息をついた。


　すぐに門が見えてくる。


　この道行きも、これでおしまい。


　何かいいかけたセラに言葉を続けさせまいと、ラケルは声を張はり上あげた。


「ロック！　ほら、見えてきた。あれがうちの、『オーク横よこ町ちよう』の門だよ」


「ほほー。なんやかわいらしい、おとぎの国のような門やな」


　感心したようなロックの声に、セラがあわてたように、言葉をかぶせた。


「じゃ、じゃあ、ここまででいいよね！　ロック！」


　セラにぐい、と腕をとられてラケルは後ろに引きもどされる。


「えー、案内してくれへんのー？」


「……く、口く説どき魔まなんかお断ことわり。……ごめんね、門まで行けばすぐにだれか来るから。あとは町長さんと会って話してくれる？　あたしとラケルは、用事があるから。ね！　じゃあ、ほら、行くよ、ラケル！　ロックは、またね！」


「あ、ちょ、ちょっと待って！　お願い、まず、ミュズに──」


「うるさい！　いいから来るの！　ちょっと話があるから──」


　ぐいぐいとセラに引ひっ張ぱられはじめた、そのとき──


「……おい、だれかこっちに来るで？」


　夕ゆう闇やみのなか。


　門のところに、人ひと影かげが二つ、現れた。


　向こうもこちらに気がついたのか、一つはゆっくり、一つはこちらに走り出す。


　人影が近づいてくるにつれて、夕暮れのなかでもだんだんと、ラケルの目にも姿が見えてくる。


　先を来る一人は、この世界で一般的な、よくあるファンタジー的な市し井せい娘の恰かつ好こう。


　走るにつれて左右に広がるところどころロールの長ちよう髪はつはきれいな藍あいに染そめてあり、海を意い識しきしたのかところどころに貝や魚を模もした髪かみ留どめ等のアクセサリー、左目の下には涙るい滴てきを模した水色のシールが貼はられている──あれがペルソナだろうか──見覚えのない少女。


　しかしそのあとに続く、ゆっくり歩いてくる人影は、知っている相手だった。


　走る少女にだいぶ遅れてようやく見えてきたその姿は、長い黒髪をすらりと垂たらし、前髪の下は包ほう帯たい型のペルソナが目からひたいまでを隠かくしている。よくある町娘的な服ふく装そうはところどころにゆるく包ほう帯たいが巻まかれているが、それは怪け我がの治ち療りようのためではなく、セラの水兵服と同じく装そう飾しよく品ひん、彼女自身のイメージモチーフ。


　ラケルは思わず安あん堵どの息をついた。


　彼女こそ、ラケルが待ち望んでいた救すくい主ぬし、ミュージィ──


「あ！　ミュージィ！　おーい、──あれ？」


　ミュージィが、やれやれ、といった具合に首を振ふるのが見えた。


　なんだろう、と考える間に、ロックがラケルの前に出る。


「なんや、あの人、先に着いてたんか」


　ロックの言葉に、ラケルはあらためて、こちらに走ってくる少女をながめた。


「……あの人、あんたの知り合い？」


「まぁな。『吹雪ふぶき野の』の中継所で会った旅の道みち連づれや。用よう心じん棒ぼうをしてもろた。……怒らせんなや？　ハウスオーナーやけどごっつい強いヒトやで？　途中まで一緒やったんやけど、『赤のオアシス』ってところではぐれてな。んで、探してたんやけど……そういや、この町に恋人がいるっていってたな」


「へえ？」


　恋人？　この町に？　そんな話は聞いたことないが？


　少女は脇わき目めも振ふらず、ただただこちらに走ってくる。


　近づくにつれ、押された空気が少女のにおいを運んでくる──


（──え？）


　ぎょっと目を見開いて、口こう吻ふんから先の分かれた舌を出し、ラケルはにおいをとらえなおした。


　少女の顔を確たしかめる。


　──いや、確かに顔に見覚えはない。


　しかし、この、においは──


　混こん乱らんを収おさめる時間を与えず、どんどんと近づいてくる、波がかった青色の髪かみを持つ少女。


　ラケルが凝ぎよう視ししているなかで、その唇くちびるが、声を出さずに、呼んだ。


　ラケルの、『名前』を──二度、三度。


（──まさか？）





「──ラケル！」





　知らない、けれども知っている声。


　驚おどろいているロックの横を目もくれないで通り抜け、いまだラケルの腕をつかんだままだったセラを路ろ傍ぼうの小石とばかりに跳はね飛とばし、藍あい色いろの髪をした少女はラケルに抱だきつき叫さけんだ。


「ラケル！　ラケル！　ラケル！　──あたし、ずっと探してたんだから！」


「──ウィン、ディ？」


　ばた、と後ろに押おし倒たおされ、のしかかられて、近づいてくる、少女の顔。


　ビシッ、と、周囲の空気が凍こおりついた、ような──


「──ちょ、ちょっと！　あんた！　なにやってんのよ！」


　セラの声が響ひびくなか、視し界かいの隅すみで、ミュージィが肩をすくめたのが見えた。








　　　　４．








　テーブルに頰ほお杖づえをつき、日の暮くれた窓の向こうをながめつつ、セラは、心のなかでもう何度目になるかわからない言葉をつぶやいていた。


　──あたし、いったい、なにをやっているんだろう──


『ミュージィの店』に入ってから（扉とびらには『本日休業』の張はり紙がみがされた。つまりこのウィンディとかいう女はミュージィにとって、お店の営業よりも大事な客なのだ）、ずっと繰くり返かえしている言葉。


　──あたしはいったい、なにをやっているんだろう──


　いま、あたしが第一にしなければいけないことは、ラケルに謝あやまることなのに。


　なのにロックのせいでそのチャンスがなくて、しかも今度は、ウィンディ？


　……ラケルと親しそうだったけど、いったい何者なのだろう。


　素す性じようがわからないのはロックもだけど──そもそもロックが勘かん違ちがいさえしなければ、こんなことにはならなかった。


　そうだ、ロックが襲おそってきさえしなければ、ラケルが本当は強いくせに弱いふりをしていた、なんてことを知らずにすんだのだ──そこまで考え、セラは愕がく然ぜんとする。


　自分は、そのことを、知りたくなかったと思っている？


　知らなければよかったと考えている？


　ラケルも、そしてミュージィも、昔のことを話したがらない。


　だからセラは、二人のことをほとんど知らない。


　そして、そのことに、これまで文もん句くをつけたことはなかった。なにしろ怪かい物ぶつ系（とその元恋人）なのだから、過去にひどい目に遭あったり、つらい思いをしているのだろう、そう思い、ラケルがなにか隠かくしているな、と感じても決して追つい及きゆうしたりはせず、興きよう味みのないふりをして、いつか話せるときに話してくれればいい、というスタンスをとっていた。


　その気になったときに、いつでも話してくれればいい、と。


　そのくせに、いざラケルの秘ひ密みつの一部を知ったとたん、知らなければよかった、なんて考えている。


　いつでもいい、なんて態たい度どをとりながら、結局自分にはそれを受け止める用意ができていなかったのだ。相手の秘密を、過去を受け止めるということの、準じゆん備び──覚かく悟ごができていなかった。友人として、秘密を打ち明けてほしい、なんて思いつつ、その秘密を受け止めるということがどういうことか、その実じつわかっていなかった。


　だから、いま、動どう揺ようしている。


　動揺し、それを怒いかりに転てん化かして、ラケルにひどくあたっている──


　きっと、いまの自分の状じよう態たいは、そういうことなのだろう。


　そうだ、ラケルにきちんと謝あやまらないと。八つ当たりみたいな態度をとったことを。


　そして、ちゃんと話を聞かないと。


　心ではそう思うのだが、身体からだがいうことを聞いてくれない。目はラケルをきつくにらみ、足はテーブルの下でラケルの尻尾しつぽをぎゅっと踏ふみ、全身で怒っていることをアピールしている。本当に、悪いと思っているのに。謝あやまりたいと、そしてきちんと理性的に、話をしたいと思っているのに──


　視し線せんを感じて、セラは顔を上げた。


　波打つ海色の髪かみを持つウィンディとかいう女が、ラケルをはさんだ反対側からこちらをじとっとにらんでいた。


　──ラケルとぴったり腕を組み、身体からだをぎゅうっと密みつ着ちやくさせて。


　セラは思わず、踏ふんでいる尻尾しつぽに体重をかけた。


　うっ、といううめきを横から聞いて、ああ、あたしはなにをしているんだと思いつつ、しかし足から力は抜かず、こちらもウィンディをにらみ返す。


　互いに一歩も引かない。


　ウィンディとセラの二人にはさまれて座っているラケルをおもしろそうにながめたのち、──きっとラケルからのＳＯＳ信号を感じているのだろうけど、とくになにをするでもなく──、ミュージィはカウンターの奥へと歩き出した。


「それでは、お茶でも淹いれますね」


　ミュージィの言葉に、すかさずウィンディが口を開く。


「それもいいけどさ、ミュズ、できればサ、ラ、……ラ、ラケルと二人っきりにしてくれない？　本当に、久しぶりの再会なんだし──」


　ミュージィは、嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。


「……つれないことをいいますね。ウィンディ。わたしとだって久しぶりじゃないですか。……それとも、それは命令ですか？　でしたら、わたしはあなたをご主人さまとお呼びして、仰おおせに従したがいますけれど」


「ちちち違うよ？　や、やだなミュズちゃん！　あたしたちは対等！　命令なんてするわけないでしょ！」


　ウィンディはあわてて手を振ふり、微び妙みように顔をしかめたラケルにへへへと笑顔を見せると、次の瞬しゆん間かん笑顔を剝はぎ取とりひたいに縦たてじわを寄せ、今度はセラをねめつけた。


「──で？　あんたは？　ミュズはともかく、なんであんたはここにいるわけ？　あんたはいったいなんなのよ」


　むかっときたセラが答えるより早く、ラケルが口を開く。


「ああ！　そうだ、まだ紹介してなかったよね！　──セラ、彼女はウィンディ、昔の──その、昔組んでいたパーティーの、仲間、なんだ。……でね、ウィンディ、この人はセラ。ええと、その、……いちおう、お友だち──」


　自信なさげにこちらを見るラケルの視線に、セラは胸が痛いたむのを覚える。


　それは手ひどくあたってしまったラケルに対するすまなさと、──友だち、とかいいながら、ラケルたちについてほとんどなにも知らないことに、あらためて気づいた痛み。


　──そうだ、怒ったことを謝あやまって、そして話を聞くんだ、ちゃんと。


　人と人の関係は、ちょっとしたほころびがもとでたやすく壊こわれる。


　アリの穴から堤つつみが崩くずれる、のたとえのとおり、ちょっとした亀き裂れつがたちまち取り返しのつかないものとなる。そのことをセラは知っている。ラケルたちと出会う以前──この世界に『シフト』して、危ういところを助けられ、こちらでの生き方を教わって、でもちょっとした行き違いから悲ひ劇げきが起きて、居い場ば所しよを失ってしまった──過去の記き憶おくが教えてくれる。


　もう二度と、あんな思いはしたくない。


　あんな別れを繰くり返かえしたくない。


　だから亀裂が大きくなる前に、ラケルとちゃんと話さなければ──


「ちょっと、聞いてる？　セラとやら」


「え？　あ、──なによ」


「……だからぁ、あんたは遠えん慮りよして、っていってるの！　そりゃ、ここでのラケルの大事なお友だちなのかもしれないけれどね、いまはほら、『昔からの仲間』で話そうとしているわけよ。久しぶりの再会なわけよ。積つもる話もあるんだし、『新しいお友だち』は、ちょっと席を外はずしてくれない？　ていうかそれが礼れい儀ぎじゃない？」


　──知らない女の言葉が、胸にうつろな穴をうがつ。


「……そ、それは、……できないわ」


「はぁ？　なんでよ」


　なんでって……とセラは思わずラケルを見上げるが、ラケルは視し線せんを合わせようとはせず、ラケルも自分に席を外してほしがっている──そう考えた瞬しゆん間かん目の前に赤がちらつき、気がつくと、セラの口は勝手に言葉をつむいでいた。


「……なんでって、それはあたしが『用よう心じん棒ぼう』だからよ。ええ。この店の用心棒なんだから、あんたみたいな危険なやつと店長さんたちを一緒にしておくわけにはいかないの！」


「……あたしが二人を襲おそうっての？　あんた、バカ？」


「じ、実際、さっきラケルを襲ったじゃない！　押おし倒たおして、あんなところで無理やり──キ、キス、しようとしたりして！　ラケル嫌いやがってたでしょ！」


「あれは、久しぶりだから照てれてただけよ。ね？」


　ねー、とラケルのほうを向いたウィンディに、セラは力いっぱいテーブルをたたく。


「とにかく！　……まじめな話、席を外すつもりはないから。なぜかといえば──なぜかといえば、あんたが危ない人だからよ。あたしは、──知っているから。ラケルと店長さんが隠かくれて暮くらしていること。店長さん、すごいクリエイターなのにスキルを隠しているし、ラケルは、……ラケルだって、……本当は強いのにわざと弱いふりして、その、……目立たないようにしてて、それって、だれかに見つかりたくないから隠れているってことでしょ？　たとえばあんたみたいなやつに」


「わー、よく考えられまちたねー」


「……とにかく、そういうわけだから、危険なことがないように、同席させてもらうわ。なにしろあたしは、この店の、用よう心じん棒ぼう、なんだから。……まぁ、本当は強いラケルがあたしなんか必要ないっていうんだったら別だけど？」


　きっ、とラケルをにらみつける。


　ラケルはぶんぶん首を振ふる。


　その姿にセラはまたも胸が痛いたむ。


　あえてラケルに聞いたのは、返事がわかっていたから。


　ラケルにはこんな状じよう況きようで、自分を追い出すなんてこと、絶対にできないだろうから。


　本当は、セラに退席してほしいのだとしても──


　ていうか『本当』ならこういう場合、自分は退席するべきなのだろう。このウィンディとかいう人は、確たしかに危険な人物には見えないし、『本当に』昔の仲間なんだろうし、だったら聞かれたくない話とかもあるだろうし、『本当は』ここはあたしが引くべきなんだ。ラケルとの話は後あと回まわしにして、ここは自分が引くべき、それが自分の取るべき礼れい儀ぎ、昔の仲間に対してあたしは遠えん慮りよしておくべきで──


（……ここにあたしの居い場ば所しよはない？）


　──なのにあたしは、ここから出られないでいる。


　ちょっとでも離はなれてしまえば、あのときみたいに小さなほころびが大きな亀き裂れつになってしまうような気がして、それが間違っていることを知りながら、この場所から離れられなくて──


　──あたしはいったい、なにをやっているんだろう──





「……あんた、ラケルが好きなの？」





　唐とう突とつに耳に入った言葉の、そのあまりの直球さに、セラは思わずきょとんとし、次いであわてて首を振った。


「な、いきなりなによ！　──ええ、ラケルのこと好きよ。店長さんのこと好きなのと同じくらいにね！　友だちとして！　大事な友だちとして──」


「なに聞いているかはわかってんでしょ？　ガキみたいなこといわないで？」


「──ええ、女として、っていうなら話は別よ。友だちとして、以上の気持ちはないわ。当たり前でしょ！　そりゃ、向こうでは普通の人間なんだろうけど、こちらでは怪かい物ぶつ系、リザードマンなんだから。怪物系が恋愛対たい象しようになんかなるはずないでしょう！」


　いってしまってから、後こう悔かいする。


　ラケルの顔を見られずに、セラはうつむき、思う。


　──自分はいま、ひどいことをいってしまった。


　本当は、そうは思っていないのに。


　恋かどうかはともかく、少なくとも、そういう対たい象しようにならないわけでは決してないのに──


　ウィンディは、うつむいたセラの様子をじっとながめていたが、やがてラケルの顔に視し線せんを移し、ため息をついた。


　声のトーンがわずかに変わって──


「……まぁ、いいわ。こういうときは、あたしが大人にならなきゃね。別に、今日きようにはじまったことでもないし」


「は？」


「ごめんねラケル。あなたとの話は、あと。まずは、セラとやら、あんたと話さないとね？　危険人物、みたいな誤ご解かいを解といておかないと、二人っきりにもなれないようだし。……で、なにかあたしに聞きたいことはある？」


　いかにも挑ちよう発はつ的てきなものいいに、セラは顔を上げ、ウィンディと視線を合わせた。


　──聞きたいこと？


　正直、聞きたいことはたくさんある。


　だけど、あたしにその準じゆん備びはあるのか？


　ラケルの秘ひ密みつのほんのわずかを知っただけで、こんなに取とり乱みだしてしまっているのに──


　しかし心の逡しゆん巡じゆんも空むなしく、セラの唇くちびるは勝手に質問していた。


　たぶん、この女を見たときから、ずっと聞きたかったことを。


「──あんた、いったい、ラケルのなんなの？」


「恋人」


　あっさりと、あまりにもあっさりと返ってきた言葉にかえって気が抜けて、脱力し、深く椅い子すに沈しずみこむ。


　そうではないかと思っていた。


　なにしろこんなにベタベタしているのだ（店に入ってからずっと、組んだ腕を放はなしていない）、思い当たらないほうが不ふ思し議ぎというもの。


　気がつくとラケルの尻尾しつぽをぐりぐりしていて、セラははぁ、とため息をつく。


「……つまり、やっぱり、昔の恋人が、追いかけてきたっていうことね」


「ちょっと待って？　聞き捨てならないんだけど。昔の、ってなに？　いまだってそのつもりだけど？」


「……は？　いや、状じよう況きようを認めたくないのはわかるけど、あんた、……いわば捨てられたわけでしょう？　そんで追いかけてきたんでしょ？　みっともないわよ、そういうの」


「……このガキ」


　なにかいいかけた少女を無視し、ええと、とセラはラケルを見る。ちょっとジト目で。


「じゃあ、やっぱり、ラケルたちが隠かくれていたのって、昔の恋人から逃にげていたから？　この人があんまりしつこかったから、とか？」


「だから！　別れてない！　終わってないっての！」


「……それはあんたがそう思っているだけでしょう？　だいたい、ラケルには──」


「…………ラケルには、なに？」


　──セラは、唇くちびるを、閉じた。


　店長さん、って恋人がいたんだから、といいかけたのを止めたのは、もしかして秘ひ密みつなのかもと思ったから。


　そうだ、ラケルと店長さんは、もしかして、このウィンディという女から『駆かけ落おち』をしてきたのかも。たとえば、このウィンディという女、この世界ではすごい権力者で、ラケルはその恋人、店長さんはその使用人とかで（さっきのミュージィとウィンディの会話はいかにもそれっぽかった）、禁断の恋に落ちた、とか。だからこの女は、二人のことを知らないで、いまだに──


　そ、それだったら、隠かくれていたことの説明が、つく……のかな？


　ひとりで考えこんでいるセラに、


「──なに考えているのか知らないけど、たぶん外はずれているわよ」


　ふん、と鼻を鳴らすと、ウィンディはラケルを見上げた。


「ねぇ、サ、ラケル。教えて？　あなたはあたしを、捨てたの？」


「……いや、あの……」


「あなたが疲つかれていたのは知っている。『みんな』のために、わざと負けて、でも結局なにも変わらず──絶望してしまったのも。だからあたしたちはみんな、あなたが消えたとき、無理には追わなかった。あなたには休みが必要だと思ったから。……でも、なに？　みんなの──『仲間』のこと、捨てたかったの？　終わらせたかったの？　ねぇ、あたしの目を見ていえる？　そんなこと」


　じっ、と見つめてくる少女の瞳ひとみに、ラケルは視し線せんをそらした。


　思わず口をはさむセラ。


「ねぇ、ラケル、……それはやさしさじゃないよ。こういうときははっきりいってやらないと、結局お互い傷きずつくよ。だれのためにもならないよ」


「……なによこのお高い乙女おとめチックは。どこのドラマのセリフよ。……あんたみたいなガキにはわからないの。あたしたちの……『仲間』のことは」


　だいたいね、とウィンディは初めて組んでいた手を放はなし、ラケルの腕をこぶしでたたいた。


「だいたいねぇ、こいつには、あたしらを捨てる権利はないの！　そうよね？　ラケル」


「権利って……恋って、そんなもんじゃないでしょう？　たとえ結婚してたって、神さまの前で誓ちかってたって、終わるときには終わるものなの！　そしてあんたとは終わったの！」


「うわ、こわ。なんでそんなん、他人のあんたにわかるのよ」


「わかるわよ！　だって、ラケルには──」


　無む意い識しきにミュージィに視し線せんを走らせて（給きゆう仕じを終えたミュージィは、ラケルの正面に座っていた）、続けられずに口ごもる。


　しかしセラの視線で気づいたか、ウィンディはくすりと笑い、いった。


「……もしかして、ミュージィのこと？」


「ええ？　知ってるの？　あ、うそ、カマかけた？」


　あわてるセラに、ウィンディは首を振ふった。


「別にカマかけなくても、知っているわよ。そのことなら。あたしたちが一緒にいたときから、二人はそうだったんだから」


「……ああ。そうなんだ。だったら、……は？」


　セラは目をしばたたかせた。


　ウィンディの言葉がうまく理解できず、答えを求めるかのように、ラケルを見る。


　ラケルはきまり悪そうに、ぺろぺろとお茶を飲んでいる──その態たい度どが妙みように気に障さわる。どこかあきらめているみたいな──開き直っているような。続いてミュージィに視線を送るが、こちらは明らかにおもしろがっていることを隠かくしていない表情で、逆に見つめ返され思わず視線を外はずしてしまう（もっとも彼女の瞳ひとみは包ほう帯たいの下に隠されていて見えないが）。


　考えるのを放ほう棄きして、セラはたずねた。


「……いったい、いまのは、どういう、意味？」


「だからぁ、……あんたなかなかかわいい思し考こうをするみたいだから、こういえばわかりやすい？　あたしたちはね、『恋人』というより、『愛人』なの」


　──はぁ？


「……そ、それって、ラ、ラケルが、二ふた股またをかけていたってこと？」


「あいにくだけど、桁けたが違うわ」


「け、桁が──って違うのそこなの？」


「ああ、二股をかけるってのも違うわね。──だから、『恋人』ではなく、『愛人』。わからない？」


　──わからない？


　わからない、だって？


　そんなのわかるわけがない──


「う、うそよ、そんなの」声がうわずり、自分のものと思えない。「……ラ、ラケルは、純じゆん情じようなんだから、愛人、なんて、……そ、そんなこと、するわけない。できるわけが──」


「純情？　……まぁそうね。ある意味確たしかに純じゆん粋すいよね。でもそのことを、あんたが知っているとは思えないけど？」


　口を開くが、言葉は出てこなかった。


　まるで、自分の口ではないかのように、唇くちびるがきちんと動いてくれない。


　──確たしかに、ラケルのことをよく知っているとはとてもいえないだろう。


　でも、いつもの、たとえばちょっと太ももを見せただけで恥はずかしがるようなラケルが、二ふた股またなんて、桁けたが違うなんて、愛人だなんて、そんな──


　──それともそれも、うそなの？


『強さ』を隠かくしていたように、純じゆん情じようそうなふりをしてあたしをだましていたの？


（……うそだ、ラケルが、そんな、そんなの、絶対に、それこそ、うそだ──）


　ウィンディをにらみつけ、セラは、吐はき捨すてた。


「そんなの、うそよ」


「……まぁ、別にいいけどね？」


「──なによ、そのいいぐさ。そうよ、うそだよ。こ、こんなこというのはアレだけど、ラケル、モテるタイプじゃないもん！　顔がアレ、怪かい物ぶつ系だし──そうでしょう？　それなのに、そんなにモテるはずがない。愛人なんて、それもそんなにたくさんなんて、できるはずがない！」


　しぼり出すようなセラの言葉に、笑ってうなずくウィンディ。


「そうね、確かにモテる外見じゃない。ていうかむしろ毛け嫌ぎらいされる怪物系。それがどういうことだかわかる？　モテない怪物がどうやれば、女を手に入れられるのか？　教えてあげようか？　あたしとサラのなれ初そめ……ううん、それよりミュズがいいかな？　いい？　ミュズはね、もともとあたしたちの──」


「ウィンディ。お茶が冷めますよ？」


　ミュージィが、白いクロスのかかったテーブルに、口もとに運んでいたカップをとん、と置いた。


　同時にウィンディの言葉が止まる。


　包ほう帯たい型のペルソナに隠された目でウィンディをじっと見つめ、ミュージィは微笑ほほえんだ。


「……それと、わたしの話については、ウィンディ、いずれわたしが自分の口から話します。なにしろわたしの話なのですから。出番を取らないでくださいな？」


「…………ごめん」


　静せい寂じやくが、降りた。


　沈ちん黙もくは、話されなかった物語への想そう像ぞうを呼び、セラは思い出す。


『吹雪ふぶき野の』に店長さんを助けに行ったとき、確かにラケルはいっていた。


　ラケルとミュージィは正確には、恋人同士ではなかったと。


　ラケルが甘えていただけだったと。


　──表現こそ穏おだやかだが、それは、つまり──そういうことなのか？


　世界から音が完全に消え、セラはただただ、ラケルを見つめる。


　長身の、ヘビともトカゲともつかない顔を。


　緑のうろこに包まれた、人間のものではない瞳ひとみ。


　温あたたかい血の通かよっていないような、自分たちとは異質の、姿──


　胸がどきどきと、激しく鼓こ動どうしはじめる。


　周囲の音が聞こえないなか、動どう悸きだけがどんどんと、大きく胸を打ち鳴らす。


　息苦しい。


　なにかがのどをのぼってくる。


　いままでラケルに、こんなこと、感じたりはしなかった。


　ラケル相手に、こんな気分になったりしたことはなかった。


　──ここにいるのは、だれ？


　本当に、ラケルなの？


　あたしの知っているラケルはどこにいったの？　──ううん、そもそも、あたしが知っていたラケル、なんて、本当に存在していたの──？


（──全部、全部うそだったの？　弱いラケルも、純じゆん情じようなラケルも、あたしが知っていたラケルは、全部──）


　ラケルはなにもいわず、視し線せんを合わせようともしない。


　まるでその場に、セラなど存在しないかのように。


　──なにか、なにか、話を──








　──バタン、と音を立て、『ミュージィの店』のドアが開いた。


　セラはびくっと身体からだを震ふるわせ、ドアを見た。


　驚おどろきと、一いち縷るの期待をこめて。なんでもいい、助けの船でも現れないかと。


　扉とびらから入ってきたのは、この町の町長を務つとめるオラナクドさんと、先ほど出会ったばかりのクリエイター・ロック。


「すいません、ミュージィさん、ラケルさんを──あ！」


　入るなりしゃべりだした恰かつ幅ぷくのいい、昔風の片眼鏡モノクル型ペルソナをつけた町長は、ラケルの姿を認みとめて安あん堵どの表情を浮かべ、ついで心配そうな顔になった。


「……あの、もしかして、なにか大事なお話中でしたか？」


　しどろもどろに答えるラケル。


「あ、いや、うん、その。……いったい、どうしたんスか？」


　ええ、それがですね、ととことこ歩いてくる町長に、ロックが続く。


　やっほー、と手を振ふっているロックを無視し、町長をながめ、セラはなんとなくほっとした。


　人を安心させる雰ふん囲い気きを持つ『オーク横よこ町ちよう』の町長は、なにか驚おどろくことでもあったのだろう、顔が変身しかけてブタ鼻になっている。


　ハウスオーナーであると同時にワーピッグである町長はとてもいい人で、戦ったり商売したりして生きるのが苦手なクリエイターやハウスオーナーたちにただ同然の値段で土地と食しよく糧りようを供きよう給きゆうし、怪かい物ぶつ系のラケルでさえも、追い出さず町にいさせてやっている。


　今日きようび、怪物系が暮くらすことを認みとめている町なんてそうそうないことを考えると、この町長は本当によくできた人で──


（……？）


　町長はラケルの前に立つと、ハンカチで汗を拭ふきながら、いった。


「実はですね、この方、ロックさんとおっしゃいまして、爆ばく弾だんをつくり出せるクリエイターなんだそうですが」


「ええ。知ってます。さっき会いました」


「ああそうですか。じゃあ彼のスキルも知っていますね！　でしたら話が早い。実は彼、この町に住みたいとおっしゃってまして──」


　またも、やほー、とアピールしてくるロックを無視し、セラは立ち上がり、町長のもとに詰つめ寄より、たずねた。


「……待ってください、町長」


「おや、セラさん。どうしました？」


「……なんでそんなこと、わざわざラケルにいうんですか？」


　は？　と町長が怪け訝げんな顔になる。


「ですから、この方がこの町に受け入れてほしいとおっしゃってまして、しかしこの方、戦う力を持っていますから、こういう場合、うちのような弱い町はいろいろと考えることがありまして、慎しん重ちようの上にも慎重を重ね、それこそ石橋をたたいて渡るかのごとく──」


「だから、なんでそのことで、わざわざラケルにおうかがいを立てるの？」


　町長は、はっとした顔になった。


　あわてたように手を振ふって、言いい訳わけじみた言葉を続ける。


「いえ！　それはもちろん、民主主義的に、ラケルさんだけではなく、この町の住人みなさん全員に意見をうかがいますとも。それで、たまたまこの店に来たらラケルさんがいましたから、たまたま最初に──」


　町長の言葉をみなまで聞かず、セラは声を張はり上あげた。


「うそ！　ラケルを呼んでもらおうと、店長さんのところに来たんでしょう！　……そうだよ、あたしのときもそうだった。ラケルの一言で、あたし、この町に住めるようになって、──あのときは深く考えなかったけど──


　──ラケル、本当は、えらいんだ。この町で、もしかしたら、町長さんよりも──」


　目の前が赤くなっていく。


　心臓が激はげしく躍おどりだし、胸が締しめつけられていく。


　めまいがし、ふらりとよろけて、差し出されたロックの手を振ふり払はらい、セラはラケルに向き直った。


「……ハハ。あたし、バカだよね」


　なにも答えないトカゲ男に、自じ嘲ちようの笑えみを浮かべて続ける。


「あたし、ずっと、思いこんでた。ラケルは弱いんだって。怖こわい外見していても、戦うことなんてできなくて、だからやさしい人たちがいるこの町に、隠かくれるようにして住んでいるんだって。


　……でも、違ったんだ。


　本当はラケル、すごく、すっごく強かったんだ。この町に受け入れてもらえたんじゃなくて、最初から、この町で一番えらかったんだ。お、女の子の、こととかも──」


　──それなのに。


　あたしはラケルは弱いとばかり決めつけて、この町はやさしいんだと思いこみ、町唯ゆい一いつの戦士職しよくとして、そんなラケルを、店長さんを、この町を守るんだってひとり空から回まわっていて、自分が役に立てると思い、居い場ば所しよを見つけたと思い、みんなを守っていけるよう、強くなるんだとはりきって、毎日修しゆ行ぎようばかりして──


　本当は、ラケルは強かったのに。


　だれにも──あたしにも──守られる必要なんてないぐらい。


　ただただ、あたしはだまされていて──


　涙が出そうになるのをこらえ、セラはきっ、とラケルをにらむ。


　顔を合わせようとしないラケルの、その向こうにはウィンディ──


　我が慢まんしきれず急きゆう激げきに涙がこみ上げてきて、なにもいえずに顔をそむけ、背を向ける。


　心のなかで繰くり返かえしつつ。


　──泣くな、泣くな、泣くもんか、こんなところで、こんなやつらの、ずっとあたしをだましていたやつらなんかの、前で──


（──居場所なんて、最初から、なかった──）


「──セラ、さん」


　ミュージィに、こちらの世界での名を呼ばれ。


　セラは、涙るい腺せんが決けつ壊かいするのを感じ、ドアに向かって走り出した。


　夜のとばりがおりた、外へ。


　バタン、と大きな音を立て、扉とびらが閉まる──


「あ、あの……」


　おずおずとたずねてくる町長に、ラケルは何事もなかったかのように、たったいま扉を閉めて大きな音を立てたのは単なる風だとでもいうように、態たい度どを変えず、応こたえた。


「──ああ、うん。おれはいいですよ。みんなの意見に従したがうから」


　しかし……といいかける町長を押しのけ、ロックがラケルの前に立つ。


「おい！　あんた！」


「……なんだよ」


　ロックはじっとラケルを見やり──ほとんどにらみつけていたが、やがてふう、と息を吐はく。


「……おれがあんたなら、こんなところに澄すまして座っておらんと、彼女を追いかけていくけどな？」


「……あいにくおれはあんたじゃない」


「まぁな。……んで、おれもあんたやないし」


　ロックはきびすを返した。


　たったいま入ってきたばかりの扉とびらから、外へと出て行く。


　扉が閉まると同時に、走り出す音。


　そのあとを、ぺこぺこと頭を下げながら、町長が退出する。


　ウィンディが口を開いた。


「さぁ！　これで邪じや魔ま者ものは──」


「追いかけなくていいのですか？」


　ウィンディを押しのけてのミュージィの質問に、ラケルは疲つかれた笑えみを浮かべた。


「……追いかけて、どうするの？　この強さにものをいわせて、無理やり連つれもどす？　昔みたいなやり方で？


　──セラが知ったのは、全部本当のことだ。だから、しかたないよ」


「──しかたない、ですか。しかたない、わけですか。こうなることは予よ想そうしていた、とでもいいたげですね」


「……」


「──では、逃にげますか？」


　感情のこもらない言葉に、ラケルは思わず顔を上げ、ミュージィを見た。


　ラケルの視し線せんを受け止めて、ミュージィは、微笑ほほえんだ。


　顔の上半分を包ほう帯たい型のペルソナに隠かくしているためか、その笑みには想そう像ぞう力りよくをざわめかせる一種異様な迫力がある。


　能のう面めんを思わせる笑みを浮かべて、ミュージィは、いった。


「『ファミリー』から逃げたときのように、もう一度、ここから逃げ出しますか？　そうですね、ウィンディにも見つかってしまいましたし、もう一度遁とん走そうしましょうか。今度こそ見つからないように、痕こん跡せきを残さぬようこの町すべてを焼やき尽つくし、ウィンディにも当分再さい起き不ふ能のうになってもらって」


「ミュズ？　ちょっと？　……サ、ラ、じゃなくて、ラケル──？」


「……」


「ラケル。前の名を捨て、ここに来たのはなんのためですか？　ただただ逃にげるためですか？　もう一度、新しい自分となってやり直すためではなかったんですか？　結局──」


「──うるさい！」


　たたきつけるように言葉を放はなち、ラケルはそのままテーブルに突つっ伏ぷした。


　もうこれ以上なにも聞きたくないことを、この席を立つ気はないことを、身体からだ全体で表現してみせる。


　そんなラケルに小さくため息をつくと、ミュージィは独ひとり言ごとのように、つぶやいた。


「……まぁ、自じ業ごう自じ得とくなんでしょうけどね。過去が負い目になるというのは」


「……」


「過去は──犯おかした罪つみというものは、振ふり払はらえるものではないですから。やっぱり。たとえ吹ふっ切きれたと思っても、忘れたころにやってくる」


「なんであたしを見るのよ」


「別に」


　──二人の会話を聞きつつ、ラケルは考える。


　セラのこと──そしてたったいまミュージィにいわれたことを。


　──過去という負い目を持つ自分には、セラを止める権利はもちろん、嫌きらわれたくない、なんて願う権利すらない、だからしかたない──そう思うのは逃げなのだろうか。


　でもだからって、こんな自分になにができる？


　言いい訳わけなんかしようもなく、セラをだましていたのは本当なのに。


　──泣いていたのだろうか、セラは。


　あのロックとかいうクリエイターは、セラを追いかけていったんだろうか。


　はたしてセラに追いついたか？　見つけられたか？


　あいつ、やけにセラを口く説どいていて、セラも、強く否定はしてなくて──


　──あの二人──


　ラケルは、ひときわ強く頭をテーブルに打ちつけた。


　自分には、追いかける資格などないと思いつつ──








　──そしてラケルの想そう像ぞうどおり。


　ロックはセラに追いついていた。








　　　　５．








　月のきれいな晩だった。


　あとで思い出し、きっと、セラは恥はずかしく思うのだろう。その夜のことを。


　おとなげなく、ラケルに怒いかりをぶつけたことを。


　ウィンディと名乗った女とラケルたちの『旧友との久しぶりの再会』に無理やり参加しようとしたことを──そして結局、かんしゃくを起こしてその場から飛び出してしまったことを。


　あとで思い出し、きっと恥ずかしがるのだろう。


　──そのあとのロックとのことも。


　ロックが現れたとき、セラは金色に輝かがやく月を背景に、この町に足を踏ふみ入いれた者が門の次に見ることになる噴ふん水すいのへりに腰こし掛かけて、顔を洗っていた。


　ごしごしと顔をぬぐっていたセラに、ロックはそっと近づいていく。


　顔を上げ、ちらっとロックを一いち瞥べつし、ぷい、とセラは顔をそむけた。


「……なによ。悪いけどいまはほっといてくれる？」


「いやまぁ、そういわんと」


「いいからほっといて！　あんたには関係ないでしょう！」


「いやいやいや。なんか、……おれの勘かん違ちがいが発ほつ端たんみたいやし……」


　ロックの言葉に、セラは心のどこかで自分がそう考えていたことに、気づく。


　ロックさえ現れなければきっと、こんなことにはなっていなくて、あたしはここに居い場ば所しよがあると信じていられて、この男さえ現れなかったら、きっと──


「……別に、あんたのせいじゃない。……あたしが気づくの遅かっただけで、むしろ、あたしがピエロだったことを気づかせてくれた、恩人？」


「……ピエロて。きっついなぁ。……で、なにがあったん？」


　自分がロックを、親の敵かたきのように感じているのを自覚して、苛いら立だちが増ます。


　ロックと、そして自分に対して。


　押おし黙だまったままのセラに、ロックはぽりぽりと頭をかいた。


「まぁ、たぶん、なにがあったにしろ、あんたのほうが正しいんやろな」


「……どういう意味よ」


　問いには答えず、ロックはセラの隣となりに腰掛ける。


　置かれてある、月光の下では白色に見えるコップの一つを手にとって、客人のために用意されているそれをためつすがめつながめつつ、ロックは、いった。


「……あんた、こちらの世界で、まだ、『殺した』こと、ないやろ」


「……」


「……ま、まぁ、『殺し』いうても、ホンマに『殺す』わけやないけどな。本当に死ぬわけやなくて、ただこちらの世界に来られんようになって、こちらのこともすっかり忘れてしまうとか、──あと、夢を見んようになるとかいうけど、どうなんかな？　とにかく、……本当に殺してしまうわけやない。高レベルの魔ま法ほうには蘇そ生せいの魔法もあるとか聞くし、結局のところ、こちらでの『死』はその程度のしろもん、ある種の演技、ゲームみたいなもんやから。だから本当の『殺人』ってわけやなくて──


　……あかんな。やっぱり、これについては、なんか冷れい静せいにいかんなぁ」


　頭をかいたロックに、セラはおずおずと、聞いた。


「……あんた、は、その……」


「おれ？　……おれはまぁ、売りは戦えるクリエイターやし？　ぼちぼちな。そうせんと守れんもんもたくさんあったし、なめられたら用よう心じん棒ぼうなんてできんし。この世界でそれはしかたないと思うから、これからだってやっぱり、それは変わらんと思う。


　──お姫さまには、ちょっと引く話やったかな」


「そ、そんなことないわよ。あたしだって、わかってるし──」


　ロックは首を振ふった。


「でも、やっぱりショックを受けたやろ？　それはな、あんたが『正しい』からや。んでな、こういうこと冷静に話せんのは、おれに『負い目』があるからや。まだないなら、覚えとけ。『殺し』はな、どんなにしかたないと思っても、正しいと思いこんでも、心に『負い目』をつくる。たとえ本当の殺しじゃなくても、自分にそういい聞かせても、それはどんどんたまっていって、──気がつくと、あんたみたいなお姫さんの目をまともに見るのがつらいようになる」


「……あたしは……別に……」


　口を開いたセラを、ロックは手を振りさえぎった。


「いや、あんたがどうとかいうんじゃないんや。なんつうか……ほら、女の子にはわからんかな？　エロ話ができる友だちとできん友だちがいる、つうか。たぶんエッチなことなんて知らんのやろなー、とか思うと、その子の前でその手の話はしにくくなる、みたいな」


「……あんた、さっきは平気であたしにエッチな会話してきたじゃない」


「だからたとえ話や。つうかあの程度がエッチな会話て、ホンマはあんな程度やないで？　まぁそれはおいといて、とにかく、良くも悪くも、あんたはきれいすぎるんや。そしてそういうやつには、……おれらみたいな『負い目』があるやつは、話しにくいんやな、これが」


「……」


「だからまぁ、折れるんなら、上にいるあんたのほうから折れてやらんと。なにがあったか知らんけど、あのトカゲさんにもチャンスをやりや。……ようわからんけど、あんた、だまされた思て怒っているんやろうけど、だれだって、人にいえない秘ひ密みつの一つや二つ、あるやろ？　きれいごとだけじゃ生きていけんことくらい、姫さまみたいなあんたかて、わかるはずや。ラケルさんやって、好きでだまっとったわけでも、隠かくしてたわけでもないはずで、もしかしたら、いつかいおうと思てたかもしれん。ウィンディさんに先さき越こされてしまわんかったら、自分で話していたかもしれん。本当は話したくて話したくて、でもあんたがきれいすぎてできんかったのかもしれん。嫌きらわれたくなかったのかもしれん──そのへんのことを汲くみ取とってやって、──あんたのほうからチャンスをやらんと。


　……な？　せめて話ぐらいは聞いてやらんと、このままじゃどちらも後あと味あじ悪いで？」


　黙もくしたまま、セラはじっと、月明かりの下、噴ふん水すいに映うつった自分の顔を見る。


　片方の目にアイパッチをつけ、一方の目だけで見返してくる、ペルソナをつけた自分の姿。


　ペルソナ──


「……あたしは、別に、だいたい、本当にあたしは──乙女おとめチックなのかもしれないけど、……お姫さまとか、きれいとか、そんなふうに、思われるの、いや……」


「……」


「……そう、頭では、わかってる。きっと、あんたがいうのが正しくて、あたしは心が狭せまいのかも。……でも、だけど、だけど納なつ得とくできないの！　なんか、もうなにに怒っているのかも、なにがつらいのかもわからないけど、とにかく、くやしくて、つらくて、納得できないの！　頭じゃなくて、身体からだが！　わかっているのに──


　だいたいなによ！　きれいすぎるって！　だったらどうしろっていうの？　ヒトを殺せとでもいうの？　ヒトを殺したことのない、あたしが悪いっていうの！


　──ええ、そうよ、どうせあたしが子供なのよ！　なにも知らない、きれいごとばかりのお姫さま！」


　わかっている。あたしが勝手にテンパっているだけ。


　でも、そんなの、どうしようもないじゃない──


「……ま、いうてもしょうのないことか」


　わかってたって納得できるかは別やしな、とロックは、笑った。


　ロックの言葉に少しだけ、セラは、心が軽くなるのを感じる。そして思う。自分が子供なのだとしたら、ロックは大人なんだなと。きっと自分より、ずっと大人で、やさしくて、わかっていて──


　──相手を、傷きずつけない。


　それにくらべて自分は──


「──で？」


　ロックはよいしょと立ち上がり、セラの前に立ち、たずねた。


「……で、って、……なにが？」


「いや、だから、いつまでここにこうしてるん？　いくら町のなかとはいえ、こちらの世界で夜に外に出てるのはあんまよくないと思うで。ラケルさんとこに行かんのなら、帰ったほうがええんとちゃう？」


「……」


「いやいやいや。帰るんなら男として、しっかり送っていかんと。変質者に襲おそわれんよう。んでもって家のドアの前で、コーヒーの一杯でもと。いやいやトイレを貸してくださいと……ああ終電が！　台風が！」


「……あんた、まだあきらめてなかったの？」


　ロックは不ふ敵てきに笑った。


「当然。……ていうか、まじめな話……どう？　こういうときこそ、だれかの『ぬくもり』ほしくならん？」


「そ、そんなの、知らないわよ」


「でも、ほんとの話、いま帰ってベッド入ったら、つらくてつらくてしょうがなくなるんちゃう？　このままじゃ寝ねられんやろうし、寝ても『シフト』できんやろし、やったらいまこそ一発……ていうか、おお、おれ！　まさにいまこそ狙ねらい目めやん！　傷しよう心しんした女の子って『ぬくもり』に弱いとこあるし、ここでなにもかも包みこむようなやさしさを示しめし、なぐさめ、うまいこと持っていけば──」


「……口に出していること、気づいてる？」


「うわ！　しもた！　でも考えようによっては手間がはぶけた！　つうわけでいまこそ、どかな。別に自じ慢まんやないけど、いいもんやで、温あたたかいで、人の身体からだって」


「……あんたね……」


　──めげないロックの誘さそい言葉に、思わず吹ふき出だして。


　セラは再び水みな面もに顔を映うつし、自分でもやけに穏おだやかに見える表情を見つめつつ、たずねた。


　どちらかといえばロックにではなく、自分に問いかけるように。


「……ていうかさ、よくわからないんだけど、あんた、本当に、本気なの？」


「うわ。きつ。当たり前やん。こんだけはっきり口く説どいてんのにぜんぜん伝わっとらんのかい」


「……いや、だって……なんかさ、そういうポーズなのかなって。……だいたい、……そんなに、あたしと、……その、したいわけ？」


「ああしたいさ。したいね。したいっちゅーねん」


「……だから、なんでよ。なんであたしなの。店長さんとか見たでしょう？　あの人もいま、フリー？　だよ？」


「ああ、あの人も美人さんやったな。でもおれが抱だきたいのは、他ほかのだれでもない、あんたや」


　──他ほかのだれでもない、あたし。


　セラは、笑う。


　この家も家族も用意されていないひとりぼっちの世界では、だれもが居い場ば所しよをほしいと願う。


　自分もずっとだれかに、そういわれたい、と思っていた。


　夢む想そうしていた。乙女おとめのように。


　お姫さまのように。


　──けれどさすがに、こういう告白は予よ想そうしていなかったし、理り想そうともかなり違っている。


「……でも、ええ、あんたのいうとおり、あたしは生き真ま面じ目めで、えらそうな、世間知らずの『お姫さま』よ。……そんなあたしのどこがいいわけ？　後こう学がくのために教えてくれる？」


「お？　ほめられたいん？　いい傾けい向こうや。えとな、まず──」


「──正直に、ね。──ううん、あたしが納なつ得とくできるように、お願い」


　ロックはセラの瞳ひとみを見つめ、ううむ、と考えこむ素そ振ぶりを見せた。


　やがて、肩をすくめ、降こう参さん、というふうに両手を上げる。


「わかった。ほな正直にぶっちゃけよう。──ぶっちゃけるとな、あんた、おれが昔知っていたやつに似てるんや。そいつもけっこう夢想家でな……」


「うわ、ロマンチックな設定──本当に？」


「これはほんまに本当」


「その人も、お姫さまチック、だったわけ？」


「いや、そいつは──とにかく、あんたにそいつが重なって──」


　ロックの目が、真しん剣けんになった。


　両手を伸のばし、逃にがさない、とでもいうようにセラの両肩をつかみ、顔を近づける。


「正直いうとな、抱だきたい、というよりなんか、──汚よごしたい」


「……」


「お姫さまみたいなこというあんたが、おれの下でどんなふうになるんか見てみたい。乙女おとめみたいな考えしているあんたが、それを知ることでどうなるか。『負い目』のない『正しい』あんたは、やっぱり、自分が汚れたと思うのか。そう感じることでどうなるか──


　──おれの手であんたを、思いっきり、汚けがしてやりたい──」


　──うわぁ、とセラは息を吐はく。


　手を伸ばし、近づいていたロックの身体からだを押おし離はなす。


　それほど力はこめなかったが、抵てい抗こうはなく、ロックはあっさり離れた。


　あらためてロックと距きよ離りをとると、セラは首を振ふり、笑った。


「なんかぜんぜん、誘さそわれている気がしないんだけど？」


「正直にいえ、いうたやん。……いやもちろん、一緒に気持ちよくなりたい、温あたたかくてやわらかいもんと一緒にまるまって、ぬくぬくしたい、っていうのもあるで？　それは当然。でもあんた、『初めて』やろうし、夢見る乙女おとめチックやし、そう思うと、やっぱり──汚けがしたい、侵しん略りやくしたい、が先にくるなぁ。……なんつうか、男の浪漫ロマン？」


「……どう聞いても口く説どかれている気にならないなぁ。そんなんでＯＫする女がいるの？」


「どうやろ。いるかも」


「……いや、いないでしょ」


　──はたしてそうだろうか。


　さっき、息がかかるほど近くからロックに瞳ひとみを見つめられたとき、背中がぞくっとしなかったか？　それは本当に嫌けん悪おだったか？


　セラはロックの、こちらを見つめてくる二つの瞳から視し線せんをそらし、いった。


「でもね、……あいにくあんたが勝手にいっているだけで、あたしは別にお姫さまじゃないし、そんな純じゆん粋すいってわけでもないよ？　……その、エッチなことだって、興きよう味みないわけじゃないし……なんかがっかりするんじゃない？　別にそういうこと、したって、平気だし、あたしは別に、汚れた、とか思わないし、きっと、──なにも変わらないんだから」


「んじゃ、いいやん。断ことわる理由はないやろ？」


　断る理由はない？


　目の前にいるのは別に好きでもない、まぁ、少しはかっこいいかもしれないけれど、会ったばかりのほとんど他人で、しかもあたしを好きというより汚したいとか気持ちよくなりたいとかそういう理由で口説いてくるやつで、これから先も正直恋人同士にはならないだろう相手で、それなのに、──断る理由はない？


「……そうね」


　かすかにゆがんだセラの表情になにを見たか、ロックは手を伸のばし、セラの肩に手を置いた。


　引き寄せて、そのままそっと、抱だきしめる。


　一いつ瞬しゆん抵てい抗こうしたセラだったが、すぐに身体からだの力が抜ける。


　ポケットが多いごつごつしたベストの隙すき間まから、引ひき締しまった肉体の感かん触しよくと、そして体温がしみてきて、ふと、セラは思い出す。


　──この世界に初めて『シフト』してきたとき、助けてくれた戦士の人は泣きじゃくるあたしを抱きしめてくれた。


　──その人たちに置き去りにされ、行く当てもなく自じ暴ぼう自じ棄きになっていたあたしを、次に抱きしめてくれたのはラケルで、見た目からは想そう像ぞうできないうろこの感触のやさしさに、驚おどろいた。


　そして三回目となるこの抱ほう擁ようは──


　な？　と声が、笑う。


「ほら、これって──温あたたかい、やろ？」


「……う、ん」


　そう、とても、温あたたかい。


　自分が本当に、そういうものに飢うえていたことに、気づく。


　居い場ば所しよって、きっと、こういう、温かいもの。


　なぜか涙が出そうになり、思わずロックの胸に顔を押しつけた、そのとき──


　──物音が、聞こえた。


　セラはびくっと顔を上げ、急いでロックから離はなれ、音がしたほうを見た。


　広場の向こうは夜の影かげ、なにも見えない。


　それでもセラは、──一いち縷るの希望をこめて、呼びかける。


「……………………ラケル？」


　──しばらくして。


　足音を立てず、その人影は、夜の闇やみから月明かりの下へ現れた。


　トカゲの頭と、うろこに包まれた身体からだを持つ、怪かい物ぶつ系──ラケル。


　ラケルはきまり悪げに、顔はこちらに向けても視し線せんは合わさず立っている。


　押おし黙だまったままの相手に業ごうを煮にやして、セラは噴ふん水すいのへりから立ち上がった。


「……なによ」


「……い、いや、あ、あの、その……」


　うつむいて、あくまで視線を合わそうとせず、立っている。


　どもりつつ、それ以上のことをいおうともせず、ただただ、突つっ立たったまま。


　ロックと抱だき合あっている姿は見たのだろうし、いつ来たのかは知らないが、耳のいいラケルのことだ、会話もけっこう聞こえていただろうに──ただ、立っている。


　なぜかそれに腹が立ち。


　きぃん、という、ひたいになにかが集まってくるような、立ちくらみに似た感かん覚かくに襲おそわれて、セラはきっ、とラケルをにらみつけ、いった。


「なに？　用があるならいいなさいよ」


「……い、いや、その……」


「なによ。はっきりしないわね。大事な用じゃないんなら明日あしたにしてくれる？　あたしたち、もう帰るから」


「……え？」


　ぎょっとしたラケルにかまわずセラはさっさと歩き出し、すぐに振ふり返かえり、所しよ在ざい無なさげに腕を組んでいたロックを呼んだ。


「なに突っ立っているのよロック。置いていくわよ？」


「へい？」


「あ、そうだ。ラケル。店長さんに伝えといて。宿やど──ロックの部屋は用意しなくていいって。この人、今日きようはうちに泊まるから」


　──目を丸くしたロックの顔、そして、


「……え？　あ……、……うん」


　ラケルがうなずくのを目にし──


「──ええ、そう。そういうこと、だから」


　セラはさっさと背を向けた。


　胸のうちに熱あついなにかがたぎってきて、叫さけびたいような、わめき散ちらしたいような激げき情じようを、しかし奇き妙みような冷れい静せいさで押しとどめ、ずんずんと道を歩いていく。


「ほら！　早く来なさい！」


　──ロックは、しばらくその場にとどまっていた。


　どんどん遠ざかっていくセラの後ろ姿を見、ちらりとラケルに視し線せんを送る。


　が、ラケルは動かず、ただただセラの背中を見送っている。


　ロックのほうを見ようともせず、呆ほうけたように──動かずに。


　──ロックの表情が、ゆがんだ。


　が、それも一いつ瞬しゆんのことで、ロックはラケルに「ほな」と挨あい拶さつすると、「待って待ってぇ！」と声を上げながらセラを追いかけ走っていった。


　そしてラケルはただただ、その場に立たち尽つくしていた。








　　　　６．








『オーク横よこ町ちよう』の住人の多くは町長の屋や敷しきの向かいに立つ『オーク長なが屋や』に一緒に暮くらしているが、なかにはやはり、たとえこんな世界でも、一いつ軒けん家やのほうがいいという者がいる。危険や不安と天てん秤びんにかけてもひとり暮らしのほうがいいという者や、せっかくカップルになったのだから二人っきりの蜜みつ月げつを楽しみたい、とかいう者が。


　セラの住居も、長屋からちょっと離はなれた一軒家。


　まだ初心者のクリエイターが建たてたその家は、外見は単なる四角、前方と後方に扉とびらがあって左右に窓、という実にシンプルなオブジェクト。


　部屋は寝しん室しつとバスタブ付きの洗面所だけ、という、ビジネスホテルから一室だけを切り取ってきたような、単たん純じゆん極きわまりないつくり。


　それでも、セラはとても気に入っていた。


　なにしろ自分の家なのだから。


　内ない装そうも、家具も、自分で決めて自分でつくったものだから。


　そしていま、セラは洗面所にいて、彼女の寝しん室しつには初めて男が入っている。


「……本当にー、ええんやなー」


　扉とびら一枚隔へだてた向こう側から、ロックの間ま延のびした声が聞こえてくる。


　ドアを越こえて聞こえるよう、セラは鏡を見つめながら大きな声で返した。


「うるさいわね！　いいっていっているでしょう！　あんまりしつこいとそれこそ考え直すわよ！」


「いやー、だったらええんやけどなー、なんか実力で勝ち取ったいうより棚たなボタみたいな気ぃしてなー」


　ああそうそれはよかったわね運がいいわねぇ、と生なま返へん事じをして、セラはあらためて洗面台に置かれた鏡に向き直った。


　鏡のなかの、自分の顔。


　ちなみに鏡は自作品、ラケルと一緒に『樹じゆ海かい』に入り、『鏡石』というのを見つけて自分で磨みがいてつくったもの。


　こちらの世界ではいろいろなものを自作しなければならず、セラの毎日は、修しゆ行ぎよう以外では足りない日用品をつくることにその大部分が費ついやされている。


　たとえば歯ブラシ、歯磨き、なんかも自作。


　コップやお皿はクリエイターに安くつくってもらったが、枕まくらなんかはタオル地の布だけつくってもらってあとは自分で縫ぬい上あげた。ミュージィとラケルと一緒に『樹海』に入り、『ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクター』と呼ばれる鳥とか獣けものをつかまえて、羽う毛もうをむしって詰つめ物ものにした。三人一緒に、おそろいで。


　──おそろい、か。


　鏡に映うつった顔を見る。


　ペルソナを外はずした『本当』の顔を。


　──これからあたしは、いわゆる『初体験』をする。


　それでなにかが変わるのだろうか。


　終えたあと、あたしはどんな表情を浮かべているのだろう。


　──そして明日あした、あたしはどんな顔をして、ラケルに、店長さんに会う？


　いいや、どんな顔でもいい、とセラは鏡の自分に話しかける。まるで宣せん誓せいするように。どんな顔になっていようと、あたしは二人の正面に立つ。ラケルたちの顔を真正面からとらえ、この顔を見せ、視し線せんをそらさずいってやる。


『さよなら』と。


「──しかしええなぁ、この村ー、やなくて、横よこ町ちようはー。お風呂完かん備びかいー」


「温泉をつくれるハウスオーナーがいるからね。……まぁ、レンタルなんだけど。この町、本当に、けっこう住み心地、いいよ？　クリエイターもハウスオーナーもたくさんいるから、ていうかあたしとラケル以外みんなそうだから。そりゃ現実どおりとはいかないまでも、衣食住、どれもけっこう快かい適てきに──、……………………偶ぐう然ぜんじゃなくて、快適に暮くらせるように、集めたんだ、ラケルが」


　そうでなければこんな辺へん境きようの樹じゆ海かいのなかで、ここまで暮らしが充実するはずがない。


「いやあ、そりゃないやろ。だってあいつ、一員っても、町の外に住んでいるんやろ？」


「……だから、……それはきっと、……店長さんのために集めたのよ、きっと──とにかく、本気でここに住み着きたいなら、けっこういいところよ？　ここ」


「……むしろここに住み着きたいな。あんたの部屋に」


　冗じよう談だんっぽいロックの言葉に、セラはあっさりうなずいた。


「──別にいいわよ？　それでも」


「え？　マジ？」


「どうせあたし、出て行くから。──明日あしたには。住みたいのなら、譲ゆずってあげる」


　沈ちん黙もく。


　セラは大きく息を吐はき、アイパッチを、装そう着ちやくした。


　鏡に映うつしてみて、笑う。


　前まえ髪がみをそろえ、後ろは三みつ編あみの自分の顔は、たしかに和風のお嬢じようさまっぽく、ロックにいわれるまでもなく、あんた見かけだけは上品なお嬢さまよねと現実世界でからかわれることもある。けれど。


　アイパッチをしたお姫さま、なんてどうだろう？


　他ほかの人はどうだか知らないが、いつだって、このペルソナには違い和わ感かんがある。服を合わせるのも大変だし、──おかげで模も様ようを自在に変えたり、さらに字をつくったりできる、という妙みような特技が身についたが、それはともかく。


　試ためしにいくつか文字をつくってみて、どれも雰ふん囲い気きを壊こわしそうだと文字を描かくのはあきらめて、最後にもう一度鏡を見直して──


　ふと、視し界かいになにかが入る。


　洗面台の上に置かれた、『キノコ食い』のスキルカード。


　この町に来たとき、ミュージィから贈おくられたカードのひとつ。


　その横には、赤キノコも乗っている。


『キノコ食い』のスキルがあれば、使用者をたちまちハイテンションにしてくれるもの。


　勢いきおいをつけてくれるもの。


　そう、勢い──正直、怖こわい。


　寝しん室しつに入り、ロックの前に立つことが。これからしようとしていることが。


　気がつくと、震ふるえている。


　別に、いつかこういう日がくることは予よ想そうしていたはずなのに──予想とはだいぶ違うけど、だから不安で、必要なのは、勢いきおい。だから──


　セラはカードを手に取り、露ろ出しゆつした手首に押し当てた。


　肌に光の線が走り、瞬しゆん時じにカードは消きえ失うせて──


「……せやったら、おれもやっぱり、出て行こかな」


　扉とびらの向こうから聞こえてきた声に、赤キノコを取ろうとしていた手が止まる。


「──え？　なんて？」


「別におれ、この村に来よう思て来たわけやないし、……偶ぐう然ぜん会ったウィンディさんがおもろかったから、おもろいことあるかな思てついてきただけやし。とくにしたいこともないから、あんたについていくのもおもろいかもな」


「…………ど、同情なんていらないわよ。……うっとうしい」


「同情ちゃうわ、色情や。色情の旅……うわ、わわ。エロエロや。考えたらなんや楽しなってきたぁ！」


「……計画立てるのはけっこうだけど、あたしを巻まきこまないでよ？」


　思わず笑い、笑った顔が鏡に映うつっているのを見──


　セラは赤キノコを置いた。


　手首からカードを抜き取りつつ、思う。ロックは悪いやつじゃない。それに──


　──これは、他ほかのだれでもない、あたし自身の『体験』だ。


　あたしが、自分で、決めた、ことだ。


　キノコの力、なんて、いらない。


　大きく深しん呼こ吸きゆうをすると、ドアを開け、寝しん室しつに入る。


「……ごめんなさい。かなり待たせちゃったよね」


「ええてええて。いきなり、アポも取らんと押しかけたんはこちらやし、女はいろいろ支し度たくいるしな。わかってる──ってこら、なんで服着てるん」


「え？」


「風呂に入ったはずやろ？　バスタオルは？　バスタオルは？　もっぺん聞くけどバスタオルは？　なんで風呂から出てまた服を着なおしてん」


「……ええと、まぁ……なんて、いうか……いいでしょ、別に！」


「うう、おれバスタオル好きなのに。本当に、大好きなのに……ま、ええけどな。着てるもん脱ぬがしていくのもそれはそれでなかなか。うん」


　なんてこといってめげないロックは、先にお風呂を使っており、ひたいのゴーグル型ペルソナをのぞけば下半身にタオルを巻まいただけ。それぐらいの露出、現実世界でもプールとかで見ているはずなのに、なぜだか直ちよく視しできずに顔をそむけて、セラはゆっくり、ベッドに近づく。


「ほら」


「わ、きゃ？」いきなり腕を引ひっ張ぱられ、ベッドに引きずりこまれる。


「待って！　待って！　ちょっと、ちょっと待ってって！」


「わーこら、心配せんでも、いきなりなんてせんから暴あばれんな。ほら」


　ロックはセラをベッドに引きずり倒たおすとそのまま自分も横たわり、手を伸のばし、セラを後ろから抱だきしめた。


　ぎゅっと。


　ただ、抱きしめる。力強く、腕だけではなく全身を使い、──そのまま。


「……だ、抱きつくの、好きね。あんた」


「好きって、まだ二回だけやん。ま、嫌きらいやないけどな。なんかこうしているだけで、しあわせな感じにならん？　──もちろん、こうしているだけじゃ終わらんけどな。ここからだんだん盛り上がり──」


「い、いっておくけど、あたし、その、変なことはしないわよ！　……別にそんなの、わからないけど、とにかく、あくまで普通の、その、ソフトな感じで──」


「はいはい。そない怯おびえんと安心してぇな。いやがることは絶対せんから。……しかし硬かたいな。まだ怖こわい？」


「こわ、く、なんか……」


　確たしかに、こうして後ろから抱きしめられているのは気持ちいい。


　触ふれ合あった部分から伝わる熱ねつは、服一枚などものともせずにはっきりこちらに伝わってくる。熱あついぐらいに。


　そういえばラケルがいっていた。人ひと肌はだというのは熱いものなのだと。


　体温が三十六度もあるのは、それだけですごいことなのだと。


　確かにすごい、熱は力だ。なにかを分けてもらっているような──だけど正直、それに浸ひたるどころじゃない。腰に当たっているなにかがこれからのことをいやがおうにも考えさせて。


「よし。んじゃ、セラ。こっち、向いて」


（──あ、いま、名前呼ばれた。たぶん初めて──）


　わきの下に手が回され、身体からだがくるんと半回転し、目の前に、ロックの顔が現れる。


（あは、ペルソナだけをつけたままって、なんだか、間ま抜ぬけ──）


　ロックはやさしく微笑ほほえむと、手を回し、セラの頭を自分の胸に押し当てるようにして、さらに抱きしめた。


　──どことなく、子供をあやすような感じで。


　とはいえ、先ほどのような密みつ着ちやく感かんこそないが、それでも下か腹ふく部ぶに当たる何かがその抱ほう擁ようは子供に向けられるものではないことを教えてくれている。


　──これから、するんだ、あたしは。とくに好きでもない人と。


　──まぁ嫌いでもないけれど──


　やはり自分は、汚けがれたと思ってしまうのだろうか。


　石せつ鹼けんの香りのなか、自分のものではない体たい臭しゆうに包まれて、セラは自分に問いかける。それ自体は汚けがれるようなことではなくても、好きでもない相手とこんなことをするのは、やはりヨゴレているといわれてもしかたないような。


　でもそれの、なにが悪い？


　純じゆん粋すい培ばい養ようされた温室の花は、抵てい抗こう力りよくがなく自然では生きていけないという。


　なら潔けつ癖ぺきは弱さであり、そうだ、汚れるということは、抵抗力をつけるということだ。


　厳きびしい世界を生き抜くために、少しでも強くなるために──


（──そうしたら、あたしは少しはやさしくなれるかな。ラケルに怒ど鳴なり散ちらしたりせず、許せて、チャンスをあげられて、どんな過去でも受け入れてあげられるような──）


　──でも、あのとき、ラケルはあたしを、止めなかった。


「──あ」


　髪かみの毛をそっと撫なでられて、セラは思わず声を出し、そして驚おどろく。


　──うそ、髪の毛を撫でられているだけなのに？　髪なんて神しん経けいとおってないはずなのに？


　ロックにそっと撫でられるだけで、背中から腰に痺しびれが走る。悪お寒かんにも似たそれはしかし不快なものではなく、むしろ心地よく、髪を撫でられるにしたがってセラは頭をロックの胸に押しつける。ぐりぐりと、甘える猫ねこになったみたいにひたいを押しつけ、思い切り相手の体臭を吸すいこんで、そんな自分が恥はずかしく、しかしそんなのもうどうでもいい。ロックの指が、手のひらが生み出してくる信号を、ただただ受け止めていたい。もうなにも考えずに、体温の海に沈しずんでいきたい。


　ロックの手が、そっと腰から太ももを、撫でる。


　それを感じてセラの身体からだがぴくっとするが、それはちょっと驚いたからで、少しくすぐったかったからで、決して拒否しているわけではなく、それどころか、セラの身体は意い識しきに反し柔やわらかくなる。自分でも驚くほどに、緊きん張ちようが解とけていくのを感じる。


　手や足、おなか──布に覆おおわれていない裸の部分がロックの素す肌はだに当たるのが、気持ちいい。


　男の人の肌って、やっぱり、違うんだ。こんなに、なんか、硬かたいんだ──


　ふと顔を上げ、そこでロックと視し線せんが合い。


　それが合図であったかのように、ロックはそっと、セラに覆いかぶさった。


　少しずつ、体重がセラにかかってくる。


　決して重くはない、むしろ適てき度どな重量が、セラの身体をベッドに沈める。ときおり重さがいきなり増ますが、その息苦しさもなぜだろう、どこか気持ちよく思う。


　なぜだろう、重さを感じていると、自分が必要とされている気になる。


　いまそばにいるこの人が、あたしを必要としてくれている、そんな気分にさせてくれる。


　ロックが首くび筋すじに顔をうずめてきて、耳にふぅ、と吐と息いきがかかる。そこから波が全身に走って、セラは驚く。ええ？　ただの耳なのに──


　──ここまでずっと、ロックは胸とかお尻しりとか、『決定的な部分』を触さわろうとしていない。


　すぐに脱ぬがされるかと思ったが、ボタンのひとつも外はずしてこない。


　汚けがしたい、とかいっていながら、やっぱり気を使っているのだろうか。『初めて』に。


　男の子って、もっとがつがつしているものかと思っていたけれど──


「や、やっぱり、手て慣なれているね？」


「こらこらしゃべんなしゃべんな。愛の語らい以外は、負まけ惜おしみと見なすで」


「はあ？　負け惜しみってなによ──あっ」


　耳の穴に、温あたたかいなにかが侵しん入にゆうしてきたことで思わず出た声を、嚙かみ殺ころし、両手で自分を抱だきしめる。そうしなければ、身体からだが制せい御ぎよを失いそうで。


「あ、あんた、なんか変な薬とか、魔ま法ほう使ってないでしょうね？　そんなの」


「ほらほら、負け惜しみ負け惜しみ」


　あ、指が──ロックの手が、自分の胸を抱きしめているセラの腕へと伸のびて、開かせる。


　それにともない、控ひかえめな、それでも確たしかに存在している胸が、ロックの半身に押しつぶされていく。重苦しくなく、心地いい──しかしそれを味わう暇ひまもなく、セラの意い識しきは、わき腹から服の下へと潜もぐりこんできた五つの指へと向けられる。片手はセラの腕を押さえ、片手はわき腹をくすぐるように行きつもどりつ、しかしだんだんと、それは上へと上がってきて、どうしようどうしようと思う意識はしかし耳じ朶だから呼び起こされる感覚にかき乱みだされる。耳からはじまり、ロックの顔が移動して、ほおに、ひたいに、そしてまたほおに軽いキス、唇くちびるをつけたままの移動──それがいちいちセラの身体に電流を起こし、やがて再び耳から身体を震ふるわせる波。その間もロックの手は、じわじわと、しかし確かに近づいていて、はたして自分はそれを止めたいのか止めたくないのか、判はん別べつすらできぬままセラは思わず振ふり解ほどいた手を伸ばし、ロックの硬かたい肉体を、抱きしめて、首を伸ばして──


「──待って！」


　ロックの身体を抱きしめて、ロックと自分の胸との間に隙すき間まができないようにして手の侵入を防ぼう御ぎよすると（でも結局自分の胸を相手に押し当てているわけで、それははたして防御になっているのかどうか）、セラはロックの耳に、かすれた声で、ささやいた。


「──ちょ、ちょっと待って。お願い」


「……なんや。まだなにもしてないで？　まさかいまさらやめなんて」


「そ、そんなことはいわない、けど、お願い、ちょっとだけ、待って──」


　ロックが身体を離はなそうとして、セラはむしろ自分のほうがロックを抱きしめているのに気づき、あわてて手から力を抜いた。


　開いた隙間に風が入って、一いち抹まつの名残なごり惜おしさを覚える。


　そうだ、ロックのいうとおり、抱き合うというのはそれだけで、気持ちがよくて──


「……で、どうしたんや」


　セラは意い識しきを内からもどして顔を上げ、見上げる感じになったロックの裸にあわてて顔をそむけて、無意識に服を整ととのえつつ、いった。


「……あ、あのさ、これから……するんだよね。あたしたち。──ああ、いい！　いわないで！　うん、わかってる！　──ていうかいま、ようやくわかった。これからあたし、胸とか、もっと、いろいろと、触さわられて、……するんだ」


「なんや、これからどうされるか聞きたいんかい。ええよ。教えたる。いいか、あんたはこれから、服を着てきたことを後こう悔かいするぐらいじらされる。じらされて、もう自分から脱ぬぎたくなったとき──」


「ああそんなの聞きたくない！　違う！　そうじゃなくって──」


　深しん呼こ吸きゆうして、覚かく悟ごを決めると、顔をもどし、セラはじっ、とロックを見つめた。


　セラが顔を見ているのに気づき、ロックは髪かみをかきあげて、ひたいにあるゴーグル型のペルソナをたたいた。


「……まさか、ペルソナを取れいうんやないやろな。それはあかんで。確たしかに間ま抜ぬけに見えるし、たまに邪じや魔まになったりムードを壊こわしたりするけど、これは──」


「そうじゃなくてさ。その……」


「なんや？」


「……キス、して」


「……へ？」


　ともすればそむけたくなる顔を必死になってロックに向けたまま、セラは、続ける。


「……あのね、本格的にはじめる前に、ちゃんと、キスしてほしいの。……わかってる。これって、ただ身体からだを重ねているだけだけど、でもちゃんと、キスしてほしい。……恋人みたいに」


「……それは……」


「もちろん、これって、そういうんじゃないのはわかってる。でもあたし、やっぱりこういうことは、好きだっていってくれる人としたい。だからせめて、いまだけは、そういう気になって……てなによその顔！　……別にいいでしょ！　ええそうよ乙女おとめチックよ、でもそれがあたしの理り想そうなの！　こういうのは、まずは、ちゃんと、キスからなの！」


　……でも、とロックは微び妙みように浮かない顔。


「でもあんた、キスも初めてやろ？　……ファーストキス、ええんか？　もっと大事に──」


「……あんたバカ？　脳みそある？　ファーストキスもなにも、もっとすごいのやろうとしてんでしょう！　ていうか別に、現実世界とは関係ないって理り屈くつなら、本当のファーストキスだって──ああもう、とにかく、キスからはじめればいいの！　それぐらいの理想、聞いてくれたっていいでしょ！」


「……いや、でも、それは……実はおれな、歯磨みがくの忘れてて、ていうか虫歯で」


「うわ、なんかむちゃくちゃテンション下がった！　ムード台無し！　ていうかあんたほんとにその気あるの！　ねぇ！」


「いやあるよ、ありますよ？　……あるんやけど、なんつうか……」


「ああ、もう！」


　このままでは埒らちが明かないと、業ごうを煮にやしたセラはロックの身体からだを押さえてぐるりと反転、ロックと位置を入れ替えた。


　ロックを組み伏せその首をつかみ、


「わ、待て！　待てて！　落ち着け、なんや、ちょっと待って──」


「うるさい！　いまさら、ここまできといて抵てい抗こうするな！」


　暴あばれるロックを押さえつけ、両手で顔を押さえて狙ねらいを定め、唇くちびるを、近づけていき──


「──やめや！」


　ものすごい剣けん幕まくで怒ど鳴なられ、突つき飛とばされて、勢いきおいあまったセラはベッドからゴロリと落ちた。


　なにが起きたかわからずに、目をぱちくりさせて。


　──へ？


「……あ、その、……なんや、……ごめんな？」


　ベッドの上から気まずそうにこちらを見下ろしている、ロックと目が合って、たずねる。


「……なんで、そんなに、いやがるの？」


「いや、べつに、そんな、いやがっては……」


「……だって、そんな……」


　キスをするのをいやがるなんて？


　それってまさか、もしかして──





「……ロックって、好きな人、いるの？」





「い、いや別に、そんな、そう、いうの、とは──」


　あからさまに動どう揺ようし、つっかえつっかえしているロックの態たい度どは、それがじゅうぶん答えとなって、セラは確かく信しんする。


　ああ、そうだ、ロックには好きな人がいて、それで、きっと、キスだけは、って──


　──って。


　──はあ？


「なによそれ！」


　気がつくと、セラは立ち上がり、ロックに向かって怒鳴っていた。


「ひ、人のこと子供とか、お姫さまとかいって、バカにして──なによそれ！」


「……いや、バカには」


「ていうかそんなの、あたしよりもひどいわよ！　エッチはしてもキスはダメ、なんて、そんなのただの自己満足、それこそ乙女おとめな自己陶とう酔すいのシロモノで──」


　──でもそれの、なにが悪い？


　セラは言葉を、止めた。


　ふと気づいたように、口を閉じ、自分に向かって問いかける。


　──でも、そういうのの、なにがいけない？


　あたしはいつからそういうのを、バカにするような人間になった？


　たとえ意味ないように見えても、思えても、その人が自分で決めた自分のルール、自分のプライド、尊そん重ちようされてしかるべきもの──あたしはいつから、そういうのを笑う人間に、なった？


　──いったい、あたしは、いつから──


「……ねぇ、ロック、お願い、正直に、答えて」


「……なん、かな」


「……あなた、好きな人が、いるの？」


　しばらくの沈ちん黙もくののち。


　ロックは、うなずいた。


「……好きっちゅうか、片思い、でな。忘れようとしてんねんけど──、いや、本当に、……あきらめよう思てるんやけど、……うまくいかんな。……あんたに迫せまられた瞬しゆん間かん、顔が浮かんでもうたわ」


　あー、一生もんの失敗や、と笑う。


　そんなロックに、セラも微び笑しようを浮かべた。


　恥はずかしさとか、意外さとか、失望とか、いろいろな気持ちがごっちゃになって、思わずつぶやく──


「……あんたいったい、なにやってんのよ……」


　いいや、違う。


　本当に、「なにやっているんだ」と問われるべきは自分のほう。


　──あたしはいったい、本当に、いったいなにをやっているのか──


　自分の身体からだを見回して、あらためて、セラは着ちやく衣いの乱みだれを整ととのえはじめた。


　セラ、と問いかけてきたロックに、首を振ふって答えを返す。


「……今日きようは、ここを使って。ロック。あたしは友だちの家に、行くから」


「……ああ、やっぱ、もうダメ？　キスができんと、あかん？」


　ロックの言葉が急きゆう激げきに、火のような怒いかりを呼び起こす。


　頭のなかが燃え上がり、怒ど鳴なりたくなるのをセラは必死でこらえた。


　──いいや、ロックは悪くない。少なくともロックは、それが自分ルールであっても、自分というものを持っている。それをきちんと貫つらぬいている。


　悪いのは、踊おどらされたあたしのほう。


　自分を見失っていた、あたしのほうこそ、責せめられるべき。


「……だったら、ロック、キスできる？」


「……いや、ごめんな。……やっぱり、それは無理や」


　──それは、あたしと『する』よりも、大切にしている気持ち──


「そ、か」


　平へい静せいを装よそおい深しん呼こ吸きゆう、最後にもう一度、自分の身体からだをチェックすると、セラはロックに向き直った。


「ごめんね、ロック。でもやっぱり、あたしも無理。……本当は、最初から、無理だったんだよね」


「そか」


「うん。やっぱりあたしは、ここは夢だからどうでもいい、なんていえない。やっぱり、それは、──いつか好きになる人への、裏切りだと思うから。『こちら』でも『向こう』でも、初めては──ううん、初めてじゃなくてもこういうことは、好きな人とだけ、したい」


　初めてでもそうじゃなくても、現実でも夢のなかでも、好きといえる人とだけ──


　どうしてこんな簡かん単たんな、当たり前のことを、あたしは堂々といえなかったのだろう。


　そういう自分の考えを、恥はずかしいものだと思ってしまったのだろう。


　本当に恥ずかしいのは、それを貫つらぬけなかったことなのに。


　──あたしはいったい、本当に、なにをやっているんだろう──


　セラは自じ嘲ちように唇くちびるをゆがめ、ロックに「ごめん」と頭を下げて、玄げん関かんへと向かった。


　まるで自身の未み練れんを示すかのように、後ろから、追いかけてくる声──


「……なぁ、あんた──」


「──なによ！」


　突とつ然ぜん、どうしようもない恥ずかしさがこみ上げてきて、それに怒いかりを継つぎ足たして、セラはロックに背を向けたまま、声をうわずらせて怒ど鳴なった。


「もうなにもいわないで！　そうよあたしは世間知らずのお姫さまで、いまだに夢見る子供よ！　あんたにはバカにされたけど、こちらで恋人ができたらペルソナ外はずして向こうでも付き合っていきたい──そう思っているバカな乙女おとめよ！　わかってる！　恥ずかしいやつだって、そんなの自分でわかってる！　──でも一番恥ずかしいのは、それを自分が恥ずかしいって思ってしまったことで、堂々とそれをいえなかったことで、もうあたしって本当にバカで、──もういい！　引ひっ搔かき回してごめんなさい、だからもうなにもいわないで！」


「い、いや、そうやなくて……違くて！　おれがいいたかったんは──」


「なによ！」


　ようやく振ふり返かえったセラに、ロックは決心したように息を吐はき、その目を見つめて、いった。


「……おれな、好きなやつがおるんや」


「……そう」


「……ああ。そいつとはもうずぅっと、ガキんころからの付き合いでな。ていうてもそない話したことなかってんけど、でも知ってて、その子のことが好きでな。学年上がって、初めて同じクラスになれたとき、本当に、うれしかった。天に舞まい上あがる気持ちになった。


　……だから、彼女がこちらに『シフト』してきているのを知ったときも、本当に、うれしかってん。けど……


　──なんや彼女、こちらの世界ではとても、はっちゃけててな」


　え、と聞きかけて、セラは口をつぐんだ。


　セラに聞かせる、というよりはむしろ独ひとり言ごとのように、ロックは続ける。


「……ああ、彼女、なにがあったか、こちらじゃえらい奔ほん放ぽうに、なっててな。一人に縛しばられるのはいややいうて、何人も何人も……なんや、デートクラブも、それがもとになってできたようなもんで……とにかく……


　……でもな、現実世界の彼女はぜんぜん変わらへん。


　おとなしくて、しとやかで、恥はずかしがり屋で、──手をつなぐだけで赤くなる、男とはようけ話せんあいつのままや。


　……だからな、思たんや。


　どうせこっちは現実やない、夢の世界やし、夢ンなかぐらいはっちゃけてなにが悪い？　やっぱ、ストレスとかもあるんやろうし、現実やったら問題あるけど、夢ですませられるならよほど健けん全ぜんや、て。そう、こちらでエッチしまくるなんて、どうせ夢やし、別にぜんぜん問題ないやん、て、自分でもやったし、──思いこもうと、した。


　だからおれは、あいつと──


　でも、やっぱ、そんなん、うそやん、なぁ……」


「……ロック」


「おれな、……本当は、逃にげてきたんや。他ほかのやつとおる、あいつのそばにいるのがつらくて。奔放にしとるあいつを見るのがつらくて、そのくせ気持ちは抑おさえられんで、あいつと──


　──気がついたら、飛び出しとった。行くあてもないのに」


　本当に、嫌きらいになれたら楽なんやろけどな、と独り言のようにつぶやいて。


　あのな、とロックはセラに焦しよう点てんを合わせ、語りかける。


「……こちらの世界は、夢の世界、みんなそう思い、はっちゃける。どんなに相手を傷きずつけたって、『回復魔ま法ほう』ですぐに直せる。どんな怪け我がでも。もしも魔法が間に合わなくて、殺してしまったとしても、どうせ夢、本当に殺したわけやないからぜんぜん平気──だからはっちゃけて、みんな好き勝手なことをする。もちろん、いきなりこんな世界に連つれてこられるなんつうストレスもあるんやろうけど、現実ではできんような悪いこともこちらでは平気でしたりする。こちらには大人がいないから。ルールなんて、罰ばつするものなんて、ないから。いいんやて──でもな。


　ある日突とつ然ぜん、気づくんや。


　この世界が夢やろうとなんやろうと、したことは自分に返ってくる。


　たとえ夢の世界でも、結局現実と変わらん、したことは夢のように消えたりはせず、自分の過去として、いつまでもつきまとって逃にげられんつうことを。ここも向こうと変わらん、別のかたちの現実だってことに気づいて、でもそのときにはもう遅おそいんや。してきた過去はもう取り返しがつかのうて──


　おれな、気づいてしまったんや。


　最初のころはどうやったかわからんけど、いまは、あいつ、自分がしてきたことを後こう悔かいしてる。後悔して、でももうどうにもできんくて──


　それに気づいてしまったら、おれはもう、あいつのそばにおれんくなった。


　あいつはおれの正体を知らん。けど、もしもあいつがおれの正体を知って、それまでにしてきたこと全部、現実世界の幼おさな馴な染じみに知られとるってこと、気づいたら、あの恥はずかしがり屋はたぶん、生きていけんやろうから。


　──だから、おれは、逃にげた……」


「……」


「まぁ、とにかく、要するに、長々となにをいいたかったんかというとな──


　セラ、あんたは貫つらぬけや。自分が信じていることを。


　だれになにをいわれても、自分を貫け。貫き通せ。


　せやないと、きっと、あとで後悔することになる。


　──ええやん、バカなお姫さまでも。貫けばなんでも、かっこ、ええで？」


　まぁ、これで話はしまいや、静せい聴ちようありがとな、と照てれたようにいうと、ロックはベッドにばたん、と倒たおれた。


　そんなロックを、セラはただただ、ながめる。


　最初会ったときとはだいぶ、印象の違ってしまった少年を。


　──もしかして、と思う。


　ロックがいっていた、セラに似ている『昔知っていたやつ』というのは、きっと、その好きな幼馴染ではなく──ロック自身。


　ロックが汚けがしたかったのは、自分。


　そしてロックが、本当に、したかったことは、見たかったのは──


　セラは、静かに、いった。


「……逃げちゃダメだよ、ロック」


「……」


「彼女が本当に、後こう悔かいしていると思うなら、やり直させてあげなくちゃ。それには、あなたが支えてあげなくちゃ。彼女のことを本当に好きな、あなたがそばにいてあげないと」


「……いまさら、無理や」


「無理かもしれなくても、無理だと思っちゃダメだよ。あきらめちゃダメ。やり直そう、そう思い続けないと。そしてだれかが助けてあげないと。ここで折れたら、本当にその子のことが好きなら、ここで折れたらロックは一生後悔する。ここでも現実世界でも」


「……そんな簡かん単たんに」


「そうかもしれない、きっと簡単なことじゃない。けれど、それでも──現実がどうとかじゃない。できるかどうかじゃなくって──あなたが、そうしたいんでしょう？　違う？


　あたしは、誓ちかうわ。ロック。──負けない」


　ロックの返事はない。


　返事のないベッドに、セラはそっと、背を向けた。


「……じゃあ、あたし、行くから。……出て行くときは、鍵かぎとか別にいいから……」


　ドアを開け、夜も深まった外に出る。


　三つの月は、すでに中ちゆう天てんを越こえていた。


　──扉とびらを閉める間ま際ぎわ、声が聞こえた。


「……もしも『都みやこ』に来ることあったら、遊びに来てな」


「……え？」


「『都』のクラブで、待っとるから」


　──振ふり返かえらずに。


　セラは微笑ほほえんで、「うん」とうなずいた。


　ドアを、閉める。


　印象がぐるぐる変わったクリエイター・ロック。


　今日きよう会ったばかりで、しかも深い関係になりかけたけど、もう朝にはいないのだろう。


　会うとしたら、きっと、『都』で。


　彼が帰りたいと思う、いたいと思う、その場所で──


　──がんばって。負けないで。好きな自分を貫つらぬいて。


　失敗したってやり直して。


　貫くこともやり直すことも、きっと大変だろうけど。


　あたしも、がんばるから──








　　　　７．








『ミュージィの店』はとうに閉まっている時間だったが（もっとも、この世界では正せい確かくな時間を計はかる手段がない。そもそも『時間』そのものが存在しないのでは、という説もある）、店の奥に光があるのに気づいて、セラは戸をたたき、鍵かぎのかかっていなかったドアを開いた。


　カウンターの席につき、小さなランプの明かりの下で裁さい縫ほうをしているミュージィの姿を見つけてそちらに向かう。


「……あら、こんばんは、セラさん」


「こんばんは、店長さん。……ラケルと、……ウィンディとかいうやつ、は？」


「ウィンディは、旅の疲れが出たのでしょう、早々に二階に引っこみました。ラケルは……心配事でもあるみたいで、ふらふらと出て行きましたから、そこらをほっつき歩いていると思います」


「心配事？」


　ええ、とうなずくミュージィ。


「はっきりいえば、あなた関係のことでしょうね。……そうでなければ、明日あした世界が終わるのを知って隠かくしているとしか」


　なにか飲みますか、とミュージィは席を立ち、カウンターの向こう側に回った。


　飲み物の準じゆん備びをしながら、カウンター席に座ったセラに話しかけてくる。


「わたしも、あなたはいまごろ喘あえいでいるか、荷に造づくりでもしているかと思いましたけど」


「あえ、って、……ざ、残念でした。どちらもはずれ。前者なんか大ハズレ。あ、でもちょっとうれしいかな。気にしてくれたんだ……あれ？　お酒？」


　ミュージィが取り出してきたのは、お茶ではなくお酒の入った入れ物。


　この町には酒をつくれるクリエイターがいないため、みんなが入荷待ちをしているけっこう希き少しような代しろ物もの。


「なにしろこれからあなたの初体験話を聞こうというのですから、口をゆるくさせないと」


「べ、別に、話せるようなことはないよ。最後までいかなかったんだから」


「どちらかといえば、なぜ最後までいかなかったかのほうを聞きたいですね。……ラケルは関係ありますか？」


「ないない。……ていうか、本当に、ないなぁ」


「あらあら」


　火酒、と呼ばれるこの世界のオリジナルらしき酒（ちなみにラケルの大好物）をなべに移して火にかけながら、ミュージィは、唐とう突とつに、いった。


「ラケルと、ウィンディを、許してあげてください」


「……」


「……ウィンディは、ちょっとあなたに失礼だったかもしれません。……でも、わかってあげてほしいんです。あのときのあなたの言葉に、彼女も傷きずついたのでしょうから」


「……あたし、そんな、傷つけるようなことは──」


「わかってます。あなたにその気がなかったことは。だれだってそうですよ。でも……彼女、左ほおにシールを貼はっているでしょう？」


　……ああ、うん。かわいいよね、シール型のペルソナって、とうなずいたセラに、ミュージィは首を振ふった。


「いえ。あれはペルソナではありません。ペルソナだと思わせるための単なる飾かざり、そう見せかけているだけで、本当のウィンディはラケルと同じ、ペルソナのいらない存在です」


「え？」


　ペルソナのいらない存在、それは、つまり──


「……そう、ウィンディの正体は、ラケルと同じ怪かい物ぶつ系──あなたが恋愛対たい象しようにはなりえないという、怪物系なんです。──粘ねん菌きんの集まった群ぐん体たい、いわゆる『スライム』、それが、ウィンディのこちらでの本当の、姿」


　──セラは口ごもり、ミュージィを見た。


　同性であるセラから見ても魅み力りよく的てきなウィンディの姿を思い出し、一いつ瞬しゆんからかわれているのではないかと疑うたがうが、ミュージィの顔には冗じよう談だんをいっている様子はない。


　──スライム？


　ラケルと同じ、怪物系──？


　……うそ、ぜんぜん、わからなかった……


「細さい胞ぼうレベルで擬ぎ態たいしているようですから、ほとんど人間と変わらないのでしょう。ですがやはり、彼女はペルソナのいらない、忌いみ嫌きらわれる怪物系。……あなたにも想そう像ぞうできると思います。女性の怪物系は、ある意味男性より、ずっときつくて──」


「……」


「だから、人間であるあなたに傷つけられ、意地悪したかったのかもしれません。本当は、そんなに悪い人ではない、わけでもないんですけど、まぁ、……できれば、そういうところをわかってあげてください。……そしてラケルの、ことも」


　考えこむセラに、ミュージィは微笑ほほえみ、いった。


「かつて、この世界には、『蠱こ毒どくの時代』と呼ばれた時期がありました」


「……コドクの、時代？」


「はい。わたしたちのような人間系がまだ存在しておらず、世界には『流る転てん』があふれ、怪物系だけが跋ばつ扈こしていた時期。いまの怪かい物ぶつ系とは違い、そのころの怪物系は理り性せいを持たず、本ほん能のうだけの存在で、感情のままに暴あばれまわり、自分以外の他者は、襲おそい、殺し、奪うばい、食らう、そのための対たい象しようでしかなく──


　──ラケルとウィンディは、数少ない、その時代の生き残りです。


　……ところでセラさん、あなたは最大で連続どれくらい、こちらの世界にい続けたことがありますか？」


　急な話題の転てん換かんに、戸と惑まどいつつもセラは答える。


「……え？　ええと、連続で『シフト』できなかったことなら、五日ぐらい……」


「わたしは二ヶ月近く、こちらにい続けたことがありました。ようやく現実にもどれたときは、とても変な気分になりましたよ。あの二ヶ月が一晩の夢でしかなかったと知って、頭がおかしくなりそうでした」


「ああ、あたしも感じたことある。二ヶ月もはないけれど、でもやっぱり──」


　いいかけたセラにかまわず、ミュージィは続けた。


「しかし『蠱こ毒どくの時代』のラケルたちは、覚えているだけで『三十年』以上、現実にもどれなかったことがあるそうです。──もっともそのころは、理性というか、意い識しきもあまりなかったそうですし、『流る転てん』しているこの世界ではあくまで『体感時間』でしかありませんが──


　三十年──現実世界で過ごしているよりも長い、赤ちゃんが大人になって子供をつくっていてもおかしくないだけの時間をこちらにい続け、怪物たちと殺し合い、もはや現実にはもどれないのだろうと思い、ところがある日気がつくと、自分は布団ふとんのなかの現実にいて、それまでの長い時間が一いつ瞬しゆんの夢でしかなくて、でも寝ねればまた『シフト』、もどってしまい、殺し合い、その繰くり返かえし──何度も何度も──


　もちろん、こんなの言いい訳わけでしかありません。


　でも、できれば想そう像ぞうしてあげてほしいのです。そういう時代を生きていた、ラケルたちにはかつて大おお荒あれに荒れていた時期があり、そのことを考えればいまのラケルやウィンディは、ほとんど奇き跡せきのような存在だということを──」


　──想像する。


『コドクの時代』──ラケルの、過去の、一いつ端たん。


　理性などなく、本能だけで生きていた、まさしく怪物の記き憶おく──


「……それで、ラケルはあんなに強いんだ。そして、隠かくしたがっていて──」





「──ラケルは、強くなんかありません」





　ぽつり、とつぶやかれた、


　その口調になにかを感じ、セラはミュージィを見つめた。


　ミュージィは、なべに視し線せんを落とし、軽く中身をかきまわしている。


　漂ただよってくるいいにおい。


　ころあいと見てなにかをなべに振ふりかけているさまは、燗かんをつけるというより料理でもしているような感じで、──実際に、直じか火びで燗をつけるのはけっこうコツがいるらしい。くわしいことは知らないが。


　火を止めると、ミュージィはようやくセラに向き直り、いった。


「あなたとラケルは、初めて会ったとき、……『ダイス６シツクス』でしたか？　強ごう盗とう団だんのアジトで間ま抜ぬけな対面をしたそうですね」


　そのときのことを思い出し、笑ってセラはうなずいた。


「……うん。あのときのラケル、笑えたなぁ……弱そうで、情けなくって……だからあたしは、ラケルって、外見は怖こわそうだけれど、本当は弱くて戦えないんだって思ってて──」


　そのようですね、とミュージィは、続ける。


「──だからこそ、あなたは、一緒に捕つかまっていたラケルを、助け出してくれた。……同じ初対面でも、いきなり爆ばく弾だんを投げつけたロックさんとは違って──」


「……あ、それは違うの、ロックはあたしを助けようとしてくれただけで──」


　思わずロックをフォローしたセラに、ええ、とミュージィは首しゆ肯こうする。


「でしょうね。わかっています。ロックさんには悪気はなかったのでしょう。


　……でもセラさん、それが怪かい物ぶつ系なんです。


　あなたのほうが例外で、むしろロックさんのほうが普通の反応──人々から忌いみ嫌きらわれて、いきなり爆弾を投げつけられて、勘かん違ちがいで殺されたって、『しかたがない』、基本的に──嫌けん悪お、あるいは恐きよう怖ふのこもった目でしか見てもらえない存在──それが、ラケル、怪物系──


　──でも、あなたは違った」


「……」


「最初の出会い方がよかったのかもしれません。あなたはラケルを弱いと思い、だからこそ怖こわがらず、嫌悪せず、普通に接してくれた。危険を冒おかしてラケルを助けにもどり、ロックさんに爆弾を投げつけられたときも、ラケルを守ろうとさえしてくれて──


　そんな人間は、初めてで。


　だから、ラケルは、うれしかったんです。


　──あなたのような人と出会えて、……本当に、ラケルはうれしかったんです──」


　……だから、怖かった。


　セラの見方が変わるのが──本当の力を知られることで、『怪物』のように見られることが。


　弱いと思われているからこそ、怖がられないのをわかっていたから。


　それでも、ラケルは戦おうとした。恐怖されることを覚かく悟ごの上で。


　あのとき、セラを助けるために。


　セラにだけは、知られたくなかっただろうに──それでも。


　押おし黙だまったセラに、ミュージィは微笑ほほえみかける。


「そのことを、わかってあげてください。セラさん。……ラケルはどれだけの力を持っていても、決して強いわけではなくて、本当は、臆おく病びようで、弱虫で、泣き虫で──


　──この町は、その象しよう徴ちよう。


　過去を悔くい、あらためてやり直そうとしながらも、でも他人に拒きよ絶ぜつされるのが怖こわくて、町に受け入れてもらえないのがつらくて、ラケルが自分を守るために自分でつくった紙の城」


　拒否されるのが怖くて、それならば、と自分でつくってしまった町。


　そのくせに自分は町には住まず、住めず、町の近くでこっそりしてて──


「──小心で、寂さびしがり屋の、卑ひ怯きよう者もの──笑えるでしょう？　どんなに力があったとしても、それがラケルの正体なんです。かつての自分に怯おびえ、人の目を気にし──あなたといるラケルを見ていると、本当に、それがよく、わかります」


「……あたしと？」


「現実世界でのことは、わかりません。けれど。……たぶん、少なくとも、こちらの世界でラケルがまともに付き合うのは、そういう女の子は、たぶん、あなたが初めてで──だからあんなに、情けなくって」


「べ、別に、あたしもラケルも」


「ええ。でも、あなたの前だと、ラケルは本当に、普通の男の子に見えます。


　──そう、こちらでどれだけのときを過ごしていても、枯かれた大人になれるわけではなく、実体は現実の身体からだ、普通の、──男の子。そういう存在に、あなたの前では……


　……ちょっとだけ、……うらやましいです。セラさん」


　なべのふちを触さわって、程よく冷えたのを確かく認にんすると、ミュージィはカップを取り出した。


　なぜか、四つ。


　あれ？　とセラが問おうとしたとき、がたん、と音を立て、二階への階段からだれかが降りてくる。


「──なんか、いいにおいがしているねぇ……って、あれ？」


　セラを見て目を細くするウィンディ。


　セラもじっと見返すが、しどけないネグリジェ？　に身を包んだ姿はどこから見ても人間──それもかなりの美人──としか思えない。


　でもその正体は、怪かい物ぶつ系、スライム少女──本当に？


「なぁに、あんた、セラとやら──なんでこんなとこにいんの？　あのロック坊ぼうやの下であんあんいってんじゃなかったの？」


「ありがとう。他ほかに知っている人はいる？　もしかして、この町の人みんなに宣せん伝でんしてくれた？」


「……なんだ、つまんない」


　そういったウィンディの顔は、でもちょっとだけ、ほっとしているように見えたのはセラの気のせいか。


　おお、いいのあるじゃん、となべを見ながら、ウィンディは挑ちよう発はつ的てきにセラを見て、その隣となりに腰こし掛かけた。


　そのほおには涙るい滴てき型シール。


　でもそれは、ペルソナに見せかけるためだけの偽にせ物もの。


　──いいや、それだって、やはり『ペルソナ』だ。


　この世界の人間はみな、『ペルソナ』をつけ、外見だけではその正体はわからない。


　ウィンディも、店長さんも、ロックもそしてラケルだって、──本当のところは──


　ロックも、ウィンディも、初対面とはずいぶんと、印いん象しようが変わってしまった。


「……なによ？　なんかついてる？」


「──ああごめん。ウィンディ、だっけ？　壁かべのしみを見てたの。あんたなんか眼がん中ちゆうにすら入ってなかった」


　このガキ、といいかけて、ウィンディはかぶりを振ふり、ミュージィに視し線せんを移す。


「あー、いい酒ねー。こんなの、ガキに飲ませるのはもったいなくない？　……ねぇ、ラケルも呼ぼうよ！　ラケルはいまどこ？」


「落ち着かない様子でしたから、そのへんをうろうろ歩いているんでしょう」


「あは。変わらないねぇそういうとこ。まったくあいつときたらもう。じゃあ、あたし、ちょっと探してくるから──」


「いえ、その必要はありません」


　ミュージィは、微笑ほほえみ、いった。さりげなく。


「──たとえどこをさまよおうとも、最後には、ここにもどってきますから」


「……………………ほほう」


「……」


　思わずミュージィを見つめてしまう、ウィンディとセラ。そして──





「……ごめん、ミュージィ。ちょっといい──あ？」





　まさしくちょうどいいタイミングで、ノックして、扉とびらを開けて、いかにもげっそりとした感じで入ってきたラケルは、ウィンディとセラの姿に硬こう直ちよくした。


　固まってしまったラケルをおもしろく思いつつ、セラはうーにゃんを取り出して、ラケル！　と走り出したウィンディの足もとに向かって投げつける。


　盛せい大だいに転ころぶ青い髪かみの少女。


「あいたぁ！　なによ！　危ないじゃない！」


「やだ！　もう……ごめんなさい。当てるつもりだったのに」


　すまなそうに謝あやまると、セラは倒たおれこんだウィンディの横をゆうゆう通り抜け、ラケルの前に立ち、にらみつけ、一いつ喝かつした。


「……ラケル！」


「はい！　すみません！」


　おどおどと、かわいそうなぐらいにびくびくと縮ちぢこまっているラケル。


　そんな怪かい人じんの姿に、知らずセラの口もとが、ゆるむ。


　そうだ、やっぱり、これがラケルだ。


　コドクの時代？　なによそれ。そんなの知らない。


　ここにいるのは、ラケル。


　気弱な、いつもの、あたしの知っている、ラケル。


　そうだ、ラケルは、いつも、今日きようだって、ずっと、ずうっと、こんな感じで──


（──そうだ、これが演技のはずがない）


（これが、ラケルだ。あたしがよく知っている、本当の、ラケル──）


　あたしは、なにを見ていたのだろう、ラケルはずっと、こうだったのに。


　どれほどの力を持っていようと、見せようと、いつものラケルだったのに。


　過去のことなんて、秘ひ密みつなんて関係ない。あたしはただ、自分を信じていればよかったのに。


　自分を信じ、貫つらぬいていれば──


　ちらり、と背後で憮ぶ然ぜんとしているウィンディを一いち瞥べつし、セラはラケルに、たずねた。


「……過去がどうあれ、いまのラケルは、やり直そうとしているんだよね？」


「え？　……あ、はい」


「ラケルは、いっしょうけんめい、やり直すことに決めたんだよね？　だからここにいるんだよね？」


「……う、うん。いちおう……」


「よし！　だったらいいの！　ねぇ、──ラケル。あたしはラケルの昔がどんなだろうと、友だちだから──そうよ、ラケルにやり直す気があるんなら、あたしも手伝ってあげるから！」


　そうだ、あたしは負けないと、ロックにいってみせたのだから。


　ラケルは目をぱちぱちとまたたかせ、おどおどと、セラを見る。


　一いつ瞬しゆんミュージィに感かん謝しや？　の視し線せんを走らせ、でもすぐもどし、口を開く。


「……じゃあ、セラ、もう、怒ってないの？」


「……ええ別に、怒ってないわよ。ていうか、どっちかというと、あたしのほうが、──ごめんなさい？」


「ええ？」


「まだまだあたし、ラケルの過去とか、秘密とか、受け入れる用意ができていなくて、おかげで取とり乱みだして、自分まで見失っちゃって……とにかくごめん！　だからほら、あたし謝あやまっているんだから、もっとちゃんとしゃんとする！」


「あいた！　はい！」


「よし！　──ついでにあんたもごめんね！　ウィンディ！」


「……なんの謝しや罪ざいか知らないけれど、なんでそんなにえらそうなのよあんたは。ちょっと？　セラとやら──」


「まぁまぁ、いいじゃないですか。それでは、飲みましょうか。旧友との再会と新しい友との出会いを祝いわって、ということで──」


　全員で、カウンターから丸テーブルへ移動する。


　ようやくラケルに（ついでにウィンディにも）謝ることができ、いいたいこともきちんといえて、心から重おも荷にが取れた気分で気持ちよくテーブルの上に乗せてあった椅い子すを床へと下ろしつつ、ふとセラは、視し線せんを感じて、振ふり返かえった。


　こちらを見ていたラケルが、わたわたと、目をそらす。


　──なんだろう？


　もう気にしていないっていっているのに、まったく──


　ふと、思い当たることがあり、セラはほおをゆるめる。


　──もしかして、ロックとのこと、気にしているのかな？


　たとえば、ロックとどこまでいったのか、とか。


　ラケルは話しかけてくるでもなく、でもちらちらと、こちらを見ている、意い識しきしている。なにか信号でもとらえようとしているかのように──ついさっきまで自分がロックとなにしていたか、下へ手たしたらどうなっていたか考えてしまい、セラは顔を赤くする。


　やだ、ラケル、あたしが『した』と思っているんだろうか。


　すぐさま否定してしまいたい思いにかられたが、視線が合い、ラケルがぶん、とあからさまに顔をそむけたのを見て考えを変える。……そんなに気になるのなら、堂々と聞けばいいのに。まったく男らしくない（聞くのが男らしいかどうかは別として）。


　いいや、だったらしばらくの間、悩んでもらおう。


　なんだかんだいってもラケルのせいで振り回されたわけだし、いちおうちゃんと謝ったんだし、こんなささやかな復ふく讐しゆうぐらい、許されるよね？　ウィンディやミュージィも教えるつもりはないみたいだし。たぶん二人とも、ラケルが知りたがっていることはわかっているのだろうけど──


　連れん帯たい感かん。仲間の意識。


　そして四人はテーブルにつく。


　そのうち三人は旧ふるい仲間で、新しん参ざん者ものは自分だけ。


　──セラは、思う。


　ここに自分の居い場ば所しよはあるのだろうかと。


　それはわからないけれど、でも、ここにいたいと思うのは、確たしかに自分の本心。


　どうしたいかはわかっている。そして自分の気持ちも。


　ならばその、気持ちのままに。だれにも恥はじず、自分自身で。


　──居場所は自分で、手に入れる。


　ミュージィの合図で四人は杯さかずきを取り、持ち上げる。


　そうしつつ、セラはロックのためを思った。


　──がんばってね、ロック。らしいあなたを貫つらぬいて。


　あたしも、あたしを、がんばるから──


　全員ホントは未成年、飲酒は禁止、なわけなのだが、この世界、こんなときくらい、まぁ、ちょっとぐらいはいいだろう、なんておよそお姫さまらしくもないことを思いつつ──





「じゃ、乾杯！」


「ちょっとセラ、なんであんたが音おん頭どを──ああもう、乾杯！」





　一声大きく叫さけぶと、セラは、ロックと、そして新たな友人たちのために、杯を掲かかげて打ち鳴らした。
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　　　　１．








　金色の円えん盤ばんが宙ちゆうに浮かんでいる。


　円盤は曲を奏かなでている。


　静せい止ししているように見えて、その実高こう速そくで回かい転てんしている円盤から聞こえてくる曲は、去年流行したクリスマスソング──『現実世界』のヒットソング。円盤が回転して歌をつむぎ出すさまは、現実世界のＣＤとなんら変わらない──それがプレイヤーなど必要とせず、宙に浮かんでひとりでに回っているところをのぞけば。


　それは技ぎ術ぎゆつではなく、『スキル』によってつくられたもの。


　電力ではなく、プレイヤーでもなく、『オド』の力で回されているもの。


　過去に聞いた音曲を『ＣＤ』にして創つくり出だす、それが『ミュージィの店』の店長、ミュージィの持つクリエイタースキル。


　現実世界でしかつくり得えぬレベルにあるものをこちらの世界に持ちこめるクリエイターを俗ぞくに『天才系』と呼ぶのだが、ミュージィの能力スキルこそまさにその、引く手あまたの『天才系』。


　もっとも、隠いん遁とん生活をしている、という事じ情じようから、稀け有うな才さい能のうでありながらその力を知る者は少なく、うまく使えばこの世界で成功できるだろうに、そう考えてしまうと、ラケルはミュージィに対してすまなく思う。彼女が世に出るチャンスをつぶしてしまっているのは、トカゲ男リザードマンたる自分の隠かくれ棲すまなければならないという怪かい物ぶつ系の事情なのだから。


　もちろん、包ほう帯たい型ペルソナで顔の上半分を隠している少女、ミュージィ自身が目立つことを好まない性格だということもある。


　円えん盤ばんが、宙ちゆうでふらふらしはじめた。


　音がわずかに小さくなり、かすかに雑ざつ音おんが混まじりだす。


　それに気づいたミュージィが、物もの憂うげに、指を伸のばし、目の前に浮かんでいる円盤に指の先からオドを送る。


　オド──それはこの世界に『シフト』してくる者が持つ、体内で生成されるエネルギー、『内ない力りよく』の別べつ称しよう。


　使用用よう途とによって『魔ま力りよく』や『気』とも呼こ称しようされるそれを用いて魔ま法ほう使つかいは魔法を使い、戦士は武器を育成し、クリエイターは物質を創つくり、ハウスオーナーは土地に属ぞく性せいを与え固定する。


　カードに宿やどらせればお金としても使用可か能のうな、現実ではありえない、この世界の根こん幹かんを成なすもののひとつたる力を新たに注そそぎこまれて円盤は回かい転てんを取りもどし、流れる曲もクリアになる──そんな様子をラケルは椅い子すの背にもたれかかったままぼんやり見ていて、傍かたわらではセラも、テーブルに突つっ伏ぷし目をつぶり、静かに耳を澄すましている。


　一日の終わりをいろどる、とても穏おだやかな、時間。


　そしてとっても贅ぜい沢たくな時間。


　現実世界では難むずかしくない『友だちと静かに音楽を鑑かん賞しようする』という娯ご楽らく、それがこの世界ではどれほど得えがたいものなのか。夜にこうした平へい穏おんな時間を過ごせるということが、どれほどしあわせなことなのか。


　ラケルは音の流れに身をゆだねつつ、願う。


　現実では考えられないほどささやかな、そして豪ごう華かな時間をこれほど楽しめるというこの喜び、この静せい穏おんが、いつまでも続けばいいと。


　こんなこと、思わず願ってしまうのは、心のどこかでこんな時間がいつまでも続くはずがない、と考えてしまう自分のひねくれた性格のせいなのだろうか。


　それとも聴ちよう覚かくが、こちらに向かってやってくる存在が鬼おにのごとくに大地を揺ゆらす震しん動どうをとらえてしまったからなのか。


　おや、とミュージィが包帯に隠された顔を扉とびらに向けると同時。


「こんばんはぁ！　ラケルいる？　ミュズ元気？　……うわ」


　扉を開けて輝かがやくような笑顔を見せた、──次の瞬しゆん間かん、藍あい色いろのロールがかった髪かみを持ち、左目の下に涙るい滴てき型のシールペルソナを貼はった少女、ウィンディはセラの姿に露ろ骨こつに顔をしかめた（同時にセラのペルソナ、大きめのアイパッチにも『鬱うつ』という文字が描えがき出され、ラケルはそんな字まで描けたりするんだと驚きよう嘆たんした）。


「──ああセラ。あんたもいたんだ」


「……ええ。悪い虫にラケルが誘ゆう惑わくされないようにね」


　机に突つっ伏ぷしたままめんどくさそうに答えたセラに、ウィンディはおや？　と首をかしげる。


「……どうしたの？　セラ。なんか元気ないみたい」


「うるさい。ほっといて。あんたがその顔引っこめてくれればすぐに元気になるから」


　憎にくまれ口ぐちをたたくセラに代わって、ラケルが笑いながら答える。


「セラ、いま、『レベル痛つう』の最さい中ちゆうなんだ」


「へぇ？　なんだ、そんなこと。……何回目？」


「……五回目。だから、これが過ぎたら、あたしはレベル６ってことになる……んだけど、あたた、今回のはいつもより……なんか、くる……」


「……いつもよりって、もしかして、カードスロットができるんじゃない？　レベル６なら、そろそろ最初のやつができる時期でしょ？」


「ううん。あたし５でもうスロットできたから、当分はできないと思う。ていうか、この前四回目やったばかりなのに……うっ、今回のは、早かったなぁ」


　あうう、とうなり声を上げるセラに、ウィンディの席を用意しつつ、ミュージィがいった。


「きっと、この前のロックさんの事件、あれが文字どおり『いい経験』になったのではないでしょうか」


「……ああ、そうかもしれないけれど。……でも、そういうのでもレベルって上がるもんなの？　修しゆ行ぎよう、とかだけじゃなくて？」


「ええ。成長は肉体的なものに限りませんから。むしろ精神的なもののほうが──わたしも『初めて』のときは、事じ後ごいきなりレベルが上がりまして、二重の意味で痛いたかったです」


「へぇ。そうなんだ。……ええ？」


「いやいやうんああそうだねそういうことってあるよね！　ほら、おれも友だちと『初めて』つらい別れをしたときとか、いきなりレベル上がったことあるし！　──ところでセラってさ、……その、ほら、そう！　それ！　──おれ、セラがレベル痛のときって知らないんだけど、いつもそんなにきついの？　けっこう続くの？」


「え？　ああ、うん、まぁ、けっこうね。いつもってわけじゃないけど、事前に『そろそろくるかな』って感じられるときはまだいいんだけど、不ふ意いをつかれたときは本当に……ぎゃあ！」


　いきなりウィンディに、つん、とつつかれて、セラは悲ひ鳴めいを上げ、怒ど鳴なり、自分の声に身体からだをひねって身もだえた。


「なにすんのよ！　この……あ、ああ、いたたたたたたた……ぐぁわ！」


「あははははーおもしろーい、もっと鳴けー、鳴きわめいて楽しませぇー」


「……っこ、この女──や、やめ、……あた、待って、お願い、うわ、きゃ、あん、やだ、ぐわ、もう、……しつこい！　泣かすぞ！　……ああああ……」


　立ち上がり、次の瞬しゆん間かん痛いたみに崩くずれ落おちていくセラと、


「……ほんとに反はん撃げきできないみたいね。……ああ、神さまありがとう。ほれほれ──」


　その一いつ喝かつをものともせずに、つんつんねちねちつっつきまくるウィンディ。


　そんな二人の様子をながめて、ラケルはそっと、二人に聞こえないようにため息をついた。


　まぁ、目に見えて反はん目もくしあっているぶん──無視とか陰いん湿しつなことになっていないぶん──これはこれでいい感じなのかもしれない、というのはミュージィの意見なのだけれども。


　そういうミュージィも、ウィンディが来てからどことなく──


「あははーやっぱりぃー、感じやすいとレベル痛つうもきついのかしらねぇー、セラちゃん？」


「べ、別に、あたしは、感じやすくなんかない！　ただくすぐったがりなだけ！　ロックのときはちょっと緊きん張ちようしていたせいでよけい敏びん感かんになってただけで──ていうか店長さん！　このバカに、話したの？」


「すみません。もしかしてお二人が仲良くなるきっかけになるかもと──」


「そういうことで、──仲良くしようね？　セラちゃん。──遊んであげるっ！　ほれほれぇ！」


「くっ、うっ、ぐわ、たた、おま、え、は、うひょ！　……殺す……」


　……なんというか、妙みように三人の輪ができていて、たまに男を無視した会話もするし、自分が入るところがなくて、自分はここにいていいのだろうか、いてはいけないのではなかろうか、とか思ってしまうのは被ひ害がい妄もう想そうだろうか。……まぁ、考えてみれば、セラとミュージィは微び妙みようにお互い遠えん慮りよしあっているようだし（呼び方も『セラさん』『店長さん』──もっともミュージィはだれに対しても壁かべをつくっているところがあるが──）、その間にウィンディが入ってきたことはいろいろな意味でよかったのかもしれない。歓かん迎げいすべきことかもしれない。昔の仲間に見つかったときは、一時はどうなることかと思ったが──


　いいや、まだまだ油断はできない、そうラケルは自分にいい聞かせる。


　そうだ、ウィンディに対して、気を抜いてはいけない。


　おそらく、ウィンディがここに来る、本当の目的は──


「……だっ、だいたいあんた、なんでこう日をおかずに現れるのよ」


　ハァハァと息を荒あらげてウィンディとの間に机をはさみ、距きよ離りをとりつつセラがたずねた。


「そんなの、ラケルに会いたいからに決まっているでしょ？　あとミュズにも。あんたの顔は見たくもないけど」


「いちいちうるさい。だいたい、……いくら会いたいからって、あんたの住んでいるところ、『吹雪ふぶき野の』のずっとずぅっと向こうなんでしょ？　あのへんは、ただでさえ『流る転てん』しているのに、こんな期間で行き来してたら、本当に、いつか身体からだを壊こわすわよ？」


「あいにくあたしは怪かい物ぶつ系。この程度で壊こわれるほどやわじゃありません」


　一いつ見けん人間に見える怪物系、スライム少女のほほほほほという高笑いに、ですが、とミュージィが話に加わる。


「いかにあなたとはいえ、実際のところ、けっこう大変なのではありませんか？」


「だってしかたないでしょ？　ラケルが来てくれないなら、あたしが通かよってこないと」


「いえ。ですから、セラさんとも話し合ったのですが……いっそのこと、こちらに越こしてきてはいかがです？」


　ええ？　と目を丸くして、ウィンディはセラを見た。


　ラケルも同じく驚おどろいて、セラを、次いでミュージィを見る。


　そしてたずねる。おそるおそる。


「……あの、おれはなにも聞いてないけど……」


「あなたには拒否権はないと判断しまして。……違いますか？」


「……いえ。……ないですね。ないのでしょう。うん」


「きゃあ！　ありがとラケル！　……でもいいの？　……あたしとラケルのラブラブぶりを見せつけられるの、つらくない？」


　ラケルに抱だきつき、挑ちよう発はつ的てきにセラをながめたウィンディに、セラは声を張はり上あげた。


「こ、こら！　くっつくな！　ていうか勘かん違ちがいしないでよ。ウィンディ。──ええ、あんたがここに住むのはもう、しかたないわ。あたしに反対する権利はないし、いまみたいな往復してちゃ大変そうだし。でもね、あんたはあくまでラケルの一いち友ゆう人じん！　昔はともかく、いまはもうラケルとはなんでもないんだから、ベタベタするのは許さないからね！」


「それについては異論があるけど、百歩譲ゆずってそうだとして、なんでラケルとベタベタするのにあんたの許可が要いるのよ。元カノとよりがもどるってのは珍めずらしくもないし、あんたこそ、ラケルの恋人じゃないし。……好きってわけでもないんでしょ？」


「それは、いや、そんなの、そうだけど──節せつ度どってもんがあるでしょ！　きちんと段階踏ふんで、お付き合いしていくならあたしも文もん句くはいえないけれど、あんたのはどう見たって、その、『無理やり』じゃない！　目を離はなすと抱きついたり、お、押おし倒たおしたりして──あたしにはね、ウィンディ、ラケルの友人として、ラケルが堕だ落らくしないよう、爛ただれた昔にもどらないよう、見張っている義ぎ務むがあるの！　ラケルが過去から立ち直る、手伝いをするって決めたんだから！　ね！　ラケル」


「……そんなの、押しつけているだけでしょう？　ラケルにはそんなの邪じや魔まなだけ。ねぇ？　ラケル」


「ラケル！」


「ラケル？」


「……ミュージィ……」


「まぁまぁ二人とも。そういう話はあとでゆっくりと。……話の続きですが、どうですか？　ウィンディ。住じゆう居きよなら、この町にもクリエイターはいますし、わたしの店にも空あきがありますし──」


　ミュージィの誘さそいに、しかしウィンディは、かぶりを振ふった。


　驚おどろいた表情をつくった他ほかの三人に、すまなそうに告つげる。


「……あー、うん。あたしも、できればそうしたいんだけど、ていうかできるなら無理やりにでも、そうしているんだけどね。でも、いまのあたしには、あたしなりに、いまの生活っていうか、いろいろしがらみができていて」


「しがらみ？」


「……あたしいま、こっちの世界で会社をやっているのよ。社長さんなんだ」


　ええ？　とラケル、ミュージィ、そしてセラの目がウィンディに注そそがれる。


　ウィンディは照てれたような笑えみを浮かべた。


「新しん進しん気き鋭えいのハウスオーナー社長、スイ・ヨウヒ──それがいまのあたしの名。聞いたことない？　『水曜日コーポレーション』って。……ない？　あ、そう。これだから辺へん境きようは。ほら、セラ、あんたがロックから借りていたあの回復魔ま法ほうのスプレー、アレもうちの新商品」


「ええ？」


「あたしの知り合いに、こっちの世界で『拳けん銃じゆう』をつくりたい、ってやつがいてね。まぁ、漢オトコのロマンとかなんだとか、そういうのはどうでもいいんだけど、これは商売になるなと、思い切って『起業』したの。といっても拳銃自体は正直ぜんぜん構こう想そう段階なんだけど、その過か程ていで、魔法を弾たまにできないかって話になって、試作品としてつくってみたのがあの『魔法スプレー』。……っても、商品というには、クリエイターに頼たよっている部分がほとんどだし、安全性とか、結局魔法使いに頼んだほうが安上がりとか、まだまだ課か題だいは山やま積づみなんだけど、魔法使いじゃなくても魔法を使えるっていうのが受けていてね。……ま、とにかく、他ほかにもいろいろ手広くやっていて、──まだできたばっかりの、いつつぶれるかもわからないような会社だけど、だから、いまは大事な時期だし、それ放ほうり出だしてこっちに住むわけにはいかないんだ」


「そのわりにちょくちょくこっちに来てるわね。本当にだいじょうぶ？」


「うるさいガキ。ほっといて。……まぁ、もう少ししたら、いまみたいなペースで来ることもできなくなるけど。……だからさ、ラケル。こっちに来ない？　一緒にやろうよ。共きよう同どう経けい営えい。ラケルは表には出なくていいからさぁ」


「……いやぁ、おれそういうの苦にが手てだし」


　実際の話、ラケルのような怪かい物ぶつ系がそういう事業をできるとはとても思えない。人に擬ぎ態たいしてハウスオーナーのふりをしているウィンディならともかくも、人間に化けられないラケルに経営者など務つとまるはずがない。


　──でも、とラケルは思わずミュージィを見る。


　ミュージィの才さい覚かくなら、そういうのもあっさりこなすだろうし、なによりさまざまな面で非ひ凡ぼんなミュージィの能力スキルを世に出すチャンスでもある。


　しかし、まるで心を読んだかのような、こちらに向けられたミュージィの顔が、包ほう帯たいの下からの視し線せんが、ラケルに口を開かせなかった。


　セラがため息をついた。


「……でも、会社か。……あんたも現実じゃ、中学生か高校生だろうに……ちょっとだけ、あんたのこと、すごい、とか思っちゃった」


　珍めずらしいセラの認みとめるような言葉に、しかしウィンディは首を振ふる。


「すごいって、……あたしにいわせれば、あんたたちのほうがどうかしていると思うけど？」


「え？」


「わからない？　こちらの世界はまだはじまったばかり、成功するチャンスはいくらでも転ころがっていて、しかも早い者勝ちなのよ？　早い者勝ちって、わかる？　そんな難むずかしいこと考えなくても、現実世界にあるものを持ちこめばいい。金貸しとか運送業とか、成功すればすごい権力を握にぎれるチャンスだし、飲食業はクリエイターがいるからちょっと難しいけど、小こ間ま物もの屋やとか雑ざつ貨か屋とか、美容室とかエステとかサービス業は間違いなく不足していて需じゆ要よう多いし、とにかく、現実にある職しよく業ぎようのほとんどがこちらにはなくて、すごいチャンスで、しかもあたしたちには現実世界にいくらでもお手本があるんだから」


「……ははぁ」


「わからない？　……たとえばあたしの知ってるやつに、印いん刷さつ機きをつくろう、そして勉強用の参考書を出版しよう、なんてがんばっているのがいて、あたしもそれに出しゆつ資ししているんだけど」


「……そういえばさ、普通に読み書きしているけれど、こちらの『字』ってどうなっているんだろ？」


「さぁね？　たとえ現実世界では国こく籍せきが違ったとしても、こうして言葉も通じているんだから、文字だって『そういうもの』になっているんじゃない？　──時代だってもしかしたら違っているかもしれないんだし──って、いまはそういう話をしているんじゃないの！」


　途中で口をはさんだセラをたしなめ、ウィンディは言葉を続けた。


「とにかく、──参考書なんて、つくるの大変だろうけど、極きよく論ろんすれば現実世界の知ち識しきを羅ら列れつしていけばいいだけでしょう？　著ちよ作さく権けん、なんてないんだし、あたしたちにもできないようなことじゃなく、そして、うまくつくれたら絶対に、需要がある。寝ねながらテスト勉強とかできるし、そもそもこちらには参考書以前に娯ご楽らく物ぶつとしての本も少ないし、なによりこちらに『文化』を持ちこめる。すごい業ぎよう績せきを残せるチャンス──なのに、あんたたちは、別に毎日殺し合っているわけでもなくて、けっこう余よ裕ゆうがあって生きていけているのに、どうしてそんな悠ゆう長ちようなの？　ただ生きているだけなの？」


「……」


「ラケルに聞いたことない？　あたしらの昔の知り合いに『エルフの王さま』ってのがいるんだけど、でも、どうしてそいつが王さまなのか、わかる？」


「う、ううん。なんで？」


「それはね、とくに理由なんかなくて、『シフト』しているだけだから当然歴史も家いえ柄がらもないのに、そいつが勝手に王さまになろうと決めて、王さまって名乗ったからよ。そしてそれが通るのがこちらの世界──もちろん、それを認みとめさせる力はいるけど。……いまではあいつ、しっかりエルフのコミュニティーで王さまとして認められているんだから。


　──わかる？


　こちらの世界では、王さまだってなんだって、いったもん勝ち、早い者勝ち、自分の行動次し第だいなの。その気になればいくらでも、チャンスはたくさん転ころがっている。……なのに、なにもしないでこんなところに引っこんでいるなんて、そんなの贅ぜい沢たく、才能スキルや力の浪ろう費ひだわ。もったいない。ちゃんと世界に打って出ないと──」


　──あなたは、こんなところでのうのうとしていていい存在じゃない。


　あたかもそういっているかのように、ウィンディはセラに向かって話をしつつ、しかしラケルに視し線せんを送っていた。


　が、ラケルはそれに気づかないふりをする。


　そうだ、成功というのは、金や権力を得ることだけじゃない。


　こんなのんびりした田舎いなかで、友だちと音楽を楽しむ時間を持てる──それだって、決して負けない『成功』なのではないだろうか。……ちょっと枯かれているけれど──


　それまでぽけーっと話を聞いていたセラだったが、ウィンディがラケルに視線を送っていることに気づいて顔をしかめ、しかしすぐににんまりとして机を離はなれ、ラケルの隣となりに立った。


　ラケルにしなだれかかって──ラケルの異い形ぎようが異性を感じさせないためか、こうした行こう為いをすることにあまり抵てい抗こうがないらしい──とたんに走ったレベル痛つうに顔をひきつらせつつも笑顔を浮かべてみせる。


「──いやいやいや。ほんと、ウィンディ、あなたってすごい。あたしなんかにはとても真ま似ねできないな。……だからあなたはがんばってね？　あたしとラケルと店長さんは、三人で、一緒に仲良く、この辺へん境きようからあなたの成功を祈っているから」


「……へぇ」


「だいじょうぶ。ラケルはあたしたちが見ていてあげるから。あなたは仕事を選んだんだから、そっちのほうに専念してね？　あまりこっちに来てちゃダメだよ？　じゃないと虻あぶ蜂はち取らずの二に兎と追おえず者になっちゃうから。男に振ふられて仕事もダメじゃそれこそ立たつ瀬せがないでしょう？　……え？　あ、なによ、その目、その指、うわ！　いたたっ、いたい！　くわっ、つっつくな！」


「あんたねー、おら、忘れなさんなよこっちには法も警けい察さつもないのよ？　ほれほれー」


「あっ！　……そ、そっちこそ、いた！　あん！　……あとで覚えてなさいね？　夜は満月ばかりじゃないんだから──」


　にこやかに笑い合い、見つめ合う二人を、ラケルはハラハラと、ミュージィは楽しげにながめ、──そんなミュージィにラケルはさらにため息が出る。


　絶対これを楽しんでいて、ときには二人をあおるようなことさえいったりもする、最近のミュージィは本当になにを考えているのかわからない。


　……でもきっと、これもいい方向性なのだろうなぁ？


　しばらくして、藍あい色いろの髪かみの少女が首を振ふり、やれやれと肩をすくめていった。


「……あーあ、いいのかなぁセラちゃん。いまのあたしにそういうこといって。せっかくいいもの持ってきたのに」


「……いいもの？」


「そうよ。いいもの。なのにそんな態たい度どをとってていいの？」


　──もったいつけつつウィンディは、脇わきに置いていたバッグからゆっくりなにかを取り出し、テーブルに置いた。


　セラは怪け訝げんそうに、置かれたカードに視し線せんを送り、やおら目を見開いた。


　おそるおそる手に取って、もはや身体からだの痛いたみも忘れたかのように、じっくりと、カードに見入る──


「……う、そ、これ？　『武ぶ功こうスキル』のカード？　うわ？　これって『軽けい身しん功こう』！　……本物？」


「お？　聞いたことあった？　ええもちろん、本物よ。……まぁ、社長とかやっていると、そういうレアなカードが回ってきたりするわけよ。そしてなにしろ社長だから、回ってきたものを機会逃のがさず買えたりするわけ。……どう？」


「どどど、どうって……」


　セラはちらりとウィンディを見、すぐにカードに視線をもどした。


　裏返したりもどしたり、光にかざしたりしてながめたのち、いわくいい難がたい複ふく雑ざつな表情を浮かべて顔を上げ、ウィンディにおずおずと、たずねる。


「……ええと、これって戦士職しよく用カードだし、ここには戦士職、あたししかいないし、……話の流れ的にも、……これ、あたしに譲ゆずってくれるとか？」


「……さぁて、どおっしよっかな？」


　ウィンディは手を伸のばし、セラの手からカードを取り上げた。


　目の前で、ひらひらと振る。犬に向かってフリスビーを投げる主人のように。


　それを視線で追いかけて、つくり笑いを浮かべるセラ。


「……えへへ、へへへへへへへへへへへへへへへへへへ？」


「おほほ、ほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ？」


　えへへへおほほほと笑い合って止まらない、先ほどとは別の意味でハラハラさせる二人の様子に、ラケルは助けを求めてミュージィを見た。


　ため息をつき、ミュージィが口を開く。


「ウィンディ。意地悪しないで、さっさと金額なり条件なりを提てい示じしてあげてはいかがです？　もう夜も遅おそいですし、そう引ひっ張ぱらなくとも」


　そうだそうだ、とセラが続いた。


「……あ、でも、い、いっておくけど、あたし、自じ慢まんじゃないけどそんなに貯金ないからね！」


「……あのねぇ。そんなの期待してないわよ。レベル６程度の内力オツドじゃローンの頭金にもなりゃしない。もっともこの世界じゃそもそもローンなんてのが──」


「あーもーうるさい！　そんなのいいから、それで？　──じゃあ、やっぱ条件？　で、でも、だったらよおく考えなさいよ！　あたしそのカードとってもほしいから、大たい抵ていの条件なら呑のむからね！　でもやっぱりどうしても呑めない条件ってのもあるし、そのときはどんなにほしくても断ことわるから、そうなったらこんなに、こんなにもほしいのに手に入らないことになるんだから！　いい！　わかった！　ちゃんとそのことわかってる？」


「わかったわかった。なんかよくわからないけど、わけわかんないキレ方するほどほしがっているっていうのはわかったから。さて。じゃ……」


　んふふー、と唇くちびるの端はしをつり上げると、ウィンディは場を見渡した。


　固かた唾ずを呑んで見守っているセラ、とラケル、そして退たい屈くつそうなミュージィの顔を順々にながめたのち、ため息をついて、あっさりいった。


「はい。あげる」


「え？」


　きょとん、としたセラの手のなかに、落とされるレアカード。


「いいわよ。ただで。これはまぁ、お近づきのしるしってやつ？」


「えええ？」とセラ。


「うそ？」とラケル。


　ミュージィが、わなないた。


「……ウィンディ？　お金に汚きたな──常に野心に燃もえてチャンスを逃のがさぬあなたが、もしや熱ねつでもあるのですか？」


「……人にただで物をやって、なんでこんな扱あつかいなのよ。……でもまぁ、あえて条件を、というのなら、つけないでもないけどね」


　冗じよう談だんっぽい口調でいってから、ウィンディはやおら真しん剣けんな顔つきをして、セラに向き直った。


「……もっと強くなって、セラ」


「……え？」


「あたしとけんかができるぐらい──とまではいわないから、せめて、ラケルの足手まといにならないぐらいには。いまのあなたじゃ弱すぎる──


　──ひどいことをいってる？


　でもそうなの。いまのあなたは足手まといすぎる。しかもラケルはなにをだらけていたんだか、かなり弱くなっていて──これじゃ、あなたという存在そのものが命取りになりかねない。だからあたしはそのカードを見つけてきたの。最悪でも、ラケルの手をわずらわせずに一人で危き地ちから逃にげられるぐらいになってほしいから。いまのあなたじゃぜんぜん、ダメ」


　沈しずみこんだセラに、ラケルは思わずウィンディをにらみつけ、口を開こうとした。


　が、それを制してウィンディは首を振ふった。


「そんなの必要ない？　ここは平和だから？　とか思っているなら甘いよ。ラケル。あなたたちがのんびり暮くらしたくて、それで辺へん境きように隠かくれていたって、世界の情じよう勢せいから逃げることはできないんだから。望む望まないにかかわらず、世界は動いていて、だれも『それ』からは逃げられない。現実でも、ここでもね」


「……いったいなんの話だ？」


「あなたが望もうと望むまいと、いずれ戦いに巻きこまれるってことよ。あなたが怪かい物ぶつ系である限り、ね。……現に、あたしは、ラケル、あなたを見つけられた」


「……そういえば、どうやってここを見つけたか、まだ聞いていませんでしたね」


　ミュージィが、席を立った。


　話が長くなるとみたのだろう、ため息をつき、円えん盤ばんをしまうとカウンターに向かい、お茶の準じゆん備びをはじめる。


　ウィンディはセラから離はなれ、あらためて椅い子すに座りなおすと、ラケルに向き合い、いった。


「実はね、あたし、ミュズのスキルに賞金をかけていたのよ」


「……ミュズに、賞金？」


「うん。賞金。……きっとラケルのことだから、たとえあたしたちは置いていっても、かわいがってたミュズとシェヘラザだけは連つれていくと思ったから。だから、『音楽系のスキルを持つクリエイターの情報求む』って。……ラケルとシェヘラザをおおっぴらに探させるわけにはいかないけれど、ミュズなら、彼女のスキルはそうないし、目立つから、いつかは網あみにかかるだろうって。期待はしてなかったんだけど──」


「──シェヘラザ？」とセラが口をはさんだが、それを急いでさえぎって、もしかして、とラケルはたずねる。


「まさか、この前ミュズをさらおうとしたやつらって、ウィンディの差さし金がね？」


「……ちちち違うわよ！　あ、あたしが求めたのは情報！　ラケルの実力知っているのに、だいたいあたしが、なんでかわいいミュズを危険な目に遭あわせるの？　そんなことすると思う？　……そんなやつらがいたんなら、たぶん、あたしが出している賞金を知って、高く売りつけよう、とかバカなことを考えたやつらよきっと」


「……どちらにせよ、軽はずみね。おかげで店長さん、危なかったんだから」


「……悪かったわね。とにかく、問題はそこじゃなくて、いったでしょ？　賞金はかけていたけど、正直、それには期待していなかったって。なにしろこちらの世界には、通信手段がほとんどなくて、自分のコミュニティー外の情報は旅人とか商人に頼たよるしかなかったから……いまさらながら、インターネットってすごいよね。とにかく情報が集まらなくて集まらなくて、そっちのほうはあきらめてて、ラケルが自分から出てくるのを待つしかないって思っていたんだけど──」


「突とつ然ぜん情報が回りだした、と？」


　かちゃ、かちゃ、と三人の前にハーブティー（こちらの世界オリジナル）を置きながら口をはさんだミュージィに、ウィンディはうなずいた。


　ハーブティーで唇くちびるを湿しめすと、話を続ける。


「ええ。実はね、いま、こちらの世界では、『都みやこ』を中心に『ギルド』ができつつあるのよ。……要するに、『組合』ね。同じ職しよくの者同士、助け合おうっていう組そ織しき。それぞれクリエイターギルド、ハウスオーナーギルド、魔ま法ほう士しギルド、戦士ギルド──そして、これはうわさなんだけど、『勇ゆう者しや』ギルドなんてのも、できるかもしれないとか」


「……勇者、ギルド……？　なんだそりゃ」


「さぁ。そこまでは。あたしも『都』に住んでいるわけじゃないから、ていうかあたしのとこも田舎いなかだから、情報回ってくるの遅おそいんだけど……


　とにかく、いまはそういうギルドができつつあって、とくに、戦う力のないクリエイターとハウスオーナーの団結力がすごくてね。『都』を中心にして、なかなかなギルド・ネットワークができていて、まぁ、基本的には人の口によるものだけど、それでも各地のいろんな情報がギルドを介かいして集まるようになってきているの。


　おかげであたしは、ミュズとあなたを見つけられた。


　……まぁ、情報っていっても『ずっと南に樹じゆ海かいがあり、その樹海の深くにも村があって、そこに音楽関係の天才系クリエイターがいるらしい』ぐらいのもんだったけど、でもあたしはその情報を得られたし、それだけでここまで来られたし──うわさの対たい象しようが天才系だっていうなら、いずれクリエイターギルドの人間も、その真しん偽ぎを確たしかめに来るでしょうね。それが真実ならどんなスキルを持っているのかを確かめ、ギルドに勧かん誘ゆうするために。とくにこの村──『オーク横よこ町ちよう』は、クリエイターとハウスオーナーがそろっているみたいだから、絶対ギルドの調べは入る。


　──そうなると、当然ラケルが目もく撃げきされる確かく率りつも、高くなる。


　少なくともこの近きん辺ぺんじゃすでにラケルは目撃されているみたいだし、ギルド制度が整ととのえばその情報は広く『都みやこ』までギルドを介かいして届き、広がる。そうなれば、あなたが怪かい物ぶつ系、ってだけで、退たい治じしに来るやつが必ず出てくる。こっちがなにもしなくても、どんなに平和に暮くらしていても、ただ怪物ってだけで──ラケルだってそれぐらい、わかっているんでしょう？」


　一ひと息いきついてカップに口をつけると、押おし黙だまったラケルから視し線せんを移し、そしてねセラ、とウィンディは、じっと話を聞いていたセラに向き直り、いった。


「いい？　セラ。さっきいったように、あたしにはあたしの事じ情じようがあるから、ずっとラケルのそばにいて助けてあげることはできない。フォローしてあげられないときもあるだろうし、そういうときに限って勇ゆう者しやづらしたやつらが押おし寄よせてくることはじゅうぶんにありうる。


　──そういうとき、あなたがラケルの足手まといになるようじゃ、困るの。


　たとえラケルがこの世界最強の強さを誇ほこっても、あなたが人ひと質じちになったりしたら、どうしようもないから。……とくにいまのラケルは、きっとまともに戦えないから」


　カップをテーブルに置き、セラは決けつ然ぜんと、応こたえた。


「もう、ラケルに戦わせるつもりはないわ。ラケルは戦いたがっていない──昔にもどりたがっていないんだから」


「……だったら、よけいにあなたが強くならないと。少なくとも、自分の力で逃にげられるくらいには強くなってよね？　足手まといにならないように──それが、このレアカードを無料で進しん呈ていする条件」


　まぁ、そういうわけだから、そういって笑うウィンディと、神しん妙みような顔つきになってカードをながめているセラ──そんなセラの様子に、ラケルは不安を覚える。


　本当に、セラにそれを渡していいのか？（もっともカードを見たときの反応を考えると、取り上げることなんてそれこそ不ふ可か能のうっぽいが）


　それは確たしかに、セラの力となり、生いき延のびる確率を上げてくれるかもしれない。


　だが力はときとして、より多くの危険を引ひき寄よせる。


　変に力があるから、逃げずに戦ってしまうこともある。


『武ぶ功こうカード』は、かなり実戦的なスキルだと聞く。ならば、これから自分が危険にさらされるようなことが増ふえるとすれば、そのカードは、むしろセラを危き地ちへと飛びこませるものになるのではないか？　殺したり殺されたり、そういう世界にセラを巻まきこんでしまうのではないか？　そのときは自分だって、それこそセラを見捨てては逃げられない──もしかして、それこそがウィンディの本当の目的ではないか？　セラをだしにして、自分を戦わせ、『昔』にもどらせるための──うがちすぎかもしれないが──


　なんだろう、このいやな感覚は。


　ラケルは不安を覚える。


　──正せい確かくには、どんどん不安が高まってくる。


　セラが力を持つレアカードを手にするところを見たときから、ではなくて──ウィンディがギルドの話をはじめてから、ラケルはずっと、奇き妙みような悪お寒かんに襲おそわれていた。


　それまで感じていた、しあわせな気分は霞かすみのように消きえ失うせて、不安な感覚だけがある。


　会話のなにかがキーとなり、心を落ち着かなくさせている。


　なにか、悪いことが起こっているかのような、胸むな騒さわぎ、いやな予感、虫の知らせ──しょせんはただの『勘かん』覚かくなのだが、そうした『野生の勘』とでもいうべきものにこれまで何度も生命を救すくわれているラケルにはそれを無視できない。なにしろ『蠱こ毒どくの時代』を生き抜いてきたラケルのそれは、かつてはほとんど『予よ知ち』に近いものであったのだから。もちろんいまのラケルには往おう時じのような力はないが、だからといってこれまで自分を助けてくれてきた感覚を無視できたりするはずもない。


　いったいなんだ、このなにかに這はい寄よられているかのような気味の悪さは──


　聞こえてくる、ミュージィの声。


「ではウィンディ。あなたもその、ハウスオーナーギルドに入っているのですか？」


「あたし？　……あたしは、いまのところ逃にげ回まわってる。いちおう新しん進しん気き鋭えいのハウスオーナー社長として、それなりの待たい遇ぐうでの誘さそいを受けているんだけど、ほら、あたし本当は怪かい物ぶつ系だから、ばれるリスクは冒おかしたくないし、それに……『都みやこ』には、あのリカルトがいるみたいだし──」


「ああ、そういえば、あの方が……」


　リカルト、という単語に、ラケルの身体からだがさらに震ふるえた。


　予知にも近い野生の勘が全身を走り、警けい鐘しようを鳴らす。気をつけろ、と。


　ただの気のせいだろうか。なにがこんなに引っかかっているのか。


　ウィンディのギルドの話に、世界に取り残されるような不安を覚えたからか。それとも、これまでみたいな平和な生活を送れなくなるかもしれないことを、心が理解したからか？　セラがレアカードを手にしたことで、あらためて、セラをなにかの戦いに巻まきこむことを『予感』してしまったからなのか、──それとも──


　この身の裡うちをざわめかせる、この『予感』の正体は──


（──キーワードは、ギルド、ネットワーク、怪物系……他ほかには……リカルト？）


「……そうなると、他のみなさま方もラケルの居い場ば所しよを知って、ここを訪たずねてくるかもしれませんね」


　──自分に向けられたものであろうミュージィの言葉に、ラケルはぼんやりとそちらに視し線せんを送った。


　ミュージィを見る。


　包ほう帯たいに隠かくされ表情の見えない、どこか冷たい印象のあるミュージィの姿は、しかしただそこにあるだけで多大な安心感を与えてくれて、ラケルはほっと息を吐はき、ああ、うん、と生なま返へん事じをする。


　そんなラケルにウィンディも、笑っていう。


「そうね、みんなも見つけてくるかも。そのときは、──覚かく悟ごしとくのね。ある意味敵てきに見つかるよりも大変なことになるわよ？　──あたしたちはともかく、ザンの坊ぼうやなんかは、もう本当に怒ってたから」


「あー、なんか想そう像ぞうつくなぁ、あいつ」


「……懐なつかしいですね。あのペルソナメガネくん。元気にしているのでしょうか」


「さぁねぇ、あいつも『都みやこ』にいるとか、リカルト相手に暴あばれているとか、たまにうわさは聞くけど──」


　ちょっと過去へと跳とびかけたラケル、ミュージィ、ウィンディに、話に入れぬセラが尖とがった声で横よこ槍やりを入れた。


「──そうね。ギルドとかができてラケルのことが知れわたったら、ウィンディみたいな、ラケルの『昔の友だち』もたくさん会いに来るんでしょうね？」


「……まぁ、たぶん……」


「──そしてきっと、そのほとんどはかわいい女の子なんでしょう？　ラケル？」


「ええ？　いや？　そ、そんなことなくて、あの、セラ──？」


　ああ、でもみんな、元気かなぁ……


　ウィンディ、という昔の仲間の訪問がもたらしたなにかがあったのだろう、ふと懐かしくかつての時代を振ふり返かえり、ラケルはセラににらまれつつも、心地よい郷きよう愁しゆうに身を委ゆだねた。


　心の不安、緊きん張ちようがほどけていくのを感じて思う。


　そうだ、さっきまでの不安はやっぱり錯さつ覚かくだ。


　いまの自分には昔みたいな『第六感』はないんだし、ただの気のせい、単なる杞き憂ゆう、だいじょうぶ、なにも心配することはない。


　──そう信じかけたとき──


「……ところで」


　セラが、思い出したように、聞いた。


「ちょっと話をもどすけど、──『シェヘラザ』って、だれ？」


　ラケルは一いつ瞬しゆん呼こ吸きゆうを止めた。


　固まったトカゲ男をながめつつ、セラが続ける。


「ほら、さっきウィンディがいったでしょ？　きっとラケルは、店長さんとその人だけは一緒に連つれていくだろうとか──あたしの知らない名前だけれど、その、ラケルのお気に入りだとかいう人も、この町にいるの？」


（……シェヘラザ？）


　──どくん、と胸が高鳴った。


　なにかが、ぱちりと組み合わさったような感覚。


　どくんどくんと際きわ立だちだした心音のなか、ラケルはミュージィとウィンディがセラに説明している声を聞く。


「シェヘラザは、『昔の仲間』のなかでも、ラケルの一番のお気に入りの子です」


「……へぇ」


「そうそう。ラケルだけじゃなくって、あたしたちみんなのマスコットみたいなもんだったからね。……ていうか、あの子がいなかったら食い殺されてた仲間も多かったかも。ラケルが唯ゆい一いつ、無条件にいうこと聞いていた子だったから」


「……ああ、やっぱり女の子なんだ──」


　はぁ、とため息をついたセラに、いえいえ、とミュージィが笑った。


「確たしかに女の子ですけど、あいにくと、セラさんの想そう像ぞうしているような間あいだ柄がらではありません。文字どおり、ラケルとシェヘラザは、兄妹きようだいのようなもので……そのころにはもう、ラケルの趣しゆ味みは人間型限定になっていましたから」


「……え？」


「シェヘラザも、──怪かい物ぶつ系なんです」


　ミュージィの言葉に、ウィンディが補ほ足そくする。


「……しかも身体からだが大きくて、人間擬ぎ態たいができなくて。……後期の仲間のなかでは、一番の異い形ぎようだったかも。小山のように大きくて……でも引っこみ思じ案あんで、だからみんながかわいがっていて……。そういえば、シェヘラザはどうしているの？　ぜんぜん姿が見えないけれど。元気なんでしょ？　会いたいな──」


　視し線せんがこちらに向けられるが、ラケルは返事ができない。


（……そうだ……目立つシェヘラザ……怪物系、──勇ゆう者しやの、ギルド？）


（──いや、まさか──？）


　息ができず、震ふるえが止まらず、自分の想像に胸が押しつぶされそうで、ラケルは思わずテーブルに、腕をつく。


　そんなラケルの様子を怪け訝げんに思ったのか、ミュージィが立ち上がり、ラケルの背中に手を当てつつ、ウィンディに答えた。


「実はシェヘラザは、遠くに離はなれて、ひとりで暮くらしているんです」


「え？　なんで？　あんな寂さびしがり屋やが──」


「……わたしたちも、一緒に住むよういったのですが、シェヘラザが、できるだけ遠く離れたい、と。大好きなおにいちゃん──ラケルに迷めい惑わくをかけたくない、なるべく離れていたい、できうる限り自分の姿を見せたくない、と──」


「……ああ」


　──ウィンディの顔が、くもる。


　同じ女性の怪物系として、思うところがあるのだろう。


　いいや、怪かい物ぶつ系とはいえウィンディの姿は完かん璧ぺきな人間、それも美女の類たぐいだが（なにしろもとがスライムだから、好きな姿、プロポーションをとれる）、人間に擬ぎ態たいできないラケル以上の異い形ぎようである『女性』の気持ちというのは、いったいどんなものなのか。


「……でも、まぁ、ラケルがつくった村で、村人たちともうまくやっているようです。遠方ですが、定期的に手紙で連絡を取っていますし、……そうだ、ほら」


　ミュージィが、カウンターの奥を指し示した。


　ドアの正面、この店に入ってきた者がまず目にするであろうその棚たなには、三つ、トカゲを模もした木き彫ぼりの像ぞうが置かれている。


　いかにも素人しろうとがつくったような、技ぎ巧こうの感じられないささくれだった粗あらい像──


「あれはシェヘラザが彫ったものなんです。『月の合』の季節ごとに、シェヘラザが自分の手で彫って、送ってきてくれるんですよ」


　ウィンディとセラは、静かにその像を見つめた。


　とくに技巧のこらされていない、ただ彫ってまわりのかたちを整ととのえただけ、みたいな、荒々しい、しかしどこか素そ朴ぼくなやさしさの感じられる彫ちよう像ぞう──


　ぽつり、とミュージィが、いった。


「……シェヘラザは、現実世界では目が見えないのだそうです」


「……」


「身体からだも弱くて、ほとんど病院で生活しているとか。だから、目に見えるだけではなく触さわって確かく認にんできる、彫像を彫るのが好きだそうで……現実では目が見えない、だからこそ、この世界が見えることがうれしくて、ただもうこの世界が存在することが、そしてその世界にいられることが、うれしくて──そうした彼女の態たい度どに、どれほど救すくわれてきたかわかりません。


　こちらで過ごしている年月は、間違いなく、シェヘラザのほうが長いんですけど、でもやっぱり、わたしにとってもかわいい妹分です」


「……そう、なんだ」


　それでも、どんなにやさしい存在でも、敵てき意いを持たれることはある。


　怪物系であるなら、とくに。


　ミュージィの言葉に、ラケルの胸がきりりと痛いたむ。


　悪お寒かんを抑おさえ、必死に自分にいい聞かせる。……いや、だいじょうぶだ、村の人間とは仲良くやっているはずだし、だいたい、ギルドができたからって、いきなり危険になるはずは──


　でも勇ゆう者しやギルドって、なんだ？


　目的は？


「──確たしかに外見は醜しゆう悪あくですが、そこらの人間よりずっとましです。……ですから、よければセラさんにも一度、会ってみてほしいと思います。最初はぎょっとするでしょうが、きっと──」


「うん。会うよ。あたしも会いたい」


　力強く答えたセラに、声を上げるウィンディ。


「そうだ！　だったらちょうどいい機き会かいだし、今度、みんなで会いに行こうよ！　ね、ラケル──」


　ああ、うん、と答えたラケルの顔になにを見たのか、セラとウィンディはいぶかしむような顔をした。


　きっといま、自分は妙みような顔をしているのだろう、ラケルはトカゲの顔に無理やり笑えみを浮かべてみせる。


　──もっとも顔の構こう造ぞう上じよう、自分の顔が『笑み』になる状じよう況きようのほとんどは相手を攻こう撃げきするときなのだが。


　静かに、ラケルの背中をさすりつつ、ミュージィが聞いた。


「先ほどから……どうかしたのですか？　ラケル。具合が悪そうですが、なにか……」


　いや、ああ、うん、とラケルはあいまいに言葉を濁にごし、ウィンディにたずねた。


「……ウィンディ、さっきいってたよね、勇ゆう者しやギルド、とかいうのができるらしい、って」


「え？　うん。だけど、さっきもいったけど、あたしも『都みやこ』に住んでいるわけじゃないから、くわしいことは知らないけど」


「……なんか、他ほかに聞いてない？　ていうか勇者ギルドってなに？　クリエイターやハウスオーナーのギルドはわかる。戦士や魔ま法ほう使つかいが互たがいに組合をつくろうとするのもわかる。でも勇者ギルドってのは？」


「それはやっぱり、勇者になろうとしている人たちを育成し、支し援えんするギルド？」


「だよね？　だったら、そんなギルドの目的は──」


「……おそらく、魔ま王おう側になるかもしれない悪人や、怪かい物ぶつ系を、一いつ掃そうすること……」


　──本当かどうかはさだかではないが、この世界にはいつからか、まことしやかに語られているうわさがある。


　いわく、いつか『魔王』が現れる。


　そして『勇者』が『魔王』を倒たおしたとき、この世界はクリアされる──


「……ラケルのことが知られたら、ただ怪物をやっつけたいってやつだけじゃなくて、その、『都』の『勇者ギルド』みたいなのが、世界をクリアするために、ラケルみたいな怪物系は邪じや魔まだって、派は遣けんされてくるかもしれないってこと？」


　セラの問いに、ラケルはうなずいた。そして、


「──シェヘラザのもとにも、そういう存在が訪おとずれるかもしれないと？」


　ミュージィの言葉に、ついに具体的にされてしまった思し考こうに、身体からだが震ふるえた。


　そうだ、確たしかにシェヘラザは目立つ異い形ぎようの怪物系。


　しかしだからこそ、シェヘラザは無む害がいな怪物系だということも伝わりやすいはず。ただ怪物系だというだけで、そんな組そ織しきが送られてくることは、いくらなんでもないだろう──村人だって、ちゃんと証言してくれるはず。シェヘラザが善ぜん良りような怪かい物ぶつ系だということは、近くに住んでいる村の人間たちが一番よくわかっているはずなのだから。だいたい怪物系とはいっても現実世界では中高生、自分たちと同じ人間なのだし、確たしかに怪物系には悪いやつが多いが、悪あく党とうは戦士にも魔ま法ほう使つかいにもいるのだし──


（──だがしかし、目立つのは、怪物系なんだ。敵てきにしやすいのも、殺しやすいのも──）


　いやな感覚──胸むな騒さわぎが、強くなる。


　漠ばく然ぜんとしていた昏くらい不安が、まるで出口を見つけたかのように、シェヘラザ、という単語に飛びついて、夕ゆう闇やみのなかの旧ふるい電線のように、ぶうんぶうんと不吉なうなりを立てはじめる。──いいや、シェヘラザはだいじょうぶ。いやな感じは気のせいで、将来的な可か能のう性せいに怯おびえてしまっているだけで──必死に自分にいい聞かせるが、だがいやな感覚は消えず、たとえ『野生の本ほん能のう』が薄うすまってしまっているとしても、これまで自分はその本能に、何度も何度も助けられていて──そしていまその『野生の勘かん』が──


　矢も盾たてもたまらず、ラケルは立ち上がった。


　黙だまって見上げてくるミュージィにうなずき、ウィンディに告つげる。


「ごめん、ウィンディ。こんな夜に、着いたばかりでなんだけど、疲つかれているとは思うんだけど、ちょっと付き合ってくれる？」


「え？　それは、もちろんいいけど」


「ちょっとラケル？　もう夜なのに、いったいなにを──」


　いいかけて、セラは口調を変えて、たずねた。


「──ねぇ、ラケル。……さっきから……なにか、あったの？」


「──わからない。だからそれを、確かめる」


「確かめる？」


「シェヘラザに、会いに行ってくる」


　じゃああたしも、と立ち上がりかけたセラを、ミュージィが止めた。


「ダメですよ、セラさん。あなたはレベル痛つうの最さい中ちゆうじゃないですか。今日のところはおとなしく、わたしとお留る守す番ばんしていましょう」


「で、でも、あたしもシェヘラザさん？　その子に会いたいし、ラケルとウィンディ、二人っきりなんかにしたら、……きゃあ？　あっ、やん、やめ、……店長さん？」


「わかってください、セラさん。レベル痛では満足に動けないでしょうし、二人についていくには、わたしたちでは足手まといになるんです。……シェヘラザに会いたい気持ちは、わたしにだって、ないわけではありませんが……」


「…………うん。そう……だね」


　ミュージィの言葉に、ようやく、セラは席にもどった。


　ふてくされたようにぐてんと突つっ伏ぷし、吐はき捨すてるように、いう。


「……夜なんだから、気をつけてよね、二人とも」


「だいじょうぶだいじょうぶ、心配しないで？　ラケルのことはまかせといて！　これでようやく二人っきりになれるね、ラケル！」


「……あんたとは、本当に、一回じっくり話をしないとね」


「いいわよぉ？　帰ったらたっぷり聞かせてあげる」


「……ええと、そのへんにしといて……じゃあ、悪いけどウィンディ、遠出の準じゆん備びをしておいて。おれは、ちょっと、仮か眠みんを取るから。ミュージィ。ちょっと氷ひ室むろを借かりるよ？」


　仮眠、と聞いて驚おどろいたような顔をした一同に、ラケルは急いで補ほ足そくする。


「準備が終わったら、すぐに起こしてくれていい。……ちょっと確たしかめたいことがある」


「……もしかして、『シフト』する気なのですか」


「うん。向こうに、『都みやこ』のやつがいるんだ。そいつにちょっと、話を──」


　いってしまってから、ラケルはしまったと思った。


　セラはきょとんとしているが、ウィンディは見るからに、ミュージィはほんのわずかだが、動どう揺ようしている──


　おそらく気分を害してもいるだろう。


　近しい仲間であるこの二人にすら現実世界のことはなにも話さず、接せつ点てんを持たないようにしているのに、実は向こうにラケルを知っている人間がいるといってしまったのだから。


　これはあとでしっかりとフォローをしておかなければならないだろう。──おれも相当動揺しているな、自分はいつもこういうところでポカをする──なんて思いつつ、しかし心はそれどころではなく、ラケルは二人の反応を無視してカウンターの奥、氷室へと向かった。


　重い扉とびらを開けると、明かりのない暗くら闇やみのなかからたちまち漂ただよってくる、冷気。


　凍こおった室内に入ると、扉を閉める。


　そっと、冷たい岩がん床しように、横たわる。


　じわじわと、熱ねつエネルギーが奪うばわれていくのを全身に、感じ──


（──だいじょうぶ、シェヘラザはきっとだいじょうぶ──）


　体温の低下とともに睡すい眠みんに入り、静かに──


　ラケルは『現実世界』に『シフト』した。








　　　　２．








『夢』のなかではあれほど胸をさいなんでいた不安感も、目覚めるや否いなや急きゆう速そくに、消える。


　文字どおり、明け方の夢のようにその場にとどめることもかなわず──たとえ『向こう』から『こちら』になかなか『シフト』できずに一週間ほどを過ごしていたとしても、『シフト』してしまうとそれは一夜の夢に過ぎない。その七日ほどの間にどれほどの冒ぼう険けんをして、恋をして、生きた人生を嚙かみ締しめていようとも、寝ねて、『シフト』してしまえばすべては一いつ炊すいの夢、単なる記き憶おくとなってしまい、寸すん前ぜんに感じていたどんな気持ちもなめらかな絹きぬのようにさらさらと、手のひらから滑すべり落おちるように消えていき、その端はしすらもつかめない。


　実際、いったん『シフト』することに慣なれてしまうと、普通の夢と同じように、『シフト』した感覚はありながら『向こうの世界』にいる間のことをはっきり思い出せないことも少なくはない。


　はたしてなにが現実なのか、自分は確たしかに正気でいるのか──


　その感覚に耐たえられぬ者は、やがて夢と現実の境きよう界かいをなくし、この世界でも向こうでも、脱だつ落らく者しやとして消えていく。


　ときどき祐ゆう樹きも、いまだに『向こうの世界』など存在せず、セラもミュージィもウィンディもすべては想そう像ぞうの産さん物ぶつなのではないかと思ってしまうときがある。あるいはその逆──赤あか松まつ祐樹という存在、こちらの世界そのものが、ラケルというトカゲ怪人の夢でしかないのでは、と。もっとも心のどこかでは、それは単なる欺ぎ瞞まん、言葉遊びの逃にげでしかないことも悟さとっている。


『こちら』も『向こう』も夢ではなく、両方の世界は厳げん然ぜんとして存在し、ラケルも赤松祐樹もどちらも真実の、自分。ラケルというリザードマンのなかに祐樹の心があるように、祐樹のなかにも確かにトカゲ男の部分があり、それは鏡を見るたびにこう主張する。──鏡になにが映うつっていようとも、それだけが真実なのではなく、一ひと皮かわむけばだれでも白い肌の下から赤黒い肉が現れるように、おまえのなかにもおれがいる、と。


　たとえどれほど夢のように思えても、『向こうの世界』はまぼろしではない──


　それでも、布団ふとんから出て顔を洗い、昨夜用意しておいたおにぎりを食べて登校の途とについたころには、赤松祐樹は『向こうの世界』での不安を杞き憂ゆうに過ぎないと思うようになっていた。


　──確かに、これからがいままでのようにいかないことは間違いないだろう。


　世界は移ろい、怪かい物ぶつ系はますます棲すみにくくなっていく。


　こうなると、シェヘラザはかわいい妹分だが、もうその我わがままを聞いてやれる余よ裕ゆうはない。願いはかなえてやりたいが、時じ勢せいが変わってしまった以上、どう考えていようとシェヘラザにはこちらの森に来てもらうしかない。手もとに置いておかなければ急な事じ態たいに対応できない──いまや祐樹の心配事は、シェヘラザが無事かどうかではなく、どう説得して引ひっ越こさせるかになっていた。いやな予感や胸むな騒さわぎ、といったものは、文字どおり夢まぼろしと消えていた。


　だからわざわざ日ひ野の鷹たか生おの教室まで訪たずねていきはしなかったが、それでも昼休みになると、寄より道みちをせず、いつもより早く祐樹は屋上に向かった。


　一番乗りの屋上は、春であるにもかかわらず、寒い。


　祐ゆう樹きはいつもの場所、屋上のへりの金かな網あみにもたれ、座り、鷹たか生おを待たずに自作のおにぎりを食べはじめる。


　しばらくして、正面の扉とびらが開いた。


　入ってくる、数人の女生徒と、後輩たちより背が高く一ひと際きわ目立つ鷹生の姿。


　日ひ野の鷹生は祐樹の姿に目を丸くすると、後輩たちに手を振ふって、こちらに歩いてきた。


　妙みようにはつらつとした猫ねこなで声が聞こえてくる。


「……ごめん。待った？」


「ううん、いま来たとこ──ってんなわけねーだろ待ってねーよ気色悪い。気持ちの悪い入り方してくんじゃねーよボケ」


「……おまえって、おれ相手だとむちゃくちゃ口悪いよなぁ。クラスじゃなんかおとなしくて、人当たりいいって聞いているのに」


「……それはなぜかというとな、おまえみたいなずうずうしいやつは甘い顔するとどんどんつけあがってくるからだ。そういうやつが心底嫌きらいだからだ。それをこれだけわかりやすく表現してやっているのに、どうしておまえには伝わらないんだ？」


「えー、おれってずうずうしい？」


「──お、おれってずうずうしい？　どの口で、どの舌で、……おまえはなんで、どうして、そう……」


　日野鷹生。


　祐樹のちょっとした不注意で、知り合うことになってしまった、祐樹と同じく夜よ毎ごと向こうに『シフト』している高校生。


　もっとも、祐樹も鷹生も、『シフトすること』を知っているだけで、『向こう』では具体的にどんな存在なのかは、ほとんど知らない。鷹生が知っているのは祐樹が（向こうの世界では）かなりの古こ参さんであり、いまは辺へん境きようで隠いん者じやのような暮くらしをしている、ということだけであり、祐樹も鷹生について、『都みやこ』で勇ゆう者しやを目指しているパーティーの一員である戦士職しよく、というぐらいのことしかわからない。


　なお、鷹生はつい最近『シフト』するようになったばかりの新人ルーキーなのだが、そのわりに飛び抜けた実力を持っているらしく、つい最近も初心者戦士でありながら魔ま法ほう使つかい職に一対一の勝負をしかけ、勝利したらしい。


　その後ひとりで決けつ闘とうしたことがパーティーメンバーにばれ、おまえは仲間をなんだと思っているのかとひどく怒られたらしいが、実際、パーティーのメンバーたちもこいつには苦労しているのだろうと祐樹は思う。


　パーティーメンバーではない自分にすら鷹生は迷めい惑わくをかけて平へい然ぜんとしていられるのだから、同じパーティーメンバーはいったいどれほどの被ひ害がいをこうむっていることか。


　……実は魔法使い職との決闘の件にも祐樹は間かん接せつながらかかわっていて、おかげでひどい目に遭あって──もちろんそんなの一例で、他ほかにもいろいろ、祐ゆう樹きは鷹たか生おが引き起こすわけのわからぬ面めん倒どうに巻まきこまれていて、なんかもう慣なれつつある今日きようだったりして繰くり返かえしって怖こわいなぁ、いやこれじゃあダメだろう、そろそろなんとかしなくては、なんて思っているのだが──


　まったく、と大おお仰ぎように首を振ふった祐樹の前に笑って腰を下ろして、鷹生はコンビニ袋からおにぎりを出した。


　その様子をながめ、『向こう』についてどう切り出すか話の穂ほ先さきをつかめず（なにしろ日ごろ鷹生に『向こう』の話はするな、としつこくいっていたから）視し線せんをずらし、ふと、遠くで昼食をはじめている後輩たちを見て、祐樹はたずねた。


「一緒だったけど、あそこにいるの、おまえの知り合い？」


「しまったこれタラコじゃない、明めん太たい子こだ。……え？　ああ、なんつうか、おれの中学時代のファンだよ。おれ中学のころ、ちょっとしたスターだったから」


「ああ……じゃあ、おまえ、水泳でオリンピックを目指していたって本当なのか？　いまのおまえからはとても想そう像ぞうつかないけど」


「はっはっはいうなー、……まぁな。事故ってなかったら、いまごろ外国行っていたかも」


　ほほう、外国、そうなればおまえと会わずにすんだのになぁ、なんて言葉が出てきそうになって、祐樹はそれを嚙かみ殺す。


　いかにこいつが相手とはいえ、このへんの話題は微び妙みようなところかもしれない。


　なにしろ人生にかかわっていること、笑いのネタにしてはいけないかもしれない──こういうふうに気を使うのも間違っているかもしれないけれど。いったいどんな事故に遭ったのか、まだ完治していないのか──いろいろ疑ぎ問もんが出てきたが、それをぶつけることはせず、祐樹はただ黙もく々もくと、おにぎりを食べ続ける。なるべく相手のことなど知りたくないし、自分のことも知られたくない、というスタンスのままに。


　──が、気がつくと、言葉は出ていた。


「……もう、目指したりはしないのか」


「……さぁ、どうだろうな。……なんだよ。だれかに頼たのまれたか？」


「え？」


「……んにゃ、なんでもね。……なんだよいきなり。おれのことに興きよう味み出てきた？」


　じっと見てくる瞳ひとみに、面めん倒どうくさそうにかぶりを振ふる。


「別に、おまえのことはどーでもいいけど、どーなのかなぁ、って思って」


「……なにが」


「……なんていうか、なんかすごい夢があってさ、その夢のためならもう死んでもいい、ぐらいのことは平気でいっちゃう、みたいな──そういう夢がダメになったら、……どうなのかな。あっさり他ほかの夢とか見つけられるのか？　……それとも、ずっとそれを引きずってくのかな」


　空をながめて、ときおりおにぎりを口へと運びつつ、鷹生はしばらく考えていた。


　やがて、ゆっくりと、言葉を切りながら、話し出す。


「……おれは、自分の夢が、ダメになったとは、思ってない、けど」


「え？　……ああ、それは、そうだな。うん。……悪い」


「いや、マジで。なんていうか、身体からだはもう治ったし、やな後こう遺い症しようとかもないし、たぶんいまからでもはじめれば、しっかり復ふつ帰きできるんじゃないか、みたいな自信はあるぜ？」


「……おまえはいっつも自信だけじゃん」


「……はっはっは。でもさ、なんていうか──気持ちのほうが乗らないんだよ。なんていうか、昔のあの、熱あつい気持ちが冷め切ったっつうか……もうダメだってことに気づいてないだけかもしれないけどな。妙みような自信があったりするし、やればできる、やってないだけ、って思いこんでいるだけで──これからだんだん、わかっていくのかも。ああ、もうあの夢は見られないんだな、あの夢はおれから離はなれていってしまったんだなって、──いまはその時期」


「ああ、それはあるかもな。そういうことってあるよな。いまは、やればできるって自分をだまして満足していて、んで、完全にダメになってからようやく気づいて、そのとき初めて──」


「…………で？　おまえの、その、『夢』って、なんだ？」


　唐とう突とつな鷹たか生おの問いに、祐ゆう樹きはきょとんと鷹生を見つめた。


　言葉の意味がわからず、しばらく考え、ようやく理解し、きっ、と鷹生をにらんで、しかしじっ、と見返してくる瞳ひとみに逆に狼ろう狽ばいさせられ、視線をそらし、手を振ふり怒ど鳴なる。


「ななな、なにいってんだ？　いま話しているのはおまえのオリンピックのことだろ？　おれにはぜんぜん関係ねぇよ！　いきなりなにをいってんだよ！　ていうかなにを聞いていたんだ？」


「違うの？　……なんだよ。だったらまじめに答えたおれがバカみたいじゃん。なんか助言がほしい、みたいだったから、ちゃんと答えてやったのに」


「助言？　アホ抜かせ。助言なんて求めてないし、おれのことは関係ないし、だいたいおまえなんかがおれに助言なんて百万年早い」


「……はいはい。だったらこの話はここでおしまいな。──ていうか、おれについていうなら、なんかこの手の話をされると、責せめられている気になってくるんだよ」


　……押おし黙だまった祐樹に、鷹生は、笑った。


「まぁ、おれがはっきりしないから、周まわりが心配しちゃうんだろうけど。でもさ、やっぱり、気分が乗らないっていうのは大きいし、おれは、焦あせる必要もないって思っているし──それが本当の『夢』だったら、どうしたってそこにもどってしまう、そういうもんだと思うしさ。……まぁ、旬しゆんの時期ってやつはあるだろうけど。とにかく、そういうこと。だから、だれかに聞かれたらそう答えといてくれ」


「……なんでだ。なんでおれが、だれかにおまえのことを聞かれるなんて思うんだ」


「……ま、良くも悪くもおれと一緒だと目立つから」


「いやそれはどう考えたって悪いだろ。……ていうかもしかして、おれとおまえ、つるんでいるとか思われてんのか。げー、うわー。どっかで訂てい正せいしないと」


「冷たいこというなよー。同じ世界を共有している仲間だろー？」


「だからそういうことを」


　いうな、と最後まで続けなかったのは、目的を忘れていなかったから。


　今日きようだけは、向こうの話をしてもらわなければならない。


　さて、どう話を持っていくか──


「……まぁ、いまは『向こう』のほうが楽しいっていうのもあるかもな。向こうはいま、すっげぇから」


　鷹たか生おの言葉を誘さそい水みず、とばかりに、祐ゆう樹きは何なに気げなさを装よそおい、たずねる。


「すっげぇ？　──そういえば、いま『都みやこ』がなんか大きなことをやっているって聞いたけど？」


　祐樹の言葉に、鷹生はにんまりとうなずいた。


「お？　さすがというか、もう辺へん境きようまで話が広まっているのか」


「ああ。なんでも、ギルドをつくっているとか──」


「ギルド？　おいおい。いつの話だよ。そんな段階の話じゃねぇよ。『都』はな、もっとずぅっとすごいとこまでいってんぜ？」


「へぇ？」


　思わぬ答えに目を丸くした祐樹に、鷹生はむふふ、意地悪げな笑えみを浮かべ、知らないのか？　だったら驚おどろくぞ、とじらすように間まをとったのち、いった。


「──実はな、もうすぐ『都』は『都』でなく、『主しゆ都と』と呼ばれるようになるんだ」


「……はぁ？」


「正式名称は、『イーグルスアイ』。それは、新たな主都の名であると同時に、その主都をいただく国の名となる──


　おれたちはいま、『国』をつくっているのさ」








　　　　３．








　遠くからかすかに、一年生のおしゃべり声が聞こえていたが、テレビの向こうの音声のように、まるで現実味が感じられなかった。


　予想だにしていなかった言葉に、祐樹はただただ絶ぜつ句くする。


　──国？　国をつくっているって？


「ああそう、国。──おれたちの、国だ」


　うなずいて、鷹たか生おが言葉を続ける。


「その名もイーグルスアイ。その由ゆ来らいっていうか、スローガン？　みたいなのもあるんだぜ？　ええとな、確たしか、『──それはいまだ小さな点のひとつに過ぎないが、やがて空よりすべてを見み据すえる鷲わしの目となる──』どうよ？　これ。──要するに、いまはまだ国とは呼べないような小さなしろものでしかないけれど、それはただの小さな点ではなくて、上空から下げ界かいを見下ろす鷲の目のように世界をしっかり見据えているっていうことで、その決意の表明で──ううん、どうもおれは説明が下へ手ただな。リーダーに説明してもらったときは、むちゃくちゃ燃もえたんだけどなぁ」


「……だから、イーグルスアイ」


「ああ。おれ的には、だったらホークスアイでもいいんじゃね？　ってとこだけど、なんせ鷹生だし？　でも鷲って外国じゃ、なんか王様の紋もん章しように使われるようなすごい鳥なんだとさ。そんで鷲の目──其そは小さな点なれど、すべてを見渡す鷲の目なり──ってな」


　鷹生はひとりでうんうんうなずき、こぶしを握にぎった。


「ほら、文化祭とか体育祭とかで、なんかテーマみたいなのが決められるだろ？　『博はく愛あい』とか『輝かがやけ！　青春！』みたいな。ああいうのを描えがいた垂たれ幕まくとか見るたびに、なんだこりゃ、こんなのなんの意味があるんだ？　なんて思ってたけど、……やっぱり、テーマっつうか、スローガン？　合言葉？　そういうのって大事だよ。本気になるとさ、効こう果かあるよ。いま『都みやこ』の人間は、その『イーグルスアイ』を合言葉にしてすごい燃えてる。みんながひとつに、一いち丸がんとなって──なにしろ自分たちの手で、自分たちの国をつくるんだから」


「……国、を……」


　いまだショックが抜け切らないなか、それでも気を取り直し、どん、どんと激はげしく打ち出した胸を抑おさえて、祐ゆう樹きはたずねた。


「……国って、ことは……要するに、なんだ？　国ってなんなんだ？」


「お、難むずかしいこと聞くなぁ。ええとな、要するに、さっきおまえが聞いた、ギルド？　あれを拡かく大だいしたものだ。ただ弱いってだけで悪あく党とうの餌え食じきにならないように、ただむかつくってだけで殺されたりしないように、権利が脅おびやかされないように、生命がきちんと守られるように、向こうの世界で楽しくやれるように、そのためにみんなでつくり上げるもの、──それが、『国』だ」


　気がつくと硬かたくなっていた身体からだから、力が抜けて、祐樹は金かな網あみにもたれかかった。


　──考える。


　確かに、向こうの世界で悪党が好き勝手やっているのは、法がないからだ。


　なにをやっても罰ばつするものがいないからだ。


　弱者に反はん撃げきする力がないからで、しかし、ギルドや国ができれば、弱者も守られ、力を持つことができ、悪あく党とうが好き勝手できないようになる──


　人が団結することは、自然のなりゆき──歴史の必ひつ然ぜん。


　遅かれ早かれ、国は生まれていただろう。


　ただ──


「……ほ、法律は？　いや、その前に、政治形けい態たいとかは？」


「またまた難むずかしいこと聞くなぁ。法律は、慣かん習しゆう法ほうとかがなんたらかんたらで──だからその、法律とか、あといろいろな、国の基き礎そ？　そういうのをつくるのでいま『都みやこ』は大変なんだ。なにしろ向こうの住人は全員中学生か高校生、国をつくったことのあるやつなんていないからな。全部一からってぇか──とにかくこちらで勉強し、向こうで試ためしてみるって感じで……おれもさ、がらにもなく、世界史とか、政治経済の教科書とか読みふけっちまったよ。……まぁ、ぜんぜん頭に入らなかったんだけど、適てき材ざい適てき所しよというか、そういうのはそういうのにくわしいやつが、各ギルドのお偉えら方がたとかと一緒にがんばってる。……ただ、政治の形態？　ってのは決まっていて、もうすぐ、──即そく位い式しきが行おこなわれ、あわせて建けん国こく宣せん言げんがされるんだ」


　即位式？　ということは──


「──君くん主しゆ制せい？　王政？　この二十一世紀の世のなかに、王さまを立てるのか？」


「ああ。ギルド会議でも、そのへんが一番議ぎ論ろんされたみたいなんだけど、とにかくいまは、スピードが大事ってことで──実際、ひどいだろ？　あっちの世界。これをなんとかするのが先決ってことで。国の基礎もなにもできてないのに建国宣言とかするのも、スピードを重おもんじたからだ。


　そしてそれは、おれも正しいと思う。


　……知っているか？　戦士ギルドのアンケート集計によると、レイプに遭あったことのある戦士は男女を問わず、なんと全体の三割──実際には四割を超こえると推すい測そくされる、だと。──こんなの信じられるか？　ひどすぎると思わないか？　十人に四人が──ふざけんなって話だよ」


「……」


「だから、とにかくスピード、早く国をつくって秩ちつ序じよをもたらすことが大切で、民主主義っていうのはいちいち決を採とって調ちよう整せいするからなにをするにも時間がかかる、ってことで、一代に限って王政を敷しくことに決まったんだそうだ。


　……なんていうか、向こうはファンタジーっぽい世界だし、王さまってわかりやすいだろ？　大統領とか、総理大臣とかよりしっくりきて、みんなが頼たよりやすいだろ？　だからまず王さまを立てて、その王さまを中心に国の土台をつくっていく。ある程度国ができあがったら、そこから民主主義へと移行する。それがギルド会議の結けつ論ろん。


　──そう考えると、案外、王さまっていうのが一番、『勇ゆう者しや』に近いのかもしれないな」


「……」


「まぁ、とにかくそういうわけだから、もうすぐ即そく位い式しきもやるし、法律とかできていないにもかかわらず建けん国こく式しきとかやるわけよ。──実際、たとえなにもできてなくても、それでも国ができるってだけでなんか安心できるし──」


　新たな、『国』という団結。


　──絶対王政。


　ならば──


「……その、王位につくのは？」


「ああ。おれも、顔しか知らないけれど、なかなか立派な人だぜ。『都みやこ』の有名人で──知っているかな？　獅し進しん──」


　目の前が急きゆう速そくに暗くなるのを感じつつ、祐ゆう樹きは鷹たか生おの言葉を引き取った。


「……獅進リカルト」


「おお？　知ってんの？」


「……まぁ、な。獅進リカルト。リカルト獅進──怪かい物ぶつ嫌ぎらいのリカルト。──『勇ゆう者しや』にもっとも近かった男。数年前に『魔ま王おう』じゃないかといわれた怪物系と戦って、相あい討うちになって、再さい起き不ふ能のうになったっていう──」


　──それでも『世界』は『クリア』されなかったが。


「ああ、確たしかに戦えない身体からだになったみたいだけれど、それでも世界のためにがんばっていて──本当にたいした人だよ。リカルトさんは。みんなが王さまにしたがるのもわかる。だいたい、ギルド制もイーグルスアイ建国も、全部リカルトさんがリーダーシップを取ってはじめたことだし──」


　──あのリカルトが、ギルド制も──


　それにしてもさすがはリカルトさん、辺へん境きようまで知られているんだなぁ、という鷹生の感きよう嘆たんした声に、祐樹はああ、と心のなかでうなずき、嗤わらう。


　ああ、リカルトのことは知っている。


　あの、『怪物殺しのリカルト』のことなら、だれよりもよく知っている。正直、再び名前を聞くとは思わなかったが。てっきり『ラケル』と同じように、もはや戦えぬ身体を引きずって、自分の気に入った場所で引退生活を送っているものだとばかり思っていたが──


　甘く見ていたことは否いなめない。


　……やってくれたな、リカルト──


（──あいつが考えたギルド制だというのなら、そこには怪物系の権利なんて入っていないだろう。当然、新たにつくられるという『国』のなかにも──）


　どくん、どくん、と心臓が激はげしく動どう悸きを打ち出し、それにともない、夢のなかに置いてきた不安が鎌かま首くびをもたげてくる。想そう定ていしていたよりはるかにきつい現実となって。


　怪かい物ぶつ嫌ぎらいのリカルトが、王となる国。


　そもそも強い『巣作りハウスオーナー』スキルを持っているため、人とは住めない怪物系。


　各地へ広がっていくだろうギルドのネットワークがとらえた怪物を、はたしてリカルトは、ほうっておいてくれるだろうか？


　新たな情報を得たことにより、シェヘラザというキーワードに感じた不安がどんどんと、現実のものになってくる。


　はたしていま、シェヘラザは──


　激しく脈みやく打うつ胸を抑おさえてうちにこもった祐ゆう樹きの肩を、ポン、とたたき、鷹たか生おが話しかけた。


「なぁ、赤あか松まつ。おまえもさ、辺へん境きようなんかにこもってないで、『都みやこ』に来いよ」


「……」


「『都』はいま、すごいぜぇ？　ほとんどお祭り状じよう態たいだ。なにしろ、自分たちの手で、自分たちの国をつくるんだから。わかるか？　おれたちの手で、おれたちの国をつくるんだよ！　燃もえるだろ？　これに燃えない手はないぜ？」


「……」


「赤松？」


「──ん？　ああ、いや、確たしかにおもしろそうだが、国づくりなんて、おれがいたってやれることなんてなさそうだしな。……だいたい、おまえはそんなのにどうかかわってんだ？」


「おれ？　おれたちのパーティーは、実はいま、別のところで『クエスト』中なんだ。でも、クエストを終えて『都』にもどり次第、『騎き士し団だんギルド』に登とう録ろくする」


「……『騎士団ギルド』？　なんだそりゃ」


「なんだそりゃって、──そのまんま、要するに王国イーグルスアイの騎士団に入るってこと。なにしろまだできてもいない国だ。まさか徴ちよう兵へいなんてのもできないし、だから有ゆう志しをつのっているわけ。『王国』のために、『騎士』として働いてくれませんか、って。たいした給料も出ないけど、でもまぁ、『都』の戦士職しよくはみんな登録するんだろうな──


　とにかくそういうわけで、別におまえも騎士に登録しろとはいわないけど、なにしろ国をつくっているんだぜ？　やることがない、どころじゃないって。やることがもうありすぎて、でも人手はいくらあっても足りない状態。やれることがない、なんてことは絶対ない。だから来いよ、『都』にさ。絶対楽しいって──」


「騎士、団……の、おもな任にん務むは？」


「へ？　そりゃあやっぱり、力仕事と、あとは戦うことだろ。なんだかんだいって、イーグルスアイ建国の邪じや魔まをしようとするやつは多いし。あとは、イーグルスアイに加わったコミュニティーの警けい護ごとか、悪人の捕ほ獲かくや怪物退たい治じに派は遣けんされたり……」


「怪物、退治……」


　思わずつぶやいた祐樹に、鷹生はうなずく。


「うん。もう何組も派遣されてる。怪かい物ぶつに、安あん寧ねいを乱みだされないように──リカルトさん、そこらへんは徹てつ底ていしていてな、私財をなげうって無む償しようの怪物討とう伐ばつ組そ織しきをつくっていたぐらいだし。まぁ、そういうとこが王に推おされる人じん望ぼうになるんだろうけど」


「とくに要よう請せいされなくても、怪物退たい治じに赴おもむくわけだ？」


「ああ。もちろん無償、報ほう酬しゆうとかは要求しない。生命の問題だしな。……もしもおまえのいるとこにすごい悪人がいたり、怪物が出しゆつ没ぼつしているなら、戦士を雇やとう金がない、とか遠えん慮りよしてないで、近くのギルドに連絡してみろよ。『騎き士し団だん』は必ず駆かけつけるから。とくにギルドやイーグルスアイに加入していなくても。……そうだ、もしかして、おれが行くかもしれなかったり──」


　祐ゆう樹きの、こらえきれずに漏もれ出だしたような笑い声に、鷹たか生おは言葉を止めて祐樹を見た。


「……なんか、おかしい？」


「……いや、いつかおまえが来るかもしれないと思ってな」


　おかしくておかしくてしかたがない、というようにゆがんだ笑顔を浮かべている祐樹の姿に、鷹生は頭をかき、ため息をつく。


「……赤あか松まつ。おまえがさ、向こうの世界のことを好きじゃないのは知ってる。


　──いや、おまえだけじゃなくて、大たい抵ていのやつが向こうには『シフト』したくないって思っていると思う。そりゃそうだ、レイプに遭あう確かく率りつが四割近いような世界なんて、だれだって、いやだよな。でもだからこそ、『国』をつくるんだ。おれたちの手で『国』をつくって、平和に過ごせる、楽しい世界──みんなが『シフト』したがるような世界にするんだ。……ええと、なんてったっけ？　ネバーエンド？」


「……………………もしかして、『ネバーランド』？」


「そうそれ。……おまえも、ピーター・パンって読んでるの？　もしかして常じよう識しき？　おれはぶっちゃけ、よく知らないんだけど──


『向こうの世界』に名前をつけようとか、『シフト』できるやつの呼こ称しようを考えようって話が出たことあって、そのとき聞いたんだけど、なんでもそのネバーランドってのは、ピーター・パンがつくった子供だけの楽園なんだろ？　おれはネバーランドって、よく知らないんだけど、話を聞くとけっこう似てるって思ったんだ。だってそうだろ？　夢から『シフト』していく、子供だけしかいない世界って、ほとんど同じ──


　──楽園じゃない、ってところをのぞけば。


　でもそれも、楽園にできる。


　おれたちががんばれば、きっと『向こうの世界』を楽園にできる。名実ともに子供の楽園、みんなの『ネバーランド』に変えられる。みんなが平和に、幸せに過ごせる楽園に。だからこそ、みんな一いち丸がんとなってがんばっていて──


　──だから、冷めていないでさ、おまえも出てこいよ、赤松。おれたちで──楽しいぞ！


　一緒に、おれたちの国をつくろうぜ！」


　そういってこちらを見てくる、鷹たか生おの目ににごりはない。


　純じゆん粋すいに、国ができるのをいいことだと思い、それをまるきり疑うたがっていない。


　鷹生だけじゃなく、そういうきらきらした目をしたやつらが集まって、リカルトの『国』ができていくのだろう。


　だが鷹生は知っているのか？


『王政』というものは、『敵てき』がいるからこそ成なり立たつものだということを。


　かつて祐ゆう樹きも祐樹なりに『国』というものについて調べてみたことがあり、自分なりにそう結けつ論ろんした。『荒あらくれ』を『貴族』に変えたのは守るべき『領りよう土ど』と『敵』で、『貴族』の頂点が『王』なら、『王政』にもまた『領土』と『敵』が必要で、そして向こうの世界でもっとも『敵』と見なしやすいのは、殺しやすいのは──


　──胸が、苦しい。呼吸しづらい。


『シフト』する前に感じていた不安が完全によみがえり、祐樹の心は向こうの世界、シェヘラザのもとへ飛ぶ。


　ああ、このいやな感覚は、シェヘラザのことを伝えているのだろうか。


　これははたして杞き憂ゆうなのか──しかし材料はそろっている。


　危険であってもおかしくない。


　シェヘラザに危き機きが迫せまっていても──すでにすべてが終わっていても。


　シェヘラザはまだ、無事なのか？


（──ちくしょう、おれが甘かった。なんとせがまれようと、近くに住まわせるべきだった）


（──騎き士し団だんとやらに見つかったか？　それとも村人たちが裏切った？　いま、危険が迫っているのか？　それともすでに──この予感は──）


　これまで『ラケル』を裏切ることのなかった長年の『勘かん』が、いまは逆にうらめしい──


「──赤あか松まつ？」


　──鷹生に呼びかけられ。


　祐樹は顔を上げ、冷笑を浮かべた。


　憮ぶ然ぜんとする鷹生。


「……なんだよ」


「いや。結局はおまえも──と思ってな。騎士団に入って、『リカルトさん』にいわれるままに怪かい物ぶつ退たい治じに乗り出すわけだ」


「…………ああ。おれは戦士職しよくだからな。戦うのは戦士の役目だ」


「そうだな。せいぜいがんばって、怪物退治に励はげんでくれよ。東に悪事を働く怪物がいればこれを始末し、西に巣を張はっている怪物がいればこれを排はい除じよし、南にただ存在しているだけの怪物がいたならその動きを止めてやり──結局、『都みやこ』の人間にとっては、怪物はみんな悪なんだろうしな」


「……それは、だって、しかたないじゃん。向こうの世界じゃ外見に引きずられるから」


「だから怪かい物ぶつ系はみな悪人？　そう、おまえのすてきなパーティーに教えられたか？　だったらビッグなニュースだ。いいか？　戦士にだって悪人がいるように、怪物系にも善ぜん人にんはいる。もちろん普通のやつもな。確たしかに魔ま法ほう使つかいなんかには、肉体を改造してとんでもない外見になっているやつもいる。そういうやつはたいてい悪人──でもな、すごい異い形ぎようだからって、怪物系が必ず悪あく党とうとは限らない。だろ？　それともおまえは人間の姿以外はすべて醜みにくいものだと思っているのか？」


「……いや、それは」


「……そりゃあ確かに、向こうに『シフト』したとたん理り性せいをなくして本ほん能のうのままに暴あばれるやつや、現実世界と向こうの身体からだのギャップに異常をきたして常じよう軌きを逸いつするやつもいる。怪物系ってことでひねくれて、悪事に走るやつなんか、それこそいくらでも──


　でもな、そういう業ごうを乗のり越こえて、普通に生きようとしているやつだって確かにいるんだ。それがそんなに不ふ思し議ぎか？　ありえないか？　おまえだって知っているだろ？　怪物系だって中身はおまえとおんなじ、『シフト』してきた人間なんだ」


「……でも、……そういう怪物系なら、きっと、騎士団だって──」


「退たい治じしない？　ありえないな」


　言いい訳わけのような鷹たか生おのもぐもぐした言葉を、祐ゆう樹きは一いつ笑しように付して続けた。


「たとえ悪党じゃなくても怪物系は怪物系、怪物系の制せい御ぎよできないハウスオーナースキルは人間の快かい適てきな暮くらしの邪じや魔まになる。一緒に住むことはできない──だから結局おまえらは、善ぜん悪あくなんかにこだわらず怪物系を排はい除じよしていくんだ。『みんな』の『しあわせ』のために、怪物どもを巣から追い出し、出て行かないなら殺していって──それともなんだ？　いま『都みやこ』には一匹でも、怪物系が住んでいるのか？　人間と一緒に住むのを許してもらえているのかよ？　それともまさか、『都』には悪人の怪物系しかいなかったからみんな追い出した、なんてバカはいわないよな？　ああ？


　──知らないんなら教えてやる。


　今度王さまに就しゆう任にんなさる『リカルトさん』の二つ名は、『怪物嫌ぎらい』に『怪物殺し』だ。そんな御お方かたがおつくりになる『国』に、怪物系の入れる余よ地ちがあるわけがない」


「……」


「いや？　別に文もん句くがあるわけじゃない。おまえを責せめているわけじゃないよ。ああ。おまえらがやっていることは正しいさ。みんなが平和に暮らすためには、間違いなく『国』ってやつが必要だ。『国』ができればきっと、あっちの世界も平和になる。みんなが楽しく暮らせるようになる。きっと──


　だがな、勘かん違ちがいするな。


　おまえらのその『みんな』のなかに、怪かい物ぶつ系は入っていない」


　──気がつくと、祐ゆう樹きは立ち上がっていた。


　立ち上がり、あっけにとられている鷹たか生おを見下ろしている。


　鷹生はただただ目を見開いて、祐樹を見上げている。


　視し線せんの交こう錯さく──わずかな、しかし無限にも思えた時間を経へて、鷹生の顔に、驚おどろきと理解の色が現れる──





「──おまえ、怪物系なのか？」





　否ひ定ていしろ、と心のどこかで声が、ささやいた。


　鷹生は祐樹がかなり長く向こうの世界にいることを、知っている。


　長く生きている怪物系、そこまで知られればかなり正体がしぼりこまれてしまう。


　──だが祐樹の口から出たのは、むしろ肯こう定ていする言葉。


「だったらなんだ？　それを知ってどうすんだ？　殺す相手の正体知って、おまえはそれで戦えるのか？　そのほうがむしろ燃もえる、てか？」


「……」


「な？　お互いに、正体知らなくてよかったろ？　これで、『向こう』で出会ってしまったとき、躊ちゆう躇ちよしないですむわけだ。いくらなんでも知り合いだってわかったら、やっぱ戦いにくいだろ？　おまえ知り合いを殺せるか？　まぁ、夢のなかの話だけどな？」


「……えと、まぁ、落ち着け、赤あか松まつ。大声出すな。何事かって思われるぞ」


　鷹生は困ったようにいい、視線を横に走らせた。


　つられて横を見、祐樹は立ち上がった自分が周囲の注目を集めていることに気づく。


　が──


「……ほっとけ。そんなの知ったことか」


　祐樹は金かな網あみをガシャンと鳴らし、おにぎりの入った袋を取った。


　扉とびらに向かい歩き出す。


　が、背後から、赤松、と呼ばれる声を聞き、振ふり返かえり、笑えみを浮かべて吐はき捨すてた。


「……なぁ、日ひ野の。おまえ、さっきピーター・パンのネバーランドの話をしたな。だが知っているか？　ネバーランドっていうのは『子供がつくった楽園』じゃない。『子供しかいない楽園』なんだ。──わかるか？」


「え？」


「『ネバーランド』ではな、大人は存在できないんだよ。わからないか？　『許されたもの』しか存在できない、それ以外は排はい除じよされる──『楽園』の正体なんて、そういうもんだ」


「……」


「まぁせいぜいがんばって、『ネバーランド』をつくってくれよ、『勇ゆう者しや』を目指す戦士さま。おまえらのいうみんなのために、それ以外を排はい除じよして──


　──おまえがその道を歩くなら、ああ、いつかおれたちは、『向こうの世界』で出会うだろう。


　そのときは、いいさ。おれたちは、……遠えん慮りよしないで殺し合おう」


「……赤あか松まつ……」


　もはや聞く耳を持たず、祐ゆう樹きは屋上を、出た。


　扉とびらを閉めたとたん、いいようのない圧あつ迫ぱく感かんが、胸のうちからせり出してくる──


　全身を締しめつけるようなわけのわからない感情を、すぐに怒いかりに転てん化かして、祐樹は嚙かみしめるようにつぶやいた。


「……ちくしょう……」


　結局鷹たか生おも、『勇者を目指す』なんてことを平気で抜かすあの新人ルーキーも、他ほかのやつらと変わらなかった。


　──そしてリカルト。


（……やってくれたな、リカルト……）


　いったもん勝ち、早い者勝ち──ウィンディの言葉が脳のう裏りをよぎる。


　まさしく、リカルトはそれをやってのけた。


『ラケル』が田舎いなかでのうのうとしている間にギルドをつくり、王さまになり、見事に『国』のかたちをつくった。そうなるべき歴史の流れに便びん乗じようし、利用して、いった者勝ち、早い者勝ちで、自分の描えがいた国のかたちの礎いしずえを見事につくってみせた──


　──だれもが、無法の世界の終しゆう焉えんを、乱らん世せの終わりを望んでいる。


　だからこそ、みんなが燃もえて国をつくり上げようとする。


　鷹生みたいなやつらが目をきらきらと輝かがやかせ、国づくりにまい進しているのなら、いまさら『怪かい物ぶつ嫌ぎらい』の思想の偏かたよりを説といても止められるものではないだろう。


　獅し進しんが望んだ国ができてしまえば、怪物系はますます迫はく害がいされていく。


　善ぜん人にん悪あく党とう問わずに、嫌けん悪おされ、駆く逐ちくされていき──


（──本当に、やってくれたな、獅進リカルト！）


　世界は動き、もはやいままでのようには暮くらせないのか──不安がどんどん膨ふくらんでいく。


　胸きよう裏りをよぎるはかつての仲間、そしてシェヘラザのこと。


　ラケルの仲間の怪物系は、ウィンディをはじめみんな『蠱こ毒どくの時代』を生き抜いた歴戦の猛も者さだ。いまどきのぬるい戦士や魔ま法ほう使つかいにそうそう負けることはないだろうし、それに全員、逃にげること、生いき延のびることを知っている。


　だがシェヘラザは、戦せん闘とうはおろか他人を傷きずつけたことすらないシェヘラザは、逃げ方も独ひとりでの生き方も知らないシェヘラザは、狙ねらわれればどうしようもない。


　戦いを挑いどまれれば、殺されるしかない。


　不安がどんどん増ぞう大だいしてくる。


　もはや祐ゆう樹きは確かく信しんしていた。シェヘラザに危き機きが迫せまっていることを。


『勘かん』の正体はその予よ兆ちよう──それが近い未来なのか、いままさに、なのか、それとももう手遅れなのか、わからないが──


（おれはいままでなにをしていたんだ。どうしてシェヘラザを、ひとりになんか、いくらかわいい妹分の頼たのみだからって──）


（もしもシェヘラザの身になにかあったら、『都みやこ』のどこに隠かくれていようが、戦えなかろうが関係ない！　必ず見つけ出し、殺してやるぞ、リカルト！）


　いますぐにでも保健室に飛びこんで『シフト』したい──はやる気持ちを必死で抑おさえ、祐樹は思考をめぐらせる。


　大事なのは、いますぐ『シフト』することではない。


　たとえいま『シフト』しようが夜に『シフト』しようが六日寝ないで一週間後に『シフト』しようが、向こうで目を覚ます時間は変わらない。


　いま、必要なのは冷れい静せいさを取りもどすことだ。


　冷静になり、どうすればいいかよく考えること。


　どう行けばもっとも早くたどり着けるか、どういう状じょう況きようのときどうすればシェヘラザを助けられるか、シェヘラザが捕ほ獲かくされればどこにどう連つれ去さられるか、シェヘラザが傷きずを負っていた場合、魔ま法ほうを使えない自分たちはどうすればいいか──想定しておくべき状況はいくらでもある。大事なのは、その場であわてて貴き重ちような時間をロスしないよう、あらゆる状況に備そなえ、冷静に──そう、いま一番優ゆう先せんするべきは、鷹たか生おから聞いた話の動どう揺ようを鎮しずめ、冷静になること──


（そうだ、だいじょうぶ、シェヘラザはきっと、だいじょうぶ──）








　　　　◆








　結局祐樹は、午後の授業を受け、帰りにコンビニで弁当を買い、帰宅すると食事を済ませ、入浴したのち、ベッドに入った。


　たいした考え事もできず、動揺も抜け切ったわけではなかったが、急ぐことはせず、就しゆう寝しん時間まで待った。


　──正直にいえば、祐樹は怖こわかった。


　間に合わない、という事じ態たいが。


　その事実に直面することが。


　なにかが起きていることは、もう間違いない。


　とはいえいつ『シフト』しても同じ時間に『起きる』わけで、だから真実を知ることをできるだけ先に延のばしたかった。なんなら今夜は『シフト』できなくたっていい、まだ動どう揺ようも消えていないし──なんて考えたりもしたし、実際、こんなに混こん乱らんしていては必要な『眠ねむり』につけず『シフト』できないのではないか、という懸け念ねん（期待？）もあったが、長年の修しゆう練れんは祐ゆう樹きをすんなり『シフト』させ、向こうの世界にもどした。


　目覚めるや否いなや、『ラケル』はウィンディを連つれ、『オーク横よこ町ちよう』を飛び出した。


　できうる限り急いだ。昼夜を問わず、睡すい眠みんもとらずに強行し、禁きんじ手てと決めていた手段『エレメンタル・ストリーム』さえ使い、できる限りの最さい高こう速そくでシェヘラザのもとへ向かった。


　たとえだれがどれほどがんばろうとも、これ以上急ぐことはできなかったろう──





　──しかしラケルを待っていたのは、赤々と燃もえる炎の山だった。





　シェヘラザは、山のふもとでいままさに、息を引き取ろうとしていた。








　　　　４．








　赤、赤、赤い山、赤い空気に赤い雲──


　夜を赤い炎で照てらし、小さな山が、燃もえている。


　シェヘラザが大好きだった、湖のほとりにある小さな緑色の山が。


　そして、山というにはまだ小さい、ちょっと険けわしい丘といった感じのシェヘラザが大好きな森の、そのふもとに、炎に包まれひっくり返っているのは──


　──巨大な、蜘く蛛も。


　気がつくと、ラケルは吠ほえていた。


　自分の力を──勘かんを、本ほん能のうを、呪のろいつつ。


　いかにも怪かい物ぶつらしいから、という理由で吠えるのを禁じていたのを忘れ、遠えん慮りよ仮か借しやくなく咆ほう哮こうを上げる。


　大気を揺ゆるがすその怒ど号ごうに、雄お叫たけびに、ひっくり返った巨大な蜘蛛が、ぴくりと動いた。


　それを視し界かいに認みとめた瞬しゆん間かんマントを脱ぬぎ捨すてて、ラケルは、走り出す。


　象ぞうほどの大きさのある蜘く蛛もを、距きよ離りをとって囲んでいた集団から制止の声が上がったが、お構いなしに、ラケルは彼らを飛とび越こえ、大きな蜘蛛のもとへと急いだ。


　十本足に髑どく髏ろの紋もん様ようを持つ巨大な蜘蛛──シェヘラザは、すでに瀕ひん死しの状じよう態たいだった。


　山を──森を燃もやしているのは自然発火の炎ではない。オドが生み出す魔ま法ほうの炎。


　内ない力りよくが続く限りえんえんと燃え続けて消えない火──


　周囲の状態にラケルは悟さとる。


　シェヘラザは寝ねこみを襲おそわれ、いきなり火をかけられたのだと。


　話す間まも、逃にげる間も、ラケルが用意しておいた避ひ難なん所じよに逃げるひまもなく、いきなり『巣』から追い出され、しかし周囲を囲まれ逃げ出せず、ずうっとずうっと蒸むし焼やきにされ──


（おれの『家族』を、蒸し焼きに──）





「……サラ、に……ちゃん？」





　懐なつかしい、妹分の声に、ラケルは思わず腕を伸のばし、シェヘラザの、十の眼めのある頭を抱だきしめた。


　腕にぬるりと、熱ねつされ続けて火ぶくれを起こした皮がずるりとむける感かん触しよくがしたが、もはや痛いたみを感じる体力すらないのだろう、シェヘラザはうめき声ひとつ立てず、炎に爆はぜず残った四つの単たん眼がんにラケルの異い形ぎようを映うつして、途と切ぎれ途切れに、いった。


「……よ、かっ、た。村の……ヒトたちが、呼よんで……くれたん、だ……」


「……シェヘ、ラ、ザ……」


　──いいや、違う。


　村のやつらは、裏切った。


　村のやつらが知らせていれば、もっと早くに駆かけつけることができただろう。


　村のやつらが知らせていれば、シェヘラザは森の奥、ラケルが用意したシェルターに隠かくれ、ラケルが着くまでそこで持ちこたえられたはずだった。


　村のやつらは裏切った──


　しかしそれを伝えることなどできず、ラケルはシェヘラザの大きな頭を抱きかかえる。


　──ああ、手に感じるこの感触。


　ゆだった巨大な蜘蛛の身体からだには、内力がほとんど残っていない。


　内力が残っていないということは、もはや自然に回復するまで内力の補ほ給きゆうができないということ。旧式のポンプで水を汲くむには『呼よび水みず』が必要なように、肺のなかに空気がなければ呼こ吸きゆうできないように、相手の体内に内力がある程度残っていなければ、こちらの内力も入れられない。


　そして内ない力りよくが残っていなければ、回復魔ま法ほうも効こう果かがない。


　たとえウィンディが敵てきのなかから魔法使いを連つれてきても、回復魔法の魔力を働かせるための『呼よび水みず』がもはや残っていないのだから。


　シェヘラザはもう、助からない──


（……ああ、ちくしょう、ちくしょう、この感かん触しよく──）


　内力が尽つきるまで──一体どれくらいの間、こうして蒸むし焼やきにされていたのだろう、ラケルはただただ『少女』を、巨大な蜘く蛛もを抱だきしめる。


　シェヘラザの巨大さに、敵てきは安全策を取ったのだろう。


　楽にしてやろうともせず、抵てい抗こうしないシェヘラザを、炎で包み、逃にげられないよう囲み、ずっと、ずっと、じわじわと──


「……おにい……ちゃん、……これ……」


「動くな！　いいから動くな──」


　単たん眼がんの下で、ハサミ型の先せん端たんを持つ長い触しよく肢しが動き、あごの下からなにかが取り出された。


「……これは──」


　木き彫ぼりの、像ぞう。


『月の合』の季節ごとに送られてきた、でも今季はまだだった──


「ごめ……まだ……って、いない……けど、もう……から」


「だいじょうぶ！　いま、ウィンディが魔法使いを連れてくるから！　だからだいじょうぶ！　……だから、……しっかりしろ！　シェヘラザ！　シェヘラザ！」


「……ありが……とう……」


「──だいじょうぶ、本当にだいじょうぶ、だから心配するな。たとえ魔法が効果なくても、どうにかなる。ほら、いざとなったら、ジルがいる。グノがいる。あいつらなら、きっとおまえを蘇そ生せいできる。いまごろはきっと転てん生せい魔法を完成させている。だからなにも、心配するな──お願いだから──」


　ああ、わかる。


　ラケルが駆かけつけたことでなにかが切れたのか、シェヘラザの身体からだが急きゆう激げきに、腕のなかで弱っていくのが、死んでいくのが、わかる。


　命が消えていくのが、実感として感じられる──


　表情を保たもてず、こらえきれずに、ラケルの目から、涙が、落ちた。


「……頼たのむ……お願いだから、お願いだから、どうか、どうか死なないで……」


　ぽろぽろと涙を落として嗚お咽えつする、懇こん願がんするラケルの首を、その触しよく肢しでやさしく撫なでて、シェヘラザは、いった。声にならない言葉で。


　──ごめんなさい──


　なぜ、シェヘラザが、彼女が謝あやまらなければならないのか。


　彼女はなにも悪くないのに。ただ怪かい物ぶつ系だったというだけで──


　いきなり、シェヘラザの触しよく肢しが、ラケルの首を摑つかんだ。


　強く、──最後の力をふりしぼるかのように、強く。


　もはやまともにしゃべれぬ言葉の代わりに、最後の力をふりしぼり、ラケルに願いを伝えるために。


　ラケルは、シェヘラザの赤い単たん眼がんを見た。


　シェヘラザがなにを望んでいるのかを知り、同時に逃のがれられぬものを悟さとり、うなずき、笑顔を見せてやる。


　周囲で炎が、揺ゆらめいた。


　──やがて。


　山を赤く染そめていた炎がまるで生き物のように、大きく揺らめき、方々から柱となって、天に昇りはじめる。


　蛇へびのように揺らめくそれは、シェヘラザとラケルのもとに降りてくる。


　どんどんと、何本も立った炎の蛇が天を駆かけ、ラケルのもとへ──その背中へと吸すいこまれていく。


　炎の蛇を背中に受けとめつつ、ラケルは手に持っていた包みを開き、血の色をした赤せき石せきを取り出して口に放ほうりこんだ。


　その石の名は『火のアなかミにアあってン燃えぬトものス』。


　ラケルの力を、固こ有ゆうスキルを解かい放ほうするもの。


　やがて、深しん緑りよくだったラケルの身体からだが赤く、染そまりはじめる。


　炎に照てらされて、ではなく、赤石の力と炎の熱ねつに内と外から熱されて、ラケルの身体そのものが、炎の赤へと変わっていく。体温は瞬しゆん時じに自身の発火点を超こえ、赤熱したうろこに触ふれていたシェヘラザの身体が煙けむりを上げてただれだし、ラケルに近い単眼の一つが爆はぜて飛とび散ちる。


　もはや痛いたみはないのだろうが、それでも長くはもたないだろう──


　ラケルは、象ぞうほどもあるシェヘラザの巨体を軽々と抱かかえて立ち上がった。


　背中から、炎の柱が四本、飛び出す。


　四本の炎の柱は、翼つばさのように急激に四方に伸のびていき、やがてラケルの身体が浮き上がり──


　次の瞬間、ラケルはシェヘラザを抱え、上空へと跳とんだ。
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　──天に輝かがやく三つの月。


　かなたに広がる雲うん海かいと、その合あい間ま合間に見える、地上の景色。


　雲海とはよくいったもので、こうして雲の上から地上をながめていると、海の上にいるかのような錯さつ覚かくにとらわれる。


　限りなく澄すみ切きった水みな面もに浮かぶような雲、はるか下に水底のようにえんえんと続く昏くらい森林。


　これが朝の光のもとでなら、すばらしい景色となるのだが、この世界の神さまは、これから死にゆく者にその程度の願ねがいすら聞き届けてはくれない、らしい。


　そんなラケルの心を読んだかのように、シェヘラザは、かすれがすれに、いった。


　──『金色』の、夜明けも、好きだけど、……この景色も、好きだよ──


「……だったら、忘れないで、この景色を、……この世界の、ことを……」





「──シェヘラ、ザ？」





　シェヘラザは、まるで『峠とうげを越こえた』かのように、見えた。


　さっきまで死にかけていたことなど忘れたかのように、むっくりした頭を動かし、いまや三つとなってしまった単たん眼がんに、空に浮かんだ三つの月を、映うつし取とる。月と、月に照てらされ白く広がる雲の海を映し、その底に広がる森林を、シェヘラザはただ、ながめる。


　いまは赤々と燃もえている山こそ、シェヘラザのお気に入りの場所だった。


　そこに、確たしかに彼女は住んでいた。


　そこからながめる、夜明けとともにさしこんでくる黄金色の輝きが、好きだった──


　眼がん下かのすべてをシェヘラザは、くっきりと、単眼に、映し続ける。


　きっと、もう見られないから。


　現実世界の彼女は、なにも見ることができないから。


　せめて、せめて、いまだけは──


　ラケルはぎゅっと、最愛の妹分を、抱だきしめる。


　自分の身体からだが彼女の身体を焼いていることを知りつつも、しかし耐たえ切きれず──


　やがて、シェヘラザが、いった。


　──ありがとう、と。


　シェヘラザ？　とラケルは問いかける。


　もはや答えの返らぬことを知りながら。


　返事のないことを知りながら、ラケルはその名を呼よび続ける。あふれ出てくる涙は、まぶたから落ちると同時に蒸じよう発はつして消える。炎の翼つばさは勢いきおいを増まし、紅こう炎えんをまとったうろこはおのれの身体からだと同様に、抱だいているものをみずからの熱ねつで焼いていく。残された者の責せき務むを果たすため。


　たんぱく質の燃もえるにおいが立ちのぼるなか、ラケルはそれを抱きしめ続けた。力強く。全身で。腕に触ふれる感かん触しよくが、なくなるまで。


　抱いていたものを最後の一片まで燃やし尽つくしたのを感じた瞬しゆん間かん、炎の翼が四方に広がるのをやめ、ラケルの身体を包みこみ、巨大な火の玉をつくり──


　──絶ぜつ叫きようが夜の空を覆おおった。


　それは愛あい惜せきの叫さけびではなく、怪かい物ぶつの咆ほう哮こうだった。
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　戦士が八人に魔ま法ほう使つかいが三人、ハウスオーナーにクリエイターらしき女の姿も見える──シェヘラザを取り囲んでいたパーティーを冷れい静せいに、観かん察さつすると、ウィンディは魔法使いと思おぼしき者の前に立ち、いった。


「あんた、回復魔法は使えるわね？　セットしなさい」


「なんだ？　おまえは。あのリザードマンは──」


　ウィンディは手を伸のばした。


　伸びた手はたちまち半はん透とう明めいの触しよく手しゆに変わり、三さん肢しに分かれて三人の魔法使いにからみつき、先せん端たんが細長く伸びて耳のなかへと入りこんでいく。


「聞こえないならよくかっぽじってあげようか？　いまは一秒でも時間が惜おしいの。わかったらさっさと回復魔法をセットしなさい！」


「──こいつ、怪かい物ぶつ系だ！」


　後ろからいきなり、肩口から腰にかけてを切きり裂さかれた。


　鮮せん血けつが宙ちゆうに飛び、しかし次の瞬しゆん間かん飛とび散ちった血は空中で青色に変わり、地面に落ちたのち、それぞれにまとまりウィンディのもとへともどる。


　そこで初めて、戦士たちは気づいた。


　少女の身体が、透すけはじめているのを。


　身体だけでなく服までが、肉体と同化し青く透けていく。


　スキルを使え、と声が飛び、先ほどとは別の、三人の戦士が三方向から切りかかってくる。


　二人はウィンディを狙ねらい、一人は触しよく手しゆを切きり離はなそうとして──


「うっ？」


　最初にウィンディに切りかかり、勢いきおいあまって地面に倒たおれていた戦士が、うめき声を上げた。


　異常を確かく認にんする間まもなく、他ほかの戦士たちの見ている前で、破は裂れつする。


　四方八方に血肉が飛とび散ちり、炎に照てらされた戦士たちの身体からだを違う赤色で、染そめる。


　灰色の脳のう漿しようもピンクの内臓も炎と夜の闇やみのなかではむしろ黒、戦士の身体を四し散さんさせた闇色をしたスライムたちは、やがて一つにまとまり、『核』のいる場所へもどりはじめた。


『群ぐん体たい』を回収しつつ、ウィンディはともすれば力が入りそうになる触手を抑よく制せいし、もう一度、いい直そうとする。


「いい？　いまは時間が惜おしいの。だからこれ以上、──っ！」


　──周囲の炎が、揺ゆらめいた。


　シェヘラザの巣を燃もやしていた火が空へと立ちのぼり、それぞれ柱となって、巨大な蜘く蛛もの傍かたわらに座ったラケルのもとへと向かい出す。


　赤より生まれた火の蛇へびたちが、どんどんと、どんどんと、ラケルの背中に集まっていく──その光景に、ウィンディは悟さとる。もはやどんな魔ま法ほうも、スキルも、シェヘラザには間に合わない、ということを。


　やがて、炎の蛇が消え、代わりにラケルの背中から四つの柱が伸のびた。


　ウィンディはため息をつき、魔法使いたちを解かい放ほうした。


　自分を取り囲みながら、いま眼がん前ぜんに起こっている（起こり続けている）風景に呆ぼう然ぜんとなっている戦士たちに、首を振ふり、告つげる。


「……残念だったわね。あんたたち。ラケルが弱体化していて」


「……ラ、ラケル？　なんだ？　いったいおまえらなんなんだ？　あの蜘蛛の仲間か？」


「──しかも『エレメンタル・ストリーム』を使っちゃったから、内ない力りよくもかなり消しよう耗もうしてる──つまりね、こういうこと。あんたたちは、楽には殺してもらえない」


　ばひゅ、と、空気の抜ける音がした。


　上空を覆おおっていた雲に大きな穴が開く。


　ラケルがシェヘラザを抱かかえ、上空に跳とんだのだ。


　きっと、シェヘラザの最後の願ねがいをかなえるために。


　彼女の願いはいつだって、この世界を『見る』ことだったから──


　──ウィンディは笑い、自分を取り囲む戦士たちを睥へい睨げいした。


　リーダー格っぽい戦士が、声を張はり上あげる。


「お、おまえ、いったいなんだ！　あのリザードマンは、蜘蛛をどこにやった！　仲間にいったいなにをしたんだ！」


「……あんたたち、イーグルスアイの騎き士し団だんとやら？」


「そうだ！　おれたちはイーグルスアイの──うわ！」


　いきなり熱あついものを首くび筋すじに感じ、リーダー格の戦士は後ろを振ふり返かえった。


　もっとも目にする必要もなく、その正体は判はん明めいする。


「……な？　なんだ？」


　──突然雨が、降り出した。


　ぽつ、ぽつ、という雨あま粒つぶは、たちまちざぁっと強くなる。


　ただの雨ではない。ほとんど熱ねつ湯とう──熱い雨の攻こう撃げきに、戦士たちはあわてふためき周囲を見回す。このまま敵てきの相手をするか、それとも雨あま宿やどりをするべきか？　いきなりの出来事になにが起きているかもわからずただ混こん乱らんに包まれて。


　が、雨はたちまち小降りになり、やんだ。


　気がつくと山を燃もやしていた火は消えて、そして空には、雲がひとつもなくなっている──





　──咆ほう哮こうが、聞こえた。





　悲しみと怒いかりの入いり混まじる、人とはつかぬ絶ぜつ叫きように、空気がびりびりと震ふるえ、地面までが震しん動どうしているかのような錯さつ覚かくを起こす。大気の緊きん張ちようは解とけるどころか増まして、巨大な咆哮はえんえんと続き、魔ま法ほう使つかいの一人が耐たえ切きれず、地面に倒たおれ、仲間が四し散さんした跡あとに胃のなかのものをぶちまける──


　──震動に全身を揺ゆらされながら、ウィンディは、両手でそっと、自分の胸を抱だきしめた。


　甘やかな感覚が、胸の先から全身に、走る。


　怒り、哀かなしみは確たしかにある。なにしろ大事な妹分が死んだのだから。


　だが信じられないことに、それ以上の喜びが胸を駆かけめぐっていた。


　たまらずウィンディはその場にへたりこみ、自分で自分の身体を抱きしめて、心のなかで謝しや罪ざいする──


　──ごめんね、シェヘラザ。あなたは死んでしまったのに、こんなことを考えて──


　でもいまは、あなたの死より、彼との再会のほうがうれしいの。


　こんなあたしはやっぱり、心まで怪かい物ぶつ系なのかもしれない。退たい治じされてもしかたないのかもしれないけれど。でもいまは、お願いだから、この喜びに浸ひたらせて──





　──ああ、ほら、『彼』がもどってくる──





　空から降りてきたそれは。


　爆ばく音おんのような咆哮を上げる真しん紅くのうろこを持つそれは。


　鈍にぶい音を立てながら、変へん態たいを開始していた。


　足はべきべきと内に折れ、鉤かぎ爪づめがさらに曲がって鳥の足のようになる。


　ざらざらと全身のうろこが立ち上がり、鋭するどくとがって伸のびていく。


　巨大な尻尾しつぽはびしびしと、先から二つに裂さけていき、やがて二本の尻尾が生まれ、その前では一対二本の交接器ヘミペニスが巨大にそそり立つ。背中からは羽ばたかぬ炎の羽が柱のように噴ふき出だし流れ、そしてひたいには、いまや大きく目立ってらんらんと輝かがやく第三の目が赤せき石せきのように燃もえ上あがり──


「……なん、だ、あれは……」


　戦士の、呆ほうけたような声が聞こえた。


　ウィンディは笑って、その問いに答えを返した。


「……知らなかったの？　あなたたち、怪かい物ぶつ退たい治じに来ているんでしょう？　だったら覚えておくことね。──といってもすぐに忘れることになるんでしょうけれど──


　──あれこそが、本物の、『怪物』よ」


　そして、あたしの、最愛の人──


　めき、めき、と音を立て、怪物の腹が横に裂け、なかからおのれの血に汚よごれた牙きばが現れる。


　腹部に生まれた巨大なあぎとは次の瞬しゆん間かんばくりと開き、ぎざぎざの牙と青くうごめく舌を見せ、やがて怪物の胸がむくむく盛もり上あがり、表皮を裂いて二つの目玉がまぶたを開く。


　怪物が、再び絶ぜつ叫きようを上げた。


　首の上にある口こう吻ふんと、腹に生まれた大おお顎あごから。


　同時に、真しん紅くのうろこがいっせいに、炎を噴き出す。赤々とした炎の明かりが夜の闇やみを照てらし出だし、怪物と、その前方に立った戦士たちの姿を闇に浮き上がらせる。


　胸に生まれた二つの目玉が、ぎょろり、とそちらを見た。


　それだけで空気が痛いたいほどに張はり詰つめ、大地が震ふるえ、戦士たちは腰を抜かして座りこんだ。


　魔ま法ほう使つかいの一人がぶるぶると、震えながら、つぶやく。


「……あ、悪あく魔ま……」


　──そう、まさしく火の悪魔。


『蠱こ毒どくの時代』を勝ち抜いて、かつて『都みやこ』を震しん撼かんさせた、この世界で最強の存在──


「……彼の代わりに、いってあげるね？　あなたたちは──『不ふ俱ぐ戴たい天てん』！」


　世界には、自分と、自分の好きな人たちだけがいればいい。


　それ以外の存在なんて、必要ない──


　その場にへたりこみ、じんじんとした疼うずきに全身をまかせつつ、ウィンディは、ささやいた。


（──さぁ、見せて、サラマンデル。あなたの力を、──本ほん性しようを。あたしが愛した、本当のあなたの姿を──）


　……圧あつ倒とう的てきな雰ふん囲い気きに、だれもがなにもいえずに震えて座っているなか。


　やがて、咆ほう哮こうは終わり──





　──殺さつ戮りくの宴うたげがはじまった。
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　はるかな山の稜りよう線せんから、朝日がさしこみ、二つの影かげを照てらし出だす。


　一つは座り、一つは立って。他ほかに動くものはない。


　やがて、座りこんでいた異い形ぎようの影が立ち上がり、歩き出す。迷まよいのない足取りで。


　立っていた影が、口を開く。


「……どこに、行くの？」


　簡かん潔けつな、答え。


「……この先に、村がある」


　ダメよ、と少女は声を上げた。


「……村人は非ひ戦せん闘とう員いん、でしょ？」


「だれが決めたルールだ？　そりゃ」


　ウィンディの言葉に、火をまとった怪かい物ぶつは笑い声で、応こたえた。


「シェヘラザだって非戦闘員だった。そして、……やつらがシェヘラザに知らせていれば、シェヘラザはおれが用意したシェルターに避ひ難なんできたんだ。やつらの村を通らなければシェヘラザの山には出ない、おれがそう地ちの利りを選んだんだ。シェルターだっておれがつくった。やつらが知らせていれば、シェヘラザは死なずにすんだんだ！　なのに、シェヘラザを、おれの仲間を裏切った、やつらに思い知らせずにおくものか！」


　どんどんと歩いていく火の怪物に、ウィンディは急いでその進路に立つ。


　怪物が近づくにつれ、ウィンディを構成しているスライム群ぐん体たいたちが悲ひ鳴めいを上げる。弱い部分から蒸じよう発はつしていく。


　それでも道を譲ゆずらずに、ウィンディは声をふりしぼった。


「……それはダメよ。……『サラマンデル』。それはダメ」


　サラマンデル、と呼ばれた怪物は、嗤わらい、いった。


「そこをどけ、『ウィンディネ』。おれの邪じや魔まを、するな」


「……シェヘラザがそれを望んでいると思うの？　あのやさしい子が……」


　絶ぜつ叫きようが、とどろいた。


「──そのシェヘラザを、やつらは裏切ったんだ！　なのに──許せるものか！　やつらに味わわせてやる！　蒸むし殺されたシェヘラザの苦く痛つうを。やつらに償つぐなわせてやる！　おれの仲間を、家族を、妹を奪うばったことの報むくいを──」


「……戦士か魔ま法ほう使つかいなら、それもいいわ。でも戦えない相手を殺さつ戮りくするの？」


「そんなの知ったことかよ。どうでもいい──いつからそんなにやさしくなった？　『青を湛たたえたウィンディネ』、が？」


「──あなたが『ラケル』になったときからよ！」


　思わぬ答えに、怪かい物ぶつが、たじろいだ。


　その隙すきを逃のがさずウィンディは前に出て──


「──よせ！　やめろ！　ウィンディ！」


　いまだ火をまとったままの、怪物の身体からだに抱だきつく。


　消えぬ炎にじゅうじゅうと、ヒトの身体に擬ぎ態たいしている粘ねん菌きんたちが焼け死んでいくのもかまわずに、ウィンディは怪物の身体を抱きしめ、いった。


「サラマンデル──いいえ、ラケル。あなたはもう、『火の赤のサラマンデル』じゃない。──ただの、『ラケル』、なんでしょう？　昔のあなたは捨てたんでしょう？　それとも昔にもどりたいの？」


「やつらはシェヘラザを殺したんだ！」


「だから『ラケル』も殺すの？　いま、ここで『サラマンデル』にもどって村人たちを虐ぎやく殺さつして、あなたはいったい、──どんな顔してあの子に、セラに会うつもりなの？」


「！」


「お願い、『ラケル』、自分を取りもどして、──せっかく生まれた『ラケル』を、こんなところで殺さないで──」


　自分の身体を焼きながらの、少女の懇こん願がん──


　──やがて。


　ウィンディはだんだんと、怪物の体温が下がっていくのを感じた。


　低温で力が低下する代わり、熱ねつを得えれば得るほど強くなる、それが怪物──『火の赤のサラマンデル』の持つ固こ有ゆうスキル。


　理論上、熱の上昇には上限がないという。


　ならばどんな高温にも耐たえてそれを自分の力にできるその能のう力りよくは、まさに無限の強さを約束するこの世界の最強スキル。


　その体温がどんどんと、下がっていくということは──


　そっと、ウィンディは、『ラケル』から離はなれた。


　体たい積せきの四分の一ほどが奪われた自分の身体を見下ろして、内ない力りよくをめぐらし、失った分の分ぶん裂れつ増ぞう殖しよくを開始する。


　そんなウィンディをながめ、視し線せんが合いそうになるとあわててうつむき、ラケルは、──つぶやくように、そして言いい訳わけするように、いった。


「……この、くそったれな世界のなかで、唯ゆい一いつ、価値があるものがあるとすれば、それは──仲間、だ。仲間と呼べるもの、なんだ」


「……ラケル」


「苦楽をともにし、同じ時間を過ごして……このふざけた世界のなかで、それでも本当に、大事に思えるものがあるとするなら、それは、仲間だ。仲間……家族だったんだ！　なのに、……なのに、あいつらはそれを奪うばったんだ──」


　ウィンディはなにもいわずに、手を伸のばし、まだ熱あついラケルの顔を抱だきしめた。


　ラケルはおとなしくウィンディに抱かれ、──こらえきれずに泣きはじめる。


　ぽろぽろと、涙を落としてウィンディにしがみつく。


　ラケルの首をかき抱いだき、頭にそっと唇くちびるをつけ、ウィンディはささやいた。


「……みんなを、……『仲間』を、探そう？　ラケル。『ジルフィード』と、『グノムス』を──」


「……」


「だいじょうぶ。もう蘇そ生せいは間に合わないけれど、あの二人ならきっと、『転てん生せい魔ま法ほう』に近づいている。──完成させているかもしれない。そしてシェヘラザならきっと、思い出せる。この世界の、ことを──」


「そうだ……いってた。この世界が大好きだって……」


「そうよ。だから忘れないで？　ここは『夢の世界』なのだということを。忘れなければ、あきらめなければ、こちらではなんでもできるはずだということを──


　──きっと転生魔法はある。


　だから、探そ？　ジルたちを。また四人で集まって、ついでにザンやらも呼んで、仲間、家族、みんなで一緒に──シェヘラザも──」


「──シェヘラザも──」


　──ラケルは顔を上げた。


　涙をぬぐい、ウィンディを見つめ、いう。


「……ありがとう。ウィンディ」


「や、やぁね。あらたまって。あたしとあなたの仲じゃない」照てれたように手を振ふって、じゃあ、といたずらっぽく笑う。「……それじゃ、村人のほうはあたしに一いち任にん、ってことでいい？」


「え？」


「別に、殺さないってだけで、このままですませるなんていってないでしょ？　あたしだって怒っているんだから。当然あいつらには、償つぐなってもらうわ。あたしたちの仲間に手を出すということが、いったいどういうことなのか──」


「………………ごめん」


　いきなり謝しや罪ざいの言葉を口にしたラケルに、え？　とウィンディは首をかしげた。


　ラケルはしばらく迷まよっていたが、思い切ったように、いった。


「……おれ、ずっと、ウィンディのこと、誤ご解かいしてた」


「……ラケル」


「正直、ウィンディの目的は、おれを昔の『火の赤のサラマンデル』にもどすことだと思っていたんだ。──なのにウィンディは、逆に、『火の赤』になりかけたおれを『ラケル』に引きもどしてくれた。……そうだよ、ウィンディだって、怒ってないわけないのに、──それなのに、おれは──」


「…………いいの、ラケル。気持ちはわかるし、あたしは気にしていないから」


「……」


「……そして、誤解されてもしかたないけど、これだけは忘れないで。あたしは本当に、あなたのことが好きなんだから。だから、あなたが『ラケル』がいいのなら……」


「……本当に、ごめん。そしてありがと。……ウィンディ」


　まだいってなかったよね、と照てれたように告つげ。


　ラケルは微笑ほほえみ、その言葉を、口にする──





「……久しぶり。会いたかったよ。ウィンディ」





　──急きゆう激げきに。


　胸のうちに、熱あついなにかが沸わき起おこる。


　──ラケルが、いや、サラマンデルが消えてからの長い日々、ずっと彼を探していた、あの空白の日々がよみがえる。


　そしていま、彼は目の前にいる──


　感かん極きわまった涙を瞳ひとみにあふれさせて、ウィンディは、叫さけんだ。


「ラケル！　ラケル！　ラケル！」


「わっ、ウィンディ？」


　いきなりウィンディに抱だきつかれて、でも抵てい抗こうすることなく、ラケルも少女を抱きしめ返し、二人は久しぶりに、抱ほう擁ようを交かわす──








　──喜びと、そして懐なつかしさに全身を震ふるわせて、なめらかなラケルの肌を、猫ねこの肉球にも負けていない腹側のうろこの感かん触しよくを味わいつつ、しかしウィンディは、心のどこか、冷めた部分で笑っていた。


　──相も変わらず、やさしい言葉に弱いわね、サラマンデル。


　あたしが、あなたが昔にもどることを望んでいるって？


　……そんなの当たり前じゃない。


　辺へん境きようでののんびりした暮くらし、なんて絶対あなたに似合わない。あたしたちには似合わない。あなたは昔にもどるべきなのよ。それが運命というもの。


　でも、それは、いまじゃない。


　そして焦あせってはいけない。


　まずはゆっくり、昔の仲間を集めて、リカルトと戦えるよう、態たい勢せいをしっかり整ととのえて──それまでは焦りは禁きん物もつ。


　いまは急がず、信しん頼らいを築きずき上あげるべきとき。


　下へ手たに小こ細ざい工くなんかせず、ラケルの信用を得るべき時期。


　だいたい、策さくを弄ろうする必要はない──今日きようのラケルの姿に、ウィンディは、確かく信しんする。


　口ではなんといおうと、いまどんな姿を演じていようと、いつかラケルは『火の赤のサラマンデル』へと、もどる。


　どれだけ演じようとしても隠かくし切きれないからこその『本ほん性しよう』なのであり、


　──そして『サラマンデル』こそ、ラケルの本性なのだから。


　今日の事件を見て、ウィンディはあらためてそれを確信する。


　ほうっておいても、ラケルはいずれ、サラマンデルに、もどる。


　だからあたしは焦らずに、ラケルの信頼を勝かち得えていけばいい。


　──いつかくる、そのときのために。


　そっとラケルを押おし倒たおし、うろこに肌をすりよせつつ、ウィンディは微笑ほほえんで、心のなかでつぶやいた。


　──そう、あたしの愛する人、ラケル。


　あなたはいつか、きっと、『火の赤のサラマンデル』へと、もどる。


　そのときこそ、この世界のすべてがあたしたちのものになる。


　──怪かい物ぶつ系の、楽園。


　勇ゆう者しやなんて必要なく、世界はクリアされることなく、いつまでも、続く、人間ではない──この世界ではヒトとしてあることを許されなかった、それゆえに力を持つ──あたしたちの、楽園が──
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　昼過ぎに家の電話が鳴ったのは、赤あか松まつ祐ゆう樹きがようやく指に包ほう帯たいを巻まき終おえ、いざ出かけようとしていたときだった。


　電話の相手は思いがけない、しかしある意味ありえなくもないやつだった。


《もしもしぃ？　おまえ、なにを休んでいるんだぁよぉ》


　のんきな声にたまげて、祐樹は声を荒あらげる。


「……日ひ野の？　なんでおまえが電話を？　……どうしてここの番号を？」


《いやー、昨日きのうの今日きようだからさ、昼休みにも来ないし、教室に行ってみたら休んでいるっていうから。電話番号は、──おまえのクラスの委員長、おれの幼おさな馴な染じみでさ、家が隣となりなんだよ。んでな、そいつのお母さんに、ちょっと名めい簿ぼを調べてもらった。──おまえ高校生の分ぶん際ざいで、ひとり暮ぐらしなんだってぇ？》


「……幼馴染って、──うちのクラスの委員長？」


《そ、あの胸のでっけぇ女。天てん下か無む敵てきのＧカップ》


「じ、Ｇカップ？」


《おう。Ｇカップ》


「そんなバカな！」


《……元気そうでなによりだぁー》


　間ま延のびした鷹たか生おの声に祐樹はＧのショックから立ち直り、こほん、と咳せきをして、たずねた。


「で？　いったいなんの用だ？　おれ、これから出かけるんだけど？」


《いやぁ、おれのせいで休んでいるんじゃないかと》


「なんでおまえのせいで休むんだよ。おまえのことなんざ気にもとめてねぇよ。今日休んだのは……怪け我がしたからだ」


　包帯を巻いた両手を見る。


　うん、うそはいっていない。


《怪我ぁ？　だいじょうぶかぁ？》


「指の先をちょっと切っただけだよ。んじゃ、これから病院行くからもういいな？」


《あ、待て待て。あとひとつ。昨日のことで、いちおういっておきたくて》


「なにを」


《おれ、『騎き士し団だんギルド』に入るのやめたから》


　──鷹生の言葉を咀そ嚼しやくして。


　祐ゆう樹きは絶ぜつ句くした。


　一いつ瞬しゆん受話器を取り落としかけ、深しん呼こ吸きゆうし、気を落ち着かせる。


《……聞いているか？　おれだけじゃない、うちのパーティー丸ごと、『騎き士し団だんギルド』に入るのやめたんだ。まぁ、簡かん単たんじゃなかったけどな。おれ、いっしょうけんめい説得したぜい。ていうか最後には、リーダーと殴なぐりあっちまったよ》


「……あ、お、それは、……お熱あついことで……」


《まぁな、実際大変だった。パーティーを抜けることまで考えたからな。でも、リーダーもわかってくれた。つうかほんとは最初から、わかっていたみたいだ。どうもリカルトさんの怪かい物ぶつ嫌ぎらいって、知っている人間には有名みたいだな？　怪物と見ると見み境さかいなくなるって、その点にはリーダーも疑ぎ問もんを持っていたらしいんだ。おまえのいうとおり、怪物系にもいいやつはいるだろうに、中身は変わらない人間なのに、見境なく排はい除じよしていっていいものだろうかって。……でも、時じ勢せいっていうか、時代に逆さからうのが怖こわかったんだと。


　……でもな、最後にはやっぱりわかってくれた。『騎士団ギルド』に入るのを思いとどまってくれた。だってそれが正しい……正義だからな。どうだ？　うちのリーダー、最高だろう？》


　うちのリーダー、最高だろう？


　その言葉が頭のなかにリフレインして、祐樹は思わず受話器を落としそうになる。


　うれしそうにその言葉をいっている鷹たか生おの姿が想そう像ぞうできて、とたんに胸に熱いなにかがこみ上げてきて、なぜだか泣きたくなってきて、でもそれを悟さとられまいと、ぶっきらぼうに受話器にいった。


「あーそうだな。……おまえみたいな仲間を持ったリーダーさんには同情ってやつを禁きんじえないよ」


《はっはっは。同じことメンバーにもいわれたよ。でもな、見てろよ、おれは絶対、うちのパーティーを『勇ゆう者しや』のパーティーにしてみせるから。うちのリーダーを『勇者』にしてみせる。そんでリーダーに、おれがいてよかったって思わせてやるぜ》


「…………まぁ、がんばってくれ」


　沈ちん黙もく。


　しばらくの間まののち、それだけなのかと祐樹が聞こうとしたとき、受話器から静かな声が聞こえた。


《……あのさ》


「え？」


《おれ、おまえと話すまで、勇者ってただ強ければいいって思っていたんだ。いつか現れるだろう『魔ま王おう』を、倒たおせるぐらいに強くなっていればいいって。──でも、違うんだな」


「……」


《昨日きのうおまえと話してわかった。大事なのは、『魔ま王おう』を倒たおすことじゃなくて、それで得えたい、なにか、なんだ。この世界をどうしたいか、どんな世界をつくりたいのか──目的と、手段を間違えちゃいけない。大事なのは倒すことじゃなく、目指すべきもの──『クリア』って、きっとそういうことなんだ》


「……」


《だから、おれは、向こうを、弱いやつがただ弱いというだけで殺されたり、女だというだけで襲おそわれたりするようなことがない世界にしたい。……怪かい物ぶつ系だっていうだけで嫌きらわれるようなことがない、そんな『国』を、世界を、つくりたい。ガキの夢って思われてもいい。おれは、みんなが──ちゃんとおまえも入っている、怪物系も入っている、みんながしあわせになれる世界をつくりたいんだ。──それが、おれの思う、『勇ゆう者しや』ってやつなんだ。


　──だから、見てろよ。おれは、おれのパーティーは、絶対『勇者』になってみせる。


　んじゃ、まあ、それだけだ。明日あしたはちゃんと学校来いよ？》


「……だから、ずる休みじゃないっていっているだろ。ちゃんと行くわい！　おまえなんかに関係なくな！」


　じゃあ、またなー、その言葉を最後に、電話は、切れた。


　しかし祐ゆう樹きは、通話が終わったあとも、しばらく受話器をながめていた。


　──気がつくと、笑っていた。


　なにがおかしいのかもわからず口もとを斜ななめにしつつ、思う。


『騎き士し団だんギルド』に入るのをやめたって？　それで勇者を目指すって？


　なんてバカな、単たん純じゆんなやつだ。現実を知らない理り想そう家かは、これだから始し末まつに負おえない。


　下へ手たすればリカルトの一いつ派ぱからもにらまれるだろうし、本当に、あんなバカを仲間にしているリーダーさんとパーティーは、大変だなぁ……


（──勇者を目指す、か）


　みんなのなかに、ちゃんと怪物系も入っている、しあわせな世界をつくる──なんて夢みたいなことをいうやつだろうと祐樹は笑う。


　物事がそう簡かん単たんにいくならだれも苦労はしない。


　どんなに理想を振ふりかざそうが、それが正しいことだろうが、それが報むくわれるとは限らない。


　やさしくて、だれも傷きずつけたことのなかったシェヘラザだって裏切りに遭あい殺される、それが世界の現実なのだから。


　──勇者を目指す？


　あんなアホが、夢みたいなことばかりいっているやつが、勇者になれるわけがない──


（……まぁ、せいぜい、がんばれよ──）





　別になにもおかしいことなどないのに、なぜだか顔がほころんできて、──でもまぁ、そういうのがいやでもなくて、祐ゆう樹きは笑顔を表情に乗せたまま、怪け我がをした手に苦労しながら靴くつを履はき、玄げん関かんを出た。


　暖あたたかい日差しが全身を包む。


　今日きようは、いい天気になりそうだ──








　ひとつ、大きく伸のびをすると。


　祐樹は意気揚よう々ようと、足取りも軽く、ようやく春らしくなった陽気のなかを、歩いていった、
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　その少年が訪たずねてきたとき、少女はまどろみのなかにいた。


　こんこん、とドアをたたく音が少女を覚かく醒せいに向かわせて、それでもまだ寝ねていたくて、なにかすばらしい（でもなんだかすっごく怖こわい）夢を見ていたような気がして起きたくなくて、返へん事じをせずにぼうっとしていると。


　やがて、ドアの開く音が聞こえた。


　少女の敏びん感かんな耳は、その足音が初めて聞くものであることを、悟さとる。


　だれだろう、ここに来るということは、見み舞まい客なのだろうけど──


　少女が寝ていると思っているのだろう、知らない足音の持ち主は、そっと、少女のベッドに近づいてくる。


　妙みように忍しのんだ足音の気配に不ふ審しんを覚え、少女は寝たふりをしたまま、そっと、シーツの下で手を伸のばし、ナースコールの位置を確たしかめた。


　しばらくして、机の上になにかを置く、硬かたい音が聞こえた。


　同時に、ささやくような声。


「……ええと、なんていうのかな、……シェヘラザ、それがきみの名前だ。……『千夜一夜物語』の、シェヘラザードから取ったんだ。きみはたくさん物語を持っていて、おだやかな夜、みんなに、よくお話をしてくれたから」


　──このヒトは、なにをいっているんだろう。


　聞き覚えのない声がつむぐ心当たりのない話に、少女は闇やみのなか、全身を緊きん張ちようさせた。


　不明の恐きよう怖ふが身体からだを包む。


　──『シェヘラザード』は知っているけど、シェヘラザはあたしの名前じゃない。


　どうしよう、この人は見み舞まい客じゃなく、変へん質しつ者しや、かもしれない。


　どうしてここに来たのか、どうやってあたしを見つけたのか、わからないけれど──


「……きみは、たぶん全部忘れていると思う。でも、できれば思い出してほしい。そして覚えていてほしい。そうすれば、いつか……


　……きみをあの世界に呼びもどすことが、正しいことかは、わからないけど、でもきみは、向こうの世界が好きで、本当に好きで、楽しそうだったから、これから先、ずっと夢も見られない、なんてつらいと思うから──」


　ああ、やっぱり変質者だ。


　それもかなりあぶない、前ぜん世せとか、違う世界を信じているような人だ。


　恐怖に身体をがちがちにさせ、ようやく自分が手に持っているものに気づき、少女はナースコールを押した。


　まるでそういうおもちゃのように、かちかちかちかちと連れん打だする。


　あとで看かん護ご師しさんに怒られようと、この危険な人と二人っきりでいるよりはましだ。だから、だれか、早く来て──


　足音はすぐに駆かけつけてきた。


　傍かたわらで、訪ほう問もん者しやが緊張するのが感じられる。


　次の瞬しゆん間かん、ドアの開く音が聞こえて、


「小こ雪ゆきちゃん、どうしたの！」と聞きき慣なれた声。


「──ちょっと？　あなただれ？　どうしてここにいるの！　ここは──あ！」


　バタン、となにかが倒たおれる音、


　そして、だだだ、と走る音。


「ちょっと！　こら！　待ちなさい！　だれか！　警けい備び員いん！　警備員！」


　聞き慣れた声が足音とともに遠ざかっていき──


「……だいじょうぶだった？　小雪ちゃん」


　違う看護師の声が（個人的に、この人は美人だろうなと思っている相手の声が）頭上から聞こえた。


　はい、と小こ雪ゆきは返事をし、いまだ緊きん張ちように身体からだを硬かたくしたまま、たずねる。


「……あの、いまの……いったい、どんな人でした？」


「うーん？　高校生……いや、中学生かな？　男の子。けっこうかわいかったけど……知り合いじゃないよね？　……あら？　これは？」


「え？」


「こんなの前からあったっけ？　いまの子が置いてったのかな。なんか字が、書いてあるけど……」


「……なんて？」


「ええと……サラマンダル……サラマンデルかな？　『サラマンデルより』、って──」





　──唐とう突とつに、なにかが頭のなかを横切った。


　先ほどのシェヘラザ、という名前よりもはるかに聞き覚えのあるような、しかし聞いたことのない名前。にもかかわらず懐なつかしく、涙が出てきそうになるような──


「……サ、サラマンデルって、なんですか？　あたし、聞いたことありますか？」


「……さ、さぁ？　サラマンダーなら、なんかトカゲにそういうのがいたと思うけど、……そういえばこれ、トカゲの像ぞう、みたいね？」


「さ、触さわらせてください！」


「あ、うん。でも気をつけてね。なんか粗あらくて、彫ほったばかりみたいだから。とげとかささくれとかあるかも」


　手を伸のばすと、なにかを乗せられる感覚。


　小雪はゆっくりと指を動かし、そのかたちを確たしかめる。


　確かめていくにつれ、なぜだろう、姿が思い浮かんでくる。初めて触るはずなのに、まるでこの目で見たことが、あるような──


「ちょっと待ってね。どっかに掃そう除じ用のサンドペーパーがあったと思うんだけど──」


　──そうだ、紙やすりが手に入りにくくて、あたしは、自分の糸と背中を使って──


「……小雪ちゃん？」


　光の宿やどらぬ瞳ひとみから気づかぬうちに出ていた涙をぬぐい、小雪はゆっくり、像を触り続ける。


　触れば触るほど、なにかが思い出されてくる。


　……ああ、そうだ。


　あたしは確かにどこかで、これに似た、像を彫った。


　大好きな、大切な、あの人たちのために、季節ごとに、時間をかけて、自分の爪つめで、触しよく肢しで、いっしょうけんめい──


「……小雪ちゃん？」


　ああ、うそ──


　目の前に、見知らぬ世界が広がっていく。


　見たことなどあるはずのない風景が、くっきりと、脳のう裏りによみがえってくる。──どこまでも続く森林が、日を反射して輝かがやく湖が、日の出の景色、夕焼けの赤、そして──夜の、雲うん海かいが──


　お月さまが三つも輝く夜に。


　あたしはそこを、飛んでいた。


　大好きな、『おにいちゃん』に、抱だきしめられて──


「……サラ、お、にい、ちゃん」


　小こ雪ゆきのつぶやきに看かん護ご師しが首をかしげたとき、扉とびらが開き、さっき不ふ審しん者しやを追いかけていった看護師が、ふう、とつぶやきながら入ってきた。


「小雪ちゃん、だいじょうぶだった？」


「あ、あの、いまここにいた人は？」


「警けい備び員いんさんが追っかけてるわ。あたしも手をつかまえたんだけどね、包ほう帯たいしてて、それがほどけちゃったもんだから逃にがしちゃったわよ」


「怪け我がしてたの？　だったら、もしかして外科に行こうとして、間違えてここに来たとか？」


「いやぁ、あの逃げっぷりはどうかなぁ？　どう考えても怪あやしいなぁ」


　看護師二人の会話を聞きつつ、小雪は像を触さわり続けて──想そう像ぞうする。


　きっと、あの人は、この像を彫ほっていて怪我をしたんだ。


　早く、少しでも早くあたしに渡すために、夢のなかを思い出して、あたしの像をお手本にして、怪我をするのもかまわずに、急いで彫ってきたんだろう。そして、ああ、あたしはどうして忘れていたんだろう──


「……小雪ちゃん？　どうしたの？　泣いているの？」


　看護師に不審がられながらも涙を止めることができず、小雪はほおを濡ぬらしつつ、手のなかの像を確たしかめる。


　そうだ、これは確かにあたしが彫った像のかたちで。


　あの世界は、夢じゃなかった。


　あそこはここから出られずなにも見られないあたしがつくった寂さびしい夢、なんかじゃなくて、本当にある世界で、あたしは確かにあの世界に存在し、自分の目で、世界を見ていた。


　頭のなかだけの幻想ではなく、確かにあった世界を。


　──そう、サラおにいちゃんも、ウィンディさんも、ミュズ姉さんも、みんなあたしの想像の産さん物ぶつなんかではなく、確かに向こうに存在し、あたしを大切にしてくれて、あたしもみんなが大好きで──


　あの世界は夢ではなく、間違いなく、存在していて。


　あたしはそこが大好きで。


　でも、『都みやこ』から来た人たちに──


　──どうして忘れていたんだろう。忘れてしまえたんだろう。


　目を覚ますまでは確たしかに、その世界にいたはずなのに。


「小こ雪ゆき、ちゃん？」


「あ、あたしはもう、だいじょうぶです。……だから、あの、警けい備び員いんさんを呼びもどしてください」


「え？　でも」


「いまの人はきっと、あたしの知っている人です。あたしの大好きな──おにいちゃん、です」


　看かん護ご師しの驚おどろく声を聞きながら、小雪はトカゲの像ぞうを撫なで続ける。


　おにいちゃんがつくってくれた、サラマンデルの像。


　あの世界の存在を示す、なによりも、確かなもの。


（──ありがとう）


　あたしはもう、だいじょうぶ。


　絶対に、忘れないから。


　この像が、証しよう拠こになってくれるから。


　あの世界は寂さびしい夢の産さん物ぶつではなく、あたしは確かにそこにいて、自分の目で物を見て、そして絆きずながあったから。


　この像に、触さわってそれを確かめられる限り。


　あたしは決して、忘れない──


（……ありがとう、サラおにいちゃん……）








　　　　◇








　──今日きようも眠ねむりに入る前。


　無む意い識しきに像を撫でつつ、少女は願う。心の底から。


　だいじょうぶ、そうサラおにいちゃんはいっていた。


　何度も何度も、いっていた。


　だから、きっと、いつかもどれる。想そう像ぞうの産物などではない、確かに存在する場所に。


　この目で見られる『金色』の世界。大好きなみんながいる世界──


　少女はそっと、つぶやく──





（──世界はクリアを待っている）


（……だって、それが世界の目的だから──）





　今日きようも語り部の少女シエヘラザードは眠ねむりにつく。


『向こうの世界』を思い描えがいて。


　いつかまた目を開けたとき、そこに、お月さまが三つある、輝かがやく世界が広がっていることを信じて──













《シフトＩ──世界はクリアを待っている──　了》










　あとがき





　今作は、ハードカバーで出版されたものを文庫化したものです。


『シフト』の続きを文庫で出そう、ということで、一、二巻も文庫となることになりました（もしかしたらその逆だったかもしれません。一、二巻が文庫になるため三巻のチャンスがいただけたのか？）。ゲームでいうところの廉れん価か版？　ベストプライスというやつです。家庭用ゲームにおいてシリーズの『続編』が出るときに出されることが多いアレです。つまり『続き』が、『三巻』が控ひかえているのです！　やった！　──といっても実はまだ書いている最さい中ちゆうですが、未来は確かく定ていしていませんが、いや、きっと、だいじょうぶ──それはともかくこういう場合、『新キャラ』や『新マップ』やら『やりこみ要素』が加わったりすると喜ばれるようですが、申もうし訳わけない、どれも準じゆん備びできませんでした。思った以上にページが多く、なにしろあとがきも二ページにまとめなければならないくらいで、短編はおろか用語集すらちょっと無理──すいません言い訳です。にしても、ハードカバーから文庫にするとこんなにページ数が変わるとは──計算すればすぐにわかることですが──


　いまだに自分の文章量をつかめていないのかと己おのれを省かえりみることしきり。


　ほかにも、『読書のためではなく』あらためて読み直してみると、同じ自分の書いたものでも、文において当時と現在ではいろいろと好みが変わっていたりすることに気がつきます。表現の『仕方』とか、『程度』とか、いろいろ──その一方で変わらない部分も確たしかにあって、なにに迷まよってどう考えたとかを思い出せ──自分だけの個人的なものですが、文庫化の作業というのはなかなか楽しい体験でした。


　……というか、ぶっちゃけてしまいますと、少々手を加えさせていただきました。


　かつての自分を否定する気はありませんが、やはり、こんなチャンスはそうそうないわけで、その誘ゆう惑わくには抗あらがいがたく──とはいえ物語の内容的な変更はありませんので（『魔ま法ほう使つかい系』の設定が変わっていたり、などはありますが、物語にかかわる変化ではないのでご心配なく）、もしもあなたがハードカバー版を読まれているのなら、そして続きを待っていてくださったなら、安心して三巻にお進みください。そうでなければせっかくの文庫化、これを機に、どうぞよろしくお願いします。


　待っていてくださった方。ありがとうございます。また会うことができました。


　文庫で初めて手に取られたなら、はじめまして。ご縁えんに感かん謝しやを。


　そしてようこそ、『シフト』の世界へ。どうか楽しんでいただけますように。







以上、




うえお久光、でした。





うえお久ひさ光みつ


鹿児島在住。好きな言葉はとある哲学者の名句「天上に輝く星と我が心の内なる道徳律」。『悪魔のミカタ魔法カメラ』で第８回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》を受賞。他の著作は『ジャストボイルド・オ[image: ]クロック』など。現在は今作『シフト』の続編にまい進中。
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ＳＴＳ


基本的なデザインから少しずらすことで、メカ／キャラクターに個性を持たせることを信条にして活動するイラストレーター。ＨＰあります。http://stsmeka.fc2web.com/




電撃文庫


シフトＩ


─世せ界かいはクリアを待まっている─





うえお久ひさ光みつ





二〇十二年九月二十日　配信







発行者　　塚田正晃


発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス


　　　　　〒一〇二－八五八四　東京都千代田区富士見一－八－十九




(C)2008 HISAMITSU UEO／ASCII MEDIA WORKS








本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。


法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。




[image: ]

OEBPS/images/T273.jpg





OEBPS/images/T012.jpg





OEBPS/images/T379.jpg
—Ira—s—






OEBPS/images/K004.jpg
A
ENa

[N THA>NHEOFRN TmaES

A

|

4





OEBPS/images/T143.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg





OEBPS/images/K002.jpg
o

Ny IS (oS N LIS 0~ MO TSR S 4

n

N\
CCHOFTITTRAOTHCS

e

. —
4%./
C NOHE AL BB
2

-

7%

NN
QYT T CEA IS O, cir g+

y’
, v
)





OEBPS/images/T081.jpg





OEBPS/images/PHOTO.jpg





OEBPS/images/T274.jpg





OEBPS/images/T011.jpg





OEBPS/images/T380.jpg





OEBPS/images/K008.jpg
—ﬁ%&iﬁl}?&ﬁo@a—
DABAK

HISAMITSU UEO
ILLUSTRATION:STS






OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/T144.jpg





OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/K006.jpg





OEBPS/images/WHITE-K001.jpg





OEBPS/images/T082.jpg





OEBPS/images/TEN_V.png





OEBPS/images/TEN.png





